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著者み 言葉 

本書は おに 今日の ドイツを おち じ おかずる 窗 りで 書いた ものでは ない。 を 
の觀た ドイツを を 一流の 頭で 解釋し •を 達と 大お考 へを 同じく する わが 日本 
の 若い 靑年巧 女 諸君に、 彼等が これから 新しい 日本を、 背負つ て 立つ て 行く 
道 しるべの 一つと して、 何 かしら 示 巧と もな b 指 かの 3 すがと もなる ものを、 
お供した いが 爲 めじ 筆を 執つ たもので ある。 

だから r 權進 ドイツ 讀ネ』 との 題目を 御 巧 じな つて > 何 わ ドイツに 就いて 人 
の 知らぬ 新しい か識を 拾ひ齿 さぅ* とい ふ讀 者が あると するなら •ネ をはを の 
人々 じ、 大 凌な 失望を 巧へは しない わと 瓜 おする。 ドイツ 事情の 客帮 的な 紹介 





なら， 今更 私な ど 飛び出す 必要は ない の だ。 今日は 『ドイツ」 が 流 わする 化 
の 中 だから —— ホ も ド イブは 日本 だけで 流行す るの ぢ やない、 要する じ 世界 
的 流行な の だが —— 從 つて 四 お 年 前から ドイツ じ關 する 薄物なん か、 古い 言 
菜で 言 ふなら' 汗 牛ち 棟も靑 ならぬ 程 ある。 現じを の やう じあん ま b 讀靑し 
ない 人間の 化の 上に だつ て、 ドイツ じ 開して 最近い つの 間に か 出版され た 新 
刊の壽 が、 一二 四十 W もを つかつ て ゐるホ 第で ある。 をれ じ 新 巧の 外電は 每 日の 
如く， ヒット ラ ア德統 の 動!^ や、 英獨戰 の 華々 しい 展開の 結果な ど、 手 じと る 
やう じ 報道して くれる ので、 苟も 毎 曰の 新 巧を 忠黃じ 讀んで ゐる限 b 、 ドイ 
ツじ關 する 新しい か識 など、 別 じこれ な 上 蛇足を 添へ る必耍 もない だら う。 

だが おじは をと しての 巧、 むが ある。 おは ドイツと いふ 一つの トピックスを 
をへ て、 私の 日本人と して 抱く 世界 巧を、 田 舍の津 々浦々 じ 居られる 若い 諸 



君へ、 何 か 魂の 訓 なじ 一助と なる 敎科 書の 一が が 香いて みたかつ たの だ。 要 
する じを の 世界 觀 だから、 これは どんな 題目の 中に 盛 b 入れても 結構で ある。 

い -6 もの 

所が 私 じと つては > 他のを 物ぶ 使 ふよりも ，私自身 多 か ド イジに 長く ゐて > 

け A ぶ A A • 

ドイツ じ關 する 見聞 も 割合 廣 いとい ふ 取ら 得 だけを 私の 資格と 考 ふる 限り 
矢張り 題材を、 ドイツ じ 採つ た 方が 一番 便利な の だから > 從 つて 巧う いふ 御 
物の 禮栽 としたと いふじ 過ぎない。 

繰返して 申 上げる。 この 拙な き菁 物は、 次して ドイツ 硏 究の完 をな 資 巧で 

も、 學問的 參考靑 でもない。 おの 如是 我 巧 じよる ドイツの 魂を、 純 巧な 靑年 

諸君へ、 一片の フ キ^ムを わ 見せす る やうな 積 b で 展開？^ せ： をれ じよつ て 

ご 化う I 

彼等が 自己の 判斷 じより て •この 新しい 盟邦の ドイツから > 他山の石 として 
どれ 丈け の ものを 學 ぶべき か •又 どれ だけの ものを 盟邦の 靑 年じ软 へて やつ 



て もい^ かの > 素 がを 提供す るの が 目的な ので ある。 

ドイツの やる ことが •何から 何まで みんな 正しい 誘では ない。 又 ドイツ じ 
正しくと も、 日本には をの 本 巧 的な 差異から して、 が觀 をし ように も出來 ない 
ことが 極めて 多いだら う。 だが 今日の 狀 態では、 わが 國 のをを お 巧 文化の 盧 
制も、新しく凌りつ^,あるあ渡巧でみつて、 ドイツのやつてゐることを、 おま 
だけ 縣 呑みに して 之を ま 施して ゐる やうな 巧を も 数い とは 言へ a 。 さう、 
ふ 場合 じ 若い 諸君は •をの 精神が どこから 來てゐ るが' を^ 躬が何 じよつて 君 一 
つたわの 前後の 事 巧を 資巧じ 判 巧す る 必要が ある だら う。 ドイツの やうな^ 
所の ことな ど •どうで もを いとの 態度 もい かん。 又 ドイツの やる ことは、 何で 
を かで も 之を お 做す る やうな み 構へ でも、 決してい^ 茜は ない。 何よりも 先づ 
日本 自身の まを 巧撞 し、 日本の が 巧の ためじ > ドイツの 在りし 今を の抵驗 が、 



どぅい ふ參考 じなる わと いふ 親を •深く 理解す るの が 何ょりも がが である。 

.をれ じしても > ド イタが 過 ま 二十 年 巧 じを ち 上つ て 巧た 妾は* 蜡 わじ 化 
動の 巧異 である。 國家 構築と 巧 族 精神 窩 おの、 見事な 完成を 術 品で ある 〇 ヒット 
.ラァ とい ふ 偉大な 詩人が 菁き 上げた 臺ん じょつ て •ドイツ 民 巧が 血と 汗を 巧 
\ しつつ、 舞臺で お出して ゐるホ 波な が 曲な ので ある。 を 達は をれ じが ふこと が 
できる。 をれ と 响時じ 化 達は、 あの 巧 ± フアク ストが、 をの 第一 卷の 始め じ、 
『わ/' 何たる 驚くべき 芝居 ぞ や！ 

だが やつ ばり を 居は 芝居 ぢ や！』 

と 叫んだ 文句を も、 を 頭から 離して はいけ ない。 ナ％ ス •ドイツのを 興の おを 
はなる ほど ドイツ人 じ とりては、 血み どろ じな つたが への 爭廚に 違 ひない。 
然し 化 達 じ とりては‘ をれ は 『やつばら ぞ 夏は 芝居」 なので をる。 


ぶ 



さぅ いふ 氣 持を 須臾 も雜 しては ならぬ と 思 ふ。 を 達 日本人 じは 日本人と し 
て' 爲 すべき 本當の 仕事が いくらでも ある。 をれ を 私達は 芝居で なく、 本當 
じ やらなければ ならない 0.., たくこの 私 莲じ與 へられた 化を ある 日本 精神 窝場 

’/ • ぃ — 

の 大事 業！^ 對し ドィツの 立 波な 芝居を 見る ことは、 何ょりも をき たお 訓じ 
なる，. 

.とい ふ 所へ 重點を 置いて、 をは この 小 おを 氣 巧く おおした。 

皇紀 二 千 六ち 年 十月 二十日 

巧 依 抓の 巧 » にで 

黒 田禮二 
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一、 戰 ひは 負けて ゐ ない - 

/ 

ド イブの 巧 巧は、 おおの コン ピ H 1 ニ ュ森じ 始まる。 

一九 一八 年 十一月の ぶ 日で ぁつた。 愈々 ドイツは 聯合 國 の！^ な 長期 戰的 反が 
を 受けて •弓が れ矢盡 きた！： 間な の だ。 足掛け 五 年 じ 瓦るな 圃 もな 戰も 、何等の 
灌 威一^ すら 値しないで、 ドイツ 第二 帝 巧は 大河の 巧した やぅに、 內 部から 崩 巧ん 
始めた。 ヵイゼ^は倉|1!^=*0してォランダのァメロンゲンじ蒙をし‘ 固內は革がの 
火の手を ぁげて •眞 赤な 旗が ベ^リンを …… パン プ^グを …… ドレス •テンを …… 
ミ 4 ン ヘンを 捲 席した。 

‘ 十一月 お 日 •いままで 衙風沐 雨の 巧 •國內 には 外 夷の 一兵 だ も 入れない と 傲 おし 
て’ ベ 火 •キ ー の タパ I 温泉 おじ •巧駐 させて がつた ドイツ 大本を の 結 司令部に も. 


今を じ 嘗てない 息詰まる やうな 展肅の 言 ふょりも •泣く じ 泣けない 悲劇の 

—— 一踩 時が 支 おした。 

正面には をぞ巧 司令の ヒン デンブ^ グ老 元帥が、 いつもの 通ら プ n シァ 式じ眞 
直ぐな 旌格 のま 巧 一つ 崩さ やお 上り、 をの 前 じ 首うな まれて、 一. 列 じな らんで 
ゐる四 名の か 戰お議 委員の 顔を、 巧 繰ら じ那 き么ん でい つた。 四 名と 言 ふのは： 巧 
巧 祕嘗の マチァス •エ ルッべ 作ザァ と、 伯爵 才 I べ火ン ドルフと いふ 二 文官と、 
フォン •ゥィン タァフ - ^ ド將軍 及び ヮン ゼ n 1 大佐と 稱 する 二 武官と でる る。 四 
人とも長い間着なわつた モ ー ニ ン グ コ ート の化を伸ばし、 齡のがせ心齡私心ブ ク 
シを かけて いかじ も* キゴ チな く* 靖 屈さう じみを 堅めて ゐ る。 これから コン ピ 
エ ー この 森で、 蹄 合 軍の 司令官た ちを 訪問し、 休 戰の挺 謀を 持ち かけょうと 一言 ふ 
のに > 見 るから じ 貧乏 臭 さう で •飢を おを てゐ るかの 如き 印を を 巧手 じ 巧へ ては 
負け 目 だとの む 遣 ひか、 ユ ルッべ^ ダァ などは 今を ⑩ 特色 ある々 ィ •セル 塞を 規か 


く 为么ん で 潇洒 たる メ 々シ方 をした 積り ではが るが' 眉 巧の 間 じは が，^ と* 

悄の 色が 現 はれて' 化の 氣 のない 庭は’ ム 持ちが^ へて ゐ る。 

やがて ヒンザ ンゾル グ元睐 は •四 名の 休戰 委員の 手を 捏 つて、 辞 わじ 言つた。 

「では これから 諸君は •神様 じ 譲られて、 一 おやまな 旅行を なさい。 諸君の ， gm 

じは 祖國巧亡の争；荷がか>1つてゐぇ御を巧なことぢやが、 一つ話をきめてき 

て 下さい。 をん な 陰氣な 態度では いかん …… ドィッは まだ 負けて はゐ な、 の だ、 
ら …… 」 

「た 力 元帥 閣下 この 休戰 提議 じは* 相當 のが おを 巧 悟し なければ なりません」 
と 工^ッ ベ^ダ ァは 巧を をした。 

「巧 悟の 前ぢ や。 わ 豆 ひじ どんな 巧牲で A 屈辱で も. 一旦は 堪 へを ばぅ。 然し^ 
爭 じは 負けて ゐ ない との 確信を 失つ ては 巧 目 ぢや〇 をの 確信を 失は a をら、 一 
，巧は 諸君 じ わ ませす る。 どぅか 諸君のを まを つくして 巧て 下さ 、，」 
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老 元帥の 瞳には 巧のを が 化つ てゐ た。 後に 國務 祕專マ ィタ ナアの 話 じよる と、 

ヒン デンブ^ グ 元帥が 涙を 流した のは、 後 じ も 先 じ も休戰 委員長 マチアス •エル 

ッベ^ ダアの 手を 捏 つて‘ これを 送り出した 瞬間の 一度 だけで あつて、 をの 後 蹄 

を國 じよつ て、 苛酷な ゲ チィ ユ條 巧の 通吿を 受けた 時な どは、 寧ろが 加が とし 
一 

て、 靜 かじ 領 いて ゐた …… とのこと である。 

こ、 何よりも 先づ 署名から ' 

% 

四 名の 休戰 委員は • H キス •ラ •シャペ^ 驛 から 特別 仕 立の 軍用 列車に 乘 つて • 
フランスの 國境內 じ 入り、 停車場の 一つ <で> 白旗と 休戰 太鼓の 音を 示す こと 
じよつ て、 をのを々 の驛 長の 許可を 得ながら* もどかしく 進んだ。 列 巧の 前面 じ 
地雷火の 不意に 巧を ずる 音 も 西え る。 をの 兩 側は 永い 間 •砲彈 じ 巧ち 載され た 的 
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妄^ 燒巧ヶ 原が、 除 限 もな くつら なつて. ゐ る。 時々 レ ー ルの 破巧窗 所を、 修綜し 
なければ ならぬ ので •列を の 進行は 牛の ホみ の やぅに 制い。 

「思 ふやぅ じ 進 ない もの だな ァ 。こんな じ グダく して ゐる 巧、 每日 軍隊は ミ 
. 千 五す 名を 均 じ 死んで ゐ るんだ が …… 」 

よ、 ゥィン タァフ * ^ ド將 軍は、 頭を 抱へ て、 乘車 巧の 隅で、 が献 をつ いて ゐ た。 
やがて フク ンス 側からの、 出迎 への ブ^ボン •ビ ュジイ 少佐なる 者と を 合つ て、 
同 少佐の 自動車で •コンビ ユ ー ニュ じある フランスの 移動 司令部 じ 向つ た。 を こ 
には、 聯合 軍械 司令の フォッシュ 元帥が、 參謀 お長ゥ .，イダ ン將 軍と、 巧闽 诲軍提 
をサ ー • n タリン •ゥュ ミスの 一一 講 傑を おへて •.森の 中の 列車の 中 II を 堂 兼用 
の 一等 展望車の 中 —— に陳 取つ てゐ るの だ。 . • 

白旗を 先頭と して 四 名の ドイツ 休 巧を 員は、 をの 展装 をの 巧の 方 じ^ じ 入れら 


ぶ 



フォッシュ 元帥は 右手で をの 大きな 鬚を 悠 採と 巧いて 咳 一 咳した。 

「を こじ 居られる 紳± 方は、 一括 何のた めに 此 おへ 來られ たか？ 一度 jil ねて を 
.なさい！」 

通譯 がを の 由を 傅へ ると、 ユル ツ ベルダ ァは ドィツ語で、 一々 文句を 切る やう 
に 答へ た —— . 

『私共は 今 同* 海陸を じめ ける、 目下の 戰閱狀 態を、 停止す る 目的で、 休 戰の推 
讓じ渗 b ました。」 . 

通譯が をれ を フランス語で、 フォッシュ 元帥 じ 巧へ ると J 兀 帥は 鳥 巧 ホで セ、 ラ 
笑つ た。 をれ から 破を の やうな 大きな 巧を 出した。 

「提案とは 何ぢ や！ 負けた 側 じ 「を ま」 の 資格は ない。 をん な ものは わ 筋 b だ 
と 退 ましなさい！」 

元帥が 示威 的 じ 巧 子を 立 上つ て、 サ ー べ^を ザ チャつ わせながら そこを 去らう 


ク 
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，とずる ので ド イ ツ側のオ1 ぺ ^ ン ド ^ フ伯は. 巧て /一 流锡なフ ラ ン ス 語で、 巧 
う 遮ぎ つた —— . 

「元帥 閣下。 あ 達は 戰争じ 負けた から 「提案」 ずると いふので はない のです。 事 
態は' このま じ】 刻 も 猶豫を 許さ なくなつ たもの だから、 聯合 固 側の 希望 通り 
の 要求を 認めで、 平和を 恢復した いための 提案を 持つ て、 我々 は 選ばれで 巧て ゐ 
るので す。 提案の 言葉 爭 ひなら、 どうで も 修正が 出 巧る と 思 ふので ずから 》 をの 
主意を 酌んで、 巧 談じ應 じて 頂きたい OJ - 、 . 

「ではを の 相談とは 何で^?』 

を こで オ ー ベ^ンド^フ 伯は •ゥィルソンの 十四 ヶ條を 持 出して、 その 非賠嘴 
不 併合の ま 貴 じ 基く 休戰ホ 和の 『相談』 •をした ので ぁるが、 フォッシュ 元帥 も 鼓 後 
じを の 言葉 爭 ひ. を やめ、 ホ 和の 問題は 孰れ 之れ が 兩國あ 巧當ま 者の 間 じ. 締結せ 
られる 平 か條約 じより て* 巧を を 見る こと だら うから、 兎も角も ホ 戰だク .ぶら、 
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一 應硫合 軍 側.' の條 件を 提示して みょぅと いふ こと、 なり •をれ からこの 記念す ベ 
き 展望車の 會 場を 中、 むとして •五日の 間が つた 揉んだ の 協 護を おけた 結果、 あに/' 
を 後の がまに 達した。 . 

休戰 を員グ をい おを して おへる 手 じ ペンを 執りながら*’ 署名し なければ なら 
，ぬ 聯合 國の 要求 條 件なる ものは •ホの 如き もので， あつた —— 

まづ この 署夕が おつて 十四日な 內じ > ドィッ 軍は をの 占領地 巧た るべ^ ♦キ I 、 

フ- ランタ、 H ^ サス • n 1 トリン グンから 垄部 撤兵し なければ ならぬ。 - 
大砲 五 千、 楼巧銃 二 萬 五 千‘ 投擲 彈 一一 一千、 飛行 巧 一 萬よ 千、 巧 關車五 千、 を单 
一 萬、 自動車 五 千、 潜水 おな‘ 輕 巡が お八 •ドレ ッ ドノ I 卜紋お 六 …… を ドィッ 
は 硫合固 じ 引渡すべき である。 

其 他の 腹 船は をく 武裝を 解除し > 中ぶ 固 巧び 聯合 因の 港 巧 じがて、 聯合 國 側の 
監視の 下 じ 置かれる。 


ライン 左 接の 地 じは 軍隊を 駐屯 させて はなら な。 

マインツ、 コブレンツ、 ヶルンの ミ 市は‘ 蹄合國 軍の 占領 じ數 ねる。 をの 占領 
地帶の 範圍は > ホ ーー ー市を を 中、 むと する 十キ P 半 徑の助 周 地域 じ 及ぶ。 

お 上 封鎖の 狀 態は なほ 解除され ない。 巧し をの 巧 必要な まなか 巧に 就いては， 
夕少の 巧宜を 巧へ る だら う。 " 
この 峻烈な 『降伏 條 件」 に對 し* ユ ルツべ ルザ ァ はおえ 乎 横 合から •「をれ は 

酷い…'.: をれ はみ し 程度を 越えて ゐる 」 『よ 千 萬の 人口を 有する 大きな 民族 

が、 壁 炭の 苦しみに 惟ん でら •い > 'もの だら うか？ だが この 巧 族は 亡びない ので 

す 負けて ゐな いの だから •又 起 上 b ます …： ：巧 おな 取 巧 ひを すれば する だけ 

をのを 上 b を 早いで せう。 聯合 國側 もを の斯 だけは みし 考 へて 頂 わなく ち や 」 

十一 巧 十一 日、 フォッシュ 元帥と ゥ H イダ ン將 軍は > もう をれ が上脫 をの 箇所は 
ないかといふ風じ、 忙がしさうにを巧と休載條か^|?^^を照し合は甘ながら、 エ 
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ツベ^々 ァの巧 合の 小言な どには 耳を さへ 巧 さや •た 乂冷靜 に 斯ぅ 言つ た 

「もぅ々 つたく。 をん なを 國演說 は •ぁとで わ 固へ 歸 つて •謀會 で!! C.O やら 
れる がい > '。で •兎に角 こ/* へ 暑ぶ をなさい、 爱 名を！」 ’ 

I 二、 平 巧の 寸斷 

をれ わ •ら ドイツは、 暫 らく 一路 轉 落のを を、 まつ 直ぐ じ 進んだ ものでぁる 0 
ン ピ H J ニ ュ の休戰條約が苛酷だなどとの、 泣きごとを言つ てゐられるどころぢ 
やな かつた。 この 四ヶ年 S ヶ月のを 月を 巧して •ドイツの がた 巧は 泉へ 送つ た 
人命 二百 萬 人、 安 消した 固 巧が 千 四 巧 億 マ^ク、 をれ じ ホに 述べた 休戰條 めの 巧 
おじょ る 軍備の 撤退 •軍艇 武器 交通 具の 沒收 等を 加へ た 上に •更に 愛 年 六月 二十 
八日 > グ*^ サイ ユじ 於て 正 まじ やか 條 約が 成立した 時 じは、 ドん ツ國 家は 手足 
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を寸斯 せられ、 が もを の 上に 經满 上の 龙大 なま 巧を， 義務と してを 巧 させられた 
ので ある。 

それまで ドイッが •ゥィルソン 大統領のを 案じ か、 る、 非 賠償 不 併合な がの 平 
和 十四 ヶ條 などを 循 にと b •聯合 國に 向つ てを の實 現を 提唱し 續け てきた ことは • 
この ダ王片 ナイ ユ條 がに ょつ て 寸斷じ 踏み 挪られ た。 不 併合 どころ の强 ぎでは な 
い。 先づ 第一 じ 》 ド イブは 今まで ビスマ^ク 時代から •虎の子の やう じ > やつと 
あき 集めて •さて これからを々 をの 經營 じ取掛 らうと 樂 しみ じして ゐた アフリヵ 
巧び 太 洋洲じ 於け るを 海外 植民地を > 元 もす もな く 取上げられて しまつた。 

植民地 ばかりで はない。 本 國の國 主 じ 於ても ユ作 ナス • トリン ゲンは、 を 
の 名前が フランス 流に 爱 つて •，佛 領 ア^サ ス • 。1 レヌと なつた。 そのため ドイ 
ッは歐 W お 一の 续 巧を 曲 地を 失つ たので、 いまを の やうに アメリヵに ホ^ 世 巧を 
二の 巧が 苗た るの 地 化を > 永遠 じ 望む ことが 巧 ホ なくなつ た。. 


!车 


をれわらポーゼ ンと西プ n イ セ ンの、 ドイツにとつては所謂お物库とがばれる 
地方が をのま^を つくら 新 巧の ポ ー ランドへ 割譲 させられ、 をの 殘 b の 腑跑と 
巧の 方 じ 飛地と して 孤立した 巧 プロイセンとの 間には、 所謂 r ホ ー ランドの 週廊 J 
と稱 する 地域が 突入す る こと y ' なつた ので、 をれ な來 ドイツ人は 外闽の 廊下を 步 
いて、 自分む 雑れ 座敷に 連絡し 得る とい ふ 不便を をばなければ ならぬ。 然もを の 
外圃の 廊下 じ 曾る 部分は、 實は歷 あ 的 じ 見ても、 外國の ものでは ない の だ。 なる 
程をこじはポ1ランド人も、 澤山住んでゐるじは違化ないが、 素を訊せば中世な 
巧 ドイツ 巧 神を を祥 させた プ n イ センの 前身た る ブランデン プ^グ 公國 のな 地な 
ので ある。 をれば か b ではない。 ドイツ 東南 部の 上 シレジア も > 極く 不公平な 人 
民 お 票の 結果で > これ 又 ポ I ランド 領 として 筋を じ 併合 させられて 了つ た。 上シ 
レ ジアは 今迄の ドイツに とつて* 良質の 石炭を を 出す る 地方 だつ たので みる。 

をれ へ もつ てせ つて、 化の 方の シユ レス キヒ 地方は デン マ ー ク じ、 モレネ I ， 
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• K イ ペン、 マ^ メザイ の 一二 地方は ベル ザ ー じ •メ ー メ^ 地方は 新 巧の リトアニア 
じ •をれ から ダンチヒ 巿は (自由 巿 として 巧 立の あを 執つ たが 結局は これ ホ) ポ 
1 ランドのを 力範圍 に* 從靖 せしめら る/' こと/' なつた。 最も 狀球 なのは 炭田の 
中 也 地た る ザ I ^ 地方で •これは フランス としても ア^ナス • ンヌ 地方の 缕 
巧 石を 產出 する 地方を 併合した な 上は、 をれ におす る 石 おの 產出 地が 必要 だとの 
理由 わらして、 ホの ザ を 十 五ケ 年間 國巧 聯盟の 管理の 下 じ 置き、 その後 人民 
お 要 じよつ て， をの 歸屬を かを する ことに きめられ たので ある。 

更に —— 主 地の 割譲では ない が —— 一方 ドイツの 同盟 國 で、 ドイツと 一 おじ 戰 
敗の 憂目を 見た ォ ー スト リアは、 をの 巧 匈 帝 固の 分裂 後 巧 立の 資格を 失つ たので • 
同 固 人は 同じ ドイツ 民族の 住む 地域で ある 關が から、 ドイツ 國と 合併し よぅとし 
た 場合* 蹄 合 固は 條約 じよつ て お まじ 之れ を 禁止した ので ある。 

ホの 化く 領主の 钢讓も 苛酷 だつ たが、 をれ よ b も 更に 手痛い 打 巧を ドイツに 島 
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.へたのは 賠償金の 問題で あつ— た。 先づ最 かじ ドィ^は 『.一切の 侵略 地 じがけ る 人 
民の 巧 ま 賠償を なす 責 な』 が あると， いふ 譯 で、 取 敢 へや 一九二 一年 五月までに、 
正金、 物品、 有價證 お 等 一一す 億 金 マ^クの 支拂 ひを 命ぜられ、 其 他 莫大な 石炭 や、 
船が や 木が 等の 交 附を强 要された 上、 更に 將來の 聯合 國を 巧榮 ならし.^ るた めの 
龙大な 賠償金が 巧 課された。 をの 線 おは 始めは 一千 二百 億見當 であつ たらしい が • 
算お 上の 計算が 出 巧ない もの だから、 いづれ 贈な 委員 會で 之れ を巧定 する こと/' 
なつむ。 皮肉に もこの 天文 學 的な 賠償金の 本 金額は、 遂に 本式 じか 定を 見る じ 至 
ら 中、 をの 假 お金 额じ對 する 利子 拂 ひの 問題で、 歐洲垂 主は をの 後 十 お 年間 1 
この 賠償金 巧が 捧引 じなる まで —— 不況と 恐慌の 惡萝じ 巧 はれ 通した ので ある。 

% 

四、 戰爭の 目的 


」 7 / 


巧 


之れ を 要する じ 前の 歐洲 大戰 は、】 租 何のた めの 戰爭 であつ たか？ 

ドイツは 戰爭を 始めて な來 ，•四 ヶ年 一一 ーヶ月の 閒 、所謂 『戰爭 目的論」 なる もの 
の 議論の 仕述 しで あつた。 從 つてを 國 一を 的な 本來の 目的と いふ ものは なかつ た 
善で ある。 或は 英 巧の 诲锥爭 を戰 であると か、 バルト海 沿擇 又は ベルリン = ベ 火 
グラ ー ド H バグ ダットの 一一 1 B 線 進出を 企圖 する 帝 國ま義 的 目的の 戰爭 であつ たと 
わ、 歡を圃 や 中立 固の 批評家た ちは' みんな 勝手 じ、 ドイツが 戰爭を おを した 巧 
因と をの 意圖 とを 巧定 しょぅと した けれど、 別に ドイツ 自身が さぅ いふ 戰爭 のス 
ダンを、 始めから 巧げ て戰 つた 誘では ない。 偶然に 戰爭を 始めた から， 仕方 
なしに、 擧國 一致して 敢然 立つ たを である。 をの 有樣 は、 恰も 一八よ 0 年の 普 佩 
戟爭の 場合に 於け る •プ n シア 巧び フランスの、 双方の ま 張した 戰爭 目的に も 等 
しい。 フランス じ とらての 戰爭 目が は、 ナポ ー オン ご 一世と、 陸軍大臣^ ブ ー フと、 
おなした パリ ボ民 との 巧には、 をく をつ たもので. あつた。 ナポレオン ー】 一世は ス 


が 



ペイン 王位 機 承 問題 じ 細し、 プ n シアが をの 王室の 支族 ン オポ^卜 乂 なを、 スぺ 
イン 王たら しめた ことに 腹を 立て、 をの 問題を 解かす るた めに 戰 ひを 開かう と考 
へ、 ルブ ー フ將 軍は たぶ ビスマ^クが 'ドイツ じ 於け る 巧 治の 中 也を 退く ことを 
目的と し、' パリ 巿 '民は ライン 河を 佛國 々境と する ことを 念願と した。 又プ 。シア 
側は た 乂 ぞ備疲 張と、 南 化 ドイツの 統一を 計まして、 國 民の 注意を 對外 問題に 向 
けさせる 目的で あつた。 然る じ戰 端が 愈々 開かれる と、 妓じ 始めて 兩國 はを々 を 
の 相手の 滅亡 じ 目 操を 置いた。 

だから戰爭といふものは、 始めから一定の計晝と目的とをなて、 施行せらる/^ 
ものではなくて、 意外な 時間に 勃を ずる 性質の ものである。 この 前の 歐抓 大戰じ 
於け る ドイツの 化き も、 カイ ゼ V の帝國 主義 的 巧 ふだと か、 或は 前 じ も 一寸 述べ 
たやう じ英國 との 侮權爭 巧な どが、 をの 目的で あつたと 說 くもの が ある やう だけ 
れ ど、 をれ はを の戰爭 のぞ 巧 的 巧 由を、 あとから 說明 する 一種の 手が から じ 過ぎ 
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ない ので あつて， ドィッ 帝國 自身は •別 じそんな 目的で 戰爭を 始めた 譯 ではない。 
をの 證據 には •これ も 前に 一寸 述べに やぅ じ、 もぅ 戰爭が 始まつ て ご一 年の 月日を 
お逊 した 頃 •卽ち 一九 一と 年から 一八 年 じ わけて、 一 抵 今度の 戰爭の 目的は 何 ど 
やとい ふ 問題 じ 就いて、 國 內で頻 b じ爭 つて ゐた 事情 じ徵 しても、 をのる の 消息 
はよ くみる。 

をれ だからへ ルフ H リヒ博 ± や、 作 1 デン ド^フ 將 軍の 如きは、 フランスを 叩 
くよりは 寧ろ 東プ n シアから ロシアの 方に 侵入し、 を こじ 新しい ドィッ 植民地を 
確立し なければ ならぬ とい ふし、 中央 黛の ユ^ ダべ^ ダアの 如きは、 英佛 との 抗 
爭は 勿論 績け なければ ならね が、 バ^ヵン 方面へ 戰 線を 馈大 する のは 無蘇義 だと 
讓 論す るし •お 軍 側は —— 不思 護な ことじは 社會 主義者の 一波 もこれ じ 加は つて 
1—— 西部 戰 がの 線を 巧は 之れ を 中止し、 寧ろ 守 おの 形に して わいて、、 一方 外阁商 
かに 對 する お 水 巧の 無巧吿 巧な により、 英 國じ對 する 海上 逆 おおを 實 巧し なけれ 
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ばなら ぬと ま 張して 譲ら だか、 つたこと などは、 要する じ ドイツが 戰爭 過程に 入^ 
ながら •なほを の戰爭 目的が きまつて ゐ がかつ た證據 であら、 をの 結果を 巧 線 司 
令 部に 於ても、 作戰上 にれ ほど 不利な 情勢を 來し たか 分らない 程で あつた。 
だから 戰爭が 濟んだ 後の ドイツ人 じは、 をの 無に 就いて いつまでも 後悔の 氣持 

が. 續 いたので ある。 一 糖 前の 歐洲 大戰は 何のた めじ 戰つ たか 9 何の 目的が を 

の 中 じあつ たか？ …… とい ふ 同 顧は、 常 じ ドイツ 民族の 腦 極を 化 紙した 拟 ig の お 
察な の だ。 をれ なじ ドイツ 民族は 前の 大戰 じょり て‘ 戰爭 じは 一定の 計裘 と、 巧 

到なる 勝利への 意思と •明確なる 戰爭 手段 じょる 目的の、 重大なる ことを 痛切 じ 

- 

植 得した。 これが 今 同の 大戰じ 際し、 一方 戰爭 のと 八 年 も 前から 計 塞 性 ある 統制 
の 戰時歷 制を をへ たと 共 じ、 他方 戰爭が 勃 おする と 同時 じ‘ 總統 ヒット クァの 口を 
をして、 「歐洲 新 秩序の 建設」 なる 明瞭な ス P 1 ダンを 中外 じ齡鹏 し、 をの 戰爭目 
的の ためじ 今日 固 民 上下が 一を して 戰 つて ゐる巧 ななので ある！ 


玄、’ プロシア ま義の 行動. 

話が 夕少瞄 道 じ k れ たが、 右 じ 述べた や ！， っに ドイッは 前の 大戰じ 於て、 おくべ 
く 勇敢な 戰 ひを 續 け、 最後 じ 弓 巧れ 矢盡 くるまで、 巧强 なみ 勢を やめな かつた が、 
戰爭 をの もの じは 國民 をが 得させる だけの、 巧 謂 巧を 巧 狂と (戰爭 目な) なる もの 
を 持つ てゐ なかつ た 缺斯が あるに 對 し、 他方 聯合 國の 方は、 あれ 程戰 場では 到る 
所 じ 浮を がた も、 然も 多 あの 種類と 柄のを つた 固を をを せ 集めた モザイク 流の や 
ぅな 爭圃ブ n ック であつ たじ 巧ら 中、 たく 一つ だけ 彼等 聯合 國に 共通して、 一が 
输れ ない 耐戰の 華が 力を 巧へ たもの が あつた。 

をれ な 彼等の 戰爭 目が なので ある。 彼等は カイゼ^の お 對ま義 的な 巧 ふを 挫か 
ぅ がつ て々 イ ♦セ 八の 巧お たる プ n シアず 閱を巧 こを ぎじ 削 討し、 をれ じよつ 


て 欧洲 人が、 れを髙 うして 巧 眠ので きる 自由を 恢復し ょう …… とい ふので 結束し 
て おつた の だ。 巧言 すれば 大 ナポレオンの 末期に 於け る、 歐洲 を 巧 巧の 自由 解が 
戰と •同じ 意氣么 みで 戰 つたの だ。 

をれ だから 大 ナポレオンの ためじ、 到る 巧で 反 巧を 受けながら* 執 糊 じな ひ 下 
つて •あじを の 最後の 目的を 達し 得た 十九 世紀 お 巧の 情勢と 同じ やうに、 蹄合國 
家 群 じは ドイツの 手 硬い 攻 おを 受 くれば 受 くる 程國結 必が强 くな つてき て、 遂に 
蹄 合 固を 所謂 「勝利』 じ 導いた ので ぁる。 

この プロシア 主義の 打倒と い ムス ロ ー ガンは' アスクィス も、 ロイ、 ド ••チ ョー 
デ も， クレマン ソオ も、 又" シアの イズ グォ火 タキ ー の やうな 腥じ疵 持つ 政治を 
でも •常 じ 口ぐ せの やう じ 之れ を 表明し、 を自國 軍の ±氣 を 鼓舞 させて ゐ たもの 
だが* 同時 じ 米 固を して 孩戰 せし ぶた 動機 も ホを こじを り、 從 つて 米 固が 聯合 西 
に 加は つてを は •まるで ゥィ 火 ソン 大統領が 、麻 合 固の 戰爭 目的を 一手 じ 引受け 
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て' 之れ を 神聖 化し、 巧學 化し、 理想化して しまつた。 を こじ 堂々 たる 非 賠值不 
併合の 主義が 生れ、 を こじ 又 極め 人道的な 巧 ひの 髙 い、 あの 對獨 十四 ケ條の お 
則が 生れた 所な なので ある。 

だから ドイツ 側では' カイゼ^ さへ 居 なくなり •又プ P シア 主義が 再び^ 船し 
ない 限り、 输合國 は ドイツの 提案を 絕對的 じ 採用して くれる もの、 とみ 面目 じ 信 
じて なた ものら しい。 をれ はゲ ユ^ ナイ ユ條巧 じ 出席した ドイツの 代表 ブ 。ック 
ド作フ •ランツ アウ 伯の 手記を 讀ん でを 明かで ある。 卽ち ドイツ人は 馬鹿正直 じ、 
ウィルソンの ホ 巧を 案は 口先 だけの ごまかしで なく、 本當じ 人道的な 至誠の 發巧 
であ づ て* をれ じ反對 して ゐた 今までの ドイツの 態度は， 避ろ 夕少恥 かしい ふ 持 
じな つて ゐた もの/' やぅで みる。 

が b •戰敗 ドイツは ウィ^ソンの 舆必 、换言 すれば 聯合 國の 正當 なる 戰争 目的 
の 前 じ 頭が 上らな かつた。 をれ じ 逆つて おが 破りな み 抓於败 一如を おけた 點 には、 


H 


今と なつて マチアス •干 少ツべ 火ダア でも、 ブロック ド少ブ •クンツ アウ 白で も、 

夕 少申譯 がない と考 へて ゐ たじ 違 ひない。 だから ドイツ 帝 國が國 家と しての、 を 
の 意 ホ じめ ける 良、 む 的 刑 削 や襟牲 は、 到底 ドイッ 自 をが 負 ふべき もの だとの 必理 
的な 覺 悟は、 彼等 とても 持つ てゐ たで あらう。 . • 
だが をの カイゼ^は オランダへ 蒙 塵して、 も/っ 國內 には ゐな いので ある。 ドイ 
ッは ウィ^ソンの 示唆と 暗示 じ從 つて'、 假 政府ながら 旣に 一九 一八 年の 二月から 
國民 議會を 開催し、 主權は 人民の 手 じ 移つ てゐ る。 聯合 國が 直接 じ 打倒の 目標と 
して ゐたプ n シアの 軍闕 は' をれ こを ネ當じ 滅亡して、 ドイツ 國內 にを の 跡形 も 
ない。 をれ は化會 革命の 結果 •プ n シア 軍 閱のお 制が 崩壊した からと 言 ふ ばかり 
ではない。 か 論 をれ も あつたら うが、 プ n シア 軍閒の 中核を なす ユン カア じよつ 
て祖 織され た 勇敢な 靑年將 巧たち が、 もうを の 頃 じは 殆ど ひ 一人 も 生き 巧つ てゐな 
いの だ。 一九 一八 年 じプ〇 シア 軍閱が •せ 會的巧 力と して 退陣す るな 前、 旣じ一 


九 一六 年の 末までに 是 等の ユン々 ア 出身の 靑年 ±官 達は、 マ^ ヌの 原頭 じ 於て，. 
又 お 同に 瓦る ゲ - ^ ダンの みお 戰に 於て、 ま實上 物理的 じ 死に 据ぇて ゐ るので ぁ 
る。 從 つて 一九 一八 年の 初頭を 飾る 最後の ドイツ 大巧が の 場合な どじは、 をのな 
九十 餘師函 を おふるち 大な 軍隊の 中 じ、 满 巧な プ P シア 出身の 靑年 貴族 將 おな ど 
は、 殆ど 指を ほす る 位し かゐ なかつ たと 言 ふ。， 

♦ 

. ム ハ、 ボッシュ ポ彿 ふさ！ 

♦ 

をん なみ 第で ぁるから' H ンピユ ー ニュ 森の 休戰條 約に がて —— ^ つて をれ か 
ら 半年 経つ て 後の > グ* ^ ナイ ユホ 巧條 おじ 於て はな ほ更 のこと、 —— ドィツ 側 
では、 ゥィ^ツ ンの 目的に 叶 ふやぅな 態度を とり' 欺 洲を般 の 人間の 自由 解放が 
.お 束され る ことを •ドイツが 素直 じ 承諾す る 限ら、 聯合 國は 寧ろ 宮んで r 平 か」 


が 



クじ應 じて くれる ものと 考 へた。 をれ だから ダ-^ サイ ユ のず 和 會議の 意義が ある 
ものと 愚直 じ 信じ 切つ たの だ。 

然る じ 事ぎ はまる で反對 であつ た。 ドイツが 降伏の 形を とつて、 一巧を 巧げ 出 
し、 最早 やを 然 抵抗が 出 巧 なくなつ た 形勢を 見て とる と、 聯合 國 のを 治 家の- 郎 は、 
•まるで 熱病に でも 憑かれた やう じ、 ドイツ じ對 する 復警 とお 惡の 念に 燃え、 ヵイ 
ゼ 少ま義 —— 從 つて プ n シア 軍閥 ま義 —— の 打倒な どと：：^ ぶ ものは、 嘗て 戰爭呂 
的の ス ダン じは 一度 も 無 かつた やうな おじを り、 卽ち 今を の假 面を を然 かな 
ぐり 捨てて、 『ドイツ 民族の 幾滅』 が 本來の 目的で あつたかの やうな 態度を 示し 
てきた。 をの 結果が、 ゲ サイ ユ 平和 條 約の 調印な ので ある。 をれ は 欺 渊じ平 
和を 巧來 させる 條 のでは なく、 近い 將來 にがて ドイツ 民族が 復巧 ずる 限り、 必中 
ホの 戰爭を 捲 起こさせる 條約 なので ある。' 

民族 自 巧と いふ 表看板の ドに、 チュ コス。 ゲァ キア だの、 ユ ー ゴス ラゲ イア だの、 
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ポ1ブンドだの、 新作1マ 三アだの. バルト諸邦だのと、 少數民族が將巧ぶずな 

巧を 仕 合 ふじき まつて ゐる やうな 爭圆 群を 隨所じ 新設し、 せ來の 一線り になつ て 

ゐる國 家の 手足を 部々 的に 切らと つて (ドイツ や；； ンダ リイ や ブ^ ザリアの 例に 

、がける 如く)， をれ を 周 園から 牽制し 得る 諸國の 中へ' 編入したり 合併した りした。 

、 

をの 目的は をく 他で もない。 ホづ 化氷洋 から バ火 卜沿擇 地方を 通り、 ボ ー クン ド 
と 方 1 マニアから 黑 海に 判る、 帶の やうな 固 家 群の 萬 里の 長が を 築いて、 一つは 
ボ リシ H ダ ィキの 西 侵と、 二 じは ドイツ 民族の 巧 巧と が、 不ザ 能と なるやうな 齡抓 
じした の だ。 をの ホ じ ライン 巧の 西部へ 持つ て 行つ て、 化は オラ. ン ダから、 ベル 
•ネ ー、 作ク セン プ^グ > スイスの 中立 的な 第二の 萬 里の 長が を 構築し、； 卜んツ の 
西侵を不可能とした。 をの上じポーラ ンドの廻廊と、チ * n ス 。ゲアキアのズザ1 
ブン巧 逸を 含む ボヘミア 地方を > 態々 ドイツの 必巧 部へ、 背中から 賊^ おする や 
、うな 人工的 地形 じ 作ら 上げて ドイツ人の 自滅を 巧す るか とつて ゐる ことが > 


が 


y 


を々 とお 見され たので ある。 

をれ じ ドイツ人には •なか 會 革命の 結果、 國內 がもぅ 胤の 如く 亂れ てゐて も、 を 
の 秩序を 立てる だけの 武力を 持つ こと さへ 許されな いので ある。 武装 不完全で 徵 
兵制 じ 操らざる 常備を 十 萬を 維持 すん な 外、 國內の 要塞は おて 破壊され、 海軍と 
空軍と‘ の 再建は、 グ * ^ ナイ ユ條 約の 缴 則で 一切 禁止され てゐ る。 

主なるを 業を 巧つ た ドイツが 族が， 飯のを へぬ 狀態 じな つて ゐても > クレマン 
ブォは 平然' として、 「をれ は 當然だ … 要する じ 一一 千 萬の ボッシュ (ドイツ人) が 
夕 過ぎる！』 とを 嘯く のみで ある。 をの 中から 天文 學的お 字 じ 巧い 償金を 取上げ 
ょぅと 言 ふの だから、 ドイツと しては 之れ じ對 して 何等 支 沸 ひの 給付 物を 持つ て 
ゐ ない。 化 フランスの 荒お狀 態を 計算して をの 復舊 貴が 大掩】 千 僚 フラン ほど 入 
用 だとい ふこと になる と、 クレマン ソォは 傲然と しで、 を もす payera ! (ボッシュ 
が拂 ふさ！) と 突 おすの みで ある。 要するに ドイツは 國內じ 資源が 乏しく 人口が 
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あ剩 G 上 じ、 鎌 頸 石 や小麥 生まの 地帶を 割き 取られて ゐ るので、 を こから 何等か 
の 賠償 じ充當 すべき 便 値 ある 生產 物を 作る ためじは >輯 內の勞 働 力を 株 動員して • 
勞働 加工の 力を 利用す るょり 他 じ 仕方がな いの だ。 卽ち あ大な 賠償金 さへ 郎 して 
わけば、 ドイツ 勞働者 大衆は‘、 た乂 をの 桂 措の 下に 賃銀 奴隸 となつ て、 ドイツち 
巧の お 運 さへ をらぬ のみ か、 をの 狀態 をを のま/' じ 十 年 も 二十 年 もぶ 巧して わけ 
ば、 ドイツ 民族は 氣 力も抵 力も衰 へて •を じ 自滅して 了 ふに きまつて ゐ る。 

然 り、 グ - 八 ナイ ユの お棺糖 制を 通じての 聯合 國の 對獨 態度は •英佛 が 戰お闽 
としての ぎ 制 的 巧 溝を 掌捏 する ことにょ つて、 ドイツ 民族の 滅亡を 計り、 駄洲乂 
陸 じ 永遠の 不和と 不 秩序を 巧ら す ことを 欲して ゐ るな 外の‘ 何物で もなかつ た。 
蹄な 國の 戰爭 目的は、 ま 制 主義 じ對 する 歐洲の 自由 解 故 毀ではなくて、 寧ろ 臟洲 
じ 巧の 戰爭 への 準備と、 民族 間の 嫉視 反目と、 戰敗 民族の 自滅を 許る 斯じ あつた 
ので ある。 新しく 生れ 獲ら ぅとした ドイツ 民族の 前を は、 た 乂暗獻 と絕讓 とが‘ 


JO 


口を 開けて 待つ てゐ るの みなの だ！ 

セ、 イギリスと フランスの 立場， 

m . 

ホ じ 述べた やぅに、 グ ナイ ユ條 約は、 ドイツ 國 民の 期待を を 面 的 じ ま 切つ 
たもので ある。 数く とも ドイ ツ はこの 平和 條約 じょり 巧 じ欺洲 民族と して 四 
隙と 親善 關 がに 入らぅ としたので あるが、 戰お國 は ド イジ 民族を 精神的に も 物質 
的 じ も 再起 不能と して、 をの 自滅を 計る 巧 巧を 執つ たもので ある。 

勿論 聯合 國の 中で も、 フランスと イゲ リタの 立場は、 多少 異 つた 顯^ あつた。 
ドイツ 民族の が 亡を 也から 望んだ のは、 をろ イ •キリスょ b も フランス なので ある。 
フランスは 大戰の 結果、 歐洲 大陸の 巧 もたる の 地位 じ 躍進し 得た とは 言 ふ もの^、 
戰爭じ 勝つ たのは、 自 みの 自力で おつた のでは ない。 巧 固の 海軍 おお 力と、 米 酉 
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の 經巧的 援助と が あつたた めじ、 單じ ドイツの 瑞巧 がの 力を 巧 止めて、 一定 明 巧 
頑張 b 通した とい ふの が、 所謂 『戰 捷』 の 形と なつた ものである。 實を 言へ ば， 
力足ら^ して 勝利を 得た 結果と なつた じ 過ぎない。 化つ て ドイツ じ 對；^ ては’ 恐 
ろしく 怖い ので ある。 この ドイツが、 又い つ復替 戦を 始める か 分つ たもので はな 
い。 若しも ドイツ 民族が 何等かの 形で 復 巧し' フランス じ對 する 化を 報 ゆる 態度 
じ 出た 限り •るう フランス としては 巧び これを 叩き伏せる 自信がない の ご。 だい 
ら フランスと しては、 今後 ドイツが 再 お出 巧ぬ やう じ、 垄然 をの 手 おを が W して 
わく じ 限る。 卽ち ドイツは 負けた 国と して' この 際 勝利者の が 巧 難題を、 何でも 
かで も壓し 付けて わかう とい ふの がを の淫 前で あつた。 

をの 無 じ 於て イ •キリスの 態度 も、 原則としては 大 盧同樣 であつ たが、 然心イ •キ 
リタと いふ 國 は、 元 來歐洲 に 於て お 巧な 强大國 の 存在を 許して わけない^の 巧が 
を 持つ た 固を なので ある。 ドイツが 强い 時は、 他の 歐洲 諸國を 誘つ てこれ をな ち 
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のめして 了 ふ。 をして 前の お 拥大戰 にがては •をの 目的を なお じ 達成し •々イ ピ 
少 •ウィ 火へ；^ ムの 第二 帝國 を、 あの 見事に 崩 巧させる ことができた。 然し 今 巧 
ド イブに 代る フランスが、 巧り 敢洲 大陸 じがて 强 くなる こと も •イザ リタと して 
は 餘りホ 望では ない ので ある。 嘗て スペインが 强大な b し 時は、 オランダを 巧つ 
てを の 巧 灌を挫 巧せ しめた。 巧 じ オランダが 撞 頭して くると、 フランスを 誘つ て 
之れ をを おし、 を じ オランダを 世界の 第二が 國な 下に 叩きを してし まつた。 巧に 
フランスを 中む とする 大 ナポレオンが 、欧洲 大陸の 制 积じ成 巧し よぅとす ると • 
今を はプ n シア 其 他の 歐洲 大陸 諸國 をが 合して、 物の 見事 じ 之れ を 打倒し 得た の 
である。 最後は カイゼ^ •ウィ^へ 於ムに 統治され た ドイツ 帝國 の、 目 巧し い敏 
巧で あつた。 これは 所謂 世界 大戰の 形まで、 が おの 盟邦を 狩 b おめ て、 いと も 無 
巧 じ 崩壊 させて しまつた。 

さぅ い ム因是 を 持つ た イギリス のこと だから* ドイツの 沒を 後、 フランスが 义 




それにけ はつて、 巧洲に 於け る 唯一のへ スモ ニ ー を 捏る國 まとなる ことは、 到を 
がつ て ゐられ ない ので ある。 從 つて 戰勝國 としての フランスの 放肆な 接頭を、 を 
ながら 載^す る お ホに 於て •が殘 に 喘ぐ ドイツ 民族の 息の 音を 止めない 程度に， 
之れ を 生かして わかなければ ならね 〇卽ち ドイツ 民族が、 かつぐ じ 新 巧 フラン 
スの 均衡 势力 となり 得る 程度に •をの 國 力を 保存して わくことは •寧ろ イゲ リタ 
としても 希望す る 所で ある。 然し ドイツ 民族の 驗洲じ 於け る 生存 巧 値は、 たく フ 

ランタに 對 する をれ から ポ^シ* ゲ イズムの 西 侵に 對 する- 障奎 物た るの 

顯に 在る のみで あるから‘ 若しを の ドイツが、 な 前の やぅに お 洋じ乘 出して、 お 
外 植民地 じ瑪 巧を 爭 ふやぅ じな つては 大巧 だ。 をの 意 ホ じがて、 イ** リスの ドイ 
ツ を? ^が ける 最後の 目的は、 ドイツを して 永遠に 海外 植民地 經替國 たらしめ ざる 
巧 じあつ た。 從 つて ゥィ^ソンの 十四 ヶ條 (非 賠な不 併合 まを) に、 いくらか ちを 
の餘化 あるかき 態 巧を 示した あの人 道 まを 的な n イド •デ ■! デで さへ、 ゾ ィツ 
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の 巧 外 領主の 問題 どなる と •巧ろ フブン スを巧 退けて まで •をのを 收と 合併と に > 
锭 同の 意を ましたみ 第で ある。 . 

をの 意 巧 じがて ィギリスは、 お洲 文化の 巧當 者では ない の だ。 ィ •キリスは 世 お 
の お 洋帝國 である。 世界のと つの おを 支配し、 世界の 富を P ンドシ じ巧收 して > 
異 民族を 错 取す る國家 なので ある。 ィ •キリスは 歐拥 文化の 共同 歷じ對 しては、 別 
じ 何等の 寄與 する 所 もな く、 た 乂常じ 歐洲人 巧 互の 間を 喧唾 させて •をの 均衡を 
と b 、， をれ で 後 巧のを ひがない やぅ じし 可 わいて > 自 みだけ は獨ら 海洋の 外じ乘 
出して 行かぅ とする。 卽ち歐 洲じ教 して 何等 巧 ふる 巧，；；？ く、 欧洲 圣歴の 運命を 共 
同じ 負 巧す る 意思な く、 たべ 海外の 劣等 巧 巧を 巧 取し、 をの 資源を 吸收 する ため 
に •欧洲の 文化を 利用し’ 或は をれ を 持ち逃げ する のが' ィザ リス ネ來 のが 目； 
ので ある。 だから 後 じ ナチ スの 時代と なつて •ゲブ ベルスが _「ィ •キリスは 巧々 が 
洗 人の 運 かを、 共同で 巧當 する 資格の みる 國 ではない ィ •キリスは 歐洲ょ りの 
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》^^3がだ！」と、 巧肉な痛罵を加へたのは’ をのるの消息を巧巧なく物語ってゐ 

る。 

八、 第一 一一の 觀點 

巧く の 如く フブン スとイ •キリスと が •ドイツ 民族の 將來 を觀る 立脚 就は、 巧 方 
とも じを 自異 つて ゐた けれど •觀 くと も 欧洲 大戰 じ對 する 彼等の 目的は*々 イゼ 
^ 趴ま制 主を を 打倒す えとい ふ 最初の ブ n I ボン 通 b ではなくて、 夕は ドイツ 巧 
民 又は •い'^ 暮护 如い 6 を A し •をの 勃 巧を 巧へ ると ぃふ 點に ミた の だ。 
をれ はゲユ 作ず イユの ホ 巧が 約に よ b て •ドイツ人の 頭峨 には、 極めて パッ キリ 
會 得された。 - 

ドイツは 『巧な ち」 としての 恥が ib された ので ある。 戰 敗者 じ 對し巧 巧者は 


が 





いふ ことは‘ 殆ど 眼中にないの だ。 大戰は 帝 國ま義 的國ま 群の 破局への 進行で あ 
つて •どこが 勝つ たの、 どこが 負けた のとい ふ 問題な どは > 實 はどぅで もょ かつ 
た。 たく ゲ •一. ル サイ ユ條 約の 桓 梢は •ドイツ 勞働大 ホ だけの 摊 巧を 意 ホ じ •結局 
はせ 界勞働 者 巧 級 全趙の 地位を 化 下させる お 制 じ 過ぎない， もの だから、 これは 當 
然 打倒すべき もの だ..：… とい ふ 意 ホで > 寧ろゲ サイ ユ 打倒を •彼等の 結 ホの 
手段 じ 使つ たもので ある。 從 つて 是 等の 人々 は、 初期の ドイツ 共和 國じ 於て 巧 お 
上の 巧當な 役割を 演じた じ拘ら や、 彼等の 理念は、 將來の ドイツ 民族の 巧 おとい 
ム ことじ 對 しては 一 •別 じ 何等の 關與 もなかつ たとい つても い、。 

.第二 じは •當 時の な權 を擎捏 したお 會 民主 お及び 自由 ま義の 人々 の考へ 方で あ 
る。 彼等はドイツのを權を自ら戰ひ巧つたものではない。 ヵイゼ 1 巧巧びプ ロ 
ツァ 主義の け 表 またち が、 自滅して くれた 爲 めじ、 巧 巧が 熟柿の やぅ じ 彼等の 懐 
にを ちて 來 たのを •たく 萬んで 拾つ たまでの ことで ある。 是 等の 人々 を、 世に 『7 
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イマ ア 憲法 渡』 とがび > 後の ナチ スは 『シ タブ ムのー ホ』 と稱 して ゐるシ タテ 

ムのー ホは' 何しろ ドイツを 體 のな 權 を、. 期せず して 掌撞 した ものであるから、 

■ < ♦ 

將 來じ對 する ドイツ 民族の 歸組 など •何一つ 濁 創 的じ考 へる 能力 そ 持つ てゐ なわ 

つた。 彼等は 相手の 聯合 國が 命ずる がま^ じ、 ドイツの 戰 敗者た る 地位を わと な 

しくを 認 した。 從 つて 戰 勝者ょり 受 くる 刑罰は、 當然の 結果と して 甘受は する が、 

• 一 . 

然し 人道の 立場と、 欧洲を 隨の 福利との ためじを へて、 ドイツ 民族の 滅亡を 目的 

とした ゲ サイ ユの盧 制を •文字を りじは 强 制しない やぅ じ、 夕少を こじは 運 

用を 加减 して 賞 ふこと を、 巧 佛米じ 向つ て哀頤 する 態度を とつた^ ので ある。 を 

の 意み じ 於け る ゲュ^ サイ ユ廬 制への 反對は •巧 巧の バゥア 1= ゥィ^卜 等の 一 

波から、 中 巧の マ少 クタ、 シュ トン ー ゼ マンを 經 て、 ホ 巧の ブリュン ニン グー 波 

— 

じ まるまで、 を こに 程度の 相違 こを あれ、 をの 立脚 點じ 至つ ては 殆ど 同一で あつ 
たと 言 ふこと が 出 巧る。 
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第一 一一 じは •ドイッ 民族の 將來を 見詰めた 固 粹巧國 者の 一群の 考へ 方が あつた。 

彼等に とりては、 賠が 金の 髙 いまい は 問題では なわつ た。 又領 生の 喪^ じついて 

も > 第二の 人々 の やうに 泣 言は 並べな かつた。 た乂 彼等 魂の み 底た は、 コン ピエ I 

\ 

ニ ュ休戰 委員を 送る 時の ヒン デン ブ八グ ち 元帥の 確信して ゐた言 菜 —— 卽 ちドイ 
ツは 負けて ゐな いとい ふ氣持 —— を 彼等の、 む 巧から 拂 巧し ようじ も、 どうしても 
出來 なかつ たので ある。 おつて 自み 達は ネ當 の戰 敗者 ぢ やない、 とい ふの が 彼等の 
立場な の だ。 戰 敗者で ない な 上は ゲ H ^ サイ ユ條 約の 骨子と なつて ゐる 巧の 『戰 
罪』 の 責任は* ドイツ 側 じ 無い と 主張せ ざるを 得ない。 を こで 是 等の 人々 は、 ゲュ 
方 サイ ユ條 約の. 存在を 始めから 否を して か y ' るの だ。 賠償金の 髙 過ぎる のを > 値 
切つ たり 負けさせたら する のは、 始めから 問題で なく、 グ サイ ユ じよつ て 巧 
爭 はお 結して ゐ ない，. ：… 戰爭は 別の 形を とつて、 なほ 俄續 して ゐ ると 觀 るので あ 
る。 是嘗の 人々 ①瓜 巧は* •をの ま/' ヒット ラァ おめ ナチ スの 面々 じよら て 巧 ませ 
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られ 、然もぎ 現された 所で あつて， 要するに ナ チタは 始めから 'ゲ 。火サ 个ユ倏 
的は 成 ホせ ざる もの' 從 つて 「戰 罪』 の 問題に 就いては 、ドイツ 側じ黃 巧がない 
…… とい ふ 巧 じ •何ょりの ま點を わいて、 國 民の 魂を がび おした ものである。 
ドイツは 巧して 負けた のでは ない。 然るに 之れ を 負けた と 認めた 者は 誰れ である 
か？ 巧言 すれば 英佛の 要求す る գ 計 じか/' つて， ド イプ 民族の 巧 おを 永遠 じ 不\ 
能なら しめた ものは どこに ゐ るか？ とい ふ觀顯 から 出を して、 ドイツ 魂の 巧 治 
的な 爆 おがを つた。 然もを の 巧 おは、 始めは 外交に 向は ずして‘ をろ 內が 上の お 
爭の おを とつて 現 はれた ので ある。 •一九二 0 年 ご 一月べ 八 リンに をつ た カップ ー巧 
はを の 最初の 燦乂 であつ た。 

化、 •カブ プ 博* fi と リュット ヴィッツ 將軍 
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十一月 革命が 勃を した 當 時、 陸 海軍の 兵 壬の 巧 じは* 何となく 革命 思 おがが 原 
の 火の やう じ 燃え 上ら、 軍人の 勢力は、 一時 圣く失 壁して しまつた ので ある。 

をれ は 何とな しの 革命 思想と 言つ た 方が 一番 適當 であらう。 なぜかと いふじ、 
一般に 浸潤した 革命の 意識 じは、 別に 前途 じ對 する 何等の 理想が なわつ たからで 

るる。 勿論を の當 時、 モス コウからの 赤化 宣 巧が 聯絡は、 巧 當じ强 い 根を 狼つ て 

* 

はゐ た。 國內じ も スパ^ タキ ストの 一味 や、 獨立社 會黨の 理論家の 中 じは、 モス 
コウの 國 巧敗戰 主義 じ 酷 酌して、 一切の 旣存秩 巧を 破壊し ょうとす るプ 。パダン 
ダじ從 事した 者は、 がな から ホゐ る。 然しを の當 時は、 肝腎の モス コウ 自身 じさ 
へ、 化界巧 命への パッ キリした ブ ー ゼす らも まだ 完垄じ 出 來てゐ 皆 かつた もの だ 
から* をれ を ドィツ 固 內へ疲 める と 言つ たと ころで* をの 理論 も 目標 も •さう で 
しい 指令の 形態が とれて ゐ なかつた 。たく 齡齡^ 搬お人 や、 新な 的な ィンテリ 代 
議± 連が、 思 ひつきが 題 じ 彼等の 破 法 思 おを、- 過激な 表現で 巧き 付ける だけで あ 
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つた。 然し をれ でな て 戰爭に 化 明を 失つ て ゐる歸 休 兵 出た もの 思想を、 お亂 させ 
るの じは 充分で あつた。 み ± たちは、 別に 革命の 彼 挥じ化 明を 認めた ので， 理解 
の 上から 革が 思 おじむ 醉 したと いふので はない。 た 乂國內 の 謎键狀 態と’ 一九 一 
八 年 おを 巧の 夕 敗と、 戰を 目的に 就いての あて 途 のない 流言 莖語 とで、 何となく 
氣がム シャクシ ャ する ものにから、 一時 じ ヵッと なつて、 先頭を 行く 赤 巧の 搖れ 
る ま/' に、 附巧 雷同して ゐ たとい ふの が、 をの 當 時の 僞ら ざる 巧 相で ある。 

巧が ドィッの 巧權 は、 かやぅ じ 赤旗を 振つ て 走ら 廻る 連中の 前を ま 通 b して、 
をの ま/' 社 會民ま 巧 其 他の 自由主義者の 掌中へ 轉が b 込んだ ので ある。 をして 是 
、等のを權を新たに^|齡した人々は、 をのゲュ ルサィ ユお巧を巧幹とずるか巧じ對 
して' 何等 镇極 的な な 巧を 持つ てゐ なかつ たのみ か、 國 巧じ掛 する 秩 巧の 快な じ 
對 しても、 殆ど 拱手 傍觀换 態度を 持して ゐる だけで あつた。 た 乂社會 巧 主 巧の ノ 
スク とい ふ 幹部が、 荒れ狂 ふ 共を 驚 員の お 名を 逮捕したり、 をの 居 頭を 暗殺した 


が 


り 集 會を啟 散らした b した ことは あるが •本來 が 臆病 だつ た 社 會民ホ 黨巧府 は • 
わ y ' る ノスヶ ー波の 行動とは 殆ど 關 ががない やうな 素 振 さへ 見せて ゐ た。 
•しかしを の 間に、 戰 線から 歸 つた 一部の 少壯將 校の 中には、 社會 黛な 府の 無能 
ぶ b を 見す かし、 頻りに 部下の み 丈から > 今を じ 感染して 巧て ゐる 左舆思 おを 迫 
巧 ふこと じ' 努力す る ものが あつた。 彼等は 自を 達の 兵 營に歸 ると •演說 の 巧 ホ 
る やうな 部下の 軍人を 寄せ集め、 これを をの 當時 流行して ゐたあ 洽集會 の 中へ を 
つて •僅かながら もま だ 魂の 奧底 じ殘 つて ゐるお ホの 祖國 巧に、 革命 巧 府反對 の 
ち 巧を お付ける やうな 巧 動を とつた。 後に 述べる ヒット ラァの 如き も， さう いふ 
集 會へ波 遣 さる > '演說 巧の 一人と して 選ばれて ゐ たもので ある。 

戰が兵 ± は ドィツが r 降伏した』 との お 望から > 一時 革命 獻新 をの!； れ じを を 
巧ず る も かもす 成 b 澤山 あつたが •然し 戰 線で 過ごした 兵隊と しての 戰友 生活の 
永い 習话が •さう 一朝 1 夕に おえまる 强 じは 往 かな かつた 0 ♦例へ ば リュット ゲ ィブ 
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ブ將 巧な どが、 戟 お的秩 巧を、 國內 生活に 於て 俠復 する 必要を 載いて 诞 つた 時な 
どは' 一度 革が 思想に かぶれた 兵卒 達 も、 前非を 悔いた やう じ將 軍の 下 じ 集つ て， 
新しく 祖國 中む のな 權を 樹立す る 運動 じ、 忠誠を 香 ひ 始めた ので ある。 要するに 
十一月 革命に 一番 早く かぶれた ものは 軍人で あつたが、 をの 迷 葵から 忽ち 醒めて， 
先づ 誰れ ょりも 早く 轉 向した 者 も ホ 軍人で みつた。 

斯様な 軍人のう ち、 お會 民主 巧 出身のを 視總監 ノス^の 依賴 をう けて、 べ作リ 
ン巧外 じ 駐屯して ゐた 一隊は、】 九 二 0 年 一一 一月 十一 二日、 一齊 にお 化を おして > ベ 
ル i ン進 巧を 開始した。 をのを 謀を は 祖招黨 の 一員た るプ n シアの 官僚 カップ 巧 
±と、 ス パ ル タ キ ス ト の首領 (ジ1プクネヒト 及び n 1ザ • 火 ク セ ン ブ 作グ ) を 
暗殺した 前說の リュット ゲィッ ツ將ぞ なので ある。 この 兩 名は、 堂々 と ベルリン じ 
乘 込んで 來 ると 同時に、 『カップ 巧 丈を 宰相 じ' リュ ブト グィ ッツ將 軍を 固 防 相と す 
る 臨時 內閣 はこ^に あなし •を來 の H1 ベ 卜な 下のを 府は 消が、 固會は 解散… 
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.… 4^ とい ふ 物々 しい 巧 明菁を 劈ました。 

- 然るに ユ ーべ ル‘卜な下のお會民ま黨巧府は、. ベ ^^リ ンををて、先づド レ スザ シ 

へ •.をれ から ス ツット ダ^卜へ とおげ 廻つ たが •その 間にを 固の 勞 かを じ 巧し、 

•カップ 僞巧府 打倒の ための 總 罷業を 命令した ご をれ じょつ でべ 作 リン 市は •周圓 

わらを く 巧 逆が 遮斷 され、 市中では 水道 も 電氣も 呆斯も 巧くな つて’ を然 身動き 
一一 ' • 

が とれ なくなつ たもの だから、. 流 おの カップ 傅 古 ー ホの 冒險 もを が 失敗 じ 終り* 
篡 立を 府は をの 聲明後 僅か 五日に して、 全部 ス H 1 デン じ 逃 t してし まつた ので 
ある。 これが 世 じ 謂 ふ カップ ー おな ので ある。 

一 〇、 官僚と 秩序 0 維持 、 

• / 

々ブ プー 接は】 面 > 衔 に 詰らない 巧爭 上の 小 巧 話で あつたと も 言へ る。 • 
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現じ 聯合 國 側の ドイツ 觀察 者の が 評 じよ つても、 又 ド イブ 共和 國 のを 達に 參加 
した 人々 の 筆 じよ つても‘ おに 『畜 歌劇 革命』 の 好 標本と て， がま 化されて ゐる 
傾きは ある。 . 

なる 程 彼等の 行動は 輕 率で あり、 をの 計薰 じは 根據 がな < '又を の 巧 張る 力 も 
甚だ 脆弱では あつた。 一面 まこと じ おりじい ク！ •テク ー な b しことは、 確かに 事 
實 であると 言へ よぅ。 

然し をれ と共に、 今日の 完をじ 復興した ドイツを 考 へる じつ けても、 この 詰ら 
ない カップ ー巧 じよつ て •表徵 されて ゐた當 時の ドイツの、 在る がま^の をを お 
ひ 浮べて みるのは^ 極めて 重大な こと だと お ふ。 

カッ •プ はプ n シアの 官僚で あつた。 リュット ダイ ッツ將 軍は 歐洲 大戰で 大巧を 樹 
て/,、 然も やつと 生 巧つ た ドイツの 軍人で あつた。 是 等の 人々 に 率 ゐられ てぺ火 
リンに 進 巧した 一巧の 面々 は、 革命の お 夢から 醒めて > 再び祖 固の 前途が 也が じ 
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なら だした 戰 線からの お 休 兵で みつたの である。 

要する じこの 一巧は •を 僚と 軍人の 古手と が輕 率な 行動を おし、 意氣 地な く 挫 
巧した もの だ •と 言へ ない ことは ない。 一 おが 挫が したら ば こを' をの 巧 動は 意 
氣 地な く輕 率で あつたと 笑 はれても 化 方がない だら う。 をれ だからと' 言つ て‘ 世 
の 中は 旣じ 全然 變 つて ゐ るので あるから —— 巧言 すれば ドィッ 國 家は 上下を 擧げ 
て 左翼 思想の あ府の 掌中に をのを 巧が 移つ てし まつた 巧で あるから —— 常識から 
言 つても 彼等の やうな 時代 後れの 連中が 巧る 幕では なかつ た …… と 簡單じ 片付け 
て、 冷評を 加へ るのは (又 さう いふ 赛 物は 非常 じ夕 いが}、 をれ は 多少 見當が 違つ 
て ゐる〇 

なぜなら 左翼の 連中が、 十一月 革命に ょつ て ドィッの 巧 おを とつて ゐた 、どき 
めて か/' る ことが、 旣じ正 巧を 得て ゐな いので ある。 第一 共產 巧は 政 權じ與 つて 
ゐ なかつ た。 お會 民主 黛 や 其 他の 自由 まを をは、 なる 程 聯合 固 側から 見れば ゲ * 


が 





作. サイ ユ條 約の 署名 者で あら' 又を の條 約の あ 度な 巧 譲まで もみる から •をれ 等 
の 人々 が 新しい 『共和 國 ドイツ』 のを 權の 廟堂 じ 立つ ことは、 望ましく も あつた 
らぅ。 义摄屑 眼から 見て > ドイツの 新秩 巧の 建設者で あるかの 如く 思 はれた かも 

寶 ぬ。 , 

然し 裏面から 那 いてみ ると、 をの 當 時の 社會 民主々 義者や 自由 ま義を (まとし 
て ユダャ人) だけが、 化 何 じ 大きな おを して 威張つ た 巧で、 ドイツの 本 當の巧 治 
はとれ なかつ たので ある。 政治と いふ 言葉が 惡 ければ •『戰 敗 直後め 秩序」 とい 
ふ ものは* 拾收 がつ かな かつた ので ある。 

ドイツが 十一月 革命の 崩壊 じを 着し、 兎 も 巧 も 國內で 秩序を 守 b 、 辛ぅじて 祖 
酉の 滅亡を かひ 得た 巧な の ものは、 ドイツに プ P シアの 官僚が 殘 つて ゐた わかげ 
であると 思 ふ。 - 
官僚は 勿論な 治 家では ない。 從 つてを 治の 巧 面 じ 出て、 民 ホを 指導して 巧ぐ と 


が 


いふ ことは 彼等に 出來 もしな かつたら うし， 又 彼等に をれ を 許す 譯 にも 巧 わな か 

つた かも かれぬ。 然し プ n シアの 官僚は* 巧 へられた る 晒を の 範圍內 じがて、 お 

身 的で あゎ •勘勉 であり •且つを の 責任感の 强 いこと では •貪に 天下一品 であつ 

た。 彼等は を自の 省內に 於て、 州 巧に 於て、 或は 祗を署 や、 銳道度 や、 郵便局 等 

じ 於て > 社會 革命と 共じ秩 をが を 化する ことを 見ながら •指を 唾へ て 引 込んで ゐ 

る譯 じは 往 かなが つた。 假令外 國のお 迫が 押 寄せょう とも、 革命の 風が 坎き おば 

うと も‘ 彼等は 敢然 起つ てを の 持 場 立場を 守. ゥ 、をれ がた めじ 事務を を 滞させる 

ことは 巧して しな かつた。 中 じは 自分の 長官が、 革命 骚 ぎで 留守に なつて ゐる巧 

も ある。 然し 彼等は 上 長官が 居なくても、 誰れ から も 頼まれ もせむ のじ、 驻じ自 

分の 責が 威から' 自 みの 職場を どうしても 離れょう としな かつた ので ある。 後に 

はみ 第に ィン フンの 波が 打 寄せて、 彼等の 俸給は 滞り、 或は 俸給の 資巧 値が 葵 

k 

.に 等しくな つた やうな 場合で も、 巧を 哈ひ 縛つ て 働いて ゐ たを さへ あつた。 


SO 


さぅ 言 ふや’. っな プ n シア 宫 僚が 存在して ゐ たから こを* ドィツは あの 場合が く 
とも 潰れないで、 やつと 滅亡を をれ たので ある。 從 つて 其 •の 場合 1 國會で 逝が 
\ なお 說を使 ふ 若干の 人間な 外、 政治家ら しいを お まは た V の 一人 も 居な く；：？. つた 

場合 をの プ n シア 官僚の 中から カップ 巧 ± の やぅな 人物が •一人 位 飛 田した 

とい つても •別 じ 時代錯誤で もなければ、 又 見當違 ひな 飛 出し 方で あつたと、 一 
- 勘す る譯 じは 往 かぬ。 

•1 r 四百の 祕密 結社から 

» « 

をれ から リュット ゲィ ッツの 如き 舊 まの 軍人が 現 はれて、 戰 線から 歸休兵 ± を お 
らせ たとい ふこと も、 をの 當時 としては‘ 別に 珍ら しい 現み ではない つた。 

• 大戰五 年の 間、 •勝 巧の ない 戰爭 を續 けて^ 故 國じ歸 ると 何等の ホ 萬ら 化 巧 も G 
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く •凱旋を として 迎 へられな いのは 勿論、 をろ 時代に 逆 巧す る 邪魔者 极 ひを 受け > 
否 一般からは 嘲笑の 的と さへ なつて ゐた 軍人が、 をれ でもな ほ祗國 巧じ對 ずる 信 
念を 持ち 漬けて 「戰爭 で ドイツは 滕 つて ゐた …… ダ*^ サイ ユ條 約の 調 巧者は 围 
賊 である …… ホ 巧の 戰爭 に對 する 準備の ために •新しい 政府を 創設し なければ な 

ら ぬ！」 と 叫んで、 同 まの 者を 糾合した リュット グイ ッツ將 軍の 如きは 假 令を 

の 經驗の 足らない 行動 か ドン •キ ホ^ — テまで あつたと しても 極めて 見上げ 

た 人物で あると 思 ふ。 / 

をの 當時 お會の 裏面 じは、. なほこの 種の 人物が 澤山 匿れ てゐ た。 從 つて グュル 
サイ ュ條お 締結の 當 時には > ドイツを 體の勞 働 者^ 農民のを 部が、 過激な 國 巧な 
お階觸 思想の 俘虜と な b •な 前の 大地 まや 資本家 までが、 がく も社會 民主々 兹的 
思想の 邊 じまで 左傾して 巧て ゐ た、 と 見る 通說も 間を ひでみる。 • 

なるほど 國 民の、 か 巧じ對 し、 又經 済じ對 する 世 巧 巧は、 今を の戰時 統制 時代 


ぶジ 



'から 一 おじ 自由な 思索の 領域へ 解ぶ された ためじ > 一巧して ゐ たことは 導實 であ 
るが、 をれ わと 言つ て ドイツ人 がを 部 『民族の 魂』 を 喪失して しまつた 譯 ではな 
い。 た乂 をれ は 暫くの 問 地下 じ おつて、 社會の 表面 じ ホち 現 はれな かつた だけな 
の だ。 リュ ブト ゲイ ブツ將 軍が】 おを おした 前後 じは、 ルー デン ド 作 フ將軍 も スエ 
I ランから ミュンヘン じ歸 つて 來 て、 南 巧 じ 於け る ドイツ まを 的 官僚 や ±官 速と、 
じ 左翼 政府の 暴力 的 打倒を， 相談し 合つ てゐ たもので ある。 

一方 神化 鬼沒 のげ を 得て、 昨日は ライン 地方 じ、 今日は 取 プロシア じ、 明日は 
化 海の 海 皆 じと 同志を 糾合し •ドイツ 魂の 復活 じ 努めて ゐた HI アパ^卜 お巧大 
佐の 如き も、 全國 到る 巧のを 鄕 軍人 や' 純 巧な 靑年 達の 尊敬の 的であつた。 

バ 作‘ チク I ム 0 義勇兵 達が •西部 戰 がの 解消の 较 憤を ボリ シ H ゲイ キ 打倒の 新 
巧 動に ょつ て 晴らさん がた め、 重い 大砲を 曳き 中りながら、 まは 森が じ おれ、 夜 
は戲 巧を 利して 一二す キ n の 行程を、 殆どれ ま 中を は 中で •ラト ゲイ ャ まで 徒步の 
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祕密强 行軍を 翔けた の も 正 じこの 頃で あるぐ ’ . 

又 後に ヒット ブ ア德統 じよ b て . f ドイツの 祖國は シュブ I ゲ クア靑 年の 血潮に. 

よりて > をの 復活が 約束され た』 と 讚美 さ杆た 悲劇の 主人公 シュク ー ゲタ ア大訝 

♦ 

グ 同志の 靑 年を 狩り集めて ポ ー ランドの コル ファン ブ イ侵乂 すを 上 シレジア じ 
扮碎 し‘ をの 電化 石火の かき 戰爭じ 勝つ たかと 思 ふと、 一同 知らぬ' おで‘ 銃器を 
颁 じかへ て •小を 畑を 耕して ゐ たの も、 矢張り この 當時 のこと である。 

が イツ 倚 神は 消え果てて ゐ たのでは ない 0 前に も 言つ たやぅ に 潜行 運動と して、 
地下の 到る 處 に' 魂の 秦 分を 吸收 して ゐ たの だ。 當 時の 左叟を 盛： 想 はれた ドイ 
ッじ •四百 じ餘る 『ゲュ ^ サイ ユ反 對‘ 共和主義 打倒の 祕密結 赴」 が 存在して ゐ 
たとい ふのは. 嘘の やぅな ま實 である。 彼等の 或るを は 極めて 巧妙なる 手段 じよ 
り、 平 か 主義を や ユダャ人の 成金を 治まを 夕お早 やに 暗 おしてい つた。 パ ー ゼ‘ 
エ少ツ ベ^ダ ア 'ラ ー ブナ^ 等の 大官が •無 巧な 最期を あげたの も、 矢 張 b 彼等 
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の 手 じ 依つ て 行 はれた もの だ。 - 

是 等の 祕密 結社の 間では、 古 ゲルマン まな 血盟の 方 まがお まじ 遵守され > 同を 
を 裏切る 者が あつた 場を は、 之れ に 自殺を 强 要し、 若し 班わざる ものが あると 用 
捨 なく 之れ を 射殺して しま ふの が 常で みつた。 をの 遣ら 方を す吕 egMord と稱 し- 
當 時の 若い 靑 年の 間 じは、 一穂の 魅力 ある 巧 巧と して‘ 圣 ドイツの 隅々 じまで 疵 
がつ てゐ たとい ふ。 要ず るに 社會 主義が 全^の 時が に •グ^マンへの 復古 運動 も 
ホを 盛を 極めた もの だ。 た》 前者が ♦社會 の 表面に 巧 巧す る 間に、 後者は 地下の 暗 
い 巧で 流行して ゐ ただけ の 差異が あるに 過ぎない。 

ナ チタの 運動 も 亦 •ゲュ ^ サイ ユ條 約が ドイツ人の 魂の 復活を 刺が したに めじ 
おつた この 四な のがを 結社の 一つと して、 ドイツの 地下の 暗い 所から •ホ 第に 明 
るみへ 盛ら 上つ て來 たもので ある！ 



■二、 政治の 『渾滩 J とな 治の 『對 立』 ‘ 

カップ】 おの 效果 は、 ドイツ じ 於け る 左右 兩 翼の 巧 治的捶 頭を •ハツ キリ さ ザ 
たこと である。 

右黎じ 言は せる と > 社會民 ま黨を 中、 むとした 當 時の あ 府 では‘ すぐを 國 の化會 
化た の械 罷業た のと 骚き 廻つ て 戰後 ドイツの 復巧 とい ふことは* 少しも 考 へな 

いから 困る グ * ^ ナイ ユ條 約で 巧を な 地位を 得た ものは、 國際 金融 じ 關係あ 

る ユダけ 人と •輸出入 じよつ てち 利を 巧した 戰後 成金 だけで あつて、 本 當の化 筋 
じよる ドイツ人は、 この 狀 態では 滅亡の 外は ない。 尤も をれ がた め •カップの や 
ぅな 暴力に 訴 へる 一 摸は いけない としても、 この 際祖 國の秩 巧を がが' する 合法的 
、 な ドイツ 民族の 巧 お 進出が 何より 必要 だ との 意見で あり > をれ •いいつの 到 こ 
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わ 次第 じが 漫 しおめ たので ある。 耍 する じ 一九 一八 年から ニケ 年 もす るぅ ちじ. 

一時 n - ツア から 流れて 來た國 際 革命 主義の 魔術 じわ^つ てゐた ネ當の ドィツ 國民 
’が •多少な りと 本來の ドィツ人 としての 意識を 巧戾す 傾向が* 相 當じ强 くな り 始 
.めた 0 - 

然し をれ と共に、 他方の 過激な 左翼の 陣眷も ホ、 カブ プ ーを じよつ て 非が な 勢 
力を 盛り返した,。 彼等は カップ ー おの 報復と 稱 し， イィ ツ共產 驚の 名の 下に 八 I 
ルのを 田地 方 や > 中 巧 工業 地帶に 工場 占領‘ 地方 ホ 色 巧椎の 樹立 等 じよる 暴動を ぶ 
をした 上 •カップ ー 接の 如き 反動革命 じ 接頭の 原因を 與へ > 且つ カップの べ少リ 
ン進 巧に 佈氣ク いて' ドィツ 中を 逆げ 廻つ たやぅな‘ 意氣 地の ない 巧 巧を 支持す 

る譯 じは 行かね .'未 來は赤 巧を おする われ 等の ものなら とい ふ鹽 おじ* 

非常 じみ 息が 荒い。 實際 カップの 一 提じ對 しお 罷業を 巧 巧せ しめ、 を じを の】 み 
をして 手 もを も 出な くして' 立れ を闽 外じ遁 ホす るの 巳 わなき じ 至らし めじの よ 


假令 をの 命令は 化會 民主 蕉 から 出して ゐる じしても、 之れ を 實巧じ 移さす や 

ぅに 巧 力した のは —— 何と 言 つても 共 產黨の 手柄な ので ある。 從 つて 共を 黨 がな 
治 進 巧を ずるのは、. がくと ももぅ 旣を のま 實 となつ てきた。 . 

換言すれば 十一月 革命から、 ヵップ ー おじ まるを の 時期は、 巧を 的 じを て、 た 
だ 渾滩が 支配す るの みで あつた。 社會 民主 巧と 自由 ま義 者と が > あ 式 的 じ 內閣を 
組織して はゐ たが、 をれ はゲ エル ナィ ユ條の 調印の ための •則ち 戰敗 直後の ドィ 
ツが對 外的 巧 立の 隨 面を 立てる ための、 巧 おの 中樞 でも 何でもな < 、をなる 巧權 
的な 飾り物で あつた、 とい ふじ あぎない。 

. をれ が ヵップ ー 摸を 一轉 巧と して、 なじ 始めて ドィツ 民族が 生きる ための •本 
當の意 ホのを 治が 始まつ たの だ。 をれ は どんな 形式の 巧 治で あつたか？ 曰く 
—— 政 巧 分 娘 じょる 巧爭 •‘ とい ふを 治 形式で あつた。 今までは ホ も 左も晴 おの 中 
で> た’/'自々の世ホ巧を勝手巧題に主張するじ過ぎなかつたものだ。 をれが敵と 
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巧 方の 双方 じ對 おし、 どうかして 相手を 倒さう とする こと だけに— 目的を 集中 ホ 
ること/^だつた。 『渾滩』 が 『對立』 じをつてきたのだ。 

をの 現象を 實證 する ためじは、 當 時の 國會 にめ ける を 巧黨の 勢力 分布を 見れば‘ 
一番 明瞭で ある。 一九 一洗 年の 一月 —— 卽ち 國內で 血腥い 革命 强 動を やつて ゐる 
其 最中の —— ドイツ 共和 固々 民 謀會じ 於け る 選擧の 結果は、 化 會民ま 巧が 一六 一二、 
濁 立社會 おが ニニ、 中央 黨が九 一、 巧 ま黨 がと 五、 ドイツ 國民 おが 四 四、 ドイツ 
人民 黨 が一 化と いふので あつて、 大體ヴ * ^ サイ ユ歷 制を 支持す るた めに 選ばれ 
た穩 和な 中庸を 手の みの 糾合で あつた。 化つ てを ホ兩 極端の 世界 巧を 代表す る や 
うな 國內的 政爭狀 態の 色 おは > ま 外 まだが なかつ たと 見ても い^。 

然る じ ヵップ ー巧が おつて 直後の、 一九二 0 年 六月の 總選擧 の 結果を 見る と， 
社會巧 ま黨が 10 二、 中央 紫は 六 四、 巧 主黨は 一二 九と > 政府 支持 媒は 何れもぶ し 
く 巧 少した じ 反し 》 右 波と 言 はれる ドイツ 國民黨 はと 一、 ドイツ人 民 黨は六 五の 



數を猜 得し、 左派の 獨 ホ社會 黛は】 擧に八 四 r 共 產黨は 始めて だが 四、 とい ふが 
態に なつて ゐる 。世の中は 明か じ 國內對 立のを 爭 時代を 出現す る こと なつた と 
言 つても 宜 からぅ。 • 

/ 

ニニ、 一 摸に 不手際な ドイツ人 

々ブズ .一巧な 後の ドイツ 民族を して > 左右 對 立の な爭が 態へ 血眼に なつて 沒頭 
せしめる 大きな 原因を 作つ たものは、 當 時の 怖ろ しい 大 インフレ ー シ ，ン であつ 
た。 換言 ずれば 貨お價 値の 極端な 暴落 じょつ て* 普通の ドイツ人は 大推 飯が 巧へ 
なくなつ たの だ。 大抵の 人間が 日常の 生活 じま缺 いて、 手 もを も 出 なくなつ たの 
だ 0 

•この 怖ろ じい 巧 地を 脫す るに めじは、 他人の か 物を 泥棒す るか' 化 おい 革命 じ 


do 



ょつ て 物資を おかす る 巧爲じ 出る かの 外は ない。 然るに ドイツ人 はを 的觀 念の 非 
巧 じ 强い民 巧で ある。 小さな 搔拂 ひか 何 かの 事件なら いくらでも あるが、 國 ちが 
一つの ぶ義感 からして 他人の 物を 强 おする やぅな ことは 到底 ドイツ人 じは 出 巧る 
もので ない。 - 

又 ドイツ人は 共 產ま義 的 革命の 非常 じ 下手糞な 民族で ある。 嘗て バク ー ニンが 

長大息して、 『世 じ も ドイツ人 ほど 革命 じ 不適 當な 人間は ない 』 と 言つ たこ 

とが あるが、 事 實は正 じを の ありで あつて' 秩序と 離れた 革命 行爲 とい ふのは—. 
I スラ ゲ人 やタ テン 人なら いざ 知ら 中： —— 到底 ドイツ人には 齿 巧ない ので ある。 

大戰 直後の 十一月 革命 I これは 立派な 革命の 典型で あるかの やぅ じ 見ぇる。 
だが 仔細に 檢 討して 見る と、 あの 革命に ょつ て カイゼ^が お出した 形式の 如き も • 
プ八 ボン 朝 や n マノフ 朝の 沒を などとは •圣然 をの 趣きを 異にして ゐ る。' インブ 
作グ やべ 作. ジン じ 暴動が おつた との 報じ 接し、 カイゼルは 直ぐ じ も 外闽へ おげ た 


、 


かつた が、’ をれ では ドイツの ま 巧が どこへ 行く わの 頓 序が ホつて ゐな いので、 お 
げ ょうに も お げられ なかつ た 〇 _ を こじ 人民の 假巧府 とい ム ものが 成立し、 ヵイ ゼ 
作は をの ま 壌を 巧 巧に 譲ら. 渡す とい ふ 形 まが 出來 たので， .ヵイゼ^は 始めて ホツ’ 
と 胸を 撫で わろ し、 を こで 始めて 退位 蕃じ 署名を 巧 ませ、 これで ぞ 、むだと 計りに 
ォランダへ 逆 まされた ので あぶ。 普通の 革命 だつ たら •敵に ホ 椎を讓 渡ず る もし 
ない も あとは 野と なれ 山と なれで 結構な 壁 だ。 をれ がさう 簡單じ 巧かない のは、 
物の 秩序を 順 當じ链 んでゐ ない 限 b 行動が とれね、 とい ふ ドイツ人 らしい 物の 考 
へ 方が、 さう させる こと だ。 

十一月 革命の 例 だつ て さう であるから、 十九 世紀の 中葉に 於け る 民 巧 自由 解放 
の 革命の かき、 或は 今後の ヒット ラ， ァの斬 巧した 國民髙 巧の 革命の 化き、 をれ じ 
ょつ て お會狀 巧は 勿論 一巧ず る ことは したが、 然し さう いふ 革命の 手段 方法を 考 
へて みると‘ フランス 革命と か、 ポリシ* ゲ イキの 革を とか、 まは ク ペイ. ンや南 
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米な どじよ くを つた 辖 類の 革命とは 其の 趣を 全然 異にし， 議 貪の 運用と か、 •法令 
の 忠實な 巧 行 等 じより ての み、 をの 革が が 行 はれて ゐ るので ある。 元 巧 革命と い 
ふ 言葉 じは 「載 合法』 とい ふ 意 ホを 內 包して ゐる 。然るに ドイツ じ 行は る^ 革命 
は 所謂 『合法的 革命』 ばかりな ので ある。 言葉の 固有の 意 ホに ネ 盾した 一精 不可 
思議の 革命な ので ある。 _ 

革命を 巧 巧す る 前提 手段と しての 『一 授』 の 如き も， ドイツ人は をの やり方が 
いつでも 非常に 不手 おで ある。 ヵップ ー おは •世の 物 笑 ひで あつた。 をの 後の ヒッ 
トラ アの ミュンヘン ー巧の 化き、 或は ユ ー アバ 作卜 大佐のを 固 到る 巧で 試みた 小 
一 おの 如き > かの ナポレオンの 議會じ 於け るク ー ザタ ー などの 鮮 かさじ 較べる と > 

i づ •- 

殆ど わ 話 じなら ぬ 不ホさ だつ たと 評しても い、 だら ぅ。 

然 り、 ドイツ人 はもぅ 血に 飽きて ゐ る。 四 年 一一 ーヶ月の 殺傷 か 化 じよ b 自分の 夫 
や 息子を 或は ア^デン ヌの 森に 》 或は ゥクライナの 巧る に 失つ て > 悲しみの 喪服 
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をつ けた 女達は 裏町 0 隅々 に A う ゥョ^^して ゐ る。 毒 巧が にあ てられて が^ 
中を 瘦攀 させた お 兵 や、 核 葉 おを 引语 つて 道行く 人の 袖に 合力を とふ 除隊 軍人の 
痛ましい 群れは、/ ゥン タア •デン •リンデンの 並木道 じ、 充も 溢れて ゐ るでは ない 
か？ 乙れ な 上 じな ほ國民 同胞が* 何の お 傷 沙汰 どや …… 何の 血 越い 革命の 必要 
が あらう ぞ？ 中部 ドイツで 共 產黨が • n イナ エ場を ち領 し* 事務所の 塔の 上 じ、 
大きな ボ 巧を 離して 見た 巧で、 黑 パンの】 ホれ も 餘計じ 食卓を 障は さな いっこで 
はない か？ カップ ー 投じょ つて 陰 渡な 巧 巧の 化り が、 た 乂の半 巧 化も增 さなか 
つたでは ないか？. 、 - 

. . - . 

一、 四、 生活な 善の 手段と しての 選擧 

< . J 

’ さう いふ ドイツ人 らしい 巧 おじ 立つ て、. 大 インフレ ー シ ■ン の满 迫に 直面 じた 


彼等の 選ぶ 道は •議會 の 利用な 外に 何一つな かつた。 議會 じがけ るを 治の 運用 じ 
よつ ての み > 貨お價 値の ま 定じ曙 化が 見ぇる。 爲替巧 場の 下落 じよつ てち 利を 傅 
する ユダャ人 や戰後 成金を 追拂 ひ、 解く とも 物資を 豊窩 にし、 物 僧を 引下げ‘ 飯 
《なへ る 程度 じ收 入の 途を 計り 得る のは、 畿會の 夕數じ 基いて •政府を 自み達 0 
ホ ホ じ 引きつけ るより、 他に 手段がない 。なおは 生活の 手段で るる …… 同時に 生 
活じ對 する 彼等の 世界 觀の 正しい 表現 方法で でも ある …… とい ふの が 彼等の 僞ら 
ざる、 む 巧が 態で あつた じ 違 ひない。 從 つて 地 まも ィン プリ も* 醫 をも勞 働を も、 
老人 も 女達 も、 誰れ も かれ もが 巧 治へ な 治へ と乘 出した。 

尤も をれ は長續 きは しな かつた。 生活の 改善 手段と して 選擧 巧を を 利用して み 
る こと 程 ばかげた 話は なく、 をの 期待は 物の 見事 じ 裏 なられた ので ある。 だが を 
の ホ 第は もつ と 後じ說 明す る ことじして がくと もこ では ィンフレの 窮迫 ぉ 
を轉 巧と して 誰れ も かれ もが 始めて 巧 治 的 じ 目 党め てきた おも をれ よドィ 
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ッ 人の 戰後國 民 生活 じと りて •忘るべからざる 苦い 跑驗 と敎訓 であつ た、 とい ふ 
こと だけを 言つ て わかぅ。 . 

イン フンと 言 つても をの 常時、 卽ち 一九二 一年 頃から 一九二 一二 年の 十月 じ 至 一り 
まで* ドイッの 經濟 がを 暴風の 如くげ き 捲つ た 所謂 大 インフレ ー シ 3 ン は* あ遂 
が 今日 わが 國の 『インフレ 巧 巧」 とか、 『イン フンを 氣』 とか、 或は をれ が恶く 
外れた 『惡性 イン フン』 等の 言葉 じょつ て， 想像す る觀 をの 世が を、 源脫 した も 
ので あつた。 どの 國 でも > 惡貨の 横溢に 惱 みを しんだ 例は 夕い 。フランス 革命の 
直後 じ 於け るァシ ニャ 紙 おの 大 洪水で •世人が が おを 壁紙け 巧 じ 使つ たと 言 ふの 
でさへ、 旣に 空想的で あるの じ、 ドイッ じ 於け る 場合は、 なほ をれ な 上の もので 
あつた 0、 をれ は マ^クち おの r 蘇を J などと いふ 言 菜では、 をが を 現が 出 巧ない。 

マ 火クが おは 暴を した どころ の 强ぎぢ やない' 崩壊した ので ある。 滅亡した ので 
ある。 值 おが ゼ n になつ たので ある。 
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まだ 一九ニ ニ 年の 始め じは > 日本の 一巧が 九 ニ マ {5^ ク であつ た。 大戰 前の ネ來 
なら 日本の 一圓が ニ マ^ク じ該當 して ゐ たので (從 つて ー マ^クは 五十 线) 化 二 
マ 火クと 言へ ば、】 マ^クが 一閱の 四十 六み の 一 じ 下つ た譯 だ。 をれ が 同年の 十 
二月 じは 一圓が 一二、 六よ 四 マ^クと なら •をの 巧 巧は モ臺 が、 萬臺 、十 萬臺 、百 
萬 墓 …… と 奈落の底まで 轉 をして > 一 化 二 一一 一年の 十月には 、遂に 一 化臺を 割つ て 
しまつた 。日本の 一錢 が、 二昏億 マルクと なつた の だ。 若者は 嘗て チュ 作ゥォ ー 
ネッ 貨幣の お 巧され る 直前 じ •ソ聯 の モス コゥ じ 於て •街が の 乞食が' 『ん 那樣、 
どうか 百 萬 八 1 ブ^の 御 慈悲を 願 ひます』 と •手を 出して ゐる 化最を 見て，' 何 だ 
か 頭が 猿 じな つたこと を 想 ひ 出す が、 當 時の ドィッでは' す 萬く らゐ赏 つたんで 
は > 乞を じ も なれない と 見えて T どぅわ】 文 』 のけり じ T どぅか 二 巧な 」 

♦-t ろ t れ 

と •巧 違が な慨 みのを ひ 方を しなければ ならな かつた の だ。 

e 

がし 笑 ひごと ぢ やない。 をの 當 時の ドィッ人 じは、 生きる か 死ぬ るかの 舆 面目 


か 



な 問題 だつ たの だ。 給が な b 賃銀な b をち つたと 思つ たら、 出 巧る だけ 早く 商店 
のみる 所へ 飛び 这ん で、 生活必需品 だら うが •餘 計な 商品 だら うが、 何でも かで 
も 持つ てる 金 全部を なげ 出して、 買へ る だけの 物を 買クて わかなければ •うつわ 
ゎ财 布へ 入れて 二 一一 一日 忘れて ゐ ると、 もうを の 時 じは パンの 一片れ さへ も 買へ な 
い 程 > 物 便が 天井 上りに おび 上つ てゐ るので ある。 

■五、 大 インフレ I .シ， ンの眞 因と 實愤 

一 腫 こんな 滅茶苦茶な インフレ 狀 態は* 何 じよつ て 起 つたわと いふに —— をの 
巧 因は いろ < ある だら うが： 一 結局 ゲ - サイ ユ條 約が •ドイッから 龙 大な賠 
價 金を 巧 上げよう とした ことじ 歸因 する。 

がを 巧は 一九二】 年の 賠 なを 員會 によつ て、 ド イダから 賠化金 一千一 二百 二十な 
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金貨 マ；^ ク を支拂 はせ る こと/' し •をの 支拂 方法まで 詳細 じ規 をした。 然し をん 
な 所謂 『天文 學的數 字」 を、 巧 巧し 切つ た ドイツ 國 民から 捲 上げる ことが、 始め 
から 見當違 ひで あつたの だ。 をれ が爲 めじ 聯合 國 自身が、 自國 の經巧 おを 破產の 
危殆 じ陷 らしめ、 を じは ドイツから 一文 も 金が 取れない とい ふ、 悲惨な 結果を 生 
ん だので あるが、 をの ことは 後 じ 述べょぅ。 要する じこの 賠 お金の 徵典 じょり 
て •债權 者た る 聯合 國 は、 自み 自身が 非常 じを しまなければ ならぬ こと/' なつた 
と 同時 じ‘ 巧 巧を たる ドイツの か 政經 巧の 機構 をら •巧 本から 崩壊 させて しまつ 
たのが > この 大 インヴ レの 現象な のでみ る。 

をの 上 •大戰 中の 龙大な 戰费じ 就いて > 英佛 側は 大踏 之れ を巧稱 でな て 賄つて 
いつたので あるが、 ドイツは 租稅 じ據ら や* 專ら 公債 じば わり 賴つ てきた ので、 
大戰 後は をの 償が のた め、 どぅしても 不お紙 おを 濫 おせざる を 得な かつた。 が も 
大戟 後は， 國內 の生產 力は 著しく 減退して ゐるじ も拘ら 中、 歲 出が 非常 じ 巧 加し 
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てゐ たので ある。 をれ へ 持つ て' いつて 賠償金と して' 一千一 一一な 二十 健 金貨 マ火ク 
とい ふらの が 賦課され たもの だから •事實 上の ち拂 不能の 上 じ •さら じ 図 夕信巧 
の必巧 的な 不巧 が、 若しく をれ じ 伴つ て、 貨锻な 値は 益々 下落す る。 巧が はた 乂 
巧 刷 機械と 紙と を 動員して •をれ に應 やる 不換 紙が を、 矢饋じ 製造す る。 をれ が 
を じ 一層' 貨お價 値の 暴落 じ 拍車を かける 作 巧を する。 をれ も 聯合 國 から’ 賠化 
金じ關 し、 暫く 化献 をず つて ゐて くれる 間は、 轉時 小康を 得て ゐ るが •『何月 何 
日までに* 賠償金利みの何ヶ月をを邁滯4:?>く支拂ふべし」 といふやぅな通牒が* 
賠な委員會から來たとの報道が、 一寸でら傳はると* い y ^加減じ落ち加减だつた 
紙お價 値が、 又 急激 じ ドッと 下がる …… をれ じ對し ドィッを 府 が' 當 座の お 巧を 
乞ぅたり、 ま 貴會の 要ボ额 じが 讓を 申込んだ b して ゐ ると、 今度は ラィン 巧の 彼 
方 じ フランスの 軍隊が r をれ ぢや已 むを 得ん …… ^ 1 ^ 地方の 保證 占領 だ！ J と、 

チ ー べ^の 音を ザ チャく 海ら せて ゐ るとの 報道が、 又 巧は つてく る をれ を 
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西いた ドイツの 財界は、 を じ 縮み 上つ て •マ^クの 偵 値は 急轉 直下の 壁 落を 狀を 
示す 

と 言 ふやうな が 態を' 一一 一年 ばか b . 每 日の やう じ 繰返して ゐ たもので ある。 を 
れ では 貨鞭價 値の 上り やうがない の だ。 

をれ も 今日の ナチ ス •ドイツが やつて ゐる やう じ、 物簡と 輸出入と 爲替と 0 統 
制と が、 うま < 行つ て ゐ たなら、 をの やうな 悲惨な 結果は 生れな かつた かも かれ 
ぬ。 今日の ナナス •ドイツは、 この 當 時の 巧ぬ ょりも 辛 かつた 大 インフレの I 】 い 
經驗 が、 いつでも 身 韻 ひする やうな 記憶を 起させる もの だから、 闽內の 金 货が無 
くな つたと 同時 じ、 逸早く ホの 統制を 斷 巧して、 國 巧の 幾 働を 基礎と する をが 別 
補の が 政經濟 及び 質 易の 體 制を 採つ たの だ。 をれ だからな 府 じち おがい くら 婴つ 
て も •もうを の當 時の やうな 惡 性の 大 イン フ などと いふ ものは、 金輪際 やつて 
ホない ことが 明かと なつた。 結局 今日の ドイツは > 営 時の インフレの 悲惨 じ踐駿 
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二ょ つて •得難い 敎訓 を學ん だの だ。 ’ 

をれ は ドイツ 國民 としては •文字 通 b 悲惨な 链驗 でみ つたと 言へ る。 なぜなら 
其の 當 時の ドイツは •自由主義を 施の ドイツな の だ。 第ー ヮイ マァで 作つ た 憲法 
自應 からして •米國 にも 英國じ も ホフ ランス じ も 追從を 許さぬ 巧の* 極端 G 自由 
ま 爺に 某いて •作られて ゐた關 係 上 •國 家が 權 力を 用 ひて、 自由なる 職業、 自由 
なる 企業 > 從 つて 自由なる 賓易 及び 外 岡な 替 相場な どを、 制限したり 統制したり 
する ことは、 思 ひも 寄らな かつた ので ある。 

を こで 爲替 相場を 利用して、 一儲けし ょぅとす る 國內の 巧 國奴的 成金 も 流 や、 
固瞭 金融界の ユがャ 人な どは' この 大 インフレ のが 巧 逸すべからず と •爲替 相場 
の資 買を やつて •化 人の 想像 もつ かぬ やぅな、 ち 億の 富を 横んで 行く ことが 出 巧 
る。 を ドイツ 國は國 際 投機 界 の天國 だ！ マ^ク 货 おはを が 上る 見达 みがな く‘ 
いつまでも 下る 一方 だとき まつて ゐ るの だから、 こんな 容易な 投機は ない。 濡手 
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で 粟の 搁み 取りで ある。 大きな 投機 業を なら* をれ じよつ て 儲けた 金で‘ をの ま 
ま 金より 物への 原則 じ從 つて‘ 鑛 山を 買 ひ、 工場を 買 ひ' ± 地を 買 ひ > 森 がを 
穀物を ホブ^を 新聞を と， 何でも かで も買齡 つて 巧く。 中 じは 

くわ A れ 5 ••♦ち 

宫僚 やを 治 家の 節操を 買 ひとら、 國巧大 ホのを しい 生活の 一切を 敬つ 弧つ て 巧く 
者 さへ ある。 をれ よりも もつ と 型の 小さい 巧 機 者なら、 或は 米貨 ー ド^を ドィッ 
じ 持つ てきて、 自動車を はしらせ* 一流の が 巧 店に 美酒 佳肴の 齡敏 をと り •傍ら 
じ 美人 おぶ を 侍らせて， 陶然と 醉 ぅた 上 じ、 まだ 若干の 釣 錢が來 ると いふを 様な 
の だ。 . 

をれがためにポ1ランドるから彷檀つてきて. 昨日までべ火リンの裹町じ’ 古 
本屋の 會計 じゐた 小が や •夜店の 商人を して ゐ たが 背ら しい ユダャの お ど 
が > まだ 碌に ドィッ語 さへ も 語れない のに、 たちまちな 前の プ P シアち 巧の 邸宅 
を 貢 ひかつ て •夜 會のナ 〇ンを 開いたり •ボ 會讓 員じ當 選したり •新聞社 長 や 巧 
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動會 社の 支配人 じを さまつた りしても •巧して 不思議は ない。 一方み みの 化しい 
純 ドィッ^の 官史 や、 退役 將校 や、 中を の 商工業者 などは •いくら 正直 じ% いで 
も 働いても、 物 巧 騰貴との 競 爭じ追 ひ 付く ことが 巧 巧 中、 住を をが り、 夕赞を 巧 
り、 家具を 質り、 果ては 自分の 女房 や 娘たち が、 をの 貞操を 外 國の猶 遊客な どに 

ぐのを 見ても、 見ぬ ふ b をし なければ ならぬ とい ふ 悲慘な 例 さへ すくなく は。 
かつた。 

遺德は 地じ墜 ちた ので ある。 人間は 卑屈と。 b * 怯懦と な b 、 腑 偽と 輕 薄とは 
上下を 風靡し、 淫 亂と墮 落は 一世を 掩 ぅた。 民族の 情緖は 廢れ、 魂の 希望は 化 
明を 失 ひ、 た V ' 物 怒の みが 一切を 支 おした。 をの 當 時の 哲學 、をの 當時 0 截 術、 
をの 當 時の 民衆 娛樂 …… を こじは 質實な ゲ^マン •ドィッ 精神の 色が 權 せは て/'， 
たく ユダヤ 义 化の 惡の 華と •アメリヵニズムの 瑣化的 計な とが •跳梁 跋曆 する の 
みで ある。 
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試み じ 今日の ドイッ人に > 『君達の 過去の 經驗で •いつの 頃が 一番 苦し かつた 
わぞ」 と 訊ねて 見る がい/'。 彼等の 大槪の 人間は 立ち 巧 じ •『をれ は大 イン フン 
の當 時で あつた！』 と卽 答す るで あらぅ。 大戰中 も 勿論を しかつた じは 違 ひな 
い。 一九 一六 年から、 全軍が 崩壊す るまで、 ドイッ 國內の 銃後の 生活は、 惡 をと 
雜渴と 寒さと じ惱み 通した ものである。 然しを の 時分 じは、 吹 r とも まだ 擧國一 
をの 戰時 統制 體 制が 行き 豆つて ゐ たもの だから • を 身 じつ けても、 盛 根が 雨 
堀. 〇 しても、 バタの ない 砂 まじりの 黑 パンを 嚼 つて ゐて も、 みんな 國家 のために 
は' 一様 じ わ 互 ひ 様で あつた。 巧乏 人に 無い 物资は •金 持 じだつ て 手に入ら なわ 
つた。 自 みの 息子が 戰 死した と 言へ ば*. 隣ら の 夫を また 行方不明 じな つて ゐ る。 
人間の 苦痛と 悲惨と いふ ものは、 物質的で あるょ らも^ しろ ふ 巧 的で あら > 從 つ 
て おと 共 じかけ 合つ た 一片の パンの ホは* わへ つて 乂牢の 珍 ホ じ^り 得る もので 
ホる。 


だが 世の中が 自由主義 とな 黃 金と 蠢智の ある ものなら、 國 まを 犧牲 じし 
て •どんな 榮耀榮 華な 生活 も 出 巧る が' 正しい 道を 步む ものは' をの 巧を 得ず し 
て 路傍 じ見棄 てられる やぅな 狀態 じな つて ゐて •しかもを 人の あ ひだ じ 個人主義 
的な 角 突き合せ や •巧視 猜疑 じょる お會 ，也 巧 じ 支 おされて ゐる 場合は •わづ かの 
纔牲 や、 損失 や、 失望 や、 不を といへ ども > 佈 ろしく 壓 迫で 苦痛で、 且つ お慘な 
種と なる。 • 
をの 意 かじ 於て ドイツの イン フン 時代は、 戰後 復興 ドイツ あ 中の > 一游物 集い 
地獄のを を 現は した 一 頁で あつたと 言へ る。 この 試が を 通し* このを 痛を 經 て‘ 
起ち 上つ た ドイツ 精神で あつたら ば こを •今日の ドイツ じは なほ 化榮 のがき が 見 
える ので ある。 今の ドイツの 偉大は、 巧して 代償を 拂 はないで 、天から 降つ て 巧 
た 偶然の 拾得物で はなかつた 一 

围內 的な 出來 まとしての 大 インフレは、 同時 じ對 外的 じ も' 巧々 の 影響を ぶ ぼ 


が 


した ものである。 前に も 述べた やぅ じ、 この 樣な狀 態では ドイツと じても —— 國 
まの 建 直しに ょつ て > かを 經濟 のま 情が 一 壌し ない 限り —— 常識から 考 へて •賠 
な 金の 支拂 ひなん か •到底 及び もつ かな かつた ので* ドイッ 政 巧は 風^を の 菊が 
を、 賠償 ま 員 會に訴 へて、 をの 支拂の 摘豫を 乞ぅた。 然る じ元來 、ドイツ 民族の 
滅亡を 企圖 して ゐるス ブンス 側が、 之れ を聽 入れる 菩 がない。 これは ドイツの 横 
着なず ボタ ー ジユ だとの 理由で > 一 九 二 一二 年 一巧' 遂にべ^ ゲ ー を 誘つ て •ドイ 
ツ 唯】 の お 田地 方た る^ の 占領を 斷 行した。 フランス 將校じ 引率され* 前の 
頂る わら 足の 爪先まで •鐵 甲と 機關 銃と 投擲 彈 とで 隙 目な く武裝 した アフリカの 
黑奴 兵が、 旗鼓 堂々 と ラインの 餓 橋を 巧 渡ら' 更じ趙 々たる 戰 車の^ の 音を立て 

て、 ゲ瓜 ゼン キ少 ヘン 巿じ ボ ー ム市じ エッセン 巿じ 娶 する じ ド 

イツの 也 臟部じ 進が してきた の だ。 さすがの ドイツ 巧 府も槪 ^ 色を なし、 をの 報 
復 手段と して •卽時 じ 消極的が 杭の 命令を あし •をれ 等の 地方 じがけ る 坑夫 ゃ勞 
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做 者に、 總 罷業を 敢行 させた。 おお 的 抵抗 じ满 足しないで、 武力を なて 之 じ杭爭 
しよぅと •同志 ー ホを 糾合した 巧 國の靑 年 古 官シュ ラ ー ゲタ ァ 大尉が 捕 へられ、 
銃殺の 刑 じあせられ たの も’ 正 じこの 時で ある。 ドイッを 年の フランス じ對 する 
お惡の 念は、 をれ によつ て 益々 募り 巧つ た。 

^^占領と消極的抵おとの爭ひは、 フラ ン タにとらて何等の猜る所もなかつ 
たと 共に、 ドイッ 國 內の產 業界 も 亦、 名狀 すべ わらざる 西 難に 陷つ たもので あ 
' る。 惡を イン フンは をの 髙 潮に 達し、 國 民は をく 联 々焼々 として、 胸を 巧ん 中る 
晤 もなかつ た。 共產 巧が ザクセン じ獨立 運動を おすし、 ライン 地方 じは ドル テン 
巧 古なる 巧 固 奴を 中 ふに、 フランスの おじよ つて お 立が 計畫 される し、 义反對 じ 
t ヴ トラ ァが南 巧 じがて、 有ぶな ミュンヘン ー按 をを したの も、 了 度 この 時を の 
ことなの である 0 


パ 



ニ ハ、 均衡 外交と マルク 貨の 安を 

\ 

ホも大 インフレは、 をの 間に 終 煤の 時 巧が 來 た。 

貨お倪 値 も 巧ぅ いふ 風 じ、 ある 度合を 贈み： して 巧 落し 始めた ものは、 どん じ 
が 巧 上の 名に と雖も > これを 停止す る 巧 術は ない。 た乂 巧き 若く 所まで だくの 
を •見て ゐ るょり 他 じ 方を はない ので ある。 然し 巧き 着く 巧まで 巧つ たな 上は、 
ネ當 のか 政 技術の 達人で ある 限ら、 これを 転 巧し 統合し、 がくと も 正常のを じ 巧 
せない 譯の もので もない。 所が ドイツの マ^ク 貨の巧 合は、 本當 じを のわきを く 
巧まで いつたの である。 價 値は 大體零 じ 等しい ものと なつた。'^ な 上に 顚 をの 化 
樣 はない。 をれ じ 今を は 政治 上の 巧 由い 伴つ て、 ドイツ 政府と しても —— 勿論‘ 
忘 識的計 藍 的では なかつ たらぅ が —— がくと も マ ク貨 が無價 直となる ことを、 
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望んで ゐた 傾き もないで はない。 をれ にょつ て賠お 問題を > 永 引かせる 手段 じ應 
用し 得る ことは 誰に でも 考 へられる 所で ある。 

だが ドイツ 政府は さう いふ マ^ク 貨を > 自動的 じ 落して •之れ を 外交 目的 じ 使 
つて やらう と考 へたが ため か 否かは 別問題と して •がく ともをの 大 インフレの 一二 
年間は > 藏 相へ^ フ* リヒの やうな 頭の 綿密な 金融 技術の 專巧 家で も、 又 シャ户 
卜 (後には ヒット ラア のかな 巧 問 格で ナチ スが 巧の がな 及び 贸 易げ 策の ぶ 要人 物 
となつ たの だが、 まだ この 當 時は 自由主義 的な 銀行家で あつた) の やうな 巧が を 
でも •殆ど 指を 巧へ て， 成 行 じせせ て ゐた觀 が ある。 

所が 貨お偵 値が 零にまで 行き着い たので > 是 等な 達の ± は 始めて 表面 じ 乘らだ 
して 所謂 マ^ク 货 おの 巧を 巧じ沒 頭し 始めた。 をれ じは 1 婿 大きな 條 半が あ 
る。 その 倏 件は ドイツ 自身の 國是 方針を 示す もので あつて > をの 巧 是方 かが 變ら 
ない 限り どんな かを 上の 名人で も •マ^ク 貨 おのを 圣 策を 考ぺ 出し やうが 
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ので ある。 

、 • 

この 條 件に 最ら 適合した 人物は、 グスタフ •シュ トン ー ゼ マンで あつた。 この 
人は 一九二 一二 年 八月に 宰相の 地位 じつき、 組閣 後 僅か じ 二 箇月 じして く齡ぃ '^ん した 
が、 をの 後 も ドィッ 外 巧と して、 一九二 九 年を の 死 じ 至る まで 歴任し •巧 調シ A 
トン ー ゼ マンの 『均衡 外交』 なる もの じ 巧 力した。 彼は をの 最初' マルク 貨 をを 
運動 じ、 一 應の巧 力は してみ たが •中々 物 じなり さう じ もない。 を こで 彼の 挫 帥 
としては、 マ^ク 货 のま 定は人 ふの 不巧狀 態を 一締 する じ 在ら …… 人、 むの 不ぞ一 
掃 じは、 產業 方面に 於け る國民 才能を •自由 じ發 揮せ しむる じ 限る …… 闊 民© 才 
能を 巧ん じて 發 揮させる じは、 どうしてもな しばらく 戰爭* 敵視、 發怒 等の 感悄 

を 和げ る 必要が をる をれ じは いつまでら フランスと 喧 華す る狀態 でょ いけな 

い 然も 今 フランスと 喧嚷 すれば 負ける に 極つ てゐ るが， 負けても なほ 之 に 

反抗し ょうとい ふ 態度、 卽ちお 望 的 緊張の 態度が、 國 民、 む 巧 じ反央 して、 人、 ぃの 
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不 巧が いつまでも 解消 しないの だ おつて マ^ク 貨 をま定 せし むる 第一の な歡 

は* フランスと 仲を 直して 》 協調の 外交を やる じ 限る …… とい ふ考 へを 持ら はじ 
めた。 

この 考へ 方は 間違つ ては ゐ ない。 なぜなら シユ トン ー ゼ マンの 觀顯じ 立つ て、 
始めて ドイツの 復 輿と いふ ものが、 具體 的な 第一 步を ふみおし 得た からで ある。 
ドイツの 復興の ためには、 歐 洲全體 のま 垄が 必要 條件 である。 然る じ ドイツ 自 み 
が歐 洲圣體 のを 定を 破堪 して > 腹^せを しょうとの 態度では‘ 歐洲自 をが 良くな 
ら ぬのみ なら や、 ドイツの 復 巧は 到底 望まれな いし' 從 つて ドイツの 將巧 じは、 
希望 も 化 明 も 疑を されない ので ある。 

さう いふ 出 あ 無から して •彼は フランス じあら て、 をれ と 间じ考 へ 方を して ゐ 
たブ リアンと 提携し、 歐洲 大陸 圣體が 精神的に 理解し 合へ る やうな 平和 外 巧を > 

强 調し 始めた ので ある。 同が じさう いふ 某 礎 方針の 上 じ‘ 右 じ 述べた ヘル フユリ 
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ッヒ 宝な り (この 人は をの 後 間もなく イタリアへ 巧く 途ち巧 妻な のた めじ • 
不慮の 死を あげた グ) 或は 銀行を の シャ^卜な b が、 レン テン •マルクの 制ぎ を 
採用し さしもの 難物たり し大 イン フンを 見事 じ新肿 する ことが 出 巧た。 

レン テン •マルク 制. (をの 最初の 出を はボ ー ザン •マルク 制) は、 今迄の やう 

じ 金を 単備 とせず •主 地、 森 巧 建 養 等の-不動 產を 企業の として、 單化紙 

おを を 巧し をの 德 準を 一 化 マルク Hj レン ブン •マルク じ 巧 巧し'。 るく く 急 
激し 濫费 紙幣を 囘收 しようと した ものである。 をして をれ じ衣コ て巧定 しこ 事 夕 
情を 見 眉け た 上、 一 化 二 四 年 十 I 巧 じは‘ 新た じ 貨幣 法を^ がして、 再びを 準備 
じ 立脚し に ライヒぶ •マルク 貨 がを 巧され、 こ^じ ドイツの 通貨は •始めて をに 
復 する ことが 出來 たので •巧 前大 インフレは 魔術の 溶けた やう じ、 が して 
しまつた。 


I セ、 自由主義 にょる 復巧 

歴史は 常 じ 繰 返へ すと いふが. マルク 貨ま定 の 大事 業を 完成した 同じ 方法と， 
世界 觀 とは. 今日の ナチ スの國 策の 中に も、 繼 承され た 形で 於が りして ゐ る。 

卽 ちシユ トン ー ゼ マンが 歐洲 大陸の 協調 平 かを > ドィツ 民族 復興の 目標と した 
點 は* 今日の ナチ スじ 於ても 歐洲新 秩序の 建設と いふ 形式で 繼 まされて ゐる 。义 
シャ 'ィトな 下の* 金を 準備し ないで 不動 產 及びを 業を 擔保 とし、 レン テン •マ 作 
ク 制を 創設した 进 方は •多少を の 意義は 違 ふけれ ども、 矢張り 今 H 、 フ. ンク經 巧 
相な どの 摄 表して ゐる やぅな‘ 勞働 力を 某 巧と する 貨常 及び 金融 制度と いふ ナチ 
ブ式考 へ 方の 濫 館を なす ものである。 . 

がしを の當 時の シユ トン ー ゼ マンり シャバ トの巧 策は' をの 根本 じ 於て ょ > ナ 



チ义 のをれ とは 逆 じな つて ゐ ると 言ム ことを も‘ 見， 衝す ことは 出來 ない。 シ 。卜 
レ I ゼ- マン = シャ 、，卜 の 政策は、 をの 目的が おなる 自由 ま義 のがが の 波の 間 じ 問 
じ 漂つ てゐ るぅ ちじ、 眼前 じ控 へた 大きな 困難と 窮狀 とを、 打關 したと いふじ 過 
ぎ；.* い、。 彼等の 寧 業は r 復舊」 であつ て 『創設』 ではない の だ。 正常なる 自由 ホ 
義 への 復舊 でを る 限り > をの 自由主義 じ ホの 困難な^ 風が 來た 巧な は、 又 化す 別 
の 意 ホ じ 於て 巧 詰まらなければ ならぬ じ 極り てゐ る。 例 へば ィンフレょ J 開ンこ 
とち 口つ て 富んで ゐて も、 次に デフレが 來れ ば、 又 巧 詰まる 運命を 控 へて ゐ る。 鼓 
かの シャパ ト などが、 形式 上は 金本位 じょら ぎる 新貨お 制度を 採用した と 言つ て 
も、 彼等の 货带價 格巧定 の 目標が‘ 新しい 世 お觀の 創造ではなくて、 單 じもとの 
金本位 じ復舊 すべき 過渡期の 準備 工作で あるじ 過 •きな かつた もの だから' マ少ク 
貨巧定 の一應 の見當 がつ くと、 當 時の ドィッは '又もとの 金本位制へ 復豁 してし 
まつた ので ある。 をの 意 巧 じがて シユ トレ ー ゼ マン や シャバ トの 如きは — ある 


一部の 人々 は 共和 國 時代の 立派な 政治を であつ たやう じ激 常して ゐる やう だが 
— 純然たる ドイツの 政治家で はない。 一時 人 瓜を 銳定 せし わるた めじ 非凡な 能 
力を 持つ たな 治 上の 一 補の 技師 じ 過ぎな かつた の だ。 

巧ら シユ トレ ー ゼ マンの 政治 技師と しての 方 まは シ卞 パトは 其の後 じ 物 

の考へ 方を 非常 じ 獲つ て 巧た ので あるから、 なじは 臀く 見ない ことじして ド 

イツ じ 固有なる 傅統的 精神を 完をじ 淸算し •十八 世紀な 後 じがけ る 『两歐 的 ドイ〜 
ツ民 族」 とい ふ 立場 じがて、 英米 佛 人と 比肩して、^ けを とらない やう、 彼等の 夕 
^ ふに 巧 互し 相 交は 6 ‘ そのうち ドイツ 民族を 一番 商い もの じ 引上げょうと いふ 計 
またつ たので ある。 ドイツ人が 戰爭じ 負けた の も、 戰爭じ 苔し い 目 じ 逢は なけ 可 
ばなら な いのも 要する じ偏狹 なか 爭的 ゲルマ ニ ズムじ 閉ぢ飽 つて' 自らを 商し 
とする からい けない。 だから 之れ に 反 威を 懐く 西歐 がの 自由 ホ 義諸國 は* 永遠 じ 
ドイツを 敵に 跑し > を ひじ 結束して ドイツ じ 巧 おを 與へ ょうとす るの だ。 この 良 


ドイツ 自 をが、 極端な 自由主義の 基礎 じ復歸 し、 英米 佛 。み じ 調子を 揃へ たな 
ら 、どうなる だら うか？ をれ は 英米 佛の 陣門 じ 降つ て •協調 提携の 形 まを とる 
とい ふ 建前 じがて は、 一見 極めて 卑屈の やうで あるけれ ども、 をれ じょつ てドイ 
ツ國內 に 秩序が 整 ひ、 ドイツの 菜亂 した 經濟 が‘ ある 程をまで 復興した み賊ピ は、 
ドイツ人 本 巧の 聰明 さと、 優秀なる 科學 性と > 比類のない 勤勉 巧 力と にょつ て、 
相手の英ホ佛などを後へ瞪がたらしゎる時代が> 吃度巧るじ違ひ，':^い。 この陈ド 
イツが、 獨ら 退け 者に なつて ゐ るので はなく、 自ら 進んで 西歐 自由主義 巧び アメ 
リカ ニ ズムの わ 仲間入り をし、 彼等と 同じ スタ ー トじ ホつ て、 マラソン 競 爭を始 
める 限り‘ ホ來は 確か じ ドイツの もの だ …… r とい ふ 0 がシユ トンー ビ マ、 一 一派の 
世界 觀だ つたので ある。 

從 つて シユ トン ー ゼ マン 式な 世を 觀じ據 ると •こ) 將 來の經 濟的繁 榮を瞧 ふが 
ため、 ドイツ 本來の 獨自の 魂を、 をく 西歐的 自由 ま義と アメリカニズム じ資渡 


か 


ずと いふ ことじな り‘ 又 (一一) をれ じよ b て】 時 マ^ク 貨 をま定 し. 外觀 上の 繁榮 
を 巧した やう じ 見えても •ホに 大きな 恐慌な b 不況な b (物質的 精神的 兩面 じが 
て) が訪 わた 時は •今度 こを 本 當じ行 詰まらなければ ならぬ 危險 を、 をの 巧 部 じ 
包藏 した もので あつたと 言へ よう。 . 

_ 八、 ド I ズ 巧の パイプの 煙 

/ 

をれ は 兎 も 巧‘ シユ トン！ ゼ マン 式な 協調 均衡の 內げ 外な ぶが じよ b •彼の 偉 
大 なる 巧綻 (？) として •當 時の 人々 じ諷 はれた のは (1) 戦 巧 問題への 一 應の解 
みと、 (2)。 カル ノ條約 及び 國際 蹄盟 への 加入と であつ た。 

戰僮 問題が 一時 解 巧した やう じ 見えた のは •かの 有名な ド I ズ 案が 成立した か 
ら である。 この 案は •ドイツの 財 巧を 瘦て 直し‘ ドイツが 賠化 金を 支拂ひ 得る 方 
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法を 發見 する ためじ •ホ國 モ^ガン 財 閱の香 頭 ド ー ズ ，じよつ て、 案出され たもの 

だ。 をして ごの 案じ 據 ると‘ で 賠償金 額は 幾ら じ 値切る か、 をれ とも 元の ま y , に齡 

// 

属く かとい ふやぅな‘ 基礎 金額の 問题 じは 觸れぬ ことにして、 た ス每年 ドイツの 
產 業が (從 つて ドイツ人の 勞働 力が)、 一體 どれ だけの 金額を 本當じ 支拂ひ 得る か 
の 金 おを 合理的 じ算 をし、 これを 倩 權闕じ 引 波して 行く とい ふので ある。 

今迄は 一千一 二百 二十 盧だ とか、 いや をれ よりも 多い とかが いと かと、 議論 ばか 
b して ゐ た。 をの 議論の 結着がない 顆自 をが、 旣に 雲を 恥む やぅな 職が さで ある 
が、 更に 一千一 一一す 二十 億な どと いふ 數字 をのら のが —— 所謂 天文 學的數 字で —— 
普通の 爲 盤を 執る 人間の 頭 じ ピンと 來 ない 所で ある。 だから をんだ' ィツ キリし な 
い 巧 則 論は がつ て わいて、 ドイツから 取 立てられる 金が だけを サ ツサと な 立て 
をれを半世紀も續け^< J なら相當の额じなるだらぅ。 議論して喧唾した^巧 I 文じ 
もなら ぬより > 巧 の 方が 實瞭 的で 餘程资 い …… 


み 


♦ 


例へ ば ドイツ じ 國有鐵 道と いふ ものが ある。 ドイツは 世界で 一二を 爭ふ鐵 道の 

费 達した 所 だから、 鐵道 事業の 仕事は 驚く 程 お大な もの だ。 だが をの 鐵 おの 收益 

わら 勝手 じ 賠償金に 該當 する ものを 取上げて 行けば、 いかに 規模の 雄大な 錢道事 

業で も、 をの うら 資本金を 巧这ん で、 萎靡して 巧く かもしれ ぬから， をん な 取 立 

て 方は いけない。 をれ ょ b も ドイツの 级道 じは、 今迄 社 族と いふら のがる つた 菩 

だ。 どんな 鐵道會 社 じ も 社 倩を 持たぬ ものな どと いふ ものは 有る 酱 がない。 と 調 

L 於 

ベて 見る となる 程 ドイツの 國有鐵 道に も、 一一 百億に 近い 大きな 社債を、 今迄は 巧 
負つ てゐ たもので ある。 然る じ大 インフレの ためじ、 をの 社 巧は 帳消し じな つた 
も 同然で •從 つて ドイツの 鐵 道は’ 大 インフレの わかげで、 社 憤の 利子を 支拂ふ 
必要な く > 却 つて 非常 じ 築な 仕事を して ゐ る。 

をれ なら ドイツの 錫 道じ對 し、 今迄と 同じ やうな 社廣 がな 在ず る ものと 假を 
し、 をのう ちの 年 八 分と いふ ものを‘ 今を じを つた お 巧の 利よ だと 諭め て’ をれ 



を 年々 ち拂 つて 行けば、 鐵道會 社と しても さう を 痛で なく •をれ だけの 金は 支出 
する ことが 出 ホる 譯 だ。 をれ は鐵道 じ 限つ たこと ではない。 餓 工業で も化學 工業 
でも’ をは 鑛山 業で も、 ホテ^ 經營 でも' さう いふ 餘ら肚 の 痛まない 方法で、 一 
定の 金を 絞ら 出ず こどは、 さう 营 のがれる ものでは ない の だ。 

だ 然し、 をれ も 初めから •ドイッの 企業 經營を 痛みつ ける と あつて は、 がち 
金融界が ま定 して ゐ るのを 不信用 じして* 义な 前の インフレ などを 起させる 必お 
がないで もない。 從つ てこの やうな 賠償金を 取 立てる 最初の 數 年は、. ホ阅 がドイ 
ジへ 巧賓の 形で 金を 貨 してやる。 ドイッ人は 產業 じいを しんで、 をの 資本を 利用 
して、 國內の お榮を 計り •をの 中から 前 じ 言つ たやうな 僅かな 金を せめ 出して‘ 
をれ を賠化 金と すれば い/' だら う …… 、. 

とい ふの が ド ー ズ 案の 骨み なので ある。 さすが 算盤の 國の ァメリヵから‘ 現 ザ 
的な お 字を キ チンと 表に 作つ て、 賠な 委員 會に提 化した もの だから、 をの 頭の ょ 


パ 



さじ お 界は廊 嘆の 聲を擧 げた。 所でょ く考 へて みると > こんな 帳面な 合理性の 
方が、 皮肉。 ことじ 成 却つ て 空想的な ので ある。 其 後 二 S 年の 間 ドイツ人は、 ド 
I ズ 案の 計 盡じ從 つて 多 かの 賠償金なる ものを 支拂 ひは した。 同時 じ米國 から 大 
ホの 金を 借りて. をの 國內 の產 業を 繁榮 ならしめ 得た。 然し 貸金で 負 廣を拂 はを 
る ゃうな 建前で •然も' をれ を 賠償金の おで 取 立て.^ とい ふ 物の 考へ 方は •假 令算 
盤 じいく らキ ナンと 合つ てゐた 巧で、 到底 をれ は ドン •キホ ー ブ まな 計 藍で ある。 
ド ー ズの 巧へ た パイプ わら 立み る 煙の やう じ、 取 留め もない 空想 だ。 巧ぶなら 一 
ロト イツ じ國民 主義が おつて をん なをのは もう 拂は ぬと 巧、 レした な 上、 をょ 一 
文 も 取れぬ のみ か、 貸した 金 さへ フイ じな つて 了 ふ 性質の もの だからで ある。 由 
巧 ユダヤ人は 現實 的で 計算 的で 實 際が だとい ふ。 だが をの 現實 と計黃 とま 除と 
は 巧々 じして 勘定 合つ て錢 足ら ホと でもい ふやうな、 空想と 跳躍の 彼挥じ 消ぇ 
て了ム ことが 多い。 だから これほど ホ 派 じ 見ぇた ド ー ズ 案が、 閒も なく ゴ歡 とも 


於 


巧け ないやぅ じ 行-詰つ たの だ！ 

をん な 事なら ド-；- ズ 巧は、 初めから 『戰 俊賠 が 一切 帳消し」 の 案を 作つ た 方 
が、 餘程寶 こかつた とい ふこと じなる！ 

% 

• - 
_ 九 、ロカルノと 聯盟 加ん 

をの ホは n 々ル ノ條 約と 國際 聯盟 加入の 問題で ある。 ■ 

ロカルノ 條 約と 言 ふのは、 一九二 五 年 十月、 スイスの n カル ノと いふ 風化 明媚 
な 避寒地 じ 於て >' 締結 せられた 條 約で あつて、 をの 骨子と なす 所は 『歐洲 の現狀 
維持』 と、 『國瞭 間の 紛爭は 仲裁々 判に 附す こと」 を 約束した もの だ。 をの 中で， 
ド. イツ じと つて 最も 望 要な のは、 英佛羯 伊 白の 五國が 相互 保隘條 約を 結んで， を 
れ じょら 特に ライン 河流 域 地ぶ じを るべき 紛讓を 避けょぅ とした 點 なので をる。 


が 


をれ までの ドイツが' 對外 親き 關 係を 結んだ 條 おと 言 ふのは、 一九ニ ニ 年 じ • 
ソ硫 との 間 じ 結んだ ラ パツロ 親善 條 約と いふの が、 た スーつ 存在して ゐた乂 けで 
'あつた。 をれ ほど ドイツは' をの 當時 世界のを 國 から 退け 者 じされ •特殊の 极ひ 
を 受けて ゐ たもので ある’。 しかも ラパッ n 條約 とい ふのは、 西 歐諸國 が 賠償金の 
問題を > 餘 りに も威壓 的に 强 制する ので、 ドイツと しても をの ^ 歡 から をれ る お 
餘の 一策と して、 一方で 同じ X 西 歐諸國 から 特殊 披 ひを 受けて ゐるソ 聯と提 手し 
て 締結した 一種の 皮肉な をして 示威運動 的な 條狗 なめで ある。 巧が シユ トン I ゼ 
マン 外相の 時代に なると、 さぅ いふ タク チ ー クの 問題を 離れて、 ホ じ 述べた 欧洲 
諸 列强と > 相互 保障の 條 めを 締結し' をの 上 更じポ ー ランドと か、 チ H コタ。 グ 
ァ キアと いふ やぅな， > 本 巧 ドイツ 民族のを 展を 阻止す る 目的を なて 作られた 隣接 
.諸國 とも、 か 裁々 判條 約を 結んだ ので ある。 をの 基 巧 じ 於て、 翌二六 年の 九 ぉじ 
なると* ドイツは 國 際蹄盟 加入を 斷 巧し •をの 常 巧 理事 國の 一つと なつた。 
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この 事は 當 時の 一般から、 シュ トン ー ゼ マンの 平 巧に 貢がす る 偉大なる 巧緖と 
して 謂 はれた ものである。 從 つて シュ トレ ー ゼ マンは、 フランスの ブ リアンと 共 
じ、 ノ ー ベル 平 巧 巧の 受領者と なつた 位 だ。 

だが これ じよつ て、 ドイツ 民族 固を の 生命は， をく 願 化の 狀態 じな つたと いふ 
こと も、 同時 じ考 へなければ ならぬ。 巧言 すれば ド I ズ まじよ b 、 賠償の が 能を 
米國じ 任せ，。 力^ノ 條 約の 締結と 國際 聯盟への、 加入に よつ て、 現が の 維持 じ^ 
をの 平和を 購ひ 得た とい ふことは、 國際 ユダヤ か閱 と西歐 自由 ま 蔑の、 ドイツに 
巧け る 偉大なる 勝利を 物語る ものである とする も > 本來の ドイツ 民族の 眞意裝 と 
巧値とは* 完全じ失はれたこと/^なる。 

なぜなら 是 等の 所謂 『積極的 了解』 (當 時の 共和 國 政府の 巧 治 的 標語) は •おす 
るに ゲュ 作 サイ ユ條 約の 忠實 なる 遵守を 前提と する もので あつて •その 條約 のす 
合理を 克服し よぅとす る ドイツの 精神的な 復興の 面目は、 惜しげ もな くな 楽され 
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たこと/' なる からで ある。 

ゲ ユ^サ イユ條 約は 前 じ も 述べた 通 b ドイツ 民族の 巧 起 不能を 目的と してから 
れ たもの だ。 をの 植民地 沒收 '軍備制限 、ドイツ 國領 ± の寸斷 ，賠償金の 瞄課等 
は、 一定の限度を越えた過酷なもの* 從つてドイツがおち上らうじもおち上れ^^ 
い 程度 じ、 鐵鎖 じょり てされ を 縛り付け たもの なので ある。 をれ じ對 して ドイツ 
が 不平を 喝 へ、 をの 鐵 鎖を 斷ち 切らう と 巧 力す る やうな 場合は、 民族 自 巧の 美名 
の もと じ ドイツ 國を 背面から* また 横 合から と 首を なつて をし つける やう じ* ポ 
I ランドな b 、 チ* コブ 〇ゲァ キアなら、 其 他 バルカンの 小 聯合 國 ならと いふ 澤 
山な 國 家を、 旨く 配置して ある 跑制 なので ある。 

さう 一一ず ふ 『ドイツ 民族の 自滅』 を 目的と した 現狀の 維持を 承認す る ことは' 結 
局 ドイツ 民族 自滅 をれ 自身を、 甘んじて 承認 するとい ふこと じ 等しい。 をれ だか 
らドイ ブ民巧の滅亡を5^:がないか必を持つた其のドイツ人である限り* 旣に大戰 
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の 『戰 罪』 を 引受ける こと さへ 堪へ 難い こと だ。 を こで ドイツが 力盡 きて^いて 
ゐる 矢先 だから •聯合 國の 暴力 的 脅迫の 事實 を、 巳む を 得ざる 害惡 として 堪 へを 
ぶと いふ 事と •本當 じ 自分が 惡 かつた、 これからは ドイツ*^^ ひとい ふ惡い 魂を 入 
れ替 へて、 將來 は西歐 流の 物質的な 自由主義 精神の 仲間入り をして、 ド •イツの 自 
滅を 計つ て ゐるゲ * ^ チイ ユ條 約を 承設 するとい ふこと とは、 本來 をく 別問題な 
ので ある。 

'だから ドイツが 國家 として 生きる ためじは、 グ - ナイ ユ條 約を 觀齡 する 建前 
が、 何を 措いても 必要で あつたの だ。 ナチ スが おつて、 何ょりも を 點を 置いた の 
も-矢 おりを こで あつた。 ナチ スが當 時の 共和 固な 府 —— ツイ マァ蘆 法の 掩護を 
を 蛇蜗の 如く 嫌つ て、 をの 『システム』 を 巧 こを ぎに 巧へ した 所な の もの 
は 是 等の 『シス ブム』 を擁 譲す るを 達が 無爲 無能で、 ドイツの 發展を 行 詰まら 
せた から 恶 いとい ふので はない。 ドイツ人の 魂を 西 歐人じ ち つてし まつた 巧爲を 
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階んだ の だ。 換言すれば 『システム』 じょつ て、 ドイツが 繁榮の 域じ逮 する か 連 
しない かは 問題で なく、 むしろ 國民 倫理の 間 題と して •ブイ マァ患 法式な や b 方 
は’ どぅしても 巧つ てわけない …… とい ふの が‘ 後の ナ チタの 化 界觀的 立脚 规で 
あつた。 

推 

然し この 鄭に 就いて、 當時 一般の ド イブ 人の 反省は •充分では；^ かつた。 ゲル 
マン ま 義の巧 認識に 對 しては •まだを の 機が 熟して ゐ なかつ たもので ある。 從つ 
て 一九二 五 年 じ、 大統領 ユ ー ベ^卜が 死んで、 をの 後繼 者た る老ヒ ンザン ブ作グ 
元帥が 本 十八 歲 じして 大統領の 位を 蘭ぎ、 をして 其の後 五ク 年間は、 假令 經濟的 
方が にわいて ドイツは 復興の 上り坂の やぅに 世人の 眼 じは 映つ たけれ ど‘ をの {が 
ドイツは 精神的 じ‘ 目に 見ぇね 下 b 坂を： 大 へんな 巧で 轉 落しつ/' あつたので 
ちる！ 


が 


二 0、 繁榮と 合理化 

む 上の 經糕は 兎も角と して' ドイツが 自國 傳統の 魂を 質 じ 入れ、 西 お ユダヤ人. 
的^^_權巧治の陣門じ降る平和巧巧を執つてな巧>'^の巧謂經巧的復おなるもの 
じは、 貪に 眼覺 ましい ものが あつた。 世人は をれ で ドイツが、 偉くな つた も 0 だ 
と、 驚 嗅の 眼を 睦つ たもので ある。 

一九二 〇年當 時は、 ドイツの 經濟的 お 典な ど， お遵 的に 見えた もの だ。 巧が- 
化 二 五 —— お 年頃 じは •大 酷が 大戰が 前の 膨化 ドイツ 帝國と 同樣か •または 遙か 
に をれ な 上の 水準 じ 達した。 

例へ ば 石炭の 毎月の 產 出額の 如き •大戰 前の ドイツ 帝國 では， 一千 百と 十饋鹏 
を 出して ゐ たもの が、 一九二よ 年 じは 一千 二百 八十 萬 嘶と な 銳 鐵は每 巧 九十 
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一 萬 嘶が な 化 萬 一千 頓 となり、 銅錢は 九十 九 萬 ー ニモ 嘶が ち 一二 十四 萬と 千顿 とな 
り‘ か 里の 如き も 百 十八 萬 化千鹏 がす 二十 六 萬 九 千鹏に 上み して ゐ る。 これな ど 
は大戰 前の 狀 態を 遙 かじ 凌駕した ま 耍生產 品の 例で あるが、 勿論 何でも かで も大 
戟 前な 上の 域 じ 達した 譯 ではない。 例へ ば 商船の 如き、 大戰 前は 五ち 五十 萬 嘶を 
保を して ゐた ものが、】 化 一一 五 年 じは 一一一巧 萬 嘶を 恢復した 程度で ある。 然しを の 
南 船は 大戰 直後 一度 零に 等しくな つて ゐ たもの だ。 零 じ 近い 點 から 僅か じ 五六 年 
の 間 じ、 新造船 一二 百萬峨 とい ふ 世界】 流の 海運 國じ 伍し 得る 程度 じ 願^した とい 
ふ 又とは > 何と 言 つても をの 復興 振りの 偉大なる じ •舌を 捲かざる を 得ない。 

然し この 驚くべき 經巧 復興は、 をの 裏面から 觀 察する 時は、 かして ドィツ 民族 
の 偉大を 物語る ものでは ない。 勿論 ドィツ 民族が、 企業 的 科 學的じ 於て、 がれた 
能力の 持主で あり、 隱あ 持义と 勤勉 巧 力で ある ことの 證 をとは なる が、 をれ かと 
て^^しも* ドィツ民族の眞の底力を示す强さは、 をこじ現はれてゐない’のであ 
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る 0 

なぜなら グュ^ ナイ ユの賭 制は どこから 考 へても •近い 將巧じ 第ニ ホの 世が 大 
戰を勤おせしむべき> 至極},^|^^なをして無巧な歷制であつた。 をれにも巧ら中 
當 時の ドイツの 爲な 者は‘ この 體 制が 恰も 平和の 某 礎で あるかの ごとき 假 想の 下 
じ、 經 巧のを 巧を 志した の だ。 だから ドイツは 大戰じ 於て まだ 負けて ゐな いと 
の， あの ヒン デン プ^グ 元帥が 休戰提 謀の 代表者を 淚 ながら じ 送つ たと きの 巧必 
は •垂然 消して 了 ふ條件 じがて* 始めて 樹立 さるべき 『シス ブム」 なので ある。 

自 をを 敗 化 ま義の 地位に 厦 いて、 自分の おち 上る のを 巧へ るグ H ^ ナイ ュ精 神を、 
巧言 すれは 近い おがに めて 渾浊と 不和と わら 戰爭 の教 おを 惹起す る じき まつて ゐ 
る グュ^ す イユ隨 制を 認めた とい ふ规じ •ドイツの 未 來のお 望が 横は つて ゐ た。、 
をれ と 同時 じ經巧 的繁榮 自身 も ホ* 巧して お對 的な ものでは なかつ た。 一見を 
榮 らしく 見えて. みの 裏面は 缺孰 だらけで あ b 、 {八 だらけで あり、 をして 所々 こ 
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蟲が 入つ てゐ たので ある。 をの ホ 第は 巧う だ —— 

一體 ドィッの 資本家は、 大戰 及び 革命 後の 混 亂じ乘 じて — ^ 迄の やうに なが 
やプ n シアす 隅の 力が なくなつ たのを •い/' ことじして —— 却つ て社會 のを おじ 
支配力を 高め、 特に ィンフレ 時代 じは、 多くの 群小 企業を 併呑し* 义爲替 巧を 利 
用して 海外 じ お 質り じよる 販路を 開 巧した もの だから、 がが 巧 定時 代 にがては， 
避ろ 英米 佛 等の ホ 進 資本主義 固よりも •もつ と髙度 化した 爛熟 資本主義 幽 となり 
得た ので ある。 巧言 すれば 世界の 資本主義 國 中の 第 ご一 階梯の 未 巧を 巧く、 一を 進 
んだ 資本主義 國 家の 型と なつて しまつた。 

餘 b じも离 度の 資本 ま義狀 態は、 見方 じよる と 資本主義の 最後の 巧 詰りを なな 
する ものである。 を こで 今迄の やうな が 獲な 自由 競爭の おで、 をの 离度 性を 維持 
する ことが 出來 なくなつ たもの だから、 をの 賓ネホ 義の网 消な 運營 のために、 を 
じ產 業の 合理化が 避くべからざる ものと なつて 來 た。 言ひ換 へる と、 旣じ 大戰が 
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に 始ま b かけて ゐた 企業の 獨占裳 中の 傾向が、 極端 じ 斬くなら •今を の やぅな 词 
一種 類の 產 業を、 巧 謂 水平 的 じ 結合した ばからで なく、 更に 進んで 相を じ お灣的 
嚇閱 ある 產 業を 所謂 垂直 的 じ 結合す る やぅな 運動と なら、 をれ にょつ て 莫大な を 
產 巧の 節約が 起る と 同時 じ‘ 利潤の 巧大が 非常 じ 偏した ものと なつた ので ある。 

巧く して ドイツの 經濟 企業 面は. おしく 『コンツ H ^ ン」 化した。 例へ ばス 
チン ネスを 中、 むじ 作られた ス チン ネス •コンツ H ルンの 如きは、 ドイツ •ルク 七 
ン ブ^ グ 鑛業會 社、 ゲ火 ゼン キルへ ン鑛 業を 社、 ボ I フ ー ム鑛山 製 鐵會社 0 S 大 
トラストを 糾合した ものへ、 其 他の 巧を、 鐵 、海運、 造船、 製紙、. 印刷、 通信， 
新閒 等を 遊 下 じ 染め^を 鹽を 統一した 企業 じょつ て經替 したため じ、 當 時の ドイ 
ツの國 富を 殆ど】 手じ搔 きさら へる ことができた などは •をの 取!^ 解な もので を 
る。 勿論 タチ ン ネス •コンツ* 少ンは •巧 調 インフレ 型の もので あつたから •イ 
ン フン 時代が 經 過して •デフレぶ 世の中が 來 ると、 遂に コンツ-ルン 自 をが ホ游 
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みち た c • 

じ解趙 崩壊の 途を 辿らざる を 得た かつた が、 ザ フン 時代に なつても* ちじ 交 新た 
にシ ー メンス ァ I •ユ ー •ゲ ー、 ク 处ツプ 等の 古い 諸會 社が、 何れも 時代 じ 適す 
る コンツ* 八、 ンの 形で 起ち 上 b 、 义 ゥォ^フ •ナツ セン 巧 他のを 然 新しい コン、 ツ* 
ルン も •續 々あとから 輩出して' ス チン ネスの 破產 したな の 後 機を たる 役割を 引 
受けて いつた。 要する じ 國內の 富は、 是 等の 合理化され たお 人のを の 手 じ 巧斷さ 
れて しまつた， とい ふこと じ餘 若す る。 

二 r 外には 統一、 巧には み 裂 

% 

從 つて ドイツのを 榮 は‘ これと 經濟的 競爭の 立場に ある 他の 資本主義 諸强 じと 
りて は •おくべき 大きな ドイツ 的 結束の 力と 見え •將來 怖るべき 敵で ある わの 巧 
象を 與 へたが* I これを 對內的 じ 見る と > をは ドイツの 結 巧 じ 非 中して 寧ろ 非常な 
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み濟 でも あり. 不統一で も あつたの だ。 

みら やすく 言へ ば、 高度 自由 ま おじょ る經 がが‘ 繁榮じ 進めば 進いだ け、 國窗 
の 片寄りが 出來 て、 國民 大衆は 不 滿な狀 態となる。 殊じ產 業が 合理化 過程 じ 入る 
と* 勞働 力の 節約が ま 眼と なる ため、 失業者は み 舞じ增 加の 傾向を 示し' 年 じ 平 
巧す 萬 人、 冬期 じなる と 百 五十 萬から 二な 萬 人の 失職者が、 街頭 じ 巧り 出される 
こと/' なつた。 

ホ も をれ は 當然の 結果な ので ある。 さう いふ 窩 度の 資本主義 的な 經營 形態に 移 
つて ゐる瑞 合、 ドィツ やィ •キリスの やうな 國 では、 或は 百 萬 や 二な 萬の 勞働 者が 
’ 所謂 產業 豫備 軍と して 控 へて ゐて くれないと、 貫 銀が 上つ て 仕様がない。 貸 銀の 
上騰に ょつ て生產 をが 窝わ やうなら •をの 產 業豫備 軍と して 控 へて ゐる 失業を 群 
をな て、 商いち 銀を 要求す る勞働 者と、 入れ かへ る ことが 巧 巧る ので、 をの 意 ホ 
に 於て ドィツの やう じ 資本 ま義の 進； だ 固 じ、 す 萬 や 二な 萬の 失業を が 曲る こと 
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は、 寧ろ 正常な ので ある。 

がし をれ じは 是 等の 失業者が、 政治 化しない とい ふ條 件を •络一 じぶ 要と す 
る。 是 等の 失業者が、 社 會ま義 な b 共產 主義 じか ぶれて •政 歎を 組織し、 暴動を • 
をす か 或は 講會 の夕數 主義を 武器と して 戰 ひを 挑んで 來る 場合は* 資本 階級 側は 
之れ じ抗爭 する 力が 極めて 弱い ので ある。 をれ から 失業を はを 業豫備 単と して 必 
要では あると 言 つても、 をれ じは 一定の 程度が あ b •百 萬 や 二す 萬が 程度を おぇろ 
て 四す 萬 も 五す 萬 じ もなる やぅな 傾向が ある 場合は •資本家の 造つ て ゐる圃 家と / 
雖 も* この 不生產 的な 大 失業 群を、 直接 じ救游 するな b 、 或は 失業 保險其 他の 制 
度 じょつ て、 勘く とも 飯を なは せて やる を 悟が 必要 だ。 をれ じは 莫大な 金が か/' 

る。 いくら 合理化で 節約して 儲かつ たと 思 つても、 をの 儲かつ た 金で、 た乂 遊ん 
でる 人 巧 じ •無駄な 飯を なは せる 失業が 夕 いと あつて は、 どんなを 本を 萬 能の 固 
まで も、 旨く やつて 行かれる 菩 がない。. 


用が 右の 二つの 也 おが 「を 業の 巧榮』 に 喜んで > を 頂 天 じな つたと 思 ふ 購間わ 
ら* もぅ 始まり わけた ので ある。 お 言 ずれば、 こ) 勞慟階 おは 急激 じ 過激な 巧を 
固內 じは ひ t つて 巧た し、 こ 一) 同時 じ 失業者が 多くなる じつれ をの 救済の ために 國 
家の かなは おを を吿げ 、どぅに もを の狀 態では やつて 巧 かれ なくなつ た。 巧く し 
て ドイツの ゲ H 作 ナイ ユ體制 承認の 政策は、 一方 じ 於て ドイツ 民族が、 をの 本來 
の 魂を 西 歐の敗 化 ま 義じ賣 渡した からい けない， とい ふ 精神的 方面は 見ない こ 
とじしても、 事實の 方面で、 旣じ をの 『を お J は 巧き 詰ら、 從 つて をん なな 策は、 
ドイツの 底力を 示す ものでは なく •反對 じ ドイツの 弱さを 蘇 露す る 原因と なつた 
ので ある。 

をれ を 具 體的じ 言 ふと、 勞働階 おのな 黨 は、 一方 社會巧 主媒が 資本 主兹 との 閣 
爭で 無力 化した けり、 今度は ホ 產黨が 巧なる ブ n を淸算 して 議を 進化 じ乘 出し • 
蔑會 では 常 じ 第 四 位を 下らぬ 有力な なおと なつて， おを ブ マンの 如きは 大が 
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領選擧 にがて •候補と しての 名乘 りを 擧げ 得る 情勢を 示した。 

又 始めす 萬 •二百 寓だ つた 失業 群は、 一九二 八 年後の 化が 的 不況が 訪れる と 典 
に、 ドイツは 眞先 じを の 打を を 蒙つ て •一九 一二 0 年男 じは 常 じ 六と す 萬の 失業者 
ををすること/^なり* これが扶巧救濟のためじ、 國家の必要とする豫其が、 常じ 
四十 億 マ^クを 下らなくな つたので、 をれ では ドイツと しても 》 到底 破 產な外 じ 
は、 立つ て 行かれな いとい ふ 窮境 じ 到達した ので ある。 

そこで ドイツを 救濟し 得る もの、 ドイツを をの 底力から 本 當じ建 直して* 民族 
の 髙揚じ 至らし むる 化 事を なし 得る ものは、 グュ^ サイ ユ條約 破棄の 大決 也を も 
つて 立つ が 治 力で なければ ならぬ、 とい ふこと に 相場が きまつた。 問題は •『これ 
か、 をれ か」 である。 をの 中間は 許されぬ。 

をの 中間と して 戰巧 問題の 巧 詰りから ヤング 案なる もの じ 依つ て •ドイツの 賠 
償金 额は •僅か じ德额 が一 一一な 五十八 億 じ 引下げられ、‘ をの 支 拂ひ條 件 も餘程 緩が 
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された。 然し をれ でも 問題は 少しも 解 巧し ない。 國內の 巧 治 方面で も* 社 會巧ま 
叠 のへ ニン •ミュラ， 內閣 から、 一を 110 年 じは 中央 黨の ブリュン r ングを 
首班と する 內閣じ 移 り、 をれ が ニケ 年の 間續 いて > パ ー ペン、 更に シュ ライへ 火 
將軍 とい ふやう じ 移つ ていつ たが、 是 等は 總てゲ ュ^ザ イユ歷 制援巧 巧が、 をの 
奠 礎と なつて ゐる もので あつて、 おネ 的な 點じ觸 れてゐ なかつ たので るる。 

どうしても 前 じ 述べた やう じ、 先づ 何ょ らも 斷乎 として、 ヴ H ルナ イユ の鐵銷 
を斷 ちが b 、 『獨 逸は 負けて ゐ ない』 との ヒン デン ブ八グ の 決む を實 現し、 從つ 

, 6 でぃ 

て ドイツの 『戰 罪」 を 徹底的 じ 否を して、 寧ろ 欧洲 じ ドイツ 流の 新體 制を 布く や 
うな 指導原理を 持つな 治 力の 存在の みが •ドイツの 前途を 確保す る ものなる こと 
が、 明かと なつて きた。 

この 大きな 黃 任を 負うて おつた のが、 ナ チタな ので ある。 換言すれば 今日 わが 
\ 日本の 盟邦と なつて， 歐洲じ 新 秩序を 建設し ょうとい ふ 大きな 理想の 下 じ、 英ホ 
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の 勢力と 招を 爭 つて ゐるド イツな ので ある。 この ナチ タ •ドイツなる ものは •ア 
ド少フ •ヒット ラア とい ふ 偉大な 指導 的 人物に ょり' 象徴され てゐ るを であるか 
ら 、今日の ドイツが 世が の 文化 お 上 じ、 どんな 役割を なじて ゐ るかの 事 貸を 見る 
前 じ、 私達は まづ 、一應 ナチ ス なる もの^ 成立 お 達の 歴史と、 ヒット ラア なる 指 
導を の 人間と を、. バツ キリ 把 挺して わくこと^ しょぅ。 


第 


二 齡 . 

秩序ょり 復興へ 

丄 ワィ マア 憲法 下の ドィツ j — 


til 


r ナチ スの 生誕 

國民社 會ま義 獨逸勞 ’働黨 (ナチ ス) とい ふ 一つの な黨は •欧洲 大戰 が休戰 期に 
入つ て、 間もなく 成立した ものである。 

普通 ナチ、 夕の證 生は、】 九】 九 年 一月 十五 日と いふ ことじな つて ゐる 。尤もを， 
の 頃 じは、 ドン クス ラ ァ他數 名の ものが、 ドィツ 勞働媒 とい ふ 名目で、 地下運動 
的 じ趴苗 協講し f ゐた 同志の 集まりで あつて •何等の が 網 もな く •又 今日の 結統 
ヒット ラア も、 まだ をれ じは 加入して ゐ なかつ たので あるから 、それを 今日の ナ 
ナスの 證生 日と する 誇には 行かね、 などと いろ*'^ の 異論 も ある やぅ だが， をん 
な ことは どぅで も宜 あい。 

要する じ歐 洲大戰 の休戰 直後 じ > ドィツ 民族は まだ 大戰じ 負けて ゐ ない、 戰缉 
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はたく の 中休みで あるから、 今 じもう 一を 起 上つ て* 本 當のホ 肴を 養け る…… が 
もを れは單 なる 復錢戰 ではなく‘ ドィッの 勝利 じよつ て < 歐洲 人の 秩巧 ある 欺洲 
を 恢復し よう…‘.： とい ふ 商い 巧 想と 目的と をな て、 大戰の 間 じ 痛ましい 幾 夕の經 
驗を 積んだ 戰線兵 古の 間 じ 成立した 政 幾な の だ。 

軍人の か媒 であるから、 選 擧戰を 生命と する 政治 上の 椎利 義務 じよる 政媒 では， 
なく > 國 家と 巧 族との 間 じ 生命を 獻げ ようとい ふ 情緖と 精神の 巧黨 なので ある。 
だが 軍人の 巧 黨と言 つても. 軍隊が を來 のな 治を 弄 そんだり‘ をは 之れ じ 卞涉す 
る 意 ホの な黨 ではなくて、 國民圣 體が擧 國的じ 軍人と なり 得る やう、 これを 訓が 
し 育成して 巧く 意 巧の な黨 なる じ 過ぎない。 從 つてな 黛’ とは 言 ふ もの^、 私達が 
今迄 考 へて ゐた 『な 治 J の留應 とは > を然考 への^ 埼を異 じする ので あつて •を 
こじは 巧對 的の 觀 をがない。 巧 治 も 經巧も 文化 も 道德も 一つの 民族 生態の 中に* 
おて 引つ くるめた 意 巧での 大きな 巧 治' をのな 治へ 參加 ずるた めじ •ち 族垄 度を 
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啓蒙し’ 敎 化し、 指導し* 刑罰して 巧く 意思と 力との 幽體 なので ある。. 

ヒット ブァ自 をが、 さう いふ 巧 念と 資性と を 持つ た 一人の 兵隊で あつた。 彼が 
一九 一九 年の 秋、 この 小さな 『ドィツ 勞働 黛』 とい ふ團膛 へ‘ 第と 號の媒 員證を 
齡 つて 加入して な來 、彼の 燃 ゆるが 如き 至誠と、 をして がの 雄 辯と じょつ て、 こ 
の卜 さな 閣體 は. 忽ちのう ちじ 擴大 し、 齡 てぶ 前を 前 じ 言つ た 『國 民社會 ま義獨 
逸游 慟黨』 —— 共産主義を 其 他 この 黛に 反對の 立場 じある 人々 から 輕 蔑の 惹 ホを 
なて ナチ ブ とが ばれた もの^^ .0 改名した。 

始めのう ちは、 をの 勢力が ょだ 微 々たる もので、 第一 同の 絲會 じは， 查 部で 僅 
かじ 百餘 名の 人間し か 集まつ て來 なかつ たし 然も 黨 自身 僅かな 金 じ 菊して ゐた 
頃 だから、 さう 言 ふ集會 さへ も’ 極めて 稀に しか 行へ かつた ものである。 だが 
1 'L 一一 0 年 一 月 じ なると ゴット フリ ー ド •フュ ー タア とい ふ 頭の い ミ 黛 員々 巧の 
瓣齡 ご 十五 ク條 なる ものを 勒 したので‘ 稍々 政 おらし い 形式を 整へ、 雪 一旦】 
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十四日 じな つ 古、 を々 第】 同の 大會を ミ- ン ヘン じ 開き、 この 綱領を がが し、 之 

れじ據つて黛員全部が活躍すること/^なつた。 . . 

更にを の 年の 夏 じは 黛 員 ヒット クァの 意見で、 魏の 徽章 及び 黨 旗を， 釣が— 字" と 
をめ た。 鉤十字の お 原 巧び 語原 等 じ 就いて. も、 今日な ほ 補々 の 讚 論 もる るが > 

をん なを 索 も 亦 どぅ， でもい/'。 ヒット ラァが この 旗 巧を 揭 げた 當 時は、 これ じょ 
つて 民族の 純潔 > 從 つて ユダャ人 じ反對 する 意思を、 ま 示しむ もので あった こと 

ぶ 

だけは 審實 だ。 換言すれば ヒット ラァ とを の】 巧は、 始めから ドィツの 於 か 551 ;^ / 
を やる 積り であつ たの だ。 - 
をれ から 同年 八月 じは 更じ黨 の 組織が 改造され、 突が 隊 、，載 衞 "除の 制度 も 完備、 • 
しじ。 突が 除は をの 當時 暴力 的な 共 產黨の 襲 擊じ備 へ、 貪 巧を 豁巧 擁護し、 且つ 
靑年 訓練の ためじ 示威運動を 行 ふ 目的を 有する もので、^ 衞ュ隊 はお 首 及び 黨の幹 
部のを るを 護衡 し* 秩序に ょ b て黨の 行動 じ， 威 おを 與 ふる 目的を がて 作られた 


ものである 0 

.一九二 一年と 月 二十 九日’ ヒット ラアは 愈々 をの 新しい 气 なお』 の 黨首じ 就任 
した。 

一禮 この ヒット ラア とい ふ 人物は 》 どぅい ふ 人間で あつたか？ 

二、 民族主義 者と しての アドルフ •ヒット ラア 

アドルフ ••ヒット. ラア は】 八 八 九 年 四月 二十日’ 舊巧匈 帝國の ブラゥナゥ じ 生. 
れ た。 父は 下 おの 稅關 もで •從 つて， 家^は を乏 であり •互つ 彼 自身 生來 極めて 病 
弱な 身體の 持主で あつたた め、 學業 さへ 充 かじ 修める ことが 出來 なかつ た。 十一】】 
をで をの 父を 失 ひ、 をれ まで 通學 して ゐた レンツ ボ の‘ 日本 流で いふなら 中學校 
の やぅな 學 巧を 中を で退學 し、 何 かを 術で 身を 立てる ために、 美術 學校じ 乂學し 
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た。 彼は 始めから 美術 まじ なりたか つたの だ。 然し 父は 本來 彼を 役人 じしょ \ っと 
して > 常 じ 之れ じ反對 して ゐ たもので あるが •彼の 略ぃ 一っ の 理解を であつ た 切 親 
も、 彼が をの 美術 學校 じ在學 中、 卽ち 彼が 十と 歲の時 じ、 遂に^ の 人と なつた。 

を こで 彼は 無一物の ま/'‘ 憧れの お 術の 都 ゥイ J ンじ 出て、 或る 建築業の 事務 
所に 雇 はれ、 壁紙を なる 職人の 仲間には ひつて、 つぶさ じ勞 働のを 痛を なめた。 
この 靑 少年 時代 孤兒 として 貧窮な 生活 じ堪 へた 經驗 は' 後年の 彼に 鐵の 如き 意 お 
の 持 まとしての 性格を 巧へ たもので あらぅ。 然も ネ來 が藝 術で をを ホて ょぅとを 
した 人間 だけ あつて* をの 繊細で 且つ 熱烈な 倘 緒は、 當 時の ゥイ I ン の空氣 を 異邦 
化して ゐた ユダャ人 じ對し •激しい 階 惡必を 抱かし め、 從 つて 彼は 其の 頃から* 
旣じ醉 へる が 如き ドイッ 民 巧 ま義者 (ゲルマ ニ スト) とな， つて ゐ た。 ， 

一九二 一年 じ 巧 太 利を まつて、 彼は 南 ドイッ 换首巧 ミュンヘン じ 移り •やがて 
化が 大戰が 始まる と‘ 志願兵と して バイ H ルンの 軍隊に 入隊し •西部 戦線 じ戰つ 
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た。 戰 場に めて •彼は 展 々偉獻 を 横て ^'娥 十字 章を 得. をの 間 二 同じ 瓦つ て 負傷 
したが、 巧 じ 一九 一八 年の ランゲ マ^クの 激戰 には、 毒 是斩じ 中 てられて •频巧 
のち 傷を さへ 蒙つ てゐ る。 

戰爭の 間、 彼の 巧 國必は 益々 髙 まつた。 をの 部では 今日の ィタリアの 指導者 ムッ 
ソリ ー ニと 同様で ある。 さて 一九 一八 年の 十一月 革命 當 時、 ヒット ラア はま だ 病院 
ホ活 をして ゐ たもの だが、 退院 後は をのま^ 默 つて 見て ゐる 譯じ往 かず、 當時軍 
豚 內で夕 おを 生して ゐ たを 國 的な 政治 集會じ 出席した のが、 彼のな 治 運動 じ乘出 
す 最初の 動機で あつた。 をのう も 『ドィツ 勞 慟黨』 なる 小 集會に 巧て、 をの 庵 上 
計ら やもフ H 1 ダ アの國 民社會 主義の 講演を 聽 いて 痛く 感激し、 自 かもを の雜の 
仲間に 入れて 貫つ て. 前 じ も 述べた やうに、 をの 第と 番目の 欺 員證を 獲得した。 

な 上が アド^フ •ヒット ラアの 自ら おつて 積極的 じな 治 運 巧に 携 はるな 前の、 
巧 記の お 略で ある。 をのる の 消息は •もう 世人 周 かの 事 寅で あるから、 特に ヒヴ 
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トラ ア傳 でない 本書と しては •これな 上の 細かい 斯を 述べる 必要は あるまい と 思 
ふ。 ' • 

た V ' なじ 彼の 傅 記を 考 へる じ 就いて •特に 私達の 注意を 喚 おする 热が 二つ ばか 
りる る。 をの 第一は 旣じ ヒット ラア 自身が さぅ であつ た 如く、 大凡を の 後の ナナ 
ス 運動 じ參 加し > をの 幹部と なり 指導者と なつた 人物は‘ 大抵 戰 おの 兵 十-であつ 
たとい ふ 観で ある。 卽ち 今日 ヒット ラア の後酱 をを なて 目せられ ナチ ス •ドィツ 

P 

のを 軍 巧び 產業四 箇年計 蕾の 大立 物と して 衆望を 聚 めた ゲ ー リング 元帥の 如き' 八 
た ヒット ラ ア總統 の 化 股と して 副 お 巧の 地位を 占む るへ ッスの 如き •或はを 扭 
巧の 指 薄 者に して 農業 大芭の 要職を 占め •ドィツ 食埋 問題の 戰時體 制を 完成した 
ヮ ルタ ァ •ダレ ユの 如き > 孰れ も 大戰の 一 兵卒と して 勇敢に 戰ひ •然も 名 巧の 負 
傷を 受けた 人々 だとい ふこと である。 あ 言 すれば ナチ スを をの 理論 方面から 觀る 
と/後段 じも說 くやぅ じを の 中 じ 穂々 の 複雜な 要素を 含んだ ものである かも かれ 


ぬが •をの 感情的な 方面から 判锁 すれば •要するに ナ チタ 運動は を 純で* 巧 直ぐ 
で. 純 眞な戰 線 兵 ± 主義の 氣 持の 延長 だと 見る ことが 出來 ょう。 

第二 じナ チタの 民族 ま義を 極端に 主張す る 主なる 大立 物は • ヒ r トラ アを 始め 
夕 くは ドイツ 困な 外から 來た ドイツ人 だとい ふ事實 もまた 何となく 異樣 じ威ぜ 
ら る/' 顚 である。 第一 總統 ヒット ラア自 をが 巧 太 利 人で ある。 本來 ドイツの 政治 
をと 言へ ば、 大おプ 尸 シアの 地主、 官僚* 軍人 等で あるべき が 普通で みつたの 
じ、 ナチ タ時 巧と なると、 ■プ n シアな 外の 人間、 例へ ばヒヴ トラ アの やうな 巧 太 
利 人が、 ドイツを 主に 呼， 號し 得る やう じな つたの も不思 叢な 氣 がする。 をれ は 巧 
に德 統ヒヴ トラ アの 場合 のみでない 。前に 述べた ツ^タ ア •ダン エの 如き も‘ を 
は 南米 ア少 .ゼン チンから やつて 來た 牧畜業 者の 子供で ある。 又 副首相へ ッタ は、 
偽が の アレキサンドリア じ 永住して ゐた 貿易商 人の 息子で るる。 更じナ チタ 世が 
巧の 巧當 者なる を 名な ゼン ベ^グは、 バ^卜 地方 じ 生れた ドイツ人で •レ I 
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三ン クラ ー ドに がて 敎 育を 受けた 人物な ので ある。 

さう 言 ふやう に國 運の 傾いた 時、 之れ を挽囘 せんとして 起つ たる 國の ± は •本 
國人 であるょりも •寧ろ 異邦 じ 永住した 移住 民の 乎 孫で ある 場合が 極めて 多い の 
は、 一 補 不思議 G 現象で あると 言は ねばならぬ。 或は 外國じ 移住しながら‘ をの 
地で 巧 族 的な 血の 純 性を 保つて ゐる 人々 の 方が、 鄕國の 危急 興 あじ 就いては •却 
つて 銳 おな 感情を 持ち 得る ためな のか も 知れない。 

例へ ていふと、 フランス 大 革命の 當 時、 フランスの ネ國 では’ 自由 平等の 觀を 
が‘ 妙な 形 じ 極端 化して， 人間は もう 理性の お 機を 失 ひ > フク ンス 的な 本性が な 
くな つて、 精神的 じ右往 左な して ゐた 場合 •嘗て ィタリァ 頭だつた n ル シヵ 島の 
ー ナポレォンが > 同じ 自由 平等の 思想 じ 育ちながら も •なほ フランスの 祖國 をが 
ム ためじ 本 國じ歸 つて、 あんな 巧 天 動 地の 大事 業を やつた ことな どは •矢張りを 
のい/' 手本で あらう。 
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义本國 の パリ じ 本営の フランス 人が 居 なくなつ た 場合' 大西洋の 彼方の パイ チ 
の 島 一 一當時 フランスの 植民地 —— などでは、 まだ 中 世紀 頃の ノ^マン •ティ 貴族 
の 思想と 感情と が、 同地の 聞 巧 地 まの 中 じ、 二 ご一 百年な 來 少しも 損 はれないで‘ 
巧 統的じ 保存され てゐ たもの だから、 さう いふ 植民地 からのを 國 者たち は > 本國 
の觀 をの 有樣を 見る じを び 乎、 續 々として ナポレオン 軍 じ 投じて、 巧 じ フランス 
的な 民族 解放 戰じ 血を 流した もの も夕 かつた。 . 

ドイツの 例を とつて 見ても ホ さう である。 かの 一九 一九 年 十一月のを 命じが 
て' ベ^リン や 西ドイツ 都市 地方の、 プ n シア 的 ドイツ人の お 想が、 無意識のう 
ちじ 社會 民主 幾 化し 始めた 時、 巧然 立つ て 之れ じ 反 巧し、 傳統の ドイツ 憐神 をを 
をの 標榜と して 一步も 譲らな かつた 者は —— ヒット ラア ー派の ナ チタの 發祥 も、 
勿論を の 例の 大きな 一つ じ 相違な わつ たが— ドイツ わら 見れば 邊疆 もみ 疆 、お 
ど ドイツの 中 瓜からは 外 國じも 等しい バ火卜 諸 邦 じ‘ 四 五ち 年 も 前から 移 化し 



て •そこに 生活の 本が をを めて ゐた騎 壬 (移住 地 地主) の 後な であつ た。 をれ を 

始めは バルチク ー ム 團と唱 へ、 後には 鐵兜團 の 形に 團體 化し、 更に 後 じは ナナ 
« • 

夕の 中へ 溶け込んで しまつた。 - 
さぅ いふ 工合 じ、 眞に祖 國をお ふを 國 者の 群れは、 一見 援急 ある 場合 じ •圃內 
の資巧 ある 中、 むからは 案外 巧て 來 ないで‘ 却つ てを の國 のが^から 祖國が 授の巧 
い 人物を 辈出 する ことは： 古今東西に 共通した 現を でなければ ならぬ。 

般第 遠からず 、明治維新の 大 案じ お！ ^ の橫 動を 横て た 勤王の 諸 名 ±は> 大體日 
本の 中必 地から 出ないで、 殆ど 交通 機關 も不完 をで、 米の 飯 も 碌に 巧つ てゐ なか 
つた やぅな 地方と か、 山猿 啼 いて 歇 まざる 如き 人が おぇた る 地方 封建の 齡獅 など 
から 葦 出して ゐ るでは ないか ブ 

をの 面が は 矢張り ナチ スの 發祥 ヒット ラァを 始め. まなる ナチ スの 人々 の 曲 身 
化と •をの 環 おの 中 じ も* 明か じを 批 せられる ことと 鼠 ム〇 
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= r 政綱の な黨 

ナチ スが 一個の 政黨 であら、 をの 巧 謀が 特じ强 かつた 所な の もの ここに 立 
波 4：? ■な 綱が 備 はつて をり •然もを の 政綱の 實 現じ 當 b 、 黨 員が 孰れ も 幾の 如き 意 
おを なて 之れ に 努力した とい ふ點 じある。 

と 言へ ば 極めて 平凡で 節單 なやぅ にも 閉ぇ るが > さぅ いふ 狀 態になる ことは‘ 
實際容あ^^ことではない。 旣じ一巧黛が良いな綱を持つといふことわらして， 
かな か 難 かしい ものである。 在來の 政治的 巧統 のみを 舉 ずした な黨 とか •財力 等 
をな て^ 斯 したを 黨と か、 或はを きたな 治の 實 巧に 觸れ ないで たべ 理論の み じ 某 
いた 政 おな どの 如きは、 いつでも 非常な 弱點 を包藏 して ゐ る。 をの 弱點 とは 良い 
巧 綱が 持てない とい ふ 事 だ。 假令持 つても 觀を 的な 美辭艇 句を なべたり、 おた る 
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理想を 域这ん だり、 在 つても 無くで もい > 'や うなな 網し か揭 げられ ない とい ふの 
が 普通で ある。 

、だから 當 時の ドイツ じがけ る 大政 おた るお會 民主 黨 でも •ドイツ 國民黨 でも* 
人民 黨 でも‘ 中央 黛で も實 際は 碌なな 綱を 持つ てゐ なかつ た。 彼等は お。 る電氣 
業の 國營論 だと か、 國際 聯盟 じ對 する 態度 だと かの > 具體 的な もの 二つ ご 一つを 揭 
げ 、をれ を 人道 論 や、 お會 巧を や、 イツ 國 おの 本性な どと いふ 餘 b 當然 過ぎる 
抽象論で ゴマ 化し •た V ' をの •キラく 化る 場當 りの 文句で、 選擧戰 じ夕數 をが 得 
しょうと いふ 方面 じば かり 利用して ゐ たもので ある。 ■ • 

をれ じ 較べる と ナチ ス のな 綱 二十 五條は、 極めて 平凡な 具瞧的 事實の 羅列で あ 
つた。 然もを の 平凡な 一條と 雖も •それが 貪 現されない 限ら、 を 思の 一一 十四 條は 

おて 毁れ てし まふ やうな 性質の ものな の だ。 一條たり とも 血を なて 瞧 はなければ 

%- 

すチス をの ものが がび る 巧 質の 巧 綱な の だ。 
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だから 黨 員は をの 最少な 網を， 一 條た b とも 讓る ことの 出來 ない とい ふ 最大の 
努力を なて •な 治 戰の中 じ 飛び込んで いつたの である。 從 つてが 網の 實 現が、 ナ 
チタ 自身の 生命で あり、 黨 員を 自の 運命を で 配す る もので あつた。 だから ナチ ス 
ぶの ものは 世界 觀 とま 誠と じ 基く 感情の 政 黛で あつた じ 拘らず —— 日本 流 じ 換言 
すれば 神が かりのな 黛で あつた じ 巧らず —— をのな 綱 二十 五條を 見る と、 これは 
また 極めて ホ 凡な 《 具瞧 的な、 をれ でゐ てを の 一つ*'-^ じ、 大きな 戰 ひを 要する 
を 質の もので あつたと 言 ひ 得ょぅ。‘ 

一九二 〇 年 二月 二十四日 じ巧定 された 黨 のな 網が、— どんな もので あつたか じ 就 
いては 一々 をれ を 箇條赛 きじして 擧げ ない ことじす る。 今日 化じ發 表されて ゐる 
ナチ タじ關 する 書物の 中 じは 大抵 附錄 として •をの 譯 文が 巧 げられ て ある やぅ だ 
わら* なじ條文をのものを羅列ずる么要はないと思ふ。 た乂然し^^の中じどんな 
ものが あつたかを 想 ひ 巧す ためじ 某が となる ものを が專 きして みると、 をの 二十 
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五條は 結局 巧ぅ いふ こと/' なる。 . 

《一) 大 ドイッ 國を 造る こと、 (二) ゲ サイ ユ條 約を 破棄すべき こと、 (ゴ ごが 
民 地を 恢復すべき こと、 (四 —— 八) ユダャ人 排擊 、(九) 國家巿 民の 權利 義務を 等、 
(十) 權利 義務 巧の ドイッ 的た るべき こと、 從 つて 權利 義務 觀が 精神的 肉體 的の 削 
•造に を^ こと •(十 こ 利 手な 隸 ，制の 打破* (十二) 戰時 利得の. 國 をへの 返 盤‘- 十 
ごご トラストの 國有 化、 (十四) 大經營 利潤への 國 家の 參 加、 (十五) ま老 制度の 確 
ホ •(十六) 中小 產 階級のを 活權 擁護 •(十と) 農地 及び 披業 制度の 巧 本 的 改革、 (十 
八) 反阁ま 的行爲 及び 職業 じ對 する 窠 刑罰 ホ 装、 おつて 死刑 制度の 復活、 (十九) n 
! マ 法の お裝 、從 つて 法律 觀 念の 根本的 改窥 、(二十) 國民 おを 制度の 改革、 (二 
十一) 巧 性' 幼 兒> 少年 勞働 者を 中 ふとす る國民 保健 厚生 運動 •(二十 一一) 乂國民 
巧の 剤 設> (二十 一二) 新酣 出版 等 文化 創設 じ關 ずる 施設の 巧 本 的 改革 •(二十 四) 公 
益 俊先觀 をの 確立、 (二十 五) 講會 制度の 改正。 
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な 上の 二十 五條は ナ チタの 時代と なつて をく 實 現を 見た。 たくを の 第 十と 條の 
農地改革 じ 於て 沒收其 他の 過激な 用語が 文字 通ら じ應 用され ないで、 が もを の條 
文が 改類 きれた 點は 例外 だが、 をの 他は •一九二 六 年の 總‘會 に 於て 大階ナ チタの 永 
义的鐵 則と な b 、 然も このが 網は 今日では みんな 殘 らず實 現されて 了つ た薛 だ。 

， 四、 ミこ ヘン ー 接 

f ■ 

さて 巧 樣な具 糖 的 巧 動 あ 綱を をれ では ナチ ス はどぅい ふ頓 巧で 實 現した か？ 

始めは 地下 潜 巧が なク ー デタ ー 《】 を) 巧 方法を 選んだ •ので ある。 選んだ とい 
ふょりは、 をれ ょ b 外 じ 方法が なかつ たか もしれ ない。 

なぜなら 曾 時 ナチ スが同 まを 集めて 團 結して ゐ たのは > ミュンヘン、 ニュ グンべ 
作グ 等の 南獨じ 於け る 極く 偏した 小 地 おな ので ある。 彼等の 最初の 巧 力は さぅ い 
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ふやう に 地方 的で あるじ も 巧ら や' 彼等の 政綱の 彼岸 じ满 はる 理想と 世界 勘と 

は、 全 類 統一を 目的と する もの だ。 を こじ 彼等の 大きな^ 齡と陷 みとが あつた。 

* 

若しも 彼等の 運動が、 例へ ば當 議會的 じを 力で あつた バ ブリア 人 巧 黨の如 
き 地方 人 ± Q 利害 休戚 じ關 ずる もので あつたと 假を すれば、 ナ チタは 寧ろ 南獨 一 
帶を 中、 むとして 選擧の 地盤を 固めれば ょわつ た 答 だ。 だが 彼等の 目標は 圣獨 
じある の だ。 - 

を獨が 合を 目標と する 限り、 どうしても 啤央の 政治的、 吟峨部 じ 進出して， を 治 
的な 戰 ひを 試む るょり 外じ途 がない。 だから 共 產鷄の 如き 勞 働を 階級の 結 巧を 必 
要と する 政黨 は、 ベ^リン 及び、， ン ブ^ グ 又は 中獨 等の 圣 ドィツ じ號 み' し 得る 中 
也 的な 工業 地 帶じ本 操を 据 るて •巧 治戰 に齡锁 して ゐ た。 を こで ナチ ス もを 獨じ 
號令 する やうな な黨を 作らう と 思 ふなら、 どうしても 共和 國の 首府の ベ 

八リ ンじ 

侵 巧して 巧く 必要が るつ， た。 南獨 的な 選 擧戰の 動き モ をして ゐ ると、 をれ が强〜 
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なれば なる だけ、 却つ て國內 分爭の 『セ パラチ タト』 的な な 四に 强イる 傾向が 夕 
くなる 0 

巧が 中央の 首府べ^ リンは 當 時の 社會民 ま黨 、ザモ クラット •其 他 一切ぶ 自由 
主義 势 力の 玫治 的、 經巧 的、 金融 的、 文化的な 『髙き 城』 なので ぁる。 巧 おじ 卜> 
ィツの 自窒義 的堅强 でぁつ たのみ わ、 ャング 案 や赔償 (從 つて 戰叟閒 琴 ホ 
; ンか閒 則 驚！？ の穀を 通じて > 當 時の 大： リンは 實 に世惡 S 窒養 

ト ー チヵ だつ たの だ。 

をれ じ對 して 田舍 臭い パ グブァ の 隅から 出て 來た ナチ ス黛 グタ數 かの 還擧戰 
を 利用して 中 巧じ乘 出す ことは、 木じ據 つて 魚を 求む るょりも 難 力し L 

この お 望 的な 事情 じがて 加へ て、 I ナチ スの寶 は 元 來戰線 兵 ± 上*"^ の 武力 的 
争闘を 怖れない 血気 盛んな 連中 ばか b なの だ。 ヒット ブァ自 を も 若た をの 時み は 
如 も 若くて、 充 みなを お 的を がさと 経驗 とを 持つ てゐ だか-つた。 


/が 


そこで ベ^リン 進 おじょ る 一 摸の 計 塞を 考へ 出した のが、 一九二 ご 一年 十一月 八 
日の* 所謂 「ミュンヘン ー お』 であつ た。 これは 然し^め じ 失敗 レた。 

ヒ ブト ラアは をれ まで、 一巧が をれ ほど 困難な ものとは、 考 へて ゐ なかつ たや 
うで ある。 軍隊の 指 巧に 就いては、 ザ ィサ アの やうな を 門 家もゐ るし' をれ に 昨 
日までは ドィツを 軍を 手を の 如く 動かして ゐ た名將 軍の^ 1 •テン ド^フ もこれ に 
參 かして ゐ るの だから、 が 天 動 地の 大事 業が、 一擧に 完成し 得られる もの y , 如く 
過信して ゐ たもの だら う。 

なる じい かじ 立 波な 名將ぞ や指擇 をが ゐて も、 その 手足と なる 軍隊が 烏 给のホ 
で， 軍事 專門 的訓 なを 缺 き、 互つ 他方に 於て 斯樣な 一 摸の 策動を なす 參謀ネ 部 
が、‘ を 然巧樣 な 武力 的 巧爲じ 反掛の 意見を 持つ てゐ たの だから、 瑶 化石 火の 如き 
敏速な 巧 動を 要する 一 お 行動が、 成功す る 笛は なかつ た。 換言すれば ヒット タア 
と 同じ 態度で をち 上らう とか 巧して ゐた パブ リア 首相の フォン •々し^ょ、 た乂 
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バヴ リァの 獨立 運動を 見詰めて をり、 ヒット ラァは ベルリン 進が にが 常 K 希辑を 

♦ 

つないで ゐ たの だ。 ，’ 
ミュンヘン ー おのえ 敗は •要する じ 目的を 異にする 兩な 派のを 裂 じ 起因ず る。 
をのホ第は* 要するじバヴリァ獨立運動のため* フォン《力1^一波が* 一を酒 
お 巧 店の 廣閒じ 於て •示威 的 お會を 催して ゐ たのを‘ ヒット ラァは 自分の 部下の 
突驚隊員を^1^-<之れを包圍し、 自ら會場の中央じがて^1‘，テ ンド^フ將軍を軍事 
じ、 ヒット ラァ 自身を 巧 巧 指導者と なす 新な おの 成立を 發 表し‘ を こじ 居 合 
せた フォン •力 じ も、 之れ をホ認 させた。 

然る じ 翌日と なつて、 愈々 ベ 八 リン 進軍の 示威運動を 始めょぅ とした 巧 合 じ、 

力 は替 察と ? ili して、 この 示威運動を 包闽攻 おし、 をれ がた め 示 放 運動 侧に 

は 十六 おの 死者を 出し 》 ヒット ラァ •/ ザ 'V ド^フな 下の 首領は 捕 はれて、 獄 

ミ • > 、 

におが る/' こと/' なつた ので ある。‘. 
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五、 ナチ スを 支持す る 人々 

♦ - 

裁判の 結果^ 1 デン ド^フは 無罪の 宣言を 受けた が、 ヒット ラァは 五ケ 年の 禁 
銅 刑を 受けて、 ランプ ベ^グに 固 圏の 人となり、 ナチ タ突 歡隊は 解散を 命ぜら 
れ‘火 1 ダン ド 八フ其 他の 脫 落み 子は •ナチ ス おを まつて 離散し 始めた。 

これは ナチ ス黨の お 達 あじ 於て' 極めて 手酷し い 受難を 菩 の經驗 であつ た。 同 

ごくし や 

時 じ 獄舍の 中に 於け る ヒット ラア 自身 も ホ* これ じよつ て 政治 巧 動の、 いわじ 樓 
雜 じして 困難な ものである かの* 痛切な 敎訓を 得た。 非合法が 戰術 はこの 隙‘ を 
眼點が 小さくて 燒摔 的で ある。 あじを 獨 人の 魂を 把摄 する ためじは* 燒律や 幸運 
じよる か 治 行動を 避けなければ ならぬ。 寧ろ 飼. 巧を 體が 納得の 往 くやぅ G、 E々 
堂々 たる 合法的 證會爭 翻 じよつ て •巧 推を 巧 得する のが、 この 際 巧の 政治家の 述 





がで ある …… とい ふ 方向へ、 ヒット ラァの 気持が 巧つ ていつ たの もこの 時 だ。 を 
の 巧の 彼の、 む 巧の 變 化は、 彼の 有名な を 作 『マ イン •ヵンプ」 の 中に •細かに 樓述 
されて ゐる〇 

一九二 四 年の 暮 、彼は 假 出獄の 恩典 じ おして* ラン ゾ ベ^グの 刑 巧 巧から 浆攀 
• じ 巧た。 をの 時から ナチ ス 運動の 第二 段階 期が 始まる。 

一九 ご 五 年 二月 二十よ 日 > ナチ スは黨 として 再建 甘ら れ‘ それな 來讓會 じ 於け 
る 同志 獲得の 運動に 一が 邁進した が、 これ もを の 始めは 中々 困難で あつた。 二 五 
年から 二八 年を の 五 年間は、 議會に 於ても 殆ど 伸びょぅ じ も 伸び 得られな かつた 
の だ。 をれ じは 巧 由が 二つ ある。 一つは 當 時の ドイツが •先 じ も 述べた やぅ じ、 
經濟 上の 繁榮期 じを 着し* 大衆の 一般は 自由主義 じょつて ドイツの 荆 棘の 途が伐 
り 開かれ 得る もの^ 如き 考へじ •がが して ゐ たもの だから •まだ ヒット ラァの 叫. 
ぶ 愛 國の熟 情に， 靜 かな 巧を 傾ける 餘裕が 少な かつた こと •をれ から 他の 一つは 
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黛內 たがけ る 過激 分子の 反對 じを， スて 、一致の 結束が 晉く 行かな かつた ことなの 
だ。 黨內の 反對妮 .とい ふのは シュト ラッサ ァ ー波と、 シ ュブン ネ‘ス ー源と である。 
この 兩 娘は 孰れ も ヒット ラァ のげ 巧を > 穂 和に 過ぐ る ものと し.、 黨內じ 異を樹 て 
て相爭 つた。 シュ トラ ッナァ は 頭腦の 透徹な 理論家で あつて •彼の 獻巧 じょ 
ナチ スが をれ を實際 綱領と して 採用した もの も 数くない。 後の 聯盟 脫 退の 如き 
ら 、實 はシュ トラ ッサ ァの 方式を‘ をの ま/' 採用した ものである。 巧で ながら シ 
ュト ラッサ ァ は、 其 後 ナチ ス のを 名な 『血の 肅 正』 にょつ て、 殺 巧の 巧 目を 見た。 
又 一方 シュ テン ネスは、 ベ 瓜 リン じ 於て 久しく ヒット ラァの 意を 受けて べ少リ 
ンの 探題と なつた ゲッベ^ス とが 爭 し‘ をに ナチ ス媒を 脱して、 支那 じまで 流轉 
していつ た。 シュ テン ネ‘ス が蔣か 石の 軍事 賄 問と して， 义 しくを 度じゐ たことは、 
今日では 誰でも 知つ てゐ る事實 だ。 

がくして ナチ ス 巧は、 議會 主義を 標榜して 起つ たもの / T 一九二 八 年までの 成 
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果 は、 僅 かじ 議會內 に 十二の 議席を 獲得した じ 過ぎな かつた。 

所が 一九二 八 年な 降、 世が 恐慌の 齡 りを 巧って、 ドイツ じ 先グお 初の 深 酷な 不 
. 況の 波が 巧 寄せて 來 ると 同時に、 今迄 自由主義に 狎れ て、 をれ じ 有 •頂 天と なつて 
ゐた卽 をの、 む a も、 ホ 第に 冷薛 とな b 、 今を 『人と 世が』 とを のみ 贼 めて ゐ たも 
i のが、 今度は 『家と 闕 家」 とを 懐古 反省す る やぅ じな つ-て 來 た。 をれ と共に ナチ 
夕 は、 驚異的な 膨股 をな しおめ たので ある。 ヤング 案 反對の 人民 投 粟* 一九 ミ 〇 
年の 緒選擧 、一九二 一二 年の 大統領選 擧 巧び 第二 同の 總選擧 等を 經 過して' ナ チタ 
/ は 巧し も 押され もせぬ 第一 黛じ熙 進した。 

ナナス 黨 が一 蹈 第一 黨 たるの 地位を 克ち 獲た のは、 おじ 當 時の ドイツ じめ ける 
右 致 的 分 乎の 勝利を 物語る ものでは ない。 なぜなら 右異 的な 黨 じが 利な 傾向と な 
つて かた 結果の 現 はれで あると するなら、 ナチ ス黨 のみならず •當 時の 純然たる 
. 右翼を たる 齡 がの かさな 國巧黛 や •ドイツ 國民お 其 他 鉛兜闽 (之れ はな 黛で 
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はない が 純然たる ホ繁 の愛閔 運動) など も •同時 じ 大きくなら なければ ならぬ 答 
であつ た。 然る じ是 等のを 翼 諸を 黨 は、 殆んど 大きく ならない のに 拘ら 中、 ナチ 
ス黨 のみは 群を 拔 いて 擺 進して いつたの だ。 

をれ は ナチ ス黨が おなる 右翼の 巧黨 ではなく、 ドィ f ッ のを 醒 した 幽 每を體 のち 
持を 受けた が爲 めで ある。】 趙右繁 左翼と いふ 言 菜は， 階級 爭 飼の 範畴觀 齡^前 
摧 とする 01 をの 意み に 於て 右黎 とい ふ ものは 到底 大きくな るべき 性質の ものでは 
ない。 おじ 於て はいつ でも 左翼の 方が 多い のは 當然の 結果 だ。 然る じナ チタ じは 
右翼 も左冀 もなかつ た。 ドィッ 民族 《ユダャ人を 除く) の 擧國的 運動な の だ。 だ 
から 今迄の 右 装から も左襄 から も、 階級を 超越した 投惡を おめ 得た 譯 である。 

では 一體 ナチ スを 支持し 始めた 國民 財は、 先ク どんな 辅 類の もので あつたら ぅ 
か？ • 

第】 は 中 商工業を 巧び 中產 階級 (官を > 知識階級、 學 生を 含む) である。 彼等 
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は 經濟的 恐慌 じ對 する 抵抗力が、 極めて 弱い じ拘ら ホ、 古い 傅統と 社を 的な 特權 
とを 持つ て をら、 從 つて お 巧が 產廢 止の マ^キ シズ ム じは-先天的 反感を 持つ た 
一 ものな の だ。 是 等の 人々 は先づ 誰れ よら も 先 じ、 ナ チタの 先行す る ハ 鉤十字の 歡 
下に 聚 まつて きた。 

第二は 農民 層で ある。 一般の 農民 魅は、 ブリュン ニン グ內閣 の 大地 ま 擁護な 策 
'と' 海外 食糧 品 輸入 巧勵 政策と で、 當 時が 常 じ 苦しい 立場 じゐ た。 ブリュン 三ン 
グ內閣 は、 或る 意 かじ 於て、 勞働者 じは ホ 方で， あつた。 然しを の鹽 業な 策では、 
大地 主に 媚を呈 する 方針 だつ たの だ。 從 つて 所謂 戰 後繁榮 時代を 通じて、 ドィッ 
. の 農民 ほど 苦しみ 惱ん だ國民 層は ないだら ぅ。 彼等 じは 勞働 階級の やぅ じ、 パッ 
キリした 階級意識 巧び 組合 祖 織の 持 合せがない。 をして 一般 じは、 保守的な ドィ 
ッ 的が 統の擁 譲 おで ある。 をれ じ對 して ナチ スは > グ 八 マニ ズム / じよる 『化と 主 J 
の 農本主義 じよ^、 農 巧の 地位を 極端 じ擁 謹ず る 立場 じ 出た もの だから、 彼等の 
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口からは、 r 一一 もな く 『バィ 火 •ヒッ トラ TJ が 叫ばれる 夕 っじな つち 
第一 一一には 靑年層 だ。 靑 年が 始めから、 ナ>ス の 最も 熱烈な 崇拜 者で あつた。 ナ 
チ スの揭 ぐるを 國 的な 綱領は、 曾ての 輝かしい ドィツ 帝國の 化榮じ 橘れ‘ 祖國の 
悲惨なる 現狀を 痛が する 十よ 八歲ょ bll 一十 歲 迄に 至る 若人の 胸を、 如何 じ 鼓舞し 
たかから ない 程 だ。 彼等は 自ら 進んで 突 擊隊め 最も 精 錠なる みすた る ことを‘ 非 
常なる 么擧と 也 得、 又 特じ歲 の 若い ものは、 『ヒット ラァ靑 年團』 の 中に 編入 せら 
る^こ‘ とに > 無上の 歡宮を 見出し、 常 じ ナチ ス黛 示威運動の ホ 則 じ 立ち、 或は 共. 
產黨 員と 戰 つて 避る/' ものが あつても、 おて 意 じかし なわつ た。 ナチ ス 熟の 雞歌 
(今日では 闽 歌) たる 『ホ 八 スト. ゲ * ッ セ^の 歌 J の 如きは、 巧 様な 純 おな 洒敎 
靑 年の 遺作の 詩な ので ある。 

第四じは义資本家のぅちでも‘ 特じナチス黨支持者をなて巧中る者が、 おく^:? 
かつた。 例へ ば トュィ センの 如き、 フ H 1 グラァ の 如き 大鐵 工業を は、 をの 中に 歡 
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へらるべき 人々 だら ぅ。 ナ チタは 元 巧 階級 爭 闘を •反 國家的 思想の 培赛 地な りと 
考 へ、 從 つて 熱烈な マ^クス 主義の 拂が 者で あるから、 共 產獻を 忌み嫌 ふ 資本を 
が、 ナチ ス をち 持す るのは、 別 じ 不思議は ない が、 たく 始めのぅ ちは、 ナチ ス政 
綱の 國ち 闕替 的な 部分 じ 怖れ をん し > がて 之れ じ 近づかな かつた もの だ。 然るに 
熟 棚せ る 資本 ホ 義が行 詰つ た 結果、 自然 じ 企業 聯合の 傾向を 生じて な 巧‘ 彼等 大 
賓 本家 自身の 運命が、 結局 ナ チタの 巧くべき 薄と 一致せ る ことを なり 始めたら の 
も夕 くな つて、 をれ 等の 人々 は踪炼 なく この 媒 じは ひつて、 修正資本主義の 新し 
い 道 (公益 後先 資本主義) を步み 始めた もの だ。 

，な 上の 如く ナチ スの擺 進は •穂々 の 經が的 地盤の 上 じ •大戰 後の 極端な 隅 隙 的 
窮地と > ドィッ 巧 族に 固有な 精神と が 結び付いて —— 一見 極めて 蘇 異に 做す る 
が、 ょく 調べて みると 询じ 當然ネ ぎる 經茹を 辿つ て —— 遂にが 治の 中樞じ 坐ら 巧 
ること/^^つた。 i 
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.一化一一一一一一年一月一一一十日* ナナス黨は遂じ待望の政巧を掌挺し、 所謂國1|^を命 
《維新) •なる ものを 斷 巧した ので ある！ •’ 

■ ホ、 を體 主義 的网 家の 新雜築 

ホ も ヒット ラア が政稚 を掌提 して* 巧 謂 ナチ ス內閣 を 組織した 當 座は、 まだ 純 
然 たる 言葉の 意義に 於け る ナチ ス內閣 ではな かつた。 をれ は ドィツ 國民黨 、鐵巧 
圃 、ルを の 他 二 一一 一の 有力者を 加へ た 所謂 擧國】 致內閣 であつ た。. 

を 相は ヒット ラ ア> 內 相は フリ •ソク 、無 任 所 巧は ゲ ー リングと‘ ナチ スの慾 員は 
全內閣 中の 僅か じ 一一 一名で、 他の 八 名’ (副 宰相 パ 1 ペン、 外相 ノ ィラ I 卜 、を樹 農 
業 及び 經濟 祗フ ー ゲンべ 八グ 、勞働 巧 ゼルテ、 藏巧 クロ. ジ ー ク‘ 交通が リュ ー、 ベ 
ナパ •法相 キュ^ト ナア •國 巧巧ブ n ンべ 火グ) は ナチ スな 外の 畑の 人々 である。 
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然も 當 時の ナチ スは •國會 じ 於ても 第一 蕊 とは 言 ふ もの/'、 なほ フ！ ゲンべ 朱 
グの國 民 黛と 聯合して さへ.、 過半 數 には 遙 かじ 及ば や、 彼等の 共同の 敵た る社會 
民 ホ 黛 及び 共產 黨は國 會の內 外に、 なほ 隠然た る 勢力を 張つ てゐ た。 

を こで ナチ スの 一番 大きな 仕事は、 ホ づ國內 の 敵た る共產 黨じ對 し、 强 力なる 
彈壓を 加へ る ことで あつた。 だから 巧樣 だ 聯合 內閣を 組織ず る 場合で も、 農業 及 
び 經濟相 又は 外相の 化き 庚耍な 地位は、 當を ナチ ス黨な 外の 人物に これを 化せて 
置いて、 た 乂 國內 秩序の 維持 じ、】 番寬大 なお 割を 演 中る 內 相と 無 巧 所がとの 地 
位を、 殊更 じ ナチ ス黨 員の もの じ 振 宛てた ので ある。 

この 有樣を 見て， 自分 達の 運命の 且夕じ 迫つ たのを 見て取つ た 共を 黨 は* ヒッ 
トラ ァじ 大統領ょ b のが 閣 大命が 下つ た晚 じ' もぅ 結束して ナチ ス突お 除と 衝突 
し、 流血の 惨み を おて し •且つ 時を 移さ や國 內じ總 罷業の 命令を あしたの である 
が‘ 彼等の 力は もぅ 到底を 巧の 勞働階 絞を 動かす にぶり なくなつ てゐ た。 
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M 化 一二 一一 一年 二月 二日 じ、 ナチ ス內閣 は 共產黨 本部々 •リ ー ブ クネヒト 巧を 
ち領 して、 黨の 霞耍蒂 類を 全部 巧收し •な 後 共 產鑛は 出版 染 貪を 禁ぜられ、 ま 要 
なる 共を 主義者は 辯々 投獄され る こと/' なつた。 .更に 二月 二十 二日 じは、 國會講 
事當じ 火災 事件が おつた。 をの 放火 犯人と して ー オランダ おを 歎 員が 犯人と して 
逮捕され、 をれ に 依つ で共產 黛が、 暴動 一巧を 計盡 して ゐ たこと が 暴露され たの 
で、 更に 络二囘 目の 共 產ま義 をの 大彈壓 がを り、 お 產藏貝 お 千ぶ が珠 おおぎ に逮 
捕され た。 - 

斯様な 矢 隙 早 やなる 萬 壓じも か/' はらず、 共產 黛の 勢力は なほ へず > 一二 巧 五 
日 じ 行 はれた 總進擧 に 於て は、 ナチ ス ニ八 八 > 社會 民ま媒 一二 0、 共產媒 八】、 
中央 おと 一 > ドィッ 國民幾 五】 とい ふ 成績で、 第ー ニ黨の 地位を 心」 かぅ としな かつ 
た 0 

をれ かじを 巧は 尙ほも 彼等を を究 する 手を 接め 中、 選 舉のお 日 共 ホ然の 大手— 入 
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.がを. 〇、 兰月 一日には 共を 黨 議員を 部の 議會 入場を 禁止し、 新たに 共 產黨郎 お 者 
としての ゲッベ^スを 國民 啓蒙 及び 實傅 相に 任命し‘ 共を 媒 及び ユダャの 手 じが 
る 常 籍を燒 かせる やら •其 他 あらゆる 手段で 之れ 殺を 講ぜ しめたので さす 
がの ホを 黨も手 も 足 も 出 なくなり、 を. れな 後は 漸次 衰滅の 一を を 辿らざる を 得。 
くな つたので ある。 

共產 媒じ對 してな 上の 如き 大禪 壓の鐵 巧を 下し 之れ を 觀滅し 得 仁 後の ナチ タ 
ょ •直ちに ホの 斑 想に 向つ て、 大きな 飛躍を 試みた。 換言すれば 全體ま 義的國 家、 
の 新 構築な ので ある。 

を體ま 義的國 家な ぇ 理念は > ドィツ 流の 形式 じ 直す と •結局 一闽 U 一 黨り一 お 
游者 とい ふこと じなる。 一 指導者は 旣に備 はつで ゐ る。 言 はずと 知れた アド ル 
フ •ヒット ラア だ。 それでを 糖 ま 義的圃 家は ヒット ラアの 名に 於て、 ナチ ターが 
のみを 器、 め、 他の な黨 はを 然 認めない 形 じしなければ ならね。 お 言 すれば を隨ま 
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義國家 (日本 流 じ 言へ ば擧國 一を 國 家) は、 國 をの 上下を 擧げ ての 總合 融和の 性 

質の ものではなくて、 ナチ スー 黛が 他の 政治的な 團を 解消し、 指 簿ま義 の 原理 じ 

基いて、 國 民を 體を ナチ ス 化する 性質の ものな ので ある。 ナチ ス熟 のみが 國 民の 

巧くべき 目標を 指示し、 國巧】 切の 巧 動 意思を をの 方角 じ 向けし め' 若しも 之 t 
ご < . 

じ 向く ことを 肯 じない をが ある 場合， 國 家の 權 力を 用 ひて 之れ に 邸 壓を加 ふる ホ 
、法を 言 ふ。 

從 ミナ チスの ぉ讀理 は、 i 恥を： いか ミくて、 歡を 如い 趴 
じ變 化させて 巧く 過程な ので ある。 靜 的な 融合を 怠 巧せ やして 動的な 戰；^ を 意 巧 
す ミ 

一つが 他を 自分の もの じ變 化させて 巧く 過程で あるから.’ わが 日本の 今日の 大 
巧冀巧 運動とは 大體 をの 趣きを 異にする 。をの 結果 じ 於て は ナチ ス 運動 も、 大政 
お赞 運動 も* 孰れ も 同じ 擧國 一致 的 (を瞄 まを 的) な ものでは あらぅ。 が 然しを 
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の 行き方は’ 前者 じあ b ては 上から 下への 力の 感化に ょつ て、 下の ものを 自然 じ 
信賴 させて 行く じある が、 後者 じ 於て は 上の 力と* 下の 力と が、 始めから 一致 協 
同す るのを 出發 親と して ゐ る。 を のどつ ちの 遺 b 方が い、 か惡 いかは 別閒题 とず 
る も、 数く とも わが 日本では 國體の 性質が 違 ふので、 ナチ ス同樣 の 行き方は 眞似 
すべきで なく、 义あ 似し 得らるべき もので もない。 要するに ナ チタは、 ドイツ 民 
族に 最も 適當 した 制度な の だ。 イク リアの ムッソ リ ー ニが 『ファ ッ シズ ムは 輸出品 
じがず』 と’ Sis し、 グッ ベ^夕が 『國 民社會 主義は 關稅の 障壁を なて 擁誰 ずべき 
ドイツ 品で ある』 と アン ゴ リカ^な 皮肉を が ばした のは、 をの 邊の 消息を 如實じ 
物語る もので あつて •わが 國 としても 今 おおの おにつ いた 大あ 冀寶 運動を、 どぅ 
かソて 本當の 日本 獨特の — どこの 國もあ 似の 出來 ない — 化榮 ある 力と して 集 
大 がしたい ものである。 
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セ、 國憲の 長期 睡眠 化 

/ 

さて ナチ スは前 じ も 言 ふ 通 り、 一つの 力で 他の 一切を •自分の ものへ 獲 化さ 廿 
て 巧く 方 かで 進んだ ので ぁるから、 な 敵じ對 する み擊の 手は、 熱が もがめ ない の 
みなら や、 ホ 方の 陣營巧 じ 於て さへ、 碰 ナチ ス でない もの じは、 出來る だけ 巧 か 
に 奮饋の 解消を 迫つ ていつ た。 

彼等は 議事堂 火災の お 二十 八日 じ、 『典 產媒 の危險 じ對し 人民 及び 國 家を 保護 
する 爲 めの 緊急 令』 を あして •を國 を戒嚴 令の 下に わき* をれ わら 一二 月 五日の お 
還擧 が、 ナチ ス 側の 大勝 じ歸 したのを い y' 機會 じ' をの 日のぅ もじべ^ リンの み 
なら 中 地方 あ廳を 裳つ て、 これを おの 手じ收 め、 ナチ ス でない な權 は、 どこ じ も 
存 をし 得ない ことを •滿 天下へ 明か じした。 
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それから s 月 二十 一日 じは、 ベ^リン 巧 外の ポッダムで (識事 堂が 燒 けて 失く 
なつて ゐ たなめ)、 新たに 講會 の閒院 式を 行つ たが' をの 時 ヒット ブァ はおつ て 致 
初の が趴 がが を 巧 ひ、 ホいで 二十四日 じは' 議 貪は ミを のこの 夕數 をむ て、 『國 
民 巧び 阅 家の 窮狀を 打開す るを 令』 を 可 巧した。 

この 法令は ドィツの 巧 治 じ 一大 革命を 與へ たもので あつて‘ 俗に 『ナチ ス のを 
罐 委任 法」-* J 稱 せられて ゐ る。 をの 內 をは ( 一 ) 一九 一二と 年 二 一月 一一 一十一 日までの 
四 年間 國家 一切のを 推を あく 總統の 手 じ 委任す る。 (二) 假 令を 法 じお觸 する 法律 
と雖も 之れ を 公布す る 権力を 政府 じ賦與 する。 (一一 ご是 等の 法律の 制定が び 外國と 
の條 約の 締結 じ 關し國 家 (一種の 衆 講院) なじ 聯が參 議院 (一 補の 貴族院) が 持 
つて ゐる權 限を 解除す …… とい ふご 一つ だ。 

.ヒット ラァは ミュンヘン ー 侯の 失敗 じょつ て、 ホな 法的 巧爲の 無惹猜 G るを、 經 
驗の 上で 痛感した。 非合法で な 髓雞得 じ 成 巧しても、 應 ては 他の 非合法を なて 掛 


營 されて ゐる じき まつて ゐ る。 をれ はス ラゲ 人 や ラテン 人や义 南米 諸 邦の 革命 騒 
ぎじ 繰 返さる^ 厭 ふべき 現象 だ。 眞のゲ •八 マン 的な 革命は、 不 秩序を 秋が じ 直す 
ことで ある。 從 つてを の 方法 も ホ、 秩序 じ ふ もの' 卽ら 合法的な もので なけれ 
ばなら ぬ。 

を こで ドイツ じは、 をれ まで フイ マア鶏 法なる 國 患が あつた。 この 國 患が 支配 
する 限り* ドイツ 硕內に 本當の 秩序が 存在， しないと いふ ことを 認識して をれば こ 
を、 ナチ ス なる 政 黛が 出來 たので あるが、 然し 秩序を をぶ 政黨 としては、 をの 盛 
法を 根本から 毁 して 了 ふことは 出 衆ない。 た VI 固 民】 をの 意思 じよつ て > をの お 
法の 巧 力を 實 現せし めない やぅ じする ことが 出來 るの みで ある。 

だから ナチ ス は、 お 票 心よ つて 克ち 得た 自分の 政治力と 、更に 突が 隊巧 他證換 
力 等の 中へ 祖械 された 行政 手續の 力と をな て、 愈 法の 保障 じよつ て ナチ スに 反對 
し 得る 諸政 歎の 力と、 膝詰めの 談判を やつた 茜 だ。 喧嚷の 相手に 對し •實 力を 叟 
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面 じ 包んで* 巧權の 委任を 强要 したの だ。 若しも 相手が 之れ を酣 かない 場合は， 
ホは 實 力を なて 之れ をが 妳 したわ も かれない。 然し 巧め からま 力を、 暴力の 形で 
出ず のでは なく、 まづ これを 背後 じを し、 又 其の 某 礎に よつ て、 相手 じ — 日本 
流 じ 言へ ば —— をを かさせた ことじなる。 を こで 相手は 之れ じ 反抗す 
るの 無意味な るを 覺 つて •國權 の 巧を をを く ヒット ラア じを 巧した。 

この 委任と いふ ことが、 ゲルマン 流の 指導者 原理 じは •一巧 大切な 顯 だと あ ふ。 
ドイツの 指導者は、 自己の 創惹で 活動す る 者じ對 する、 人民の 委任 (精神的 じ 言 
へば 信賴) を > 何よりの 條件 として 出來 上つ てゐ る。 を 巧の 範圍 がが ければ、. 之 
れじ對 する 受任 者の 責任 も少 いが‘ 然しを 權の 委任を 受けた 場合は、 貴な も 亦 無 
限と いふ ことになる。 だから ドイツ 流の 巧 裁は、 專制君 まの 獨 巧と、 本質的に 違 
つた もの だ。 ドイツ 流の 獨 裁は をの 獨裁じ 無限の 資 巧を 引受け、， おつて 人民の 馆 
巧な しじは 成立 しないの じ 反し、 專制君 まの 獨 裁は 人民が 承服し よぅがし なわら 
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うが、 獨载 者は 自己の な 治 意思を 徹な 的に 實 現させる、 をして をの 場合 じ 於け る 
結果の 責任は 別じ條 件と する 必要がない、 とい ふ譯 である。 

さう いふ 意 ホに 於て、 ナチ スの 採つた® 戴の 形式は、 英米 流の 國法學 的 解釋で 
は •極めて 無茶な 專擅壓 制の やう じ考 へられて ゐ るが、 今日の ドィッ 國民自 みに 
と b ては 合 秩序で あ b 合法性で あると 確價 されて ゐ る。 

だから どこの 國 でも 大きな 革命が 成功した 場合には、 いつでも 窓 法は 廢棄 又は 
改 揉され •政敵は 一網 打盡 じ幾滅 される のがち 通で ある。 が •ドィッ じがけ るナ 
チタの 革命は、 窓 法 (從 つて をれ じょり て 保 階され てゐる 政敵) じ 對し講 なじ 於 
ける 普 逆の お惡 方法を 用 ひ、 

『君， 巧濟まんが、 こ/^四年間は睡眼劑ををんで、 長い間眠つてゐて貸ひたい！」 
とい ふ 提讓を 出した と 同じ こと だ。 すると 巧手は 
『なる 程 をれ では 仕方がな いから、 長期 間 眠る ことじし ょう」 と、 巧 喪で なて 之 
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れじ赞 成し、 みんな ァ ダリンを 呑んで 眠つ たとい ふこと じなる。 

卽ち ドィッの 惠 法は、 殺された のでは ない。 まだ 生きて ゐ るの だ。 生*」 こは ゐ 
るが、 ァ ダリンを 澤山 呑んで 眠つ てゐ るの だから* 當分 目が 醒めさう じ もない。 
'四ヶ 年間 睡 り 通して、 をして 一九 S と 年の 四ヶ 年後には' また 之は をを 新した の 
だから、 結果と しては •永遠に —— 藥が 利きす ぎて 冥途まで — 眠り 類け る こと 
と^る だ らう！ 

八、 舊政黨 解消の な義 

ナチ ス のな 巧は、 合法的に 垂權 委任を 受けた ので あるから、 をの 次の 工作は も 
う 極めて 容易し い。 

先づ宜 分の な 府部內 じ 於け る 非 ナチ ス的 要素を 掃除し、 ホ じ國內 じある 一切の 
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巧 黨な波 的闡體 力を 解消し •をれ でな てを 國を •ナチ スのイ •テォ n ゲ 11 色 じ 塗 
ら 潰して しまへ ばい^。 

で、 政府 部內の 工作 じ 就いては、 一九 111111 年 四月 十一 日 じ、 從來パ I ペンが 皱 
任して ゐたプ n シア 首相の 地位を‘ ダ 1 リング じ 交替 させ、 ホに ドイツ 國巧 黛の 
御用 團體 となつ てゐた 鐵兜團 を、 ナチ ス巧屬 の 團體じ 編成 替 へした もの だか 
ら 、ドイツ 國民黨 は、 實 力を 失つ てし まつた。 おつて ドイツ 國民 黨の藏 がたりし 
フ ー ゲン ベ^グは、 閣內じ 居られ なくなつ て、 農相、 經巧相 及びを 樹 巧の お 要な 
地位を 退いて しま ひ > をして 國民黨 をの もの も、 レ ー ベント ロ‘ 1 伯の 一波の 如 
く* ナチ タじ 合流す るか、 さう でない ものは、 まるで 雪達磨の 消ぇる やう じ •い 
つの 間に か 溶けて えくな つたので ある。 / 

ナチ スと 大體の イザ ォ n 1^1 を 巧 じくす る友黨 でさへ さう であつ たから •今迄 
ナチ タじ 多少で も 敵意を 示して ゐた 巧黨の 運命は かるべき のみ。 をのう ち 一齋な 


!53 



氣 地が なか ツ たのは、 お 會 巧ま黨 なので あつた。 この 黛は ヒヴ トラ アじ對 して‘ 
積極的な 反抗を ずる 力が なく、 をれ かとて 歴史と 傅統 との 關 係から •急 じ ナチ ス 
を禮 讚す る ほどの、 大飛離 的轉向 も巧來 なかつ たもの だから •共を 潑 が彈壓 をな 
つてる 間な ど、 才 n くして、 •常に 傍觀の 態度を とつて ゐ た。 然る じ ヒット ラア 
はを れじ對 して、 少しも 情け 用捨を 加へ ず、 五月 十日 じ、 之れ じ 向つ て結戲 禁止 
令を 下し、 をの か 產 を沒收 し、 をの 機關 紙の お 巧を 一齊じ 禁止 させ、 幹部の 一同 
を 片つ端から 投獄して しまつた。 . 

さぅ 言 ふを 樣で あつたから •中央 黨、 國家媒 等を の 他の 澤山 なな 黛政游 も、 遂 
じ 怖れを なし* みんな 自お的 じ 解媒を お表し、 ナチ スが 政稚 をと つて 半ヶ 年のぅ 
ちじ 》 ドィツを 酷は* こ^じ 始めて ナチ ター 色じ變 つた。 巧言 すれば ヒット ラア 
の 理想と する 一 國=】 お リー 指瑶 をの 形式が、 なじ 完成した 譯 である！ 

ドィツ じ 於け る政簇 な巧樣 じして、 孰れ も淘じ アツ ヶ なく 消ぇ失せた。 をの 有 
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樣は 今日 わが 國 の、 所謂 舊な黨 解消のを とょく 似て ゐ る。 雙 方と もじ 時代の 進展 
.じ 伴つ て、 沒 落の 過程は 迪 りつ y ' あつた もの だ。 然し 元 巧巧媒 の 力と いふ もの 
は、 どこの 國 でもな 治の 底力で ある。 をれ じょつ てを の國 じ、 善い 巧 治が 巧 はれ 
てゐ るか 居ない， かは 別問題と する も、 勘^と も 立 鶏 ま義の 諸國じ 於て は、 政藏の 
力は 中々】 朝 一夕で 失くなる もので ない。 例へ ば フランスな どじ 於ても、 フ クン 
夕 革命 當 時に 一世を 支配して ゐた 自由 解放の 世界 觀 が、 時代の 移 おに つれて、 フ 
ランスの 諸な 黨の 中へ いろ {の 形で 流れ込み、 時代が を轉を 喪す る 時は‘ をの 
ぶ 黨群も 之れ と 一緖じ ホ轉し > 左轉 する 時は 右發 のな 黛まで 一緒に 左へ 寄る とい 
ふ 工合に、 一ち の 波を なして 繼續 して ゐ たもので ある。 巧に ドィッの 如き、 歴を 
的な 傳統の 世が 觀を中 也と するな 黛 組織の 國に 於て は、 單 なる 澡 力を なて 之れ を 
解散させる ことは、 極めて 難 かしい。 をれ は 十九 世紀末の ドィッの 諸政 媒が 、政 
府 のが 何なる 彈壓 をを つても、 地下 じ 潜つ たり 形式を 送へ たりして、 いつまでも 
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執拘 く存續 して ゐた例 じよ つても 巧 わで をる。 

由 巧政攤 ，の 力は、 政治家を 作る 力なの だ。 一國 じは 政治家なる ものが ゐ て、 な 
治を 動かす の だ。 齡じ言 ふと 眞 のな 治には、 政治家が 必要で ある。 をの 意み じが 

てげ 黨は をの 質が い^じし ろ惡 いじしろ 巧 様な 巧 治 家を 養成し 保存し 活 

羅せ しむる 施設で あつた。 だから さう いふ あ黨 が、 消極的 じ 地下へ 潜つ た b を 
を變 へて カ モフラ ー ジす るので なく、 自ら 積極的 じ 解消 するとい ふことは、 今を 
のな 治 家の 想像 も 出來ぬ やうな •全が 新しい 政治 態樣が をれ 出た 證據 である。 

わが 國じ 於ても、 舊政 驚は 今日 みんな 自發 的に 解消して ゐ る。 是 等の 舊巧然 
も •今迄の 歷 をが 示ず 通 り、 僅か ばかりの 外部の 壓 力で > 消えて しま ム ほどの 意 
氣地 のない 力では なかつ た緯 だ。 をの 舊政黨 が 自ら 進んで •自然に 璧の おえる や 
うじ 解け まら G ければ ならな かつた のは、 一瞄 どんな 大きな 力が， 晩み を 利かせ 
て 之れ を 巧 伏させた 爲め であらう か？ 
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それは 右翼の 團體 が施嚇 した 爲 めか？ 舊巧黨 は をれ 位の ことで 潰れる 性質の 
ものでは なかつ たらう。 をれ では 近衞 公が 横から 腕み 付けた 爲 めか？ さう でも 
ないやう だ。 なぜなら 近衞 なは 舊な黨 じ新體 制へ .協力 參 加は ボめ たが、 政媒を 
の ものを 別 じ 解消し ろ > と 要求 じた 譯 ではな かつた。 をれ だのに 旣成 政媒は 自ら 
覺るもの/^如く、 自み勝手じ消ぇて了つた。 

わが 國じ 於て な黨を 壊滅せ しめた 力は、 國內 的の もので なく、 寧ろ 國 外的の も 
ので あつた。 換言すれば 欧洲の 情勢が 一變 し、 ィ ゲリ スじ對 して ドィッが 餘 りじ 
も 勝 も 過ぎた ので、 をの 餘 波が 海 嘯の やう じ、 わが 極東の なじ 打を せ、 今迄の 政 
黨 政治 其他國 家の 施な 態樣の 一切を (從 つてを れじ對 する 図 段の 政治的な 考へ方 
.を) 一遍 じ變 へて しまつた もの だから、 こ^じ 旣 成な 黨 じょる 政治家を 作る 施設 
は、 無用の長物 となつ たので ある。 をれ で 今度は 新しい 體制 じがて、 どんな 政治 
をが 必要と なつた か？ 言 ふを もな く國 民を 糖が、 何等か 0 意 ホ じめ て、 なお ま 
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たるの 責任を 引受けなければ ならぬ こと/' なつた の だ。 今迄は 選擧の 制度と、 爲 
巧を の 任命に よる 官吏と が、 大體國 の 政治 じ 滲 加して ゐ た。 國 民は 選擧權 さへ 巧 

かぷ 

使 すれば、 あとは 政治に 渗加 する 必要が なく、 满闡を 被つ て 寢てゐ て もよ かつた 
もの だ。 をれ が 今からは、 假 令選擧 とい ふ 舊來の 方法を 用 ふる じせよ、 な 治 家た 
るの 主體 は、 これを 行使す る國 民を 禮と いふ ことにな つた。 政治の 寅 巧者が、 國 
民自體 なので ある。 ぶ 付けて 『大巧 翼赞 なを』 とい ふ！ 

ドイツ じ 於ても、 大體 をれ と 同じ 形式の 照 序を 踏んで' 舊な 黛は 旣じ 一九 一二 一二 
年 じ、 自あ 的に 解消した ものである。 をれ までの ドイツに 於て は、 國のあ 治じ携 
はる 政治家が、 を 然を黨 人で あつた。 をれ な 外に ドイツの 政治を 執る をはな かつ 
た。 從 つて をれ が 消滅して 後 じ、 之れ じ 代る 政治の 巧當 をは 誰れ であつ たか？ 
矢張り 之れ も ドイツ 民族 全 饋^ので ある。 た乂 ドイツ じ 於て は 民族を 殿が、 前に 
も 述べた やぅに 自を 達が なをすべき 資 任の】 切を、 自 みの 信頼す るを じを 巧した 
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形と なつた。 をの 某 礎 じ 於て ドィッ じは、 上より 下に 向 ふ 支 お 力の 系統が 出來上 
つて ゐ る。 之れ を 『指湛 者の 巧 巧』 とい ふ。 

九、 お 導 お 原理^は 何ぞや 

『指導を の 原理』 とい ふ もの A 、 之れ 又 ゲルマン 巧 族獨特 のせ 界觀 なので ある。 

义 古の ゲ^マン 人 じは、 指琪 をに よれぶ 巧 族の 共同 體 なる ものが 出 來てゐ た。 
この 共同 殿は、 を 人が 隣人愛 又は 同胞 威の 基礎 じ 於て は權利 義務の 上から】 切 や 
等の やう じ 見える が、 をの 實> 祖先 (神) の 正しい 血統を 傅へ てゐ るか 否か じよつ 
て、 外觀 (爵位、 財產) じよらざる 差別* 則ち をれ 自身のを を (み 柄の 正しき こ 
と、 道義 性の 商き もの) じよる 生れつきの 差別が あ b > をして 一旦 お 急 ある 場 
合、 例へ ば異 民族が 攻めて 來 たので 之れ を 共同で 防禦し ようと 言 ふやうな 場合に 
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は、 必中 皆が 兵隊と なつて 戰 ふため じ、 をの 中から 一人の 指が 者を 選んだ もので 
ある。 攫 ばれて 指揮者と なつた 者は、 自分の 創意 じょつ て、 自 みを 選んだ をじ對 
し、 嚴 しい 命令を 與 へ、 之れ を 手を の 如く 使 ひ、 をの 代り さぅ いふ 指が 者は 又】 
切の 黃 巧を とつた もの だ。 

グ少 マン 民族の 指導者 巧 巧と いふのは、 巧 煤な 昔ながら の圃振 b を 基礎と した 
物の 考へ 方な ので ある。 をれ おじ グ处 マン. 的 指 墳者巧 巧は、 一面 極めて 民 ま： &と 
見る こと も 出 巧る。 然しを の 民 ま 的と いふ 意味は、 後世の 自由 ま 義者や ユダャ人 
にょつ て 巧 用され た 自由 民權 的た 民 ま々 義 とは、 化を 緣 のない ものである。 をの 
ホ 第を、 なじ】 寸說 巧して 置か--'。 

後 化の 民 ま々 義の 何たる かを かるため じは‘ マ 帝 國の國 家の 作られ 方を' 
考 への 發端 とし， なければ なるまい。 一體 マ帝閣 は、 グ^マン 巧 族 共同 稱の缕 

は > 

な 形に 發透 して、 化けむ をな のでる る。 マ もを の 昔は， グ片 マンと 同じ やぅ 
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じ、 民族の 共同 體の 制度を とら、 民族 相互の 間 じは’ 血統と 生れつき じよる 差別 
が 存在して ゐ た。 をの 時を の 支配を は、 必ず 身み の 正しい 髙 をな 人間 (パト ブキ 
ゥス) が 選ばれて‘ 他の 人民を 指導して ゐ た。 

巧が n 1 マが 後 じ 帝制を とつて 豪くな つてく ると* 地中海を 中、 むにした をの 當 
時の 世が 帝國の 形相を とり、 從 つてを の內部 じがけ る 民族の 複雜 性と 征服 じよる 
國 巧の 確定と じよつ て、 今迄の やうに 小規模な 人民から 選定され た 指導を が、 全 
國をぞ 配す る譯 じは 行か なくなつ た。 を こで 上 じ 立つ 人間は*’ 人民のを がを 巧け 
てな 治す る もので なく、 神様の 意思 じより 人 巧を 統 をす る權 利が 巧 へられて ろる 
かの やう じ考 へらる/' こと/' なつた。 をれ と 同時 じ 人民 (幽 民) と， さう いふ お 
高稚威 者との 間の、 民族 同祖 的な 血の 關 係は おぇて 了 ひ、 た 乂趟戚 じよる 服從支 
おの 關 係が、 殘る のみと なつた 譯 だ。 

をれ と共に このが t マ帝國 へは、 キリスト 敎 がは ひつて 來 て* 斯樣な 形態を 凹 
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ま 覆に 雲 づけた。 卽ち ィン. へ ラト t ノ送對 の 護 者— つて、 人民との 間 

には 無限の 差別が ぁる だが 人民を の ものは、 神の 子と して とれ もこれ も耐 

の 前には 無差別 だ とふ やうな 物の 考へ 方と なつち • 
ごがが し 後世に なつて さ’ っ 言 ふ國 をと 敎會 との 結合した やうな 世 蓄に酱 し 
之れ じ 服從を む やる 大きな 敵が 現を たを 0 一つは f じ 向つ て 攻 巧の 矢 

を 放っ た— i ミ のを 他— J 蠢な囊 係 

へ賽し 始めた 堅い 實人權 論) でぁる。 尤も この 兩 者は 循の害 •ミを 表は 

して ゐる だけで、 敢て 別の ものでは ない。 - 
をれ では 話— とへ して、 前に 述べた。 1 マ 帝 量 義と、 反對の 整に 立つ 
て 1^5、 た ゲこン 民族 畜歷の お まは、 一抵 どこへ 消堇 つたわ？ 或は 文とう 言 

ふ 風 こを おして > 今日まで をれ が 巧は つたみ？ 

ゲ^ この 民 塞 島と 富漫 とを 比較す ると、 前者には 明 力に 固 家 
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組成 上の 長所が ある。 なぜなら 後者は ちじ お對 主義と！！ 威と を 仲 かとした もの、 
從 つて 國內的 じは 極めて 脆弱な 組織で みる じ 反し > 前者は 道を (費 敬、 信賴 、資 
巧 威 > 光を) を 中 也と して ゐる關 係 上* 甚だ 强 固な 組織 だつ たわらで ある。 口 I 
マ 帝國は 機械的な バラく のをせ 集め だが、 ゲ マン 民 巧 共同 酷は が に 隙の 
ない を 物 鹿な の だ。 

所が ゲ^マンの 巧 導 者な 巧に よる 共同 盧 も、 をの 後 之れ によらて 大网 家を 建設 
しよぅと 試みた。 をして 彼等が 始めて 國家 らしい 國 まを 作つ たのは； 力 I ^ 大帝 
わら オット 大帝の 瑪 業を おんで 出來 上つ た ドィツ 帝國 (神聖 nl マ 帝闽) なので 
ある。 然し これは 其の 名 じ も 示す 如く* をな n — マ 帝國を 小型 じした もの、 く 
はを れの單 なる 巧 做で あつた。 を こには 自主を 中、 むとした 民族 共同 おの 巧を、 卽 
ち 指導者 原理な ど^ 藥 じした くも あ 見し 得られな かつた。 ナ チタは 之れ を 乎んで 
『第一 固を』 とい ふ！ . 
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それ じ 劉し’ 後じプ n シア 中興の祖 フリ ー ドリ ヒ 大王の 作つ た國家 •々あつた 
をの 國 をは マ 流 (敎會 流) のお對 主義を 形式的 じは 採 巧して はゐ るが、 君主 
と 人民との 內 を的關 係に 至つ ては、 人民 委巧 にょる ゲ^マ ニ ズムを 加味した もの 
であを。 この 帝圃は 『半 ゲ^マ ニズ ムの國 家』 と 言 つても 宜 からぅ。 然し ヶ作マ 
ンの 精^から 言へ. ば* まだ をれ は 極めて 斯稚な もので、 將來の ドイッ 民族の 理想 
の 型では ない。 をして この 帝國は 歐洲大 戰を轉 機と し、 タイ ゼ^ •ウイ^へ 少ム 
の沒 落と 共に* 巧 おから 巧滅 してし まつた。 ナチ スは 之れ をがん で 『第二 闽 を」 
と 言つ てゐ る！ 

をれ では 純粹 なる ゲルマン ま 民族 共同 體のお 式で、 大きな 國 家が 築造し 得られ 
るかと いふに‘ をれ は 極めて 難 かしい。 なぜなら をれ じは 長所 も あるが •大きな 
缺规ら あるから だ。 をの 長所と いふのは、 前 じ も 述べた 通らで ある。 則ち ゲルマ 
ンの 共同 越ょ. かい 邮 ツ^^ 道義 的自ま 制を 中、 むじして、 水 も 洩らさね やぅな お 
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固 一を 的 築造で あり > 藝 術 品に も 近い 理想的な 內部 構成を 持つ て ゐた無 だ。 然ら 
ばを の 缺觀と 言へ ば俩 であるかと いふじ •他で もない。 グ^マンの 巧 族 共 间體が 
外 じ 向 ふと、 殆ど 國境線 さへ 漠然とした 殴昧 至極な もの だとい ふ顯 だ。 をれ では 
堂々 たる 大きな 國 家は、 出來 やぅがない ので ある。 從 つて ゲ^マン 主義 じがり 然 
も缺斯 のない 大國 家を 造り上げる ためには •人間の 『血』 と、 之れ を國巧 的に 結 
合する 鹿 域の 『主』 とが 必要 じな つてく る。 卽ちゲ マンの 民族 共同 應 型で、 本 
當 の大國 をを 構成し ょぅと 思へ ば •第一に 措 導 者 原理の 澈 底して ゐる ことを 必要 
とすると 共に、 第二 じは 『化と ± J との 觀 をを 基礎 じしたら のでなければ ならね！ 

_0、 第一 一一 闊 家への 邁進 

ならば をん な 理想的な 國 をが > 今迄 ゲ^マン 人 じょり て 作られた ことがあ るか， 
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とい ふに そんな ものは ホ だ 曾て 無い。 

だから これから ナチ ス が、 ドィッの 理想的 大國 家を 建設す るつ もりなら •口 I 
マの 出來 おひみ たいな 第一 國 家を 恢復しても だめ、‘ 又 前の 歐洲 大戰で 崩壊した ゲ 
ルマン 主義の 半を しか 現 はれて ない 第一 一圃 家を 建て直して みても‘ 物 じなら ぬ。 
どぅしても 一個の 新しい 第一 一一 固 家を が設 しなければ ならぬ …… とい ふの が 今日の 
ナチ スの 償らざる 圃家觀 G の だ。-. 

を こで さぅ いふ 意 ホでの 第一 一一 帝國 じは •左の 一一 一つの 方向が 指 かされて ゐ る。 - 

第一は 純ゲ火 マン まな 指導者 國家 だとい ふこと である。 指導者 國家 であると い 
ふから じは •對巧 的 じは 自主を 基礎と し •をの 中から 人民ょ b 指導を を 任された 
を (信賴 を 受けた ま) が、 指 道 者と して •をの 支配 じ おする 道義 的な 一切の 資巧 
を 負 ふ。 指導され る ものは* を 歷じ教 する 部み としての々 を 守り' 部々 としての 
仕 まじ 從事 する ことが' 一巧を 活かし 得る 『化榮 をつ 名 巧の 義 巧な り」 とちへ る 
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ので ある。 巧 樣な考 へは 純 ゲ^マンまで あつて •從 つて 规ゲ火 マン じよつ て 樹立 
さる/' 第一 一一 國 家は、 さう いふ 建國の 理念を 持ち 得ない 異邦人 (ユダヤ人) の國巧 
的存 巧を お對じ 許し 得ない。 を こじ 第一 一 一圃 家への 第一の 行動の おは •ユダヤ人 讲 
斥 だ。 ユダヤ人 のが 斥は、 をなる 經濟 問題で も 人穗的 嫉視で も 何でもなく‘ 雄國 
の 巧 念より 出 おする 根本的な 問題で ある、 と 見なければ ならぬ。 

第二 じ 第一】 一圃 家は 第 一圃 家 ( nl マ帝國 式) な もの/' 中 か •ら 敎會國 家的權 がを 
除く 運動 じなら なければ ならね。 nl マ 帝國は •人民と 支配者との 間が 神 じよつ 
て 規定され た權威 上の 秩序で あ 人民 相互の 間が 神の すと して ホ 等な りと 化て 
ゐ たため じ •を こから 据對 ま義も 生れたら うし‘ 又 同時 じさう いふ 差別 的 平等 觀 
わら 階級 爭閱も おつた 譯 である。 從 つて 第ー ニ围 家は 本質的 じは、 非敎會 的で あ 
り、 又 他の 一面 じ 於て は > 階級 爭閱的 (物質的) な共產 主義、 おを 主を 巧び 自由 
ホを と、 犬猿 も靑 ならね 閣巧じ 立つ。 
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第一 一一 じ 第 s 闽 家は 純 ゲ^マン 式 民族 共同 體を パッ キリした 國 家の 形式に 廈 さう 
と 巧 力す る もの だ。 前 じ も 述べた や， •っに、 昔の 巧 族 共同 體の缺 おは •外周に 向 ふ 
迫力の 胞弱性 じある。 卽ち 求、 む 的な 力は 見事に 備 つて ゐ るが、 遠 也 的な 力が ボャ 
けて ゐ たの だ。 をの 意 巧で 本 當か國 家の 體を なさ 中、 國 境の 如き も 極めて 曖 かな 
るを 常と した。 然るに 將來の 第一 二國 家は > 國內の 整然たる 秩序を、 外 じ 向つ て 腐 
充 し* ゲ^マン 民族の 生活を 豐 富に する やうな 範 圃の闽 周を 持たう とする ので あ 
るから、 勢ひ旣じ確定した國境ををじ擴^^^しょうといふ巧力となつて現はれる。 
巧言 すれば 第一 一 一圃 家は 古への n 1 マ帝國 が、 國 巧の 民族を 畳 富に 銳 奏し 得た やう 
な、 巧じ廣 域の 經 巧を 必須と する 方向 じ 傾いて 行く。 

右の 如くに して •ナチ スが 今日 努力して ゐる 所の 『巧 族 純化 運動』 『ユダャ人 排 
斥 運動』 『キリスト 敎 ナチ ス化 運動』 更じス 『を歷 主義 的 諸 統制の 施設』 『お 域經 
巧區 獲得 jr 歐洲諸 秩序の 建設』 等の 諸 現象は、 かして 頭の 惡い 人間が， 想 ひ窝き 
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が 題の 出 緩目に やつて ゐる 題目では なぐ、 をの 國是じ 則した 純 理論的な 某 礎から 
割出した る 結果で あるから •をの 邊の關 係は 餘程 注意して、 之れ を觀 察しな けれ 
ばなら ぬと 思 ふ。 

巧く して 約 半を を 経過した ナチ ス黨 は、 所謂 『國 民髙 楊の 革命 J なる ものを 完成 
した。 この 革命は ナチ スが 第一 一一 國 家を 理想的 じ 寅 現し 得 •る 基礎を なす ものである。 

この 某 礎に 於て ナナスは、 ま づ一步 退いて 內を 整へ、 國內の 充實を 待つ て、 お 
じ國 威を 海外 じ 宣揚し よぅとした。 一步 退いて 內を 整へ ると いん 態度は、 一九 一二 
四 年 二 巧 一日に 於け る、 ヒット ラ アのラ デォを 通じての 獅子吼 じ 要約され てゐ る。 
嬰ず るに ドィツは 四ヶ 年計盡 じよつ て、 國の 底力を 養成し よぅとい ふの だ。 

_ r 藉 すに 巧 年の 歳 巧を てせ よ I 
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ヒット ブアは 首 巧 就 巧の 直後を 國民 じ對し 彼の 巧 綱の 大要を 發 表した 
當時 この 装 表は、 ナチ ス のな 網 二十 五ケ 條 に、 一大 修正を 加へ たもの^ 如くを 
ら れてゐ たやぅ だが、 •實 はかして さぅ でない。 所謂 二十 五ク條 は、 ナ チタの 巧 想 
的 行動 プ P グラムで あるが •二月 一日の ヒット ラアの 演說に 盛られた 內 巧は、 こ 
れ をち 現す るた めの 四ケ 年間に 爲 すべき 實巧プ ログ クムで ある。 

この 演說に 於て、 彼は 先づ國 民に 對 し、 一九 一八 年 十一月の ぶ 命じ 就いて、 を 
の 意義を 說 明し、 

『 …： ご」 の 革が はわが 純眞な ドイツ 民族が' 外 國のあ 治 家 巧び 國內の 裏切者の 雙 
方 わら、 欺かれて 勃 あした もので •過去の 化榮を 忘れ、 民族 のぶをと 自由と をぶ 
擲 V おつて ドイツは •をの 持てる もの 一切を 失 ふじ 至つ た 「不幸の 日」 だので 
ある …… をれ な來 今を、 實に 十四 箇 年の 間、 ドイツは 利己的な 政治 理論、 を裳飽 
くな きを 利を と 利潤の 追求' 矛盾 撞着した お會 政策に ょつて、 化 弟を ひに 相 脚ぐ 
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の 惨狀を 星した， …： 聯合 固は をれ を 利用して •ド ィブの 產 菜を お廢 せしめ、 をれ 
が爲め わが 酉には ポリシ* グ ィズムのを 成が を々 と 迫つ てきた …… 」 • 

「なじ 於て わ 世が 大戟の 巧 > 勇名を 巧 かした わが 國 軍のを 宿ヒン デンプ 作グ 元帥 
は、 巧々 をな 巧して •租 固を か 巧すべき 任務を 巧け て 下さつ たので ある …… を こ 
で 予は國 民の 指導者と して' 國 民な 巧に 割 宛てられた 天職を が 巧す る 巧 意を な 
し、 この 巧 意を 神と •自 みの 良必と •困 民を 旌 とじ 對 し、 誠意を なて 香 おする も 

- ので ある… . い.』 

と 述べた 。》、 J れ にょつ て 見ても みる やぅ じ > ヒット ラ ァの國 權收穫 の 形 まは • 
選を をぶ 爾 とした もので もな く •天惹 (天命) を 受けた もので もな く、 純 ゲ作マ 
ン 流な 形式、 卽ち 人民の 意思に ょ b 、 指導 まとしての 支 おのを 巧を 受けた ことじ 
なつて ゐ る。 

を こで 彼は 更に 進んで •斯樣 なを ホ じめ ける 彼の 指 薄の 大業に‘ 固 巧を 粗のを 
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持を 要請し、 而 して 彼が この 委任を 受けて ゐ る四箇 年間 じ爲 すべきみ 糖 的審業 
を' 大禮 ホの や， 子じ說 明した —— 

何ょりも 先づ國 民は 『精神的 •政治的、 文化的な 個人主義 的 虛無化 じ對抗 する 
■ 爲め '協同と 結合との 精神を 復活す る やうな 方針で、 あらゆる 機構の 改革を 斷行 
.‘ する であらう …… 國 家の 某 調を 離れない やうな* キブ スト おの 敎會 制を 確立ず る 
であらう…. 一. 社會的 地位 や 階級の 如何を 問は 中、 國民的 結合 及び難 利を 伴は ざる 
義務 (化 榮) の觀 をを 涵養 すん ためじ、 家族を まん 中る 諸般の 制度を 採用す るで 

あらう J • 、 

『 …… 同時 じあ 府 は* 今日 荒廢 せる ドイツの 產業 •貿易 及び 商業の 改善の ため 四 
箇年 計を の 樹立 じを 頭す る。 これが 解か じ、 今後 着手し ょうとす る 最初の 方針 
は、 二) 國 •民 じ 食 巧を 供給すべき ドイツ 農民の 救濟 と、 (二) ドイツ 勤 §紋 の 巧 
おを 巧 止す るた めの 失業の が 巧と である。 卽ち向 ふ四简 年な 巧に、 現じ 泥沼 じ轉 
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をせ る ドイツ 農民を 完全に お濟 せざる ベから や！ 向 ふ四箇 年な 內 じ、 ドイツ 闽 
內 を充滿 させて ゐる夕 業者の 群れを、 一人 も殘 ら中淸 掃せ ざるべからず！」 

と 論じ > をの爲 めには ドイツ 聯邦 及び 地方自治 體を抱 括す る ドイツ 國を體 の 
巧 あ 及びが 政 制度を 根本的 じ 改革し、 をの 上 じ ホつ て ホの 諸が 巧の 遂行を 約 恥し 
た —— 

r 勞働 義務 制度と 植民な 策の 遂行は •この 際 徹底的に 實 施される であらぅ …… を 
活 必需品の 保障は、 を 齢 者 及び 病 者じ對 する 社會 施設の 義務と、 併行して 巧は る 
べき ものである …… 經濟 施設 じ 於て は、 職業 お 類の 增 加が、 農民 保護‘ 個人 絕營 
上の 谢意 等を 利用し •同時 じ インフレ ー シ 3 ンを惹 をせ しむる 如き、 通貨の 膨 K 
を 避く る设 善の 保障と なすで あらぅ』 

をれ から 對 外な 策 じ 就いては、 極く 簡單に 『巧 府は國 巧の 自由を 恢復し、 外幽 
じ對 して 生存の 權 利を 主張す るのを 怠らない 積 b である 畢を國 をは、 ホ 等の 
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^ 郝の上 じ 立たざる ベ わらず」 とのみ 述べ •おみ ！； i 世 ホのを 巧を 耍窠 する ものな 
る ことを 强 調した。 

をして る 後に 彼は ホの 言 句を なて、 をの 有名な お說の 結論と して ゐる 

我等は 十四 年 巧 じ > 積ら 積つ た^ のが 態を、 が來 僅か 四箇 年間 じ 一 おせんと 
巧 意して ゐ るの だ。 マ^キ シズ ムのお 巧は > 彼等の 爲し能 ふ お 結を 示す のに、 十 
有 四 年のを 月- 要し •然も をの お 果たる や 破局への 寸前で あつに。 今や チは を ド 
イツ 图 民に 訴 へて、 がす じ四箇 年の 歲 月を なて せょ とお ボし •がる 後 改めて 予の 
仕事の が 判を とはんと 欲する ものである！，- 

この お 載の 中には •ナチ ス ニ十 五箇 條巧規 中の 『大ド イブ 围を 設」 「ゲ * ^ サイ 
ユ條 約の 破棄』 「杜 會ま義 的な 策の 巧 行』 等の 網目には > おんど 觸 れてゐ ない の 
で* 中 じは ヒット ラァ のが 巧が、 二十 五箇 條 のが 則を 修正して、 お 程 巧 和な もの 
こなつ じと 論じた もの も夕 かつた 。がし をれ はを 然 おをひで ある。 巧 •ろ 二十 お留 
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條を 完成 せんがた め •をの 準備と して •先 づ四蔚 年間を を 屈めた を 巧を とつた も 
のと、 解釋 すべき だと 思 ふ。 

國 內の隨 制を を ふるため に、 外國と 事を 構 ふること '又 國巧じ 於て 急激 じ不秩 
序なる 混 亂を惹 おさせない ことが、 何ょ b も 必要で あつた じを ひない。 をれ は 寧 
ろ實 除な 治 家と しての、 ヒヴ トラ ィァ の手晚 巧び 貫祿を 物語るな 外の 何物で もない。 

、 

二 一、 ナチ ス的 選擧 U 衆議 続 裁 

斯 いふ!^ おで、 ナチ ス國 家の 基礎は 大强出 巧 上つ た。 をれ からはた ぶ •哲巧 
的 じ 仕事を する 計りで ある。 ヒット ブァ は' 前 じ もを の 演說で 述べた やぅ じ •巧 
ずに 四 年の 歲 巧を なて せょ、 をして をの 成果を 固 民に 判斷 して 資 はぅ、 と 確信を 
なて 述べた ので あるが、 實巧 をの 後の 四 年間に > ナ チタは 大巧な 化 まを した。 卽 
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ち 農民が 巧と 言 ひ •失業 救 巧と 言 ひ、 をの 四箇 年の 間 じ 驚くべき 成 巧を 收 めた。 

をの ことを 說明 する 前 じ、 一應 ナチ スと國 民との 間の 信賴關 係に 就いて 觀 察し 
て わかう。 英米 側の 批評では、 ナチ ス はなる ほど 思 ひ 切つ た 仕事は する だら う 
…… 然し をれ はぎ 制獨裁 じょる 横紙破りの 仕事 だ …… 無理が 通つ て 道理が 引 注む 
仕事な の だ …… 人民は をの 暴な の 下 じ 口を おし、 た乂 唯々 誰々 として 之れ に育從 
する にすぎない …… 要する じ ナチ タ國 をは •民主的な 自由な 國 家から をれば •询 
じ 可哀相な 國だ •と 見る のが 常で ある。 今迄の わが 國じ 於て さへ も、 大睛 さう い 
ふやうな 巧 察 や判斷 が、 一般に 巧 はれて ゐ たやう だ。 然し をれ は 正しいだ らう 
か？ 

否* をれ は大 猪な 間違 ひで ある。 なぜなら ドィツ 國 民は 次第 じ ヒット タァを 信 
賴 する やう じな. 〇 •ナチ ス がか 權を 執つ て四箇 年の 末 頃になる と、 をの 信 賴は殆 
ん どお對 的の ものと なつて ゐ たからで ある。 ドィツ人は 今、 上下， を をげ て、 彼等 
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の ヒット ブァ 株統を •まるで 神樣の 化く あ 慕し 實崇し 歎 仰して ゐ るの だ！ 

をのを 樣を 計る 尺度は、 ナ チタの お 票 制度で あらぅ。 先づ 一九 一二 一一 一年 十一月 十 
二日 じ 行 はれた 國會 選擧 巧び を 巧 信任の お 票を 見る と、 をの 邊の 消息が パッ キリ 
分る。 

をの 時 かお 要德 おは、 四千 一二な 化 十八 萬で あつた。 をのぅ ち ナチ ス側 じ赞 成し 
たものは ー ニモ 九す 六十 一二 萬 人、 非 ナチ ス的巧 票は 零 •無を 巧 票は 僅かに 一二す ご 一十 
五 萬 人な の だ。 從 つて ナチ ス はを お 票 おの 實じ九 二％ を 占む ると いふ 大勝ぶ りで 
ぁつた。 

勿論を の 際、 國會豁 員の 投票とは 言へ、— ナチ スな 外の 巧黨の 立候補は を然 許さ 
れや •又 あらゆる 手段 じょつ て，’ ナ チタの 一方的 宣傅 (ナチ スは 之れ を 啓蒙運動 
と稱 して ゐ た) の 下 じ 巧 はれた ので あるから •國 巧を 體の 意思を 正當じ 反映した 
ものとは 言 ふ' ことが 出來 ないかを かれぬ。 然し をれ でもな 權を 掌握して > まだ 十 
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くわく 

月を こを こ Q 後 Q 有様で ぁるから、 をの 場合 國 民® 九 ミの 投票を iJ 得する とい 
ふのは、 餘 程の 成 結と 見なければ なるまい。 

同時 じ 政府は 人民 お 票 じよつ て •を 府を信 巧す るか 巧 かを 人民に 問うて 見た 
政府を 信任ず るか 否かを 問 ふ 意 ホは、 曾 時 ドィッは 外交が に、 璧て诗 極 的 だ 一 
おを おじ > 國 陈硫盟 及び 軍縮 會讓 より* 斷然脫 退す る 所謂 爆彈 宣言なる ものを 
あ 表しよう として ゐ たので •之れ を 卸 民が 支授 して くれる か 否かを、 人民投票 じが 

よつ て k いてぶ に譯 でぁる。 ' 

をれ に對 しての 人民投票の 結果は、 右の 國會讓 員 淫舉の 結果と、 大糖 同様で ぁ 
つた。 卽ち 投票 德お 四千 一 二百 四十 四 萬のう ち、 信任投票は 四千 五十 九 萬 •な 對投 
栗 言. 十 萬 •.無 お舊 K 萬と いふ 壓倒 的な 裏で ぁつた。 

ホ こ 一九 一二 四 年 八月 十九 日、 大統領 ヒ ンザン ブ^クの 巧 後 『煤統 兼 首相」 の 名 
をなて、 ドィッ顷の元をと^:?つたヒットクァじ對し- 大規おな信巧投粟が巧はれ 



た。 をの 結果は‘ お 票 おおが 四千 五な 四十と 萬 •信任が 一】 一千 五な 一二 十六 萬 •否を 
が 四百 二十 九 萬、 無' 巧 八十よ 萬と いふ 好 成 おぶ b であつ た。 ’ 
ホ もを の當 時は、 否定と 無效 とを 合計す ると. 五な 萬を 超ぇ、 お 票 緒 かの 一割 
が、 大隨 ヒット ブァ 反對の 形と なつて ゐ るので •前の 人民 お 票の 成綺 ょりは， ぃが 
かみる 感じ もしないで はない。 然し 了 度を の當 時は、 後 じ 述べる 巧 謂 な 
る ものが おつてから、 僅か 一箇月 後の 場合で あ b 、 突が 除の 內部 じ、 や^ 動 おの 
色を 現は して ゐ たので みる。 をれ にも 巧らず 九 0% の 信せ お 票を 得た ことは •ナ 
チ スが旣 じ 盤石の 基礎の 上 じ 立つ てゐ る證據 として •寧ろ 世人を が 齡さサ た。 

民 ま々 義諸國 はこのを 樣を 見て‘ 一歷 ナチ スの お聚 制度の 如きは、 一 補の な 言 

だ と 冷笑す るの が 常で るつ た。 卽ち 背後 じ统劍 と^ 邸と をな て、 反對 論者の 

見張りを して ゐる 場合 > 誰れ が 進んで 侃々 詔々 の 反對を かてす る ものが あらぅ わ 
おつて さぅ 言ふ餘 計な お 票 沙汰な どは、 しても しなくても 同様で ある と 
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顿 つて ゐ たもので みる。 

然しよ く考 へる と、 お 粟又は 選擧 制度は、 本來 ゲ^マン 民族 固有の 傳統的 慣習 
であり* 從 つて 選擧を 離れて、 ナチ ス的 指導原理は 成立 しないの だ。 後世の 民主 
主義 諸國 は、 この 選擧 制度を 單じ 我が物 顏じ惡 用し み 黨の夕 數次制 じより て 
霎の 本？ 煤き 違へ てゐ たらを。 だから？ っい ふが き 違へ 革 九 世紀 式 選を 
精神から 言 ふと' ナチ スの 選舉の 如きは* 或は 無意 ホで あるか も かれない。 だ 力 
ナ チタに 於け る 指導者が' 人民の 支持を 得る にめ* 卽ち 下意の 上達を 計る ため 
選擧 とお 票とは 彼等 じと りて ど. っしても 必耍 なので— あえ をれ じ 依つ て 人 巧の 意 
薇と 要求ち；* リ はれる？、 指 蔓は をた よりて、 黃任 ある 政治に 對 
する、 非常な 霉と 反省と Q を材を 得る 二と お來 る。 尤もを 0 巧 合選舉 及び 
雲.^ のらのは 目的で ない。 從 つて 多 數次暨 た 富 活動の 稳極的 動機と なる 
をぅ な ことは を b 得ない。 
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さう 言ふ點 わら 考 へて' わが 國の 今度の 新 お 制に がても •巧して 選擧 制度を 巧 
止しょう として ゐな いのも •當然 のこと、 領 ける。 選を はが 然として 必要で あ 
る。 然し 選擧 じょつ て 僅か 一票で も おが 夕 いとい ふ夕 巧なる ことが、 一巧を 決定 
する 暴を 者と なる のでは なく > をれ はを じ 下意上達の 手段で あ り、 從 つて 之れ を 
最後 巧を する ものは ホ議統 裁の 實力 ある 指導者 自身で あると いふ やうな 思 あが， 
わが 國 じがても ホ 第 じ 肯定され る やう じな つてき たことは'^ かじ 選擧 制度 上の 
一大 進步と 見なければ なるまい。 、 

II 二、 總統 への 信頼 

をれ わら 又* 英米 其、 他の 民主々 義國家 側が、 ドィツの 選を を 無意義なら とち ふ 
のに 就いての、 大きな 矛盾は 他で もない。 ドィツに めける 投粟參 化 車の 極めて 專 
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度なる 現を である。 

ミ もを 府 案に 反對 すれば • 彈壓 なら 或は 等が てが 怖ろ しいと ふ氣 持が 
一 おを 支配して ゐ ると 豎を ば、—* 秦 "警 がが 常に 多くなければ ならぬ 笛 
ご。 然るに ナチ： ドイツに 於て は • i を棄權 する 者は. 殆を絕 無と 言つ て 
も、、。 大抵 英米ち もとの フランスの 如き 民主々 養な 國 家では •お 熏じ參 加 
する をは 5 有權 S ぶ割曼 くら ゐな も® でみ 言、 有 雲® 八 割 も お 票じ參 

加 すれば、 非常な 巧 成績と いふ ことにな つて ゐる 。所が ナチ， じな つてな 來の卜 
イツで ょ •人民 お 要と 言へ ば 前の お 例で をる や •っじ、 いつでも 蓋な 上の 成績 

を收 めて ゐ る。 

勿論 ナナス 側は、 をの 場合 一方的 宣傅 (を 蒙) を、 梗 めて 大 々々 b にやる f 
’が Is ものは、 ドイツに 於ても 矢 f が密 i なの— るから •反 塞熏力 
絕對 じ— だと ふ譯の もので もな く、 又 選睾 をの ものに 塞がないなら、 をが 
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棄 巧して •からね 頻 をして ゐて も、 別に 法律上の 罪 じは ならない。 をれ じ も拘ら 
ず 棄權を もなければ、 が對 又は 無效 投棄 も 殆ど 言 ふじをらない とい ふ譯 で、 德て 
が擧 つて ナチ ブ 肯定 •ナチ ス 支持の 意思を 表は さぅ と 努力して ゐ る。 卽ち ナチ ス 
國 までは、 民主々 義國 家よ らも •寧ろ 國 民の 選擧 投票 じよる 巧治參 加の 巧爲 が* 
旺盛で 浸 厚 だとい ふ 結論と なる。 

をの 結論を 裏付ける 證 明は、 一九 一二 五 年 一 月 十二 日の ザ じ 行 はれた 人民 お 
要の 結果で あらぅ。 ザ ー 火她 方は‘ ゲュ^ サイ ユ條約 じよら て > 向後 十五 年間 圃 
瞭硫盟 の 委任 統治 煩 (實は フランス 願と 同樣) じ 編入せられ、 十 立 年後 じは 佛領 
となる か ドイツ 領 となる かを、 人民投票 によらて かを する 規 をと なつて ゐ たもの 
である。 勿論 ザ 地方は をの 住民が 僅か 五十 萬 人し かないので •をの 巧 票を な 
て ドイツ人 一 股の 意 巧を かる ことは 出來 ない。 然しを の ザ！ ル 地方は' フランス 
の 息のか^ つた 巧立國 であら •ドイツの 彈 おの 力の 巧ばない 巧で あつた。 をれ じ 
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•改ホ チタ 運動 Qs •ドイツ 本 國を爱 されて 暴て 來てゐ る 社 會畫黨 の 有力 
ぞ も、 隨を澤 山 移り 住んで ゐ た。 

從 つて ナチ ス のな 權た 英米 衝の言 ふ 如く、 本當 じせ 巧の ドイッ人に 嫌惡さ 
た た乂ドイツ國內では自臺思が^^齡されてゐるので 已むを得や追從してゐ 
る狀 態^ あると するなら. ザ ー レ/地方の 如き ナ チタな 察 力の 巧ばない 外 國じゐ る 
ドイツ人は •葦 巧 國たふ ヒット ラ ア政權 の ドイツち 離れ 度い 意思を 表は さ 心 

ければ ならな かつた 答で ある。 

然るに •をの 投票の 結果は 意外で あっち 有满 者總窒 十一 一一 萬 九 千五冨 十一 
な、— 霊 軍 二 萬 八 $ 人 •內 S 維持を 欲する 者 翼 辜 喜 十一 夭、 

フ _フ ； 霞を 望む 晝 かじ 一一 千 百 十二 人、 ドイッ 歸屬を 望む 蹇じ 四十と 萬と 

千 百 十 文、 髮 ニモー 音單文 とふ 割合で あっち' 
k ち お 票 者は臺 をな 幸 - i 者の 如きは 言 ふに 管 乎 •が も— を中ナ 


184 


チス 側は 貪 じか 割の 超 お 對數を 占め 得た 譯 だ。 

巧 様な ナチ ス が、 國民 (巧び 國外 居住 ドィツ人) から •お對 の 信賴を 受ける や 
ぅじなる 傾向は •歲 と共に 上昇した。 從 つて ヒット ラア が、 業緖 を擧げ るのを 見 
てゐて 吳れと 公約した 四 年間 も 終りを 吿げ ょぅとす る 頃の お栗狀 態は‘， 資際 驚異 
的で あつたと 言へ る。 一九 一一 一六 年 S 月 二十 九日* ヒット ラアは 最後の 意を 巧して、 
ロカ^ノ 條 約の 破棄 巧び タィン ランド 進駐の 爆裂 的 宣言を 中外 じを 表し、 さてを 
の 勢で 國會の 練 選擧を やつて 見た が、 をの 時には 有 權ま械 お 四千 五す 四十 萬 人 
中、 お 票總數 四千 四百 九十 一二 萬 人、 巧巧府 波は 四千 四百 一二 十九 萬 人* 反對派 (無 
效) は 五十 四 萬 人で あつた。 卽も ナチ スの 得票は 實 じを お 粟の 九九％ を 占めた 譯 
である。 

巧樣 なお 巧を ジッと 見詰めて ゐ ると、 私達 じと りても、 非常 じ 大きな 敎 訓を受 
けざる を 得ない。 をの 當 時の 巧 主々 義的 諸外國 じめ ては •ナチ スの詳 判が 益々 お 
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くなる 一方で あつた。 おに 嘲笑と が 視の意 巧で 恶い奔 判を. 立てる とい ふだけ なら 
まだい^ が、 彼等は ドイツの 抓躬 しつ^ ある 底力を 理論的に、 又 學問的 じ 正し 
く 測を する ことが 出來 なかつ た。 彼等の 判斷 にょると 'ドイツと いふぎ 制 困は • 
單じ 表面 だけ 鹿 裁の 整つ た宣傅 一方の 围 であつ て •をの 裏面は まるで 缺热 だらけ 
であるから •本當 じ擧國 的な 戰爭 をす る元氣 など ある 嘗 はない …… 假令 をの 巧 制 
ち こ 欺かれて 戰爭 をを す やうな ことがあ つても' 貪は をの 國じ 底力がない の だか 

ら 、巧して 長續 きは しないだ らう 長巧戰 となると をれ は 英米 佛側 のま 巧 巧 許 

こを ひない など/' 齡 おな 考 へを をす やう じな つたのは、 民 ま々 義 固を 群の 大 

巧な 巧 敗で あつたと 言へ る。 

ドイツは をれ 等の 諸 外國じ はれ/' ば 嫌 はれる だけ* 內じ 向つ ては 困內 の充資 
と、 を 府が困 民ょり 受ける 信賴 とを、 日 じ ホぎ 月に 增 して 强 化しつ""' あつたので 
をる 0 
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一四、 血腥 ぃ淸黨 事件 

だが 巧樣な ナチ タ權 力の お 大な强 化 確立は、 巧して さう 簡をじ 成 巧した もので 

二；、 口 

or 

ヒット ラァ はな 褚巧得 後、 これから 四 箇年巧 じ •諸君の 期待を 裏 巧らない やう 
な •立 波な 仕事の 成な を 擧げて 見せる ょ^ 語して-然も 實巧 をの 公約には がな わ 
つた。 全く をれ は 神業の 如く 見える。 然し ヒット ラァ自 を •みして 神樣 ではない 0 
匹夫から 身を をして 十五 年の 間、 幾度 わ 生 巧のを を 潜り、 血の 曲る やうな 巧 巧と 
努力の 結果、 をのを 巧を 克ち 得た と同樣 じ、 固 おの お捏 をと しての 最初の 四简年 
間 も ホ 荆が夕 き 苦難のを を 惟み 進んだ ものでぁる。 巧 ふわ 巧 はれる か、 或ょ 巧 

已ふ 

手を 艦す わ 巧手 じ 装され るか、 とい ふやうな 危 いが 一 斬を なをと なく 替 つて、 自 
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分の 巧 想と する 道筋を 喘ぎ ホんだ とい ふこと も 出來る r 

何しろ 一九 111111 年に、 化榮 ある 國民 革命が 完成され たとは 言 ふ もの/' •矢張り 

をの 當 時は' 國內の 敵が 隨巧 にを 見され た。 從 つて 共產 黛な り社會 巧ま黨 Gb * 

ホは 反 ナチ スの 自由主義者 ユダャ人の 徒は' 表面では 當分 口を 嗦んで 氣 巧の 恶 

い 沈 默を續 けて ゐる もの^ •何 かヒッ t ラァに 失敗が あれば •又 をれ をき つかけ 

じ 表面 じ 出ょぅと、 虎視 化々 たるを 樣で みる。 - 

を こで ナチ タ 政府は、 是 等の 人々 を 追放 义は 拘禁す るの じ •殆どを 日が なかつ 

た。 然し 是 等の 人々 じ對し •別に 罪狀 の證據 もない のに、 法律上の 手を 下し やぅ 

がない。 本來 ナチ ス國 まは > 非 個人主義 的 旦つ國 を 本位 的に 組立 てられて ゐるも 

ので あつて， 從來の 自由主義 的 法律の 特色で あつた 個人の 基本 椎の槪 念は‘ をく 

y 

排除され •個人は 國 家じ對 して 義巧 のみを 持ち •國 をじ對 ずる 有耍 性じ應 じての 
み價 値を 持つ、 と 巧て ゐ る。 從 つて 國 家の 保 巧 じな 中る 祕密巧 祭は、 お 對の權 が 
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を 持ち、 普通の 法律 や载巧 上の 拘束を 受けない。 

ミこで 普通の 刑法の 適用な く、 载 判じ 附 する 罪狀 なき 人間 でら* 鮮も 斬^^の 眼 
から 見る と、 用捨して わけない 國 家の 敵が、 國民の 中 じ 不平 分す として、 鳴らを 
靜 めて ゐる譯 である。 所が 祕密を 察が、 をれ 等の 人々 を 捕へ て 來ても •之れ を お 
禁ずる こと も 出 巧なければ、 教判 によりて 刑罰を 加 ふること も 曲 巧ない やぅな 始 
ホでは 困る からと いふので' 新た じ 集 和 心* 容 {^ァ なる ものを み 巧 じ 設けて > 怪 
しい 人間 や 旣じ反 ナチ ス的じ 金 活の附 いた 者を •ドシ {を こじ 逮捕 監禁す る こ 
と^した。 集中 收容 巧は 要する じ* 普通の 刑法で 取扱 ひ 得ない 巧 治 化 罪人の、 
桶離と悔俊とを目的とする 一 巧の懲を監；^のでぁる。 

集中 收を 巧は、 をのう ち是 等のを 治 犯罪者を なて •充 ち^れて きた。 をれ 
は フランス 大 革命. 時代の 革命 裁判所の やう じ •一 補の 恐怖政治 的な 威嚇を 巧 ふる 
ものであるから •腔 じ 巧 持つ 人々 は' ホ 第 じ 巧き、 むと ては なく、 をれ を 中、 レ じ 巧 
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巧附 あじは. 流言 强 語が 頻 b に 巧 はれ， をの 當時 ヒット ラ ァ暗お 未を 說の 如きは、 
何 同と なく & がされた ものである。 同時に をれ を 契 おとして' ソ嚇や ィギリス 又 
は フランスの 軍部、 咨察 及び 外 おお 等は、 ド ィブ 國內不 やの 徒を 買收し 反ヒヴ 
トブァ 的 一巧の サ畫を 企て^ ゐる とい ふやうな 巧 も、 随所に 傳 へられて ゐ た。 今 
日の が 態から 判斷 すると > 是 等の 巧 も •を然 巧の 無い 所 じ 立つ たものと は、 ちへ 
られ G い 節 も ある。 

さう いふを 白くな 氣 かの 惡い雰 圍氣の 中 わら •パツ と 表面化して 世人の 耳目を 
巧 動 させた のは •ナチ タ黨內 じ 於け る 反 ヒット ブァ 陰謀の あ 巧から、 電化 石火の 
化く 巧 はれた 一 化 一一 一四 年 六月の. 所謂 『淸黨 事件』 なる ものである。 をの 巧 第は 
斩 うだ。 

t * しつぶ >じ< ぺい 

六月 一二 十日の 朝 まだき •ナチ スを 術が 及び 替官 巧の 一部は、 疾風迅雷の 如くべ 
ル リン •ミュンヘン 巧び を 地の 於 i ァ私 本部を 巧が し、 多 かの 突 巧が 幹部の 人々 を 
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捕縛した。 をの 中 じは ミュンヘン じがけ る 突 巧 陳の德 司令で •ナチ タ黨內 では 巧 
ぶ鳥をさ へ 落すと考 へ られてゐた ン ー ム 大尉の如き‘ 或は ベ ^ リ ン じがける突巧 
隊の採 題 ユ^ン ストの 如き 人々 の 名前 さへ 發 表された。 をれ と 同時 じ巧內 の反ヒ 
ヴ トク ァ 派と 目され てゐた グレ ゴ I 作 •シュ トラ ッサ ァ や* 巧が の大立 物た. 〇しシ 
ュ ラィへ 八將軍 等が、 親斯が 員の 手で が 殺された。 (シュラィヘ^ 將軍 はべ^ リン 
西郊の 別莊じ 於て 夫人と 共 じ 暗殺され たとい ふ。】 其、 日 突が 除 長の 中で •反が をが 
て じた 爲 めじ、 其 場で 殺された ものと ぶ •ちじ 翌よ巧 一日、 黨の卽 巧 裁判で 死刑 
に處 せられた 者 十 名 •とい ふこと になつ てゐる o ' ( 最後の 十 名の 中 じは 突 巧隊お 
司令レー么の名前も載つてゐたが、 一說にはンームはをの前日， 旣じミュンへン 
の 突が 隊 本部 じ 於て •突然を の 場所へ 現 はれた ヒヴ トラ ァ總統 自身の 觀制 にょつ 
て、 血煙り を あげて 打歡 された ものである ともい ふ。) 

この 淸媒 工作は、 思つ たょりも お牲 者の 巧 もがく' をれ な 上巧大 しないで 無夕 
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こ满 みょした。 巧し ろ ヒット ラア 、ゲ ー リング' ヒン ムラ ァ 等が 機 ホを 制して 一 
巧を 敏活 じ やつた もの だから •其 他が" 於隊 本部 員が 一時を 部收監 された のと、 ベ 
言 ン巿內 じは 戒嚴 令が 布 かれて •物々 しい 蓋を 示した のは 事實 だが、 事件は 
まじ も、 をれ な 上擴大 しないで 落着し、 國 民の 動 搖 も、 割合 少な かつた ので あ 
る。 大骚 ぎを したのは、 寧ろ ナチ ス嫌 ひの 外國の 輿論で あつた！ 

一 五、 雨 降つ て 地 固まる .；•： 

. % 

一體 この レ ー ム 大尉を 中、 むとした、 淸黨 事件なる もの^ 巧 因は 何で あつたか？ 
をれ ま 今日で も、 まだょ く パツ キリして ゐな いので ある。 

當 時の 當 局の 紫 表では、 レ ー ムな 下の 突 巧隊の 幹部が、 某 外 國と款 を 通じて 
ヒット ラァを 亡き ものと せんと 謀つ てゐ たと ある。 某 外 固とは 腺 巧では ソ蹄だ 
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らぅと 言 ふ もの も あつ-た 。否 フク ンス だら， っ、 と 推を する 者 も あつた。 中には 
イ •キリ？ 持ち出す もの もないで はな かつた。 をして をの 質國 S をな したを の 
は、 r ムな 下の 突が 隊壽 となつ ては ゐ たが、 例へ ば 實瞭フ _ ブンス と 巧い 關係 
を 持つ てゐユ た， S ご ライ； 毫 であるを •外國 との 通謀 者が るつ たと すれ 
ち をれ は 突を 除の 人々 であるょりも > 尊ろ 其の 變がじ 殺された ご ライ： 

窒た 或は ごゴ いご シユ トラ ッサ ァ あたり じ 違 ひない との 說 が、 最も 夏 だ 

つたので ある。 ‘ 

% 

ホに 又 この 淸黨 まに 直接の 原因を なした ものは‘ 襄 無との 衝突 
すと 見る 者 も ある 鐵兜围 はを の 擎じ解 黛した ドイツ 國民黨 の 機 關迎體 た 
るの 寒を 失 ミ、 形式 志ナ； S 屬 して ゐ たが •を Q 隊貴 Qf 五 巧を 超 
ぇた 組馈强 でる るから •がが 突 巧 除とは •寡と して 仲が ょくな かつた。 を こで 
突 お隊德 司令 レ1 ムは巧 慢が窠 なくなつ て •斬が ヒット ブァに 鐵兜幽 の解教 


m 
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を 要求した が容 れられ なかつ ち だから V ムは ヒット-ファの 意に 反し、 獨が 
で 鐵巧國 をお擊 しょうと 計畫 した。 をれ を 察知した ゲ ー リンクは 巧 然として を 
んな 態度では 黨首 ヒット ラァの 威令は 化 じ 堅ち る だら う …… をん な黨の 統率を を 
る 如き 人物は* 假令黨 のた めじ 功績の あつた 古い 同 おとが も、 をのま^ じ f 置し 
て わぐ 譯じ は往 か？ いふ Q で、 受 右？ る 化* 腫い 私刑® 舊 となつ たと 

, - - 
ぃろ ‘ / 

又 曰く‘ 突を 隊は國 防 軍へ 編入 せらる"^ ことを 要求した が、 國巧軍 側で 之れ を 
拒否して きたので 、レ ー ムは大 じ 憤慨して、 陰謀を 計ます る こと^な つた、 と 主 
おす るら の も ある。 ドィツ 圃防 軍は* 本來プ P シァ 围ぞの 巧 長で あり' 特另 。傅 
統巧神 じ 生きた もので あつて 犯 何じ訓 がが ょく 出 來てゐ たじしても‘ 突擊 隙の 
如き 巧 治巧隨 と】 緒 じなる やうでは* 國軍 としての 巧 値の 化 下を 來 すので 之れ 
を 拒否した のはを は當然 であつ たか も かれない。 然し 當 時の 突 巧 隊の中 じは 巧 
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じ 示威運動の 行進 だけ やる 巧を 图體 たるの 域を 脫 し、 正規の 軍 除と しても 化し か 
らぬ訓 がを 受けて ゐた 部々 もないで はな かつた。 マ^ク •ブタン ザ ンブ八 グの支 
部の 如きは、 ヒット クァが 武器の 携帶を 許して くれない のじ 不滿を 抱き、 をのち 
部隊長の 如きは 一巧の 化 財を おじて ス H 1 デンょり 機關 銃、 戰 革、 野戰 砲の 如き 
武器 さへ 祕密 じ瞧 入し、 陈 員は 巧 治 集 會を廢 して、 たぶ 朝から 晚 まで 単 事 お 練 ば 
から やつて ゐ たとい ふ。 をれ が 當の圃 軍 側から 編入を 新— つて 來 たもの だから、 彼 
等は ナナス 幹部 殊に ヒット ラァの 腰の 弱い のを 不滿じ 思つて' 之れ じ 反 巧す る惹 
思を 持つ じ 至つ たと 巧 へられて ゐる 〇-‘； / 

更に 义一說 じょる と* レ ー ムな 下の 突が 隊 は* ナチ ス が元來 ミュンヘン じがて 
結束した 當 時の 思想、 卽ち 急進 社 會ま義 的な 邸 想から 離れる ことが 出來 ないで* 
'依が として フ - 1 ダァの 綱領 二十 五箇 條の 文字通りな 卽時實 巧を 要求して ゐ たも 
の だが •をれ に對 して ヒット ラ ァを繞 る 一派が、 例へ ば 大す貨 店の 公有 化 > 大卜 
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ブ ストの 國營 等じ對 し、 脈 齡ま義 を 採用す るのを 見て 腑甲裴 ない こと^ 感じを 
、の不 ホが ホ 第 じ 嵩 じて 來 たもの だと も 言 ふ。 

さう いふ やう じこの 事件の 眞 相は 顧 であるが、 をれ はを 滿な眞 相の 問題. 
ではなく、 な 上の 諸 原因 や 動機が、 複雜じ 烙んだ 結果で あつたに 違 ひない。 . 

前 じ も 言 ふ 通り 賊私替 がの 方法、 なつて 齡和收 を 巧の 制度み 加き も 普通 
の法律で處をし得ない人間を^ 滿玫治上の國を的秩巧の立場ゎら、 取締る建前じ が 
なつて ゐ る。 をれ ど 同じ やう じ •ン ー ム ー波を 削滅 した 經緯 もたぶ レ ー ム】 游 
に 巧く^^ の惡い 行爲が あつた からと 言 ふので はなく、 種々 の 傲 妙な 關 係で、 其 
のま/' じ 放つて置い ては、 ナ チタの 黨自 鹿が、 崩读 する わ 否かの ま大な 危機 じ 立 
つ こもの だから > ヒット ブァ としても 生死を 賭して' 之れ じ斷 平にる 掃蕩の 手段 
じ 出た もの/' 化く である。 

. 然し これ くら ゐ思ひ 切つ たこと を •斷 巧す る だけの 勇氣が あつたれば こを* 雨 



晦 つて 地 固まる の晋 への 如く， 之れ じょつ て 黨內の 異み宁 はを を 消し •併せて シ 
ユ ブイへ^ 將 巧の やぅな、 ヒット ラ アに對 する 一 敵 固の 觀ぁ b し危 おを 子 も、 を然 
次くなつてしまつたのだ。 をれと同時じ、 フーゲ，'^べ ^グ ー娘の帝なお活派も* 
ナチタ陣替から退ませざる夕得ざること/^なり、 副首相のパーぺンの如きも、 を 
の 地位を 退いて' オ ー スト リアの な 使 じ 左 運され る こと/, なつた。 帝 巧 復活 派が 
退陣した 結果 •オランダ じを 居して ゐた カイゼ^の 歸國 も、 ホ 望みが なくなつ た 
のだ。 もしもカ イ ゼ ^が復辟するやぅなことがあれば、 ホ ー ユ ン ツ ォ ン ^ ン 王を 
の 巧 巧、 卽ちプ n シアを 中、 むと する 小 ドイツ 主義 帝國 {第二 國 家) の 巧 建と いふ 
ことにな つたで あらぅ が、 をの 望みが なくなつ たと 言 ふことは、 言ひ換 へる と、 
ナチ ス •ドイツが 小 ドイツ 帝國 主義の 復古 的 態度を 捨て、 寧ろ ヒット ラアの 理想 

とする 大 ドイツ 主義 (第一 一画 家) の 廣域標 私へ、 矿 進し 得る こと^な つた 誘で 
をる り 
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‘ ニ ハ、 ドイツの 庭 力は 地方に あり 

今 あは ルド イツ 主義と 大 ドイツ ま義 とい ム對撫 的な、 二つの 言葉を 擧 げた 0 
ヒット ラ アの目 操と して、' をの 實 現じ 邁進して ゐ るのは、 大 ドイツ 主義で あつ 
て、 をれ はグ n シアと か 才^ - * ス^リア 等の 特殊の 一 國を現 者と する 聯邦 組 彌を採 
用せ ず、 苟も ドイツ 民族の 居住す る區 域なら •總て 之れ を 巧つ て 一丸と し' ドイ. 
ツ 民族を 贈の 『生き' る 爭閱」 のた めじ、 之れ を 中 ふとして 巧闻 へ經濟 的な 從 風の 
輪を 着けよぅ とずる 考へ なので ある。 今日 ドイツが 主張す る歐 洲新體 制なる もの 
は •結局 この 大 ドイツ ま義の 完成され たを を 言 ふ。、 

然る じ カイ ゼ处 時代の ドイツ 帝國 は、 所謂 ルド イツ 主義で あつた。 在來 のドイ 
ッ 蹄が 帝國 は、 五十を 餘の 小さな 獨立國 じ 分立して 居 ら、 外 巧 軍莽其 他の 共通し 
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た 重要事項 じ對 しては •をの 中の 代表と なるべき > プ。 シアと か、 オ ー スト リア 
等の、 比較的な 大國 が、 假 りじを め ドイツ 帝 國圣體 を 支 おする お まの 巧 おを 帶び 
て •巧 業 的な 受任な 治を やつて ゐ たので ある。 をして カイゼ^の ドイツ 帝國 は' 
プ り シアが をの 任じ 當り •巧 權じ對 する 競爭 相手た るオ ー スト リアは •プ n シア 
中む の ドイツ 聯邦から 閉め出しを 巧は して あつた もの だ。 

然る じ ヒット ラての 時代と なつて •さぅ 言 ふ 意 巧の 蹄 巧 的な 小 ドイツ 主義は. 
將來の 偉大なる ドイツを 創設し 得る 國家觀 でない ことが' をつ てきた ので ある。 
を こで ゲ^マン 特有の 昔じ歸 つて、 巧び 大 ドイツ 主義を 採用す る こと V なつた 
が •をれ はた 乂 口先き の 上での， 則ち 精神的な 意義 じ 於け る 「大 ドイツ 國』 であ 
つては ならぬ …… 在 巧の 冰國 がみ 裂對 立した やぅな 狀 態を 聯邦 嘴じ媽 める のでは 
なくて •を然 中央 集權 的な 一を 位に 直さなければ ならぬ' との 議論が 非常 じ强く 
おつて 巧た ので ある。 
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を こで ナ チタは •着々 として 國ま 組織の 改革を 新 巧し、 ドイツ 多年の 痛で あつ 
•た 聯邦 制度を 》 忽ちの 閒じ廢 止して しまつた。 元來 この 嚇が 制度は* 實 にお あ 的 
、 GISii であつ て •强 力な 現代 國 まを 創設す る じは •極めて 不合理なる ことは 誰れ 
も 知つ てゐ たが、 をれ かと 言つ て ヵイゼ^の ドイツ 帝國も > をの 不合理を 修正す 
る ことが 出來 中、 大戰 後の ドイツ 共 巧 國と雖 も •地方の み 立を 統合す る だけの 力 
がな かつた。 

然る じヒヴ トラて は、 宰相 就 巧な 來 屡々 法 をを 化して、 蹄 邦 諸國の 政府 巧び 讓 
會を 解消し、 今までのを 國は單 なる 巧な 及び 經濟の 地方 义は 地區 として， 中央 玫 
府の巧 命す る官 まじょ つて 治めさせる こと^した。 卽も 一九 一】. 一四 年の 國會巧 建 令 
じょつ て、 嚇邦 制度は 正 まじを を 消し、 垂 隨を大 ドイツ 固と して、 を 一統な の】 
> 元 的な もの じ變 つてし まつた。 お 言 すれば フランス やイ •キリスが、 旣じ 十六 世紀 
頃 じ 完成した こと、 又 わが 日本の 如きを の點 では 中つ と 後れて はゐ るが、 それで 
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も > 明治 錐 新の 廢藩潰 おにょ つて •今から 八十 年 ほど 前に 成就した ことを， ナナ 
义-ドイ ツはやつと二十世紀の最巧じなつて、 之れをや b あげたこと/^なる。 

然し ナチ ス •ド イブが さぅ 言 ふ 意 ホの 中央 集權 制を、 漸く 最近 じ 於て 始めて 完 
成した. とい ふことは、 今日の ドイツの ためじ 巧して 不利な 狀 態では ない のでぶ 
る。 何 あな \ら ドイツが 最近まで、 地方み 權 的な 一種め 封建 國 であつ たとい ふ事實 
ば、 今日の ドイツの 底力を 現は す ものな の だ。 

をの 意味は 他で もない。 ドイツは お 近まで 國內に 小獨立 闽が存 せして ゐた わか 
げ で， > 地方々々 じは それぞれの 經濟 的な 獨な 性と、 特色 ある 文化の お 遠と をが つ 
てゐ る。 をれ が 互 ひじ 顿牛殼 上の 角の 突き合せでは 勿論 巧 害 も あつたら ぅ。 然し 
地方 經 がと 文化との 獨自の あ 達を をのま^ じ 生かして、 之れ を 統合した 結果は、 
現 巧では をれ が大 ，ドイツ 國 組成み すの 底力と なつて 巧つ て ゐる譯 である。 

だから 今日の ドイツは、 例へ ば フランスみ たいじ •餘 りに も 中央 典 推を 大昔 か 
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ら やり 過ぎて、 遂に 首府の パリーつ 叩かれる と、 すぐ 參 つてし まふ やうな 國 をで 
よない。 又 同じく イ •キリスの やう じ、 ロンドン ーつ 潰されて 了 ふと、 イゲ リスの 
國 力の 六 割が 沒を ずる やうな 片輪の 國 でもない。 殘 念ながら わが 日本の 如き も* 
明治時代からの 惡 中央集権が 裳 b 過ぎて、 國の 力が 東海道線から 山陽 線、 化 九州 
の ひ 一と 鱗 じ ザよ b すぎ、 をの 筋を 離れた 地方へ 巧く と‘ まるで 特有の 政治がない の 
みか、 經がも 文化 も苯 しく 劣つ てゐる 現狀の 如きは、 がくと も巧檢 討を 耍 ずる 眞 
面目な 問題 だと 考 へる。 - . • . 

をれ じ 較\ ると 今日の ドイツは‘ 國の 力が 中央 じ^を せず して‘ 巧 プロシアと 
か、 シ 心 ジアと i 、 化 海 海岸と か、 ライン ランドの あがと かいふ やう じ、 闽巧か 
隅々 じ •よくみ 布され てゐ る。 ドイツの 政治 や 經巧や 文化は‘ 海挥や 山間 や 幽境 
附近の 隅々 じある の だ。 をれ が 今日の ドイツの 底力な ので ある。 

化つ て ナ户ス •ドイツの 爲な者 も' をの 邊の 消息を よく かつて ゐる もの だか 
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ら •假令 右に 述べた 國家 再建 令に ょつ て* 他の 西 歐諸國 なみじ 中央 お權 制の 形式 
は繫 へた もの/'、 國 力が 首府の ベ^リン 附近 じの み 集中し ないやぅ じ、 大きな 巧 
治 的集會 は大歷 ミュンヘン、 ニュ^ン ベ^グ •ゴ 1 デス ベ^グ、 ヶ^ン 等の 地方 都 
ホで 開催す るのを 常と レ‘ 又 ヒット ラァの 外交 上の 折衝な どは* バヴ リァの 田舍 
にある ベァ ヒ ブス ダ ー デンの 山莊じ 於て 之れ を 行ぶ 場合が 多い。 其 他 地方 小都巿 
じある 大學や •歌劇々 場 等 じは、 特に 中央ょり 一流の 學者や 音 築を をを 住せし わ 
る ことを 忘れ 中 •同時 じ 地方々々 の 方言 や、 傅統 や、 民 諸 か* 服裝 や、 其 他 風 ± 誌 
の 巧 版な ども* 極力 之れ を保議 又は 保存せ しむる やぅ じ、 お 意 これ 巧め てゐ る。 

I ホを 國 食糧 國 ， 

な 上述べ た 所で* 大歷 ナチ スが 第一 二國 家へ 躍進し 得る ための、 某 礎 工作 じ 就い， 
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ての- 內 をが みつた 譯 だから、、 これから 一步 進んで、 國內 の經濟 問題 じ對 し’ ナナ 
夕巧槐 が どんな 化 事を した かを 一瞥し よう。 

巧 通 今迄の 政治家 的な 觀方 には、 『政治と 經濟 とはを の兩 輪の 如く …… J とい ふ 
やうな 表現の 化 方が 巧 はれて ゐ る。 然し をん な 物の 考へ 方では、 ナチ 乂の經 巧が 
策の^ 親を 船む ことが 不可能で ある。 經濟 とな 治とは、 をの 兩 輪の 如く 對 立した 
ものではなくて、 經濟と 文化とは、 を 治 じより て 如何 やうと も 支 おされ 得る もの 
であり、 ぶの 又な をは > 國 家 至上 主義 (全鹽 主義) の 倫理 じよつて •動機 づけら 
れてゐ る もの だ。 從 つて 倫理が 一切の 巧 元で あ ら、 をれ が 支配の 形式に 現 はれた 
面を なをと 稱 し、 をのな 治の 內 をを なす 組成み 子が、 外交で あり、 內治 であり • 
經巧 であり、 又 文化で あると いふの が > ナチ ス 的な 物の 考へ 方な ので ある。 
、をの 意 ホ じ 於て ナチ ス國 家は、 ソ输の 巧き 方と、 大楚な 相違 無を 持つ てゐ る。 
ッ硫じ 於て は、 國ま をの ものが •一個の あ 機 的な 經 巧の 主歷 なの だ。 だから 個人 
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企業を を 廢し飽 くを もを 產 配給 等を 國家 自身の 手で やらう とする。 從 つて ソ蹄 

じ 在 b て‘ を 有 かを 的な 資本主義 制は‘ 原則としては 許さるべき でない。 

- 然る じ ナチ ス •ドイツに 於て は、 公益 後先と いふ 國を 倫理の 根本が 確立す るな 

•上 企業の 形式が 私有 かを 制で あらう が 個人 企業で あらう が、 をん な あまは どう 

、でもい い。 を 人は 在來の 形式を 維持しながら、 國家 じより て 示された 公益 俊 先の 

指導 目標 じ 向 ひ， を 人の 出 巧る 丈け な 創意を 働かして、 これに 參 加す るを 巧を と 

るので ある。 だから ソ聯 は' 國 家が 國民趴 如を 支 おず る 「物質 固を』 であり、 ナ 

ナス •ドイツは 、固 家が 固 民の 魂を 支 おする 『倫理 國 家』 なりと 言 ふこと が巧來 
よう 0 

さう いふ 觀點 から、 先づ ナチ ス •ドイツの 農業 巧 巧を お 討して みよう。 農業 か 
巧を 何よ b 先 じ 論 やる 巧な は、 ナチ スが 巧權 をと つて、 まづ 先鞭を つけたの が裝 
業 巧 巧た つたから である。 前 じ も 述べた やう じ 二 巧 一日 じ發 表された ヒット ラア 
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の 四 箇年計 靈の淸 說の中 でら、 をの 經濟 的な 計盡は 失業者が 濟と撰 業が 巧との 一- 
つで あつた ク 然る じ 失業者 救濟は をれ 自身に 目的を 持つ た 經濟巧 策の 一つでは G 
く、 矢 業を を 無くず る手强 にょつ て 商工業 及び 貿易を 繁榮 ならし めんと する 條件 
たるに 過ぎな かつた。 然る じ ナチ スの 農業 政策は をれ 自をじ 目的を a つた ナチ ス 
獨特の 經濟な 策な の だ わらで. ある。 

ナチ スの 農業な 策は、 のを 賴 の^ ゥ 倫^ 足、 の 「化 と 主』^ 倫理 思想 じ 某く 

i 

農民 あの 創設、 を實 現しょぅと いふので ある。 これが ためむ ナチ ス 政府は、 一二つ 
の 有名な 法律を 發 ホした。、 

- S . 一九 111111 年 九月の 世を 農闽法 , • 

脚 一九 一二 一一 一年 十二月の 『も 國を榻 四」 制 

、 . 

g 一 化 一二 ご一 年ぶ 月 及び 九月の 都巿住 段の 農村 移住を 獎预 する 法 

右のぅ ちのと のとを 先づ說 明して わいて、 のを 一爱 あとじ 觀 察する こと^する。 
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. を圃食粗曲といふのは‘ 日本で言ふならを業報國會を農業じ利用したやぅ^^ 

\ 

組 城で ある。 然し をれ じ 就いて、 觀念上 少し 翼つ て ゐる點 は* ナチ ス •ドィツで 

は 今日 農業と いみ ものを •全然 經濟 現象と して 取， 巧は ない 熙だ 。巧げ 的 じ 言 ふと 

♦ 

經巧 現を のぅち‘ 商工業 だの 運輸 業 だの 手工業 だの 銀行 保險業 などと いふ もの 
は •立 波な 經濟 現象と なつて 現 はれる もの だから 經濟省 じ 於て 執 かされる。 

然る じ 食锅を 生を し 配給し 消を する 現象は > 經濟 の範嚼 には 入らないで 、倫理 
の 範曠じ 入る ものである。 だから 食規 問題は 敎育 問題と 同じく 經濟 巧では 巧な さ 
れ ないで •齊ろ 文部省み た いなもので 統括され る 建前 だ。 をれ を自ホ 的に 統制す 
るた めじ この 全國 食粗團 とい ふ ものが 組織され た。 

を國 食插阐 は、 ドィツが を 無を 自給自足し 得る ための、 あらゆる 方法を 講ずる 
組織で あつて’ 同時 じ 農を 物の 便 格 統制の ためじ も 利用され てゐ る。 之れ を 化成 
して ゐる 分子は、 直接 間接 じ 農業に 從事 する 國 民で あつて > をの 圣随の お 巧者 じ 
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は フル タァ •ダン H が 就任して ゐ る。 あ 言 すれば この 團植 は、 農業の 身み (職能) 
を， を體 的に 統合した もの だ。 

このが 織の 機能は 生產 、配給、 販資の 統制に あるので 同一 食 粗品の 生產 者、- 加 
エ 者、 販賣者 •消 巧者 等 相互 間、 及び 異な 類の 食埋品 相互 間の 有機的 聯絡が 留意 
ぶれて ゐ る。 同時 じ 义 この 組織 じょつ て 農を 物巿 場は 完をじ 統制され、 をの 價格 
主 時々 の 必要 じ應 じて がを される ので ある。 この 統制を 破る をが あつた 場合 じは 
「國民 食 祝に 對 する 歉赖齡 i として 化 刑 若-^ はおを 徒刑の 嚴莉 じあせられ る。 

ナチ ス 政府が 今 罔の 歐 洲大戰 b 始まる 旣 にと 年 も 前から、 このを 粗 脚 制を 設け 
てゐ たことは、 極めて ホ 見の 明が あつ •たと 言は ねばならぬ。 これにょ つて お箇年 
間 ドィッは* 國民 食糧 方面の 底力を 培 まし、 今 同， の戰爭 とな つても、 殆ど かし も 
^ てない の だ。 前の 大戰 じがて は‘ ドィッが 國は あれ 程 勇敢 じ戰 つた じ拘ら 中、 
兼々からが£的歡く(^1給經濟) をやつてをらず、 义戰爭となつて急じ俄造^のが 
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制を 行つ た爲 めに、 五 年間 戰 つたう ちの 第ー ヶ年 目の 末 じは、. もう^ 齡狀 態を 現 
诚レ て、 ゐ た。 をのを い經驗 じは. 餘程懲 々した ものと 見えて、 今度は ナチ スが政 
'權 をと る や 否や、 もう 其 年から き 塘經濟 の 『戰 時體 制』 を 採用した ので ある。 然 
る じ 今 罔の 大戰が 始まる 當 時* 英佛 側は 依然として ドイツの 食が 持义 力を* おな 
る每 年の 收穫と 海外ょりの 輸入 數致 とで 計算 一し、 ドイツは 英國の 海上 お銷 さへ 受 

'ける と 半 歲も經 たねう ちじ 參 つて 了 ふだら う などと 槪齡 して ゐ たのは、 大 

.變な 誤算で あつた。 、 

，巧く して 今日の ドイツ 國 民は •を 糧闽の 一 絲亂れ ざる 統制の 下 じあつ て、 少し 
ら不 ホを 言 ふ ものがない。 不平を 言は うじ も •食 賴鹽は 天降り 的 官僚の 統制 手黃 
ホはなく、 農業關が者が自らの身々を‘ 協力じょつて構成する斬新^51如趴^も|^ 
'なの だからで ある。 がう 言ふ祖 織の 無 かつた な 前 じ —— 例へ ば前歐 洲大戰 の】 箇 
年後の 狀 態、 戎はソ 蹄の 新 經巧巧 巧 時代な どじ — 單じ心 い趴 が^を 實 行して 




ゐた 場合には' 農民は 隨分盼 じ 廣れて 盛んに 『閣 取引』 を 行つ たもの だ。 

『蘭 取引』 は* がて 現下の 日本の みじ發 ました 現象では ない。 をれ は 嘗ての ソ齡 
にも、 又 ヒット ラ ア政權 な 前の ドイツに も 盛んに 行 はれた もの だ。 たく ソ聯 では 
之れ を 『閣」 と 言は ないで 『" i — パが" 歡 J とがび、 ドイツでは 义 『主 龍 商資』 と- 
ぶ 付けて* 日本のと は Si 啦 言葉が 違 ふが •結局は 同じ 贈い 巧 ひを やつて ゐた譯 で 

% 

をる 〇/ - 

- ■ 

然るに ドイツ じ 食 粗團が 結成せられ* 農業 朗係者 自身が 操て 自主的 じ資 巧を な 
て •自分で 統制を や b 始めて な來 、閣の 取引を しょぅに も 相手が なくなつ た。 若 
しも をん な ことを すれば •わ 互 ひ 同志の 間の まが b 行爲 なので ある。 從 つて 死刑 
な 下の お 罰が 待つ てゐる ことを 承知の 上で なければ なら^。 
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- 八、 大都巧 人口 膨脹の 制限 

• • 

ホ じ 一九 一一 111 一年 七月 及び 九月 じ お 布され に 都巿化 民の 農業 移住 巧 勵法も ホ、 觀 
巧 的な ものである。 

これは 後に 述べる 世 獲 農 画 制と 共に* 國內へ 健を な 農 巧を 創設ず る こと^ •他 
面 じ 又 都巿じ 溢れた 失業を の 減少を 目的と した もので あつた。 

をの 方法と しては、 東プ n シアの 人口の 餘り 稠密で ない 地方に、 都會 わら 多 お 
の 移住 民を 送つ て 農業 じ從 事せ しめ、 更に 大都會 の周閣 じ、 多くの か 農業 賠を設 
けて、 勞 働を 乃至 季節 勞働 者を 住は せ、 彼等の 需要ず る 巧 鈴 導* 野菜、 果樹 等を 
耕作 培養せ しむる こと^した。 同時 じ 又 都會じ 於け る 巧み 靑年 勤勞 奉仕 閱は > 么 
手 一度 農村 じを いて 六 箇月 間 r 農が 巧手』 として 農を じ 居住し •裝 業を 巧を 睹數 
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する 制度の 如き も •この 法律の 發 布と 同時に 實 巧され 始めた ものである。 

要する じナ チタの 農民 政 巧は' 全 國の津 々浦々 に萬遍 なく 健を な 農 巧を 作る と 
いふ ことで あるが、 をれ を 反 對じ觀 察するなら •農 巧 人口の 都會 集中を 極端 じ 嫌 
惡 する 方針 だとい ふこと になる。 

都會染 中の 傾向は、 二十 化紀の 始め じ 於け る、 ドイツ 國勢 上の あで あつた。 二 
十 世紀 じ 入つて、 ドイツの 都會 人口の 膨 眼は、 餘 りじ も 極端で あつた。 殊に 前の 
大戰 直後 じ 於け る ドイツは 、農ち 生活の 犧牲じ 於て、 不 釣合な 大都會 が 水ぶ くれ 
の 如く 大きくなら、 ドイツを 業と 言へ ば、 ドイツ 都會の 商工業* ドイツ 文化と 言 
へば •大都市の 不健 をなる 輕化 浮薄な 生活 態樣 のみを 指ず こと^な つて ゐ たので 
ホる。 ， ： 

この 點じ 留意した ナチ スの爲 政 者は、 國 家の 底力を 培養す るた めに、 碟巧 人口 
の 增殖じ 巧 力し、 反 對じ大 都會の 人口を 極端 じ 制限す る こと^した。 從 つて 今 目 
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では’ 例へ ばべ^ リンの 人口の 如き も 四な 萬 人に 達して な來 •をれ な 上 極力 膨 お 
、させない やうに 之れ を 制限し‘ 生業な きもの^ 都會 居住を 許さず' 地方 靑 年男 女 
じして 上京す る もの じは •一を の 居住 巧 限を 附 して 之れ を 許可す る 等の 制度を 採 
用して ゐ る。 從 つて 將來と 雖もナ チタ •ドィツ 國 じは、 ロンドン だの ニュ ー ョ ー 
ク だの •上海 だの、 東京 だのと いふ 人間の 塊 b だけを 掃き集め たやうな 馬鹿げた 
都 巿は發 達しないで あらう。 

大都市の 極端 じ 膨脹す るのは、 をの 國じ國 ま 的 統制の 行き おつて ゐ ない、 從つ 
て 自由主義が 依然として 横 巧潤步 して ゐる 證據 なので ある。 統制 じは 物の 統制と 
人間の 統制と がな 用され てゐ なければ ならぬ。 いくら 巧 鈴 萬 や 石炭の 如き 物砂數 
最や ^ や 移 おが 統制 されても、 肝臂の 人間が 私む にょつ て 勝手に 移動し 得る 狀 
態 じな つて ゐる限 b 、 完全な 統制は 塞み 得べ くもない。 

をの 意 ホで ナチ スの 統制は、 物の 統制ょ b も 人間の 統制の 方を 主として ゐ ると 
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いふ 助で、 現下の わが 國 にと b て も、 植 かじ 他山の石な 上の 示唆を 巧 ふるもので 
あらぅ と 思 ふ。 

なぜなら 配給 機構の 問題 一 つを とつて 考 へて 見ても、 わが 國 では 米 や 木 おの お 

給 機構は 將來 とも 或は 整備され て 巧く 望みは 夕 いが， 然し 人間の お 給 機構、 人物 

の 配給 機構 じ 至つ ては、 今 まだ 何一つ これを 旧 滑 じする ホ 法が ついて ゐ ない 

からで ある！ 

/• 

_ み 血と 上. と ；；： 

人物の おお 機構で 想 ひ 出される のは、 前に 述べた 食 摄闽の 指導者た る フ^タ ァ* 
ダン ユの 如きが、 ヒット ブァじ 見出されて 一躍 ま 要な 地位 じ拔擢 された ことなぶ 
であらぅ 0 
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♦ 


ダン H は ア^ ゼン チンで 羊 飼 ひを して ゐた靑 年で ある。 前の 歐洲 大戰の 際祖陋 
の 難を あ ふが ため 西部 戰 線に 從 軍し •么费 の 負傷を 受けた。 その後 ナ チタの 趙貞 
となつ て‘ ナチ スが 巧權 をと る 一一 一年 前 じ 『ドイツ 瘦 段の 源泉と しての 化 方 人 補」 
巧び 『化と 主 じょる 新 貴族』 なる 一一 册の普 物を 臀き 上げた。 ヒット ラア はこの 贿 
寄の 中 じ' ナチ ス 農民な 策の 指導原理 たるべき ものが 輝いて ゐ るのを 残 見し、 こ 
の靑 年を^^して* 農相の 椅 すを おへた。 當時 農相 じ ダン ユ なる 人間の ぶ 前が 發 
表せられた 時' ドイツ 國民 はこの 人間が > ど こじ 生れ 义 どんな 經 おの 持主で ある 
か， おれ 一人 知つ たを がぶ わつ たとい ふ。 

をみ ヮ ルタ ア •ダン ユが* ヒット ラア總 統の囑 望を 受けて 一羅 大臣と なり* を 
の 著 善 r 化と 主 J の 思想 歷 系を、 をのま^ じ 法律 化した ものが、 所謂 『世 お農圃 法」 
G るら ので ある。 

世 巧農爾 法は 公 ま權を 有する 一切の ドイツ 農民に •一家 族を 養 ふに 足らる 主 地‘ 
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卽ち 今日日 本で も おしく 言 はれて ゐる r 適正 農地』 (約す 一一 •十五へ クタ' 1^) を 世 
獲 農 雨と して 保證 し、 をの 資買 抵當を 禁じ •從 つて 彼等が 債務の ためじ 主 地を 追 
はる yt 事を 防いだ ものである。 • 

而 し. て 一個な 上の 世 巧 農 圃を巧 有する ことは 禁止され、 •且つ これは 嚴 格な 長す 
相續 じょつ て、 世々 巧々 が 承せられ る こと > 'なる。 をの 斯は 全然 わが 日本の 長 半 
相續 制じ势 たる ものが ある。 ダン ユ 自身 も 『長み 巧續 制は 古 ゲ^マンの 遺習で 
あるが、 自 みは 更に をれ に 日本の 家族制度を 加 ホして 之れ を 作 b 上げた」 と 公言 
して ゐ る。 だ わら 世 裳 農 励を す 孫に 譲る 場合は、 西 歐諸國 の 普通の 慣習と なつて 
ゐる やぅ じ、 をれ を お 半の 間 じか 割す る ことを 許されな いので ある。 又 この 化變 
農 曲に 關 する 權 利は‘ 國法 じょら て 保護され‘ 之れ じ關 する 爭講 は、 をのた めじ 
特に 設けられた 世 巧 農 喊戴判 所 じ 於て 裁かれる ことじな つて ゐ る。 

この 法律が 出來 てから、 ドィッ じげ 約 百 萬へ クタ の ± 地が > 世 巧裝咖 とか 
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をされ た。 をの 他 今日では まだ 自由 じ資 買が 當を なし 得る 普通の 主 化も殘 つては 
ゐ る。 元 來世巧 農圃は 長子 だけが 之れ を 相緣し 巧 乎な 下は 父祖の 主 地 じ 於て 農 
業じ從 事す る 賓格がない ので、 若しも ホ 子な 下のを が 依然 農 段と してを を 立てた 
い 場合は* 他の 地域に 於て 主 地を 買 求め、 を こへ 新た じ 世 お 農 晒を 設 をし なけれ 
ばなら ぬ。 さぅ 言ふ狀 態が 續 いて ゐる限 b 、 今 じ ドィッ 國內 じは 自由 じ 買 求めら 
る y , ± 地は 次第 じ 無くなつ て 了 ふこと だら ぅ。 從 つて 將來 ドィッが 海外 じ 植民地 
をぶ 耍 とし、 又 今日 旣じ廣 域の 經巧 地帶を 要求して ゐる 意味 も、 を こから 生れて 
來ミ 

をれ から 世 疆農圃 制度 じ 就いて* 自由主義 お 巧諸國 のが 論じ 現は る^ 多くの 批 
萍 は* 根本的 じ 間違つ てゐ る。 をれ 等の 批評に ょると、 『世 巧搜师 とい ふ 名前は 

立 波 だが、 要する じ をれ は 資買も お當も 禁止され てゐ るの だから 卽ち 個人の 

自由に 處 みが 出來な いの だから 大禮 、ロシァの ± 地 巧を と同樣 だ。 卽も 化難投 

/ 
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晒は ソ聯の コ^ホ ー ズの亞 流で ある』 と 言 ふの だ 0 

だが をれ は 飛んでも ない 見當違 ひで ある。 世 築 農圃は 巧して 國有 でもな 有 でら 
なく 純然たる お 有 主 地な ので ある。 ナチ ス •ドィツ じ 於て 私を が 產制 巧び 私有 ま 
本 制の 認められて ゐる ことは、 前 じ も一應 述べて わいた。 たぶ ドィツの 苗を かを 
制 巧び を 有 資本 制は •公益 俊 先 原則の 範圍 じめ ての み 認められて ゐ る。 をの 點じ 
就いて 世 繫農圃 制の 如きは* 主 地 私有の 海ろ 純 狩な もの だとい ふこと が巧來 ょぅ。 

祖先 傅 來の主 地* 祖先の 墳墓の ある 鄕里 •自 みの 血潮を 子孫 じ 俄 承せ しいべき 
田畑を‘ 貨お 經濟の 勘定 じょつ て 勝手 じ 之れ を處 分したり、 或は 之れ を資拂 つて 
逐電す る ことが 出來る やぅな 自由 ま義の 制度の 如きは > まだ 本 當の 『私を』 では 
ない。 をれ は 私有の 擬 .體 である。 例へ ば 正宗の 如き 傅 家の 黃 刀が あると する。 
それは 他人の ものでは なく 純然たる 化 有 だ。 然しを い實 としてのを 有で あれば こ 
を* 他人 じ d 巧して 譲り渡せな いので ある。 『をの 値段は 幾らか」 と、 jg 扫ら 化る 
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なら、 をの 人は 「をの 値段は 無限で ある』 と、 卽 座に 返事す る ことが 巧來 るで あ 

さう 言ふ價 値の 無限に して 他人には 巧して 議 渡し 能は ないやうな、 純然たる 
『あ 有』 の ± 地を 設定した ものが， ナ ザス •ドィツの 所謂 『世 お 農圃』 の 制度な 
のでる る！ 

♦ / 

二 0、 商工業への 施設 

♦ ♦ 

農業 じ對 する 統制を 檢 討した から* ホに 商工業の 部面に 移らう。 

ナチ スが 商工業 じ對 する 経 巧 政策と して、 眞ホじ 手を 着けた のは 力^テ^ (卜 
ラスト) 0 强 制が 擴充强 化で あつた。 それには 一九 一二 己年 お 月 じ、 二つ 0 企業 合 
同 法が 發布 されて ゐ る。 この 法律 じょる と 》 1 方 じ 於て 國 家が 力^ブ^ じ對 すろ 
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監視の 態度を 嚴宝 じした と 同が じ、 他方 じがて は 未だ 力^テ^の 組織な き產 業に 
は •强制 的 じ 之れ を 作らせる こと y ' なつた。 

强制力 火 ブ^の 制度は •ドイツょりも 旣じ ソ聯の 方が > ず つと 早くから 實 施し 
たもので ある。 ホ も ソ聯に 於て は國營 企業の 國を 力^ブ^ (ゴス トレ タト】 を實 
行した もの だが 》 ドイツの 方では 网 をが をの 促進 じ乘 出す まで もな く、 旣に 民間 
じ 於て 大槪の 企業には、 力^ブ ル. 制度が 行 はれて ゐ たもので ある。 例へ ば锁 工業 
とか おお 業と か化學 工業 等 じは •二 寅 じ も 一二 寅 じ も > 複雜な 企業の 聯合が 存在し 
てゐ た。 ドイツは 實 じ米國 と共に、 トラスト、 力^テ^の 模範 國の 如き 觀 さへ あ 
っち • ' 

然し ドイツ じ 存在した 民間 力^テ^は' 勿論 無益な 自 边競爭 じょる 不況を 打辨 
する ためじ 出 來てゐ たもので あつたから > 生 產の割 宛 > 巧 格の 統制な どは •を こ 
で 立 游じ巧 はれて ゐ たじ 拘ら中 •一方 企業者が 利鹤 低下を 避ける 手段と して 組 没 
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した ものである だけ じ •公益優先 倫理の 眼から 見る 時は、 寧ろを 害 無爲の 存在 だ 
つたので ある。 例へ ば 憤 格の 統制と 言 つても、-' 國民 生活 確保の ための 低 物 憤に 則 
した ものでは なく' いつでも をの 價 格は > 彼等の 規 をした 最髙價 格 じを 若く 傾向 
を 有し •换言 すれば 力^ブ 八の 手段で 物 便は いつでも お 貴の 現象を 示して ゐ たも 
の だ。 . 

を こで ナチ ス 政府は 法律の 力を なて' 國家 のために 生 產擴充 と 化物 傾な 巧と を 
目標と する やぅな々^ ブ^の 編制 替 へを 巧は しめた。 則ち 旣成 力^ブ^の 形 まを 
利用し、 をの 魂を を然 入れ 替 へさせる ことじ 努力した。 

ホ じ ナチ スが 手入れを したのは > 貿易の 部面で ある。 ナ チタは 元來 自給自足 ま 
義を 建前と する ので‘ 極端な 保護貿易 主義を 採用した が、 をれ かとて 外闽の 物を 
輸入を 制限す る ことは、 到底 事悄が 許されな かつた。 何故なら】 方 じがて 六 巧 萬 
じ餘る 失業者を お 巧す るた めに > 自動車 工業' 建築 主 木工 業 (例へ ば 自動車 道が 
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の 建設) 等の 新しい 企業を ドシ - V .- 曠 大してい つたので > をれ がた ゆ じは 原 おを 
材の 輸入が 不可避 だつ たわらで ある。 巧言 すれば 自給自足の 過程 じ 進めば 進む 
程、 出超が 逆 じ 入超 じ轉 じて 來 た。 をのを 棲は 生產 力の 艇充じ 力を入れ/' ば 入れ 
る 丈け、 第一 一 一圃との 貿易、 殊に 入超の 傾向が 强く なつて 來た 日本の 現狀と > 大 泣 
同じ 筋道で あつたと 言へ る'。 

を こで •一九 一一 一四 年の 秋な 巧、 新たに 經済 相の 地位 じ 就いた シャ- 卜巧+ 一は、 
「新， 許盡』 なる ものを あ 表し、 查面的 じ 貿易を 管理し、 輸入 巧を 輸曲额 の範留 
とする ためじ、 物々 ぶ換制 > 請算 取引 制 等を 確立した。 この シャ -卜の 新計盡 は、 
今日 自由貿易 制の 行 詰つ た 後 じがけ る、 世 おを 國の 貿易を 巧 じと つて、 殆ど 標举 
が 又は 模範的な 遣り方と なつて ゐ る。 わが 日本の 貿易 管理の 留^ も、 まだく を 
こまでは 巧つ てゐ ない が、 部分的に はこの シャパ トの 新計盡 じ举據 して、 之れ じ 
做つ てゐる 方面 も 極 ゆて をい。 
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をれ から 國內 商工業の 運 營じ關 してば' これ 又 自由主義 經濟の i : •念を 離れ •一 
切を 卧家 自隨に 奉仕させる ためじ、 一九 一一 一四 年 二月に、 「ドイツ 經濟 のな 機 的 建 
設の 準備の ための 法令』 なる もの^ 發 布を 見た。 これ じ 依つ て出來 上つ たを 闽的 
だ大 組織が、 『を 國經濟 會議』 制で ぁる。 現今 わが 國の 新體 制に 於て、 大な 
窠赞 運動の 一翼を なす 『經濟 會議』 なる もの も‘ 目下の 巧 まだ、 ィツ キリ 巧つ たお 
じは なつて ゐ ないやぅ だが、 將來 は大體 この ドイツ じがけ るを 國經 濟會講 制に 似 
たものと なる だら ぅと お 像され る。 さて この 經が 會議 なる ものは、 ドイツを 國を 
幾つかの 經濟 的地區 (地域 別 的) じみけ、 更に 全國 一切の 商工業を をの 補 類 じょ 
つて、 『工業 會議』 (これは 更に 工業 別 じょつ て 細み される)、 『商業な 議 J ’ 『手工 
業 會讓』 等に 分類し (產業 別 的)、 をの 兩 をを 巧みに 組合は せて、 巧 機 的 じ 中央へ 
集中したものでぁる。 をしてこの會議じ包おせらる^^みすは* お等巧エ業じ携は 
る 一巧め 人々 だ。 換言すれば 查國經 巧會讓 は' を國に 於け る 巧 工業 關 係を 一切の 
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喊能 のが 害を け 表する 閣體 であつ て •恰も 農業 關係 者を 網羅ず る 『を 固 食 没 闽」. 
むちを じ 匹敵ず べき ものであると 思 ふ。 

二 I 、 信任 者會議 と勞側 お閒題 

— 、 

をの 巧じナ チタ 政府が‘ をの 經濟巧 策と して 最も 力を 盡 したのは •勤勞 をじ對 
ずる 獨特の 施政で ある。 これは 俗 じ ナチ スの游 働を 統制と 呼ばる^ もの だ。 . 
ナチ ス ••ドィッは 前 じ も 述べた やぅ じ、 ホな て國家 倫理的な 見地 じ 立つて、 優 
、'秀 なる 農民を、 ホ國 のが 歡斯 がと 定めた。 然し 何と 言 つても 現代の ドィッは、 超 
.巧 活動の ま實 的な 觀熙じ 立つ て判斷 する かぎ り、 勞働者 人口の 壓倒 的に 多い 國で 
ある。’ 商工業が 異常 じ髮 達して ゐる ため、 をの 人口の 一一 一分の 一は、 純 巧な 勞 働を 
じょつ て 占められて ゐ る。 をれ を 悉く 農民 じ變 へょぅと したつて 出 巧る ものでは 
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ない。 宜つ 理想的な 農 段を 作义 ための 適正 農地は、 前 じ 世 巧農圃 制の 場合 じ說明 
して わいた やう じ、 農ち 一人 あた b 昔 二十 五へ クタ 1^、 日本の 町 じ 直す と 一人が 
百 一一 一十 町 じ 近い 耕地を 必要と する。 日本の 一 農家の 適正 農地は 一町 二 一反く らゐだ 
と假定 すると、 ドイツ 禮 巧は 日本の 農民の 百倍 くら ゐの主 地が 必要と なる 譯 だ。 

尤も ド イブ じ 於け る •さう 言 ふ 世襲 農 幽的喪 巧の 設禮は •を こから 國 家の 指導 
をを 養成し、 將來 の國民 文化 巧び 政治力の 中樞 としょう との 考 へから 出 凝， した も 
ので あつて、 を じ 純經濟 上の 人口 緩和 間 題から 出 おした ものでは ない。 换宮 すれ 
ば ドイツの 農民 じ、 純經濟 的な 立場から をん な麽 域な 適正 農地を 與 へる 方む をと 
つたと するなら* ドイツは 主 地が いくらを つても 足りない 勘を となる だら う。 

從 つて 純經濟 的な 國 勢の 上から 考へ ると、 ドイツは 依が として、 商工業を 中 ふ 
とした 勤勞 者の 國家 とい ふこと にぶる。 巧が をの 勤 巧者を、 在來の 自由 ま證 のま 
まじ 放 巧して わけば、 今迄の 經驗 から 考 へて、 どうしても 階級 爭励 的な 色が をを. 
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ょさく るを 得ない。 をれ は ナチ ブの國 本と 巧 ネ的じ 戾る譯 だ。 

を こで ナ チタと しては、 今を とはを 然 新しい ィザ ォ ロゲ ー の 觀點じ 立つ て* W 
者と 窮 者との 間 じ 精神 蓋 調合 作の 組織を 作らち のを 業者 側 じ 指導 性を 
持たせ •の 勞做關 係じ對 する 國 をの 嚴 重な 統制を 强調 する ことにした。 

被傭者と 雇傭者との 間 じ、 自ま 的な 立場から、 協調 合作の 關 係を 保たせ、 且つ 
企業ち こ 指導 性を 持たせる ためじは、 新たに 信 巧を 會議 なる ものが 作られた。 
尤も 嘗て 自由主義 時け じ ならても 'フィ マァ 憲法 じょつ て勞働 者會讓 なる もの •力 
作られた が' 間もなく ちぶ 無實の 組織 じ變 つてし まつて ゐ たので ある。 だから ナ 
チタ 政府の 新しく 設置した 信 巧を 會議は •もとの 紫 働 者を 謀を 理想的 じ 改組し 
たらの だとを る こと も出來 る。 さて このを 謀を 內を 的に いふと、 要する じ 工業の 
經管 者が をの 工場 內の ナチ ス黨 員と 相談した 上、 「信 巧者」 となるべき 候補者の リ 
ストを 作ら、 をれ を 工場の】 股勞働 者が、 祕密 じ選擧 して 成な させた 會議瞄 なの 
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でを る。 然し もしも 勞働 者が これを 承認し 得ない やうな 係爭 問題が 起れば、 『信 
任 者』 のかを は國家 任命の 官を たる 『勞働 受託を』 じよつ て 指名され る こと^な 
り、 をして をの 指 夕じ對 しては 企業者 も勞 側を も 一切 嫁を 容 る/, 餘 地がない。 
だから 信任 者會議 は、 要する じ 公益 俊 先の 原則を、 實 現しようと 巧、 むした 經替を 
の 諮問 機關 だ。 從 つて さう 言 ふ 諮問 機關を 持つ て、 创意的 じ 行動し ようとす る經 
營 者は、 圣然國 家の 公益の 一部み を搪當 する 指導 おの 横り でゐ なければ G らな 
い。 換言すれば 企業者は 主人で ぁつて •一般 勞働者 巧び 從 業を は從が 又は 家來の 
地位 じ 立ち‘ 相互 信賴と 理解と ち證 との 關 係を 保つ て、 國家 奉仕の 事業 じ携 はる 
こと/' なる 0 

を こで 今日の ドィッに 於て は •を 本家と 勞働 巧の 對ホ關 係は、 もう どこ じも存 
巧し；^>いこと>'なつた。 產業じ携はるもの一切が、 何等わの形じ於ける 『直接の 
围を 奉仕を」 でぁつ て、 私益を 通して 自分の 自由 戴を による r 間接の 國を 奉仕 お J 
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なる ものは 認められな いの だ。 資本家は 一定の 利潤 (利 半) で保證 された を 本を 
檐出 ずる ことによ りて 國家じ 奉 化し、 企業家は 經營 技術の 創意 的 活躍 じよ b 報酬 
を 受けて 國 家に 奉仕し' 技術者は お 術 的 創意を 應用 する ことにより '义從 業者 勞 
谢者はをれ<^|^齡巧び筋肉勞働の提出によ、 俸給賃銀を受けていづれも國家 
じ 奉仕す る こと^なる。 

然しながら 前 じ も 述べた やぅ じ、 企業者は 指導まで ありま 人で あり、 其 他の 從業 
音 ツ 下は 之れ じ 指導 さる/一家 巧で あるな 上、 國家自 をと しては* お 合から をの 主 
人の 專廚 監督し， 同時 じを の家來 のな 巧 及び 不服 從をも 監督す る やぅな、 

1 補の わ目附 役を わいて 置く 必要が ある。 をれ を 前に も 一寸 述べて わいた 络 働の 

乳 嵌が！^ ぃ ふ。 ' 

躬齡 を國 のを 居 じ 瓦つ て、 國を わら 直接 じ 任命され た官 巧で あつて' をの 
あが 十ー ニ 名と なつて ゐ る。 をして この 受託 者の 目的は* 杜會や 巧の 維持で あるか 
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ら* 專ら をの 地方々々 じがけ る 勞働閒 題の 紛爭 を取披 ふ。 企業を (傭 ま) が自々 
の 創意 だからと 言 つても* 例へ ば勞 働を を 大鼓に 解雇 散 首す る 場合と か、 或は 货 
銀 や 時間の 決定を なす 巧 合 じは、 一々 この 固 家の 大目 附役 たる 受託を の 許可を を 
けなければ ならぬ。 ‘ 

ニニ、 勞働 戦線と 「歡 萬に ょる 力」 

巧ぅ 言 ふ 制度 じな つたむ 上、 勿論せ 來の 階級 對 立を 某 礎と した 絲綱 組な 組織 
は •全然 無意 巧な 存在と なつて 了つ た。 

從 つて 實際义 ナチ スは > 政權 お得の 直後、 社を まあ 的 及び キリスト 敎 的な 勞働 
組合 化繊を 全部 禁止し、 幹部を 投獄し、 をの か產 を沒收 するとい ふ 風 じ 酷 < 之れ 
じ 弾壓を 加へ た。 だが 元來 ドィッは 化界に 於け る勞働 組合が 織の 祖國と 言 はれた 
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程 あつて、 勞働 者に してが 合 粗 織 化されて ゐ ない 者は 殆ど 一人 もない とい ふお樣 
であつ たから、 このち 大 なる 化合を、 一朝 じして 解散せ しむる ことは > 殆ど不 が 
能と 言 つても い y ' 位だつた。 

义實際 ナチ ス としても、 攀 働を をの も のじ、 何等 敵意を 挟 わらので はなく* 避 
ろ國 家の 忠良な 臣民と して •益々 勤勞的 能率の 高い 奉仕を して 貨 はねば ならぬ、 
との 建前を 持つ てゐ たもの だから、 巧 來の勞 働 組合は 禁止ず るとは 言 ふ もの^、 
をの 形體は 乙れ を 利 巧し •た乂 をの 魂を 入れ 替へ ると いふ 風 じ、 巧 本 的な 改組を 
なず ことの 必 喪を 痛感した ものである。 

を こで 在 巧の 組合を 改組させる ためじ、 全國勞 働の 指導を として、 さぅ いふ 方 
面 じ 組織 能力の ある 黨員 n 1 ベ^卜 •ラィを して •作らせた ものが 『獨逸 勞働戰 
線』 なので ある。. - 

この 勞働戰 がは > 今日では 全然 ナ チタ 黛の 指揮の 下に 服從 して ゐ る。 をして • 
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在來の 組合 をれ 自身の 主要 目的で あつた 團體 §權 其 他の 階 お 的な 權 利は •を然 
抹殺され る こと^な つた。 又を の 組成み み も、 今迄の やぅ じ 勞慟者 計りでは な'^ • 
更に 傭 まも •自由 職業 家 も， 商人 も 之れ じ 加は つて、 其の 組織され たもの^ 數 は— 
を國で ニモ 五六 百 萬 人 じ 達した。 從つ てこの 祭働戰 線の 查國 的な 地位と をの 存な 
の 巧 由とは‘ 一方 農 業界に 食糧 團が あり* 商工業の 經濟 面に 全闽 商工 會 蔑が ある 
と 同様に' 勤勞を 建前と する 世界 じこの 勞働戰 線が ある、 とい ふやぅ じ 見れば い 
い。 换言 すれば 勞働戰 線は •勘勞 をな て 國家じ 奉仕す る國 民の、 身分 及び 職能を 
一切 合 かがが！^ た 大きな 意 ホの 等族體 なので ある。 た乂な 上の 一一 一つの 團抵じ 就い 
ては‘ 多少を のま 親 上の ニュアンスの 異 つた 點 がないで もない。 一一 一つの 巧 描は 何 
れ もを 闽 的な 等 族 糖では あるが、 食 粗幽は をれ に 倫理的な 色彩が 餘計じ 若いて ゐ 
るし、 圣國 商工 會 蔑は をれ な 上 じ經が 的な 意義が 加は つて ゐ るし、 ス 勞働戰 掠の 
方は 寧ろ 社 Is 的な 傾向を 强く 巧して ゐ ると 考 へても い^。 . 
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社會 的な 傾向 じ 基觀が ある 結を •この 勞働戰 線が 之れ じ附馈 する 姐 織と して 利 
、用して ゐる 『歡嘗 じよる 力』 の 團體の 活動の 如きは、 勞働戰 おの 存在 じ 盛大。 巧 
由を 與 ふるもの である。 言ひ換 へる と' 勞働戰 線は 勤 勞み分 層の 國家 的が 生 運動 
だ。 卽ち络 側戰線 じより 勸勞 身分の 生活 保證 とい ふやぅな、 消極的な 怠が じよ 
る. 社會 政策 一切の 施設が 考盧 される と共に、 更に 『歓萬 じよる 力」 じよつ て、 
淸極的 じタボ ー ッ や娛樂 (芝居 •音樂 等) じ關 する 肉體 巧び 精神 生活を 巧な じし • 
又勤緣 おが ナナ トリゥム、 溫泉 場、 避堪地 等の 高 おな 社 お 生活 じ 巧 •第し 得る こと 
となる ので ある。 

二 111、 勞働奉 化 制の 网民 おな 日 的 

巧蜘戰 線の ことを 言へ ば’ 必ず 勞働泰 仕の 存 をを おひ 出す。 をして が 働 お 化 
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制の ことに 關 し. ては* もぅ わが 國じ 於ても •をの 內 をが 細大 洩らさ や紹 かされて 
ゐる 。だからな では、 勞働 奉仕 制の 細かな 點に 就いて、 更に 紹介 的な 絮述 をな す 
ことは 避けょぅ。 た乂 この 勞慟 奉仕 制の •ナチ ス •ドィツ じ 於け る存 をの 窝蕊を 
みし ばか b 考 へて わく 必要が あると 思 ふ。 

络働奉 化 制は 人 も かる 如 <* 內 巧 巧の 直辖に 顧し、 ヒ 大佐を 闽長 として 圣 
國じ 四十 萬の 闯 員を 有ず る闡體 で、 あらゆる 靑年巧 芋 (後には みす も 亦) は、 马 
隊じ 入る 前の 數ヶ 月間' 國 をのた めじ 勞 働の 奉仕を なす もので あつて. 嚴 格な ザ 
隊的 訓練の 下 じ、 荒廢 地の 開が や 道路 堤防の 構築 等じ從 事す る もの だ。 . 

この 制度の 目的は、 純然たる 國民敎 育の 手段た る じ 巧る。. 始め ヒット ラ ァげ槐 
がな つな 前に も、 ブリュン ニン グ內閣 及び シュ ラィへ 少內閒 が、 この 制度 じぶ いも 
のを採用したが、. をれはを然か^^卽斬を目的とするものであつて、 從って經濟的 
な 理由を 某 礎と し •をれ に いくらか 越ち 摩 生 的な 意味を 持たせた ものに 逝ぎ だか 
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ミ。 ‘ 

をして 义 この 制度 自をも 必ずしも ドイツ人の 創意と いふ ことは 出來 ない。 或 
はこれ じ 近い 制度が、 却つ て ブ^ダ リアの ル國 など じ 存在して ゐ たのでは ないか 
とさへ 思 はれる。 -體 ドイツは 創意 的 天才 的な 能力が， 比較が じ少 .い 民族で あ 
る。 ドイツで 大成した 大事 業の ォリ デナ リ ブイは、 必中 どこかの 外國 人の 手 じょ 
つた ものであると いふの が 普通 だ。 

勿論 さぅ 言つ たからと て、 ドイツ人が 必ずしも 天才 的で なく' 又 創意 的 じ 劣つ 
た 民族 だとい ふことは 出來梦 い。 たく 其 煎では ドイツ人 のみが、 イ •キリス 人やフ 
ランス 人な 上 じ* 特に 俊秀な 民族 だとは 言へ ない と 言ふ譯 だ。 た乂 然し、 例へ ば 
外國の 天才が お 明 又は 創意した ものを ドイツへ 持つ て來 て、 をれ を 徹底的 じ硏究 
し 組織し 大成 化する ことに 就いては、 ドイツ 巧 巧は 明か じ 異常な 能力を 持つ てむ 
る。 勞励 奉仕 制の 化き も、 假令 をの お祥は ブ^ ザリアの 如き ル圃の 片隅 じあつ た 
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のか も 知れぬ が、 ドィッ人は これを 自國じ 採用し、 國家 圣體の 大事 業と して •之 
れを國 家 制度 化した 巧に > をの 偉大 さが 窺 はれる。 

勞働 奉仕 制を 地方 的 じ 又は 部 か 的 じ實行 するとい ふことは、 どこの 圃で もやつ 
てゐ る。 之れ を 一 つの 國 家が、 國民 義務 敎育制 や 徴兵制と 同じ 形式で* を 國的じ 
が 施 するとい ふことは、 餘程國 家 じょく 統制が とれて、 國 民じ自 をの 出來た 所で 
なければ、 斷 行の 出來る もので ない。 をれ を ナチ スは斷 巧した の だ！ 

をれ から 今一つ、 この 勞働 奉仕 制の 目的が、 失業 對策其 他の 經濟的 巧 由からで 
なく、 又 摩 生 運動の 一 つの 現 はれで もな く、 おじ 文 軍隊の 補助 機關 でもな く •闽 
民を 如を 中い も齡 であると いふ ま おじ 對 しても、 お 遠は 特に 注意を 拂ふ 必要が あ 
る。 勞倾 奉仕は 敎 育機關 なの だ！ . 

な 育に 關 する ナチ スの 甚礎觀 念は* 實じ 革命的で ある。 ナチ スの 理論から 言 ふ 
と •學校 お 育の 如きは、 國民敎 育 中の 極く 一 小 部み じし か當ら ない。 國巧 はを 自 
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巧の 胎內じ 居る 時から* 少年、 靑 年、 壯 年、 お 人のを 時代を 經て黨 場 じ 入る まで 
の、 一を を 逆 中る 國民 生活 巧の 一切を いふ。 從 つて 敎 育なる ものは 人 補 學ゃ彼 生 
學の 目的と なる 範圍 から 始まつ て、 智能 技術の 習得から > 軍隊 生 巧 じ おり、 公ち 
として 職業 生活を なす じ 至る まで、 連續 した 時の 間に 不斷じ 行 はれる。 单 巧が 學 
校 じ 行く こと も敎 をの 一部なら •をれ と共に 壯 年が、 八百屋 やも^の 商資 じいを 
しむ 生活 もホ敎 育の】 斷面 だ。 をの 間に 國民敎 育 上の 杜^ぇ る斷 層が あつて はな 
ら ね。 則ち 子供が 義務 敎 育を 受けて •次 じ 軍隊 敎育じ 入る までの 大切な 間 じ* 闽 
巧 おを 上の 無駄な 間隙が あつて は大戀 だからと いふので、 勞働 奉仕と いふ 闽民お 
をの 一時期を 蛹 人した 諮で ある。 . 

斯樣 G 敎 を 不斷の 原則は、 ナチ スの指 避を 原理から •論理の 當然 の^^として 
生れたものだと思ふ。 を國民は指巧ずるまであると共じ‘ お導せらる/^者だ。 ホ 
生で あると 共 じ’ 常 じを 徒 だ。 家長で ありま 人で あると 共 じ、 子供で あり 交を 巧 


2 が 



である。 だから 誰れ でも 上の 者から おへられ、 目標が 示され、 指導され て， 四 巧 
生活を 完成して 巧く …… 

ナチ スの敎 育と いふのは さぅ 言 ふ 意 ホの ものである。 從 つて 勞働 奉仕は 若き 固 
民を •眞じ 貴 巧 ある 國民じ 培 まし 養 おして 巧く ための •「敎 育 手段」 だとい ふこ 
とじなる。 - 

二 四、 新 計 普に ょる 輸出入 制度 

な 上で 大强 ナチ スのお 巧が 巧 及び 社會巧 巧を •ま觀 的 又は 施設 的 方面から 說巧 
した 積り であるが 'をれ を 今一 步 進んで •を 巧 的 又は 成果 的 方面から 觀 察して 見 
主 ラり 

一 描 ナチ スは 巧ぅ いふ 風な 大きな 施設を やつて、 隨み 大巧な 金が か^つた であ 
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らうが、 一 越 をれ を どうして 賄つ たか？ 國家 のがな はどう 言 ふ 風 じして 運用 さ 
れ たか？ 

それに 關 し、 自由主義 經 濟の國 家なら •國內 じ公經 巧と 私經濟 とが- ッ キリみ 
離して をり、 お 經辨の 力が 公 經濟を 賄つ て 巧く 形、 卽ち 監督して 巧く 形 じな つて 
ゐ るので あるから > 私經 濟じ携 はつて 租 稅を拂 つたり、 公憤 じ應 募したり ずる 國 
民は、 公經 濟の內 をを か悉 する 必要が ある。 だからを んな國 では、 議 會が嚴 要な 
役割を 勤め、 をして 國家 かなの 協贊權 は、 議 貪の 一番 大切な 權利 とい ふこと じな 

つて ゐ る。 ホーを 巧 ホ (を 辜 

所が ナチ ス •ドィッの 如く*' さう 言 ふやうな 稳 味の 私 經濟と 公經濟 との 隱 別が 
なくなり、 國 民は 國家 生活 及び 國力 發展 上の 仕事を、 一切 政府に 委任して ある や 
うな 國 家では、 幾 會 のがな 協 巧 推な どと いふを んな餘 計な ものが をる 譯 がない。 
國 家の 豫算 は、 全然 外部に お表されな いの だ。 だから 一切は 祕密 である。 をれ で 
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もな 府は 、どこから わが 源を 見付け出して、 をのな 經濟 とを 經 巧の 一節み とを 一 
緖 じした やぅな、 ち大な 金を 支出して ゐ たじ 違 ひない。 

例へ ば ナチ スの 政府 じと つて* 最初の 大きな 課題は、 夕 業者の 救濟 でぁつ た。 
失業者 じたぶ が濟 金を 渡して をれば、 非常に 金が か > 'つて、 到底 やつて 行けな 
い。 を こで 是 等の 失業者 じ 職業を 與 へて、 何 わ 生を 的な 仕事を させるなら、 將來 
は 必ずを れが國 富と なつて、 國 をの 收 入の 形で おつて くる。 然し 失業を は、 產業 
巧の 不況 じょり、 是 等の 幾 力を 必要と しないた めじ' 工場の 外へ 放 b 出された 群 
れ でぁるから > さ ぅい ふ 失業者に 職業を 巧へ るた めじは、 政府が 別 じ 資金を 出し 
て、 新しい 仕事を 作つ て やらなければ ならぬ。 

をのた めに 4^ チス •ドィッは、 先づ主 木工 事を をし' 新しい 自動車 道を 作 りお 
めた。 をれ から をら ゆる 方面 じ 五つての 軍需工業 •航空 甚 地* ジ ー グフリ ー ド 線 
を 築 構す るに めじ •をれ じ 必要なる 機が、 化學 、電氣 > 连 築、 主 木 等のを 業】 切 
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じ 瓦つ て、 是 等の 失業者を 利用し 始めた。 をの 手段 じょ b ドイツには 六 百 萬の 失 

業を が、 一九 一一 一と 年頃 じは 殆ど 一人 も 居 なくなつ た。 同時に 一九 一二 五 年な 降の 巧 

軍備 着手 じょる 巧 霜 工業の 勃 巧は、 實じ 驚くべき ものが あつた。 製鐵は 忽ち 世界 

の 第一 二位 じ 躍進し、 石炭の 每 年の 使用 貴は •ホ國 じみいで 巧 二な 五千顿 、とい ふ 

• * 

活氣 振りを 示し 六。 

勿論 をれ じは 貧を な ドイツが > 隨 み 苦しい 遣 b 繰りを して ゐ たこと が窥 はれ 
る。 をの 算段を した 人物が、 當 時の 經巧 相の シャパ トと •今日の 經巧 相の フンク 
とで ある。 、 

一 歷齡を 中、 むとした 經濟 では' ドイツは 询じ贫 弱な 國 であつ た。 ナチ スが 政靖 
をと る 直前の ろ龄慌 時代 じは、 ドイツの おなが 極端 じ惡 化して •金の 流出は 止ま 
る 所を 知ら 中、 一九 一二 一年の 金 现恐谎 じ 際して は、 辛ぅじて 傳 權諸國 との 間 じ 短 
巧 外 償 引 上 化 止の 協定を おんで > やつと 破產を 免れた 程度で あつた。 が も ナチ ス 
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の 時代と なつても •か 巧の 惡 化は 一段と 昂進し •マ^ク 貨 暴落の 危險が 目 陡の間 
じ 迫つ てきて ゐ たもの だが、 シ ャ-卜 がちび 國立 銀行の 總戴 となる じ 巧んで、 直 
ちじ 諸外园 との 長期 借 飲の 償却 金 及び 利子を > 約 半み (後 じは 一一 一割) じ 切 下げ 

る ことじょ つて、 極力 金 資本の 流出を 防止した。 をの 後 シャパ トは經 巧 相と なつ 

% 

て、 逆 じ 外貨の 吸收じ 一所懸命と なつて 敵いた。 

ホづ をれ じは 輸入を 極端 じ 統制した。 則ち 許可な くして •外國 わら 原 おを がを 
輸入す る ことは 嚴禁 され、 輸出入は 『新 計 裳 J じょつ て、 殆どを 府の獨 占 じ歸し 
た。 ドイツと をの 巧權國 及び 入超 國 との 間 じは、 物々 交換 制が 行 はれ、 又 淸巧協 
をが 締結され た。 をれ と 同時に 輸出は 極端 じ獎 励せられ て •巧 銷ス クリップ 制度 
なる ものが 採用され た。 ス クリップ 制度と いふのは ドイツ 輸出 業を が、 輪 化じ對 
する 巧 金と して' 外國 本位 货の代 b に、 ドイツ 國 巧に 於け る 外國人 所な のが 禮 
を > 約 半み じ 減 傾した 金额 、卽 ち登錄 マ^クなる ものを 受取り 得る 制度で > これ 
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にょつ て ドィツ 輸出 窩は > お 外 じ 於て ダンピング 的な 進 巧を なし •同時 じ ド ィブ 
國內 のが 國じ對 する 傳務は •半減され ると いふ 誠 じ 巧妙な 方法な ので ある。 

s. 

二ち 金貨準備 なきな 易と 生 蕉攒充 

然し この やぅな 方法で、 海外の 貿易を 整へ、 賓が 原料の 輸入を 確保す る ことは 
出來 たが、 なほ をれ だけで なつて、 金貨の 吸收 をな すじは 足らない。 金貨が なけ 
れ ばが 巧 確保した 原が や 資材を •國內 でぅ まく 消化して 巧く ことが 出來 ない ので 
あ ミ 

何 おなら 是 等の 海外からの 原 将賓材 を、 國內で 消化す るには、 非常な 流通を 金 
が||^る。 巧じ軍需エ業が盛んになってな巧は、 大牆政府及び公お曲糖が、 ホ產品 
の 註文まで あつて、 民間の 工場 じ對 しては、 英大 なま 拂ひ をし なければ ならぬ。 
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民間 工場は 又を 府 からの 貸出しがない 限り、 患 大な游 働を じ 賃銀を 拂 つて、 彼等 
に慟 かせる ことが 不可能で ある。 

然るに 金貨の 準備 もな くして、 政府が 矢 緩に 不巧紙 おの 發巧 でも 續 けて ゐ ょぅ 
ものなら' をれ こを 巧び 大 インフレ ー シ 3 ンだ 。ドイツは もぅ 大戰 直後の 火 イン 
フンで が 脚々 して ゐる 。『イン フン』 と 言 ふ 言葉を 耳 じした 丈け でも' ドイツ人の 
ふ 巧は 憂 鞍 じなる の だ！ 

を こで 金貨の 準備な しじ、 どし く 貨幣の お 行が 出來る 方法がない かと、 如を 
ひねつた 結果、 考へ 出した のが、 爲慟 じょる 軸述 手形の お 巧で あつた。 か 政 的に 
はず ゐ ぶん 苔し い難關 を切拔 けて 來たシ ャ-卜 の經驗 では、 惡性 イン フンの 進 わ 
は、 結局 國を 信用の 薄弱と いふ ことに 歸着 する。 從 つて 國 家の 信用 (卽ち 絕大な 
る 滞 力) を兹 礎と して、 國 家が 臨時 じ 融通の 出來る 手形を 發 巧し、 をれ じ 巧 おと 
同じ 價 格を 保たし めて、 政府 及び 工場 巧 直の 割引 じ 利用させる、 とい ふ 方法を 採 
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った。 

をれ じ 依つ て先づ 始め じ 幾 側を は、 一箇年 間の 賃銀が 保證 される。 誇 働 おが 一 
简 年間 貸 銀 だけ 貫つ て络慟 する 限 4、 . 一箇年 後には •生を は をれ 丈け 赔充 される 
であらぅ。 をの 擴充 された 憤 値 部み が、 又を の 次の 手形の 保 降と なつて、 次の 手 
形が あ 巧され 巧る 譯 である。 

この 手形の 通用期間は •普通 一一 一简 月で あるが、 實際 上は 五简 年間 之れ をち 新し 
巧る かで ある。 而し てこの 手形のを 行を は > 政府でなくて •企業を 自 みなの だ。 
卽ち 企業家が をの 註文 先を 支拂 人と ずる 發 巧を とな b ， 巧府 はを れじ對 し* 恰も 
約束手形の 保證 人の 形で あ b 、 をして 巧府の 信用は •をの 時の 與 働を の就樂 おに 
ょつ て 確を される。 又 この 手形を 割引す る 者は‘ 政府の 依託を 受けた 銀行業を 其 
他の 信用 機關 であるが、 是 等の 銀行業を 及び 倍 用 機關は •ちじ これを 闽ホ鉛 巧に 
提出して •巧 割引を 受ける ことが 出來 る。 
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國立銀 巧は 又 改府の 保障す る 部分と、 租 巧收乂 (これは 普通の 替業稅 のみなら 
や •ナチ ス獨特 の 無利子の 租稅 前納 額を 含む。 尤も 租お 前納 制は をの 後一 時廢止 
せられた) を 引き あてと して、 手形 支拂 ひの ための 公債を 紫 行し •この 公憤は 五 
年な 內じ 償却ず る こと^なる。 

巧 様な 政府— 銀行— 企業者し 勞慟 者と’ 一 絲亂れ ざる 統制の 圈內 に' 國 まか 政 
の 操作が 巧 はれて ゐ るの だ わら、 をの 中 じ 立つ て 金 軸 業者 及び 企業家 だけが， 化 
利 じ 走る ことは 許されな いのみ か、 事 貸 上出來 ない ので ある。 銀行 じ對 しては > 
信用 統制 局に よ b て、 巧府は 嚴寬な 業務 監査を 巧 ひ、 又 企業者 じ對 しては、 一九 
ご 一四 年 十二月の 法律に よつ て、 利益 配當 六を な 上を 許可せ ざる 利潤 制限が 强巧さ 
れてゐ る。 

巧く の 如き 手段 じよつ て •ナス チ •ドィツは、 金貨な ぐして 貿 みを 股 盛なら し 
め、 又 金貨 单備 なくして ィンフレ ー シ ョンを 起さ 乂る 國內 をみ を潤澤 じを 出す る 
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方法を を 見した。 英米 諸國は ナチ ス •ドィツが 金貨を 所を せざる がた めに •を 業 
上の 發展 性がない と巧必 して ゐ るぅ ちじ、 ドィツは いつの 間 じか‘ 世界 第一の 商 
工業 殷盛 國 とな b 、 又 僅か お窗 年の 間 じ、 殆ど ゼ n じ 近い 狀 態から 一 歷 して 世界 
第一の 大國巧 國をじ 邁進し 得た の だ。 

今日の 經辨相 フンクが •欧洲 新體 制の 完成の 曉 じは、 將來 黄金は 閉め出されて 
|5|^|するでぁらぅと傲語し、 世界の黄金を山の如ぐ積んでゐる米國企業家金融業 
者の ふ擬を 寒から しめて ゐる 巧な の もの も、 かして 架空の 漫言では ない。 


ナチ タ經濟 の 一般を 歌いた な 上、 一應は ナチ ス 文化 方面の 施設を 述べぬ 課 じは 


をん な 時代は、 極めて あい 將來じ 吃 度來る だら ぅ 一 つ . ’ ;r 

峨 ホ-ホ Tr 

の 文化 統制を 化 •コ 。いす 
レ誤钱 を 於れ 每乂 


二 巧、 ナチ ス 
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往 かぬ。 

なぜなら 文化 や 思想に 關 する 方面は、 別 じ 政治、 經濟 とか 離した 部面を なず も 
のでな く、 おい 意 ホの ナ チタが 治 (從 つて 國家 倫理) の 某 調を なす もの だからで 
あえ 

だが ナ チタは な權 をと ると 同時 じ' 一番 早 < 施設と して 着手した のは 文化の 
方面で あつた。 今で こを どこの 國 家で も、^^ 宣 傳じ關 しては^ 國 家の 重大 事と 
してが！ ipj なつて ゐ るから、 別に 珍しい ことでは ない が、 数く とも 文化の 宣 傅、 
啓蒙 •指導、 轟に 關 し、 特に P 家が 內をや 外 華 經濟の 部面と 同等 同格のを 格 
で， 『宣傳 省 J なる 行を 最髙 部を 設けた のは' 世养弘 しと 雖も ナチ ス •ドィツ々 一 
巧 致. 巧で あり' ファッショの ィタリァが 之れ じ ホいだ。 ' 

ナチ ス がな 權を とれば •必ず 宣傳 省が 出 巧る だら ぅとい ふことは、 ヒット ラァ 
の 『わが爭閱」 を讀めば、 誰れにも^^學わ出來る。 ヒットラァ自身、 旣じか墙巧 
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得と 同時 じ •あらゆる 手段を 講じて •ナチ スの ィザ オ n •キ ー を 國民じ 鼓 g する む 
めじ、 巧樣な 施設を 作つ て やらぅ と 始めから 巧定 して ゐ たもので ある。 

案の 巧 ナナスが 起つ たと 共 じ、 ゲッベ^スを 大 おとす る 『文化 啓蒙 巧び 宣傅 巧」 
なる 一巧が できた。 この 街の 內部 機構は、 宣傳 局、 勤 聞 局、 映 蚕 局* 巧 課 局、 文 
巧 局 •ラ デォ局 •音樂 及び 美術 等 じ をれ、 各自を の專 門の 事項 じ 就いて、 ナナス 
思想の 宣傳 及び ナチ ス 思想の お濟じ 努力 じて ゐ る。 をのぅ ち 最も 黄 要な のは 宣傳 
局で あり •をれ は 他の 部門と 緊密；；^ 關 係を もつ て* 內外じ 於け る あらゆる 宣傳事 
業を 統 措し、 附帶 事業と して 展覺會 、表を •勞働 者を 季救濟 、講習 等を 指導して 
ゐ る。 

實俾 巧が 特に 力を入れて ゐ るのは、 新聞の 指導 統制で ある。 在來の ドィツ 新關 
ホは、 傕少の 例外を 除き 龄く とも 大 新聞と 名の 附 くものは、 大體 自由 ホ お 乃至 化 
會ホ義 の 傾向が 著し かつた が、 ナチ ス 新聞が 巧は 全然 これと 異なる 態 巧を 執. り • 


ナチ ス的 文化 創造 事業 じ爛與 せざる 新 ffi の 編輯は* 一切 これを 禁止す る こと^し 
た。 然も をれ は 紙の 不足と か > 1 地方 じは、 一新 節 紙し か 要らない とい ふやぅな 
形式 や體 戴の 問題から ではなく •虞 細を 人的 嬰 索に 搪 いて、 ナチ ス 文化 じ參 加す 
る 編輯を 及び 新聞 人は‘ 飽 をら 之れ を 擁護し、 をの ま 旨に 卽應 せざる ものは 斷然 
これを 解 おせしめ、 若しも 責任者 自 をが をの 人的 條件じ 叶は ざる 時は、 用捨 じく 
之れ じ 旌刊を 命ずる こと/' した。 

卽ち 一九 一一 111 一年 十月 じ お 布され た 「編輯 人 法」 は、 新 閒の編 斬 人を 明かに して‘ 
黃巧囘 避の 途を 防ぎ、 互つ 編輯 記者 じ ユダャ人 及び 自由主義 的 傾向を をす るを 
は、 を然 之れ を 使 巧せ しめざる こと^な つて ゐ る。 をして 近 耍ニュ ー スは 、一巧 
を舉 げて國 家の 管理す る ドィッ 情報 局の 供給す る 巧で ぁる。 

.酱術 も 亦 ナチ ス 統制の 深刻 じ 巧 はれた を 野 だ。 一九 一二 一一 一、 年， 巧府は 先づプ n シ 
ァの 藝術ァ ヵゲ ミ ー じ干涉 して •多くの ユダャ人 及び 自由主義者を 追が したが， 
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をの 中 じは トマス •マン、、. ヤ 1 コブ • 7 ツサ アマン* フランツ •ウユ 处フユ 方' ゲ 

才少グ •カィ ザア 等の 代表的な 非 ドィツ 的 お 術 家 も 含まれて ゐ た。 更に 一九 一一 一六 
年 十】 月‘ 宣傅巧 ゲッベ^スは、 批詳 統制 法なる ものを 發 布し、 な 後は お 術の 批 
を 禁じ 鑑賞を 許す こと、 を 術 まの 匿名 詳論を 嚴禁 する こと、 新 巧 社の 文教 藝術 
記を は宣傳 省の 許可を 受けた るを じ 限る 等の 事項を 規定した。 

然し、 ナ チタの 文化 工作は 指導 統制で ある。 消極的な 統制を なす ばかりで はな 
く、 淸極 的な 指導 卽ち新 文化の 創造 じ 特別な 力を 致して ゐ る。 從 つて 國巧 映盡や 
演劇を を 表して •國民 文 學のあ 達を 計 り、 文筆業を を登錄 制度と して、 を 能なる 
もの 天才 ある もの じ對 しては 職業的 地位の 向上を 計り、 また 健 秀文學 作品の 保護 
巧 刷、 圆書 出版 事業の 助成 擁譲 等、 出來る だけの 世話は して ゐ るので ある。 をの 
上* ^ 邮 がが 斬? る 文化 じ關 おせる 人々 の 身み 職能 闽 階を 作らし め、 映 ま， 音樂、 
演劇 •美術 •新 W 、 著作のを 部門 じ (を々 をれ*'^ の會 謀を 有す) 從 事す る專巧 
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人を 殘らず 加盟せ しめて、 政府の 文化 政策を 横 合から 助けさせて ゐ る。 

是 等の ナチ ブ •ドィツ じ 巧 はれて ゐる諸 工作は、 わが 國新厳 制 じ 甚く 大な 致赞 
運動の 將來 にと b て、 殊にを の豫 をされ てゐ るを 國 文化 會 幾の 具 膛化じ 就いて、 
夕大の 示を を與 ふる 點が ある だら ぅと 思 ふ。 



第 ご一 編 、 ， 

復興ょり 躍進へ 

♦ 

— {ナチ ス 治下の ドイツ} — 
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r まづ 聯盟と 軍縮 會議 の脫 おから 

今迄は ナチ ス •ドイツの 對巧 的な 國 策の 經緯 をを て來 たが、 これからな 下には 
をの 對 外な 巧の 成 巧き を 述べる こと/' しょ， つ。 結局 問 園は を こから 直 おじ、 今日 
欧洲 じ 於て 展開され てゐ る大戰 、卽 ち圣體 主義 國と 民主々 義 固との 血み どろの 爭 
覇戰じ 落ちて 行く ホ 第を 述べる 譯 でぁる。 

前 じ も 巧々 言つ たやぅ じ、 ドイツの 復 輿は コン ピユ ー ニ ュの森 じ 於け る 休戰條 
約當 時の み ふ、 卽ち r ド イクは 戰爭じ まだ 負けて ゐ ない ：… 戰爭 はま だ經驗 しで ゐ 
る』 との 國民必 巧から 出 おして ゐ るので ぁる。 從 つて ドイツの 對外 政策は、 ドイ 
, ツの 最後の 『戰 敗』 を 格 巧した ゲ H ^ ナイ ユ條約 及びを の瞄 制を、 徹底的 じ 排除 
する 所から 出を しなければ ならな かつた。 をれ じは 輕く 恨みを をんで 國內瞄 制を 


、 


ジが 
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巧 本 的 じ 建て直し •新しい 底力を 作つ て わいて' 武力 じがても 經辦力 じ 於ても > 
外 巧 的な 實力 じがても、 また^^ 天地 じ恥ぢ ざる 國膝的 正義 おじ 於ても、 ドィッ 
の 敵を 叩き伏せる だけの 資格を 獲得した 上で、 之れ を實 巧し ょぅと 計 燕した もの 
である。 從 つて ナチ タ がな 權を捏 つて' 稍々 國內の 秩序と 實巧 とを 持つ におつ た 
瞬間から、 愈々 ナチ ス 流の 外交が 始まる ので ある。 をの 出 お 的は 勿論. ゲ -ルサ 
ィユ條 約の 破棄 行爲 からで あつた。 

然し ゲ H ^ サィ ユ條 約の 破棄と* ー トロ じは 言 ふ もの/'' を こまで 到達ず るの 
じは* 中々 一筋繩では 往 かな かつた。 ま づ自 國の國 力に 應 じ、 一步 々々づ^ 巧 詰 
めで 前進した ので ある。 由巧ナ チタの 外交は、 英佛 側では 之れ をな 彈 宣言と 稱 し、 

ひど • 

をの 橫紙破 b なること を 酷く 嫌つ たもの だ。 だが ナチ ス がを の爆彈 宣言を 巧つ た 
舜 巧は‘ 巧して 世人が 言 ふやぅな お 紙 波り ではなく、 をれ じ應 ずる だけの 論理的 
巧 由と、 齡り 違へ ば 何時でも 實 力を 行使し 得べき、 缴の 如き 國民的 決意と が 伴つ 
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てゐ たので ある。 

ナチ ス がな 權 齡が後 •稍々 自信が 化來 たと 見えて •最初に 巧つ たか 巧 的爆禪 
は •圃際 聯盟 及び 軍縮 會議 からの 脫退 でる つた。 一九 一二 ご 一年の 十月 > ナチス •ド 
イツの 代表は、 化 づ閔際 聯盟の 軍縮 會讓に 於て、 

_r ヴユ^ サイ ユ條 約で* ドイツの 軍備を 縮少 させる ことを 規 をした のは、 列國が 
ドイツの 先例 じがつ て、 一般 軍縮を 實巧 する 前 推で あつた 菩 だ。 然るに 列 國は毫 
も 軍縮 じ對 する 巧 面目な 意思を 持つ て 居ら 中、 從 つて ドイツ 國も ホ、 當然 列闽な 
みのを 事 平等 權を耍 求す る權 利が ある …… 」 

との 提案を 巧つ た。 所が 列國 側は、 假令 ドイツの 言 ふこと じ 一理が あるじして 
も、 今迄の 成 巧から 考 へて， 到底を の 要求 じ應 やる 譯じ往 かな かつた。 を こで ド 
イツは 十月 十四日 •斬 然國際 蹄盟と 軍縮 會講 とじ 脫 退の 通吿を なし、 あじ 前 じ も 
述べた をぅ じ 人民投票を 巧つ て •これが おなる ナチ ス 政府の みの 突飛な 要求では 
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なく、 國民圣 强の德 意なる ことを 世界に 吿 示した。 

ドイツの 聯盟 脫 退は、 わが 日本と 同じ 脫 退の 例 じ 煩つ たもので ある。 聯盟は 旣 
じ 日本の 脱退の ために •著しく 鼎の 輕 重を 問 はれて ゐた 場合の こと だから •ドイ 
ブ のこの 擧 じょつ て、 更に 一 暦の 弱 無を 暴露し、 之れ じ對し 何等 積極的な 行動 さ 
へ 執る 元氣 がな かつた ので ある。 

然しながら ドイツは 聯盟を 脫 退して. 軍事 不平等 じ 挑^し： 最初の 試 金 巧 じ 成 
巧したとは言ふ^^の/^* まだ進んでゲ- ^サイユの條約を破棄するもでの機じは 
熟して ゐ；： かつた。 從 つて 最後 じを の 機 會が到 巧す るまで、 先づ國 巧の 改革と 间 
.時 じ •對 外的 じは ナチ スの イザ ォ n ギ ー じ則應 した 大 ドイツ 國の 建設 工作 じ 一切 
の 努力を さ/' げ 、をの 目標の 最初の 行程と して > ホづ (一) オ ー スト リアを 合併す 
る こと、 をれ が 旨く行けば (一 ごポ ー ランドの 姻廊 及び メ I メ^の 復歸じ 巧 力し、 

こ 二) 又 ザ 地方を 人民 投棄 じょつ て、 再び 丫 イツ 領じ 編入した 上で •(四) フク 
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よつ て ナナスは 、自分の 國力じ 省みて •多くの ことを 學び 得た。 

ポ I ランド 問題 じ 就いては、 ドイツが 廻廊 及び ダンチヒの 囘收じ 巧 力し よぅ^ 
巧、むした矢ホ> ポ！ランド側じ先手をだ，たれて* 巧つて一時大譲步をしなければ 
ならぬ こと y ' なつた。 換言すれば 一九 一二 四 年 一月 二十 六日、 ドイツは 巧く 廻廊 問 
題な 下を 不問 じ おして、 ポ ー ランドと 不可侵 條 おを 結ばざる を 得な かつた ので あ 
る。 をの 巧を は兩 國巧府 が、 

「巧を の 關係じ 巧いて は、 化 何なる 問題 じ 巧ら 中 直接協議し 合 ふこと > 'し、 路證 
が 旨く 樓ら なければ 、双方の 合意に より、 仲裁々 判に よ bv ;* 解 巧を 求むべく > ど 
んな 場合に も 武力を 巧 使し ない こと」 

を 約束し 合 ひ、 然もを の 巧 限を 十箇 年と 定めた ので ある。 これは ドイツが こ/' 
暫くは •大 •十 イツ 圍 建設の ための 東方 進出を 巧 念した こと^なるので、 か 論じ イ 
ツ 脚の 大讓ホ だ。 然し この 讓 ホは、. 曾 時の ドイツに とらて •已 むを 巧ざる 巧 置で 
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あつて’ 必ずしも ドイツ 外 巧の 夕 敗と 見る ことは 出來 ない。 何な ならこの 不可 俊 
條約 じよ b て、 大 ドイツ 固 建設に 關 する ドイツの 外交は、 二つの 方面 じ > 巧 つて 
都合よ-^ 進展した からで ある。 

をの 一つは これ じよつ て > ソ聯 からの 脅威' から 免れた こと だ。 當 時の ソ聯 は‘ 
ナナス •ドイツ じと りて 不俱戴 天の 敵で あつた。 をは ナ チタの イデ オ n •キ ー の閒 
題で もを ると 同時に、 ナ チタの 對 外方 針は 束歐 より ソ聯の ウクライナ じ 進出した 
い 意思が あつたた かで ある。 をの 場合 じ 廻廊 及び ダンチヒを ドイツ じ 取 b 上げら 
る y ' 恐怖から， 若しも ポ ー ランドが ソ 蹄と 款を 通ず る やぅな ことがあれば， 獨ソ 
間に 戰爭 がを つた 巧 合、 ドイツと しては 非常な を 巧に 立たねば ならぬ こと^なる。 
を こで この 巧 一 時堀廊 及び ダンチヒ 問題の 鋒を 收 めて， ポ ー ラ、^ ドから 巧を 平和 
を 磯 ひ、 をれ によつ て 東 巧からの ソ聯の 不意 打を 避ける ことが 出 來た① だ。 • 

をの 二は 東方に めいて ポ ー ランドと 仲直りを して、 •後 巧の ふ おを なくして 辑け 


ょ、 ドィツと しては ぎら 努力を オ ー スト リア じ 伸ばし' 同地 方を 合併す る こと も 

比較的を 易 だと 考 へたから である。 • . . 

を こで ポ ー ランド •と 十箇 年間 不可侵 條 約を 結んで 置いて‘ をの ま/' 鋒を 南に 轉 
じオ ー タト リア をん お しょうと したが、 これ もまた 旨く 往 かなわつ た。 寧ろ をれ 
は 非常な 失敗で さへ あつた。 

ヒット ラア はを のな 前 じ、 ォ ー スト リアの 合併 じは、 どうしても ィタリアの 說 J 
解を 必要と する ことを 航鹏じ 感じた ので、 一九 sill 年 六月 じは ゲ ー リ .ング をして ジ 
P 1 マを 訪問 させ、 ミ 四 年 六月 じは ヒット ラア 自身 グょネ チア じ 出て いつて ムッソ 
リ ー 三と 會談を 行つ た。 この 會談の 內容は 不明で あるが、 結果から 見て ムッソ リ 
1 二は •ナ チタが ォ ー スト リア じ 侵 出す る 件 じ 就いては、 まだ パッ キリした 謀 解 
を 巧へ るまで じ 至つ てゐ なかつ たやう である。 

がる じを の 會談 からま だーク 月も經 たねと 月 二十 五日 じ > ォー スト リアの ナナ 


夕は ミ* ン ヘンの ナ チタと 聯烙 をと つて* ウイ I ンに 於いて ク ー ダタ ー を 巧 行し， 
を 巧 ド 作 ブスを 暗 巧して 了つ た。 をれ じ 苗して ムッソ リ ー ニは‘ 直ち じ 一一 一箇 巧函 
を 田 巧 じ 集中 さ廿 ，若しも ドイツが オ ー タト リアの ナ チタを か 巧す るた めじみ を 
巧 かすなら •イタリア も 同 國內じ 侵 出す る 用意が ある 旨を 通吿 した。 を こで ナチ 
夕 •ド イブは •をん な 意 ホで イタリアと 事を 構 ふるの 不利なる を 威 じ、 オ ー スト 
リア 合併を】 時斷 をし、 巧つ てを の 暴動の 首謀者を 巧 巧して、 をの 事件を】 應 
く收 めた ので ある。 

がしながら ムッ ツリ ー ニの 威力に よつ て、 合併から をれ 得た オ ー スト リアは、 
をのを 件 じよつ て 自國が 結局は 巧國 ドイツと 合併し なければ ならぬ 運命に ある 
ことを自ホしなかつた。 困民の夕おは么れをホ望してゐたじ拘らず、 オ1ストリ 
アの 巧を 的を 府が これを 曲 かなわつ たの だ。 ド 方‘ フスの あとに 巧 巧者の 地 化に 巧 
いたを 巧シ * シ > •ユ ッグは、 ド；^ フタの 巧を を 巧ぐ と 言 ふよりも •寧ろ】 巧 巧 善 的 
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な、 む 巧から •ナ チタの 達 頭を おみ、 不必要な 彈 おを 之れ じ 加 ふるな 巧を 續け たも 
の だから、 若-: V ® 近き 蔣來 にがて、 ヒット ラアが ムッソ リ ー ニと 本當じ 手を 挺つ 
た 場合* 才 I スト リアの 運が はもう かるべき のみと なつて ゐ たので ある。 

■ 

111、 ザ I ル 地方の 歸屬戰 

をれ は 兎 も 巧と して， ナチ スのォ ー タト リアを 合併し ようとす る 最初の 試みは 
見事 失敗 じ歸 したと 言へ る。 

ポ ー ランドの 廻廊を 得ん となして > を おの やう じ 不可侵 條 約を 締結 させられ、 
更じ南じ伸びんとして合ミ^問題じ手を燒いたナナタ 'ドィツは‘ がしお後のザ 
1 八復歸 問題 じがいて •始めて 華々 しい 成功を 收め たもので ある。 

をの 當を ドィツは、 對外 問題で 何を やつても 旨く 往 わない ので、 勤內 的な 面目 


も あ b , 巧府 としても 多少 腐つ てゐた 傾きが あるが、 ザ ー ル 問題の 大成功 じよつ 
て、 をの 愁^は やつと 開かれた。 否 をれ じよつ て大に 元氣づ けられ、 をれ から 先 
は 何を やつても* トン < が 子で 成 巧す るの だ。 げにザ ー ルの 成功は、 ナナス 外 
巧 開運の 第ー ホと して‘ 緣起祝 ひを しなければ ならぬ 記念すべき 出來 事で あつた 

參 

と 言へ よぅ。 

ザ の 問題 じ 就いては、 ナ チタの 選舉投 ボ巧說 明を した 時， いくらか 述べて 

> f い b 

焉 いたから •更に 繰返して 絮說 する 必要は あるまい が、 暇 巧と して】 慮の 經緯だ 
けを說明し\;>わくと、 要するにザール地方といふのは、 獨備兩國巧じ跨る面横約 
一一 千 方 巧の 小さな 地域で‘ 良質の 石炭を 產出 する のでを 名な 場所で ある。 前の 大 
戰で ドィツから ア^サ ス • n 1 レンを 割譲せ しめた フランスは* 是非とも この ザ 
1 八 地方 も 一 緖巧自 みのもの じした かつた。 なぜな^ レン 地方は. 錫鍊 おの 
畳 富な 產出 地で あるが •をの 级鑛 石を なて 製 錫 事業を ちすじは > ザ の お 炭が 


V 
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、 


どうしても 必要 だつ たからで ある。 . 

、ゲ - ^ サイ ユ條 約は をれ じ對 し、 ザ 地方を 十 五箇 年間 國際 聯盟の 鹽巧 下に 

置き、 をの 後 人民投票 じょつ て' ドイツな り フタ ンス なり 或は 現狀 維持な b の歸 

觀を きめる ことじした ホ 第は' 前 じ も 述べた 通-*^ だ。 をの 間 じ ドイツの シュ トン 

1 ど マン 外相は、 フランスの ブ リアン 外相と 協調 外交を 行 ひ、 ザ ー ^ 炭を フラン 

夕じ 提供す る 等の 說 解の 下に、 ザ 地域を 獨領 とする やうな、 ある 程度までの 

\ 

誠 解が ついて ゐ たもの^ 化く である。 

然るに ドイツ じ ナチ スが權 が 立つ てな 來 、フク ンス 玫府は 急に 硬化し、. ザ ー ル 
地ち はどうしても ドイツ じは 渡せない、 とい ふやうな 態度を 漸ホ 濃を にして きた。 
この 地方は 元 來お缀 地 城で あるから み 働を が 多く、 從 つて 巧 巧は 大瞄 ドイッ 巧で 
あむとは 言ひ條 、反ナ チタ 的 G 社 會民ま 黨や共 產黨の 巧 力 も 相當じ 巧を 張つ てな 
じ。 を 巾に 巧 民は 力* リックな 徒で‘ ユダヤ人のを 武者 も 澤山染 つて ゐ ると 言 ふ 
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譯 であつ て •一九 一一 一 お 年 一月の 人民投票を 前にして， 俄が ドイツ 合併 反對 論が を 
の 地方に 疫 頭して きた ものである。 

を こで 蹄盟も 事態を 憂盧し •巧* 伊、 スユ ー デン、 ォブン ダの 四 固ょ b 成る 闽 
際 軍 陳を波 遣し、 選を を 監理す る こと^な し •一方 ドイツ 側 も、 ドイツ 反 對お喪 
をを 迫害し ない 公約を 與 へた。 ， 

巧く して 一月 十一 一一 日に > 人民 お 票は 先づ公 やじ 行 はれた ので あるが、 をの 結 巧 
は 前 じ も 述べた 通ら、 ドイツ 側の 豫 巧な 上の 大勝 利を 占 ゆ、 フランス 側は これ ホ 
巧 巧を 裏 巧る ことおし い大慘 敗で あつた。 

この 邁擧の 結果 國巧 蹄盟も 巳むな く、 ザ ー ^ 全部が ドイツの 主椎じ 巧せ る こと 
を 公 まじ 承認した ので ある。 これが グ * ^ サイ ユ條 おの 直後の ことで あつたなら， 
假を ドイツ 側が 投票で 勝つ て ゐても > 何と わか とかの 理窟を つけて、 ザ をフ 
タン スじ歸 巧せ しむるな 或は これを 獨佛兩 固 巧 じ々 割す るな りの 方法を 揉っ 
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たもの だら ぅが^を の 適例は 上 シン ジアの お 巧)、 がし その 時は 嚇盟も わと なしく 
ド イブの 言 ふなら じな つた。 をれ だけ ドイツの 田 力が かを 言 ひ、 又 をれ だけ 蹄盟 
の 力が 巧 落しつ、 あつたな 勢を 物語る もの だ。 - 

巧、 巧 軍備の 煤 興 宣言 . 

ザ の 爭巧戟 に大ホ 巧を 收 めた ドイツは、 をの 油が おつた 勢 じ乘じ •二 箇月. 
なには、 ドイツ 再軍備 宣言を 断 巧した。 を々 グ サイ ユ條約 破 壌の 本格的な 设 
彈外 巧が 始められ たの だ。 

’ 一九 兰五年 一一 一月 十一 曰‘ 陸軍の 巧 軍備 宣言を 手始めと し‘ 十五 日 じは グ ー リン 
グを 相の 名に がて. 空軍の 復活が 宣言せられ 、更に 十六 日 じは ゲッベルスの 名 じ 
於て •陸 巧を】 股に 互る 再軍備が'、 旣に出 巧 上つ た 旨の 說 明が、 ク尹才 を 通じて 
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行は むた。 ベ^リン のをを じは、 いつの 間 じ 完成した わ 知らぬ 六な の 飛行隊が、 
爆音を 立て 飛び 巧うた。 英佛の 新が 記者は 巧くな つて、 航空 おじ ゲ ー リングを 
巧を 訪問した。' . / 

『一跑 ドイッは •この 再軍備を を 表する 前から、 が密に 軍事 飛行機を おして ぁつ 
たんです か？ どこか 巧 外の 森の 中へ でも？」 • ’ 

ゲーリ ングを相は、をの便々たる腹を波打たせながら、破顏 一 笑して答へ る —— 
「冗談 言つ ち や 困る。 みんな 宣言 後に 新しく 作つ たの だ …… 」 

『だつ て 六 百の 飛 巧 機を、 十日 やを こらで 新造す るのは 不可能で せう？」 
r 君達は ドイグ エ業の 運河 制度なる ものを 知らん かね？ 蓮 河を 掘る のじ’ 河の 
水を 引きながら 漸ホじ 掘り 進む なんて、 をん な 馬鹿な ことは せんだら う。 ホ づ水 
と 水との お 地へ' 運河を 掘つ て わいて •さてを々 を 成 まの 時 じは、 兩 端の 櫃を切 
スて 一度 じ ドッと 水を 流し込む だら う。 をれ と 同樣じ ドイッを 軍の お 巧が は •を 
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の 部分品が 國± 計 章し 從 つて •全國 へ 系統的 じを 布し 下 あつたの だ。 一、 二、 一二 
ツ …… とい ふ 辟 間 じを れを怔 立てり や宜 わつ たんだ。 今までの ドイツの 工業 潜 勢 
力が •九分九厘 九 毛 バラく じ 作り上げて わいた ものを、. さァ巧 巧備だ …… とい 
ふ踩間 じ、 をの 殘 りの 一毛で > 組立て たのが るの 戰闘 機の 六な さ。 分つ たかね？」 
「をれ ぢや ドイツの ホ 和 工業の が大な 躍進は： 結局 軍需工業への 乘替 へのた め. だ 
つたんで ず か？」 、 

『かれた こと さ。 これから 將來 の戰爭 は、 擧國 一致の 戰爭 だ。 人間が 女で も 子供 
でも 戰壬 として 立てる やぅに、 ドイツの 物の 生を は* 總て戰 爭じ投 立つ やぅ じ 巧 
員し 得る の だ。 ドイツ じは 平和 工業な どと 言 ふ ものは 無い。. 戰爭の 時に 役に立た 
ぬ ホ 和 工業 なんても のは •わが 圃じ 於て はを の存 せが 許されぬ。 戰 はぬ 時は ホが 
工業 さ。 戰ふ 時は をのま^ 軍需工業 さ！」 、 

巧く して ナチ ス •ドイツは、 r 卽時 義務 兵 巧， 制を な活 す」 と 言 ふ 極く 節 おな 宣言 
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と歡 おかと を あして、 ダ*^ サイ ユ條約 第五 紹の ドイツ 軍備制限の 規定を •巧く 
あつさ b 破棄して てつた。 

をの 按兵 令の 內容 は、 一九 一四 年生れ の 巧 子は、 四月 一日を なて 徴集の 上 兵役 
に 沼 入され‘ 二十 歲 より 二十 五歲じ 至る 男子は 補充兵、 二十 五歲よ bill 十 巧の 巧 
子は 巧 備み役 じ 編入 さるべき ことを 規定した ものである。 をの 結果 ドイツの 平時 
軍 除は 十一 一箇 軍® •一二 十六 箇師 、おを 五十 萬と 爱表 じたが •をれ から 五箇 年の 今 
日では •をの 常備軍 だけで もを の おが 倍加して をり •'ついこの 間まで 僅か 十 萬の 
巧 俯しかなかつた 貧窮な ドイツが、 今日では 世界の 一流 軍備 闽に 躍進した。 

巧樣じ ドイツは 蹄 盛の 脫 退から 僅かに ーヶ年 半の 間に， 夕少の 失敗は あつたと 
しても， 兎も角も ザ のを 同と •再軍備 實施 とじよ つて、 意氣揚 々たる 將 巧が 
約束され た觀が あつたが、 がしを の 間 じは‘ さぅ 言ム ドイツの 傍若無人を 巧 低す 
る 话列强 のが おと、 ドイツの 巧 おじを 放を 威 やる 諸 小が の 恐佈ム とじよ つて、 ド 
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イツ. は 世 巧の おょれ をと なつた。 图お的 じは を然 孤立の 地位 じ 立たされて， 陆分 
酷い 苦汁を 嘗めさせられた。 をれ は ドイツ 外交 じと つては、 い > 'がな であつ たに 
違 ひない が •をの 當 時の ヒット タア もを の 八方塞がりな 聞の 中 じ 立つ て， 巧當じ 
階み を しんだ ものである。 

何ょりも 一番 あてに して ゐた イタリアが 'ド^フス 暗殺事件な 巧 ソツポ を 向い 
て 了つ た。 ソ 蹄は ドイツの 對ポ ー ランド 不可侵 條 のの 締結と、 同 蹄 邦の 提案 じか 
かる バ^卜 諸が 不可侵 條が 提議を、 ドイツが 資 成しな かつた こと^ じ 依つ て 徹底 
的に 反 巧 的と なつて 了つ た。 • 

フ タンタは と 言へ ば‘ これは もぅ ドイツの 左 面の 敵 だ。】 九 一一 一四 年 二 巧' 新た 
じ 佛因外 巧と なつた バ作 トゥ ー は •東 お ロカ^ノ 措 制が ドイツの 反對 じを つて 毁 
れ たのを おおし' 今度は 本當じ ドイツを 包® する 外交 巧を 講じ 始めた。 彼は ホづ 
巧 年 化ち •ゾ聯 を 誘つ て 之れ を 聯盟に 加入せ しめ、 をのを 英 伊を 誘つ て 反 お 煤を 
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結成す る ことじ 巧 力して ゐ たが、 業 半ばに して マ^セイ ユで 非業のを 巧を 遂げた。 
然る じ 彼の 遺業を 厨いで 立つ た ラグア^は、 一一 一 五 年 一月 イタリアと ロ ー マ 親善 協 
約を 結んで、 イタリアに ユチオ ピア 攻略の 默認 おおへ、 更に 巧國と 防を 援助 條約 
を 締結した。 巧くて ドイツが ホ じ 述べた やぅ じち 軍備の 爆彈 宣言を 行 ふや、 ラゲ 
ア 八は 時を 移さず 英 伊を 誘ぅて ストン ー ザ じ會し •東方 n 力^ノを 協講 した 上、 
ォ ー タト リアの 獨立 保障 じ關 し、 條の 違反者の 制裁 方法を 巧讓 した。 

從 つて 英佛の 意を 受けた 聯盟は、 四月 十九 日對 獨經濟 制裁 案を 可 かし •ドイツ 
をして ま圍の 裡ぶ陷 らしめ た。 尤 .もこの 制裁 案は 形式 だけで、 實 施の 方法が なか 
つたので あるが > それよ b も ドイツの 一番 西つ たのは、 フ ラジスが 更に 執 蝴じド 
イツを 難關じ 立たせる ため、 同年 五月 二日、 ソ聯 との 間 じ 相互 援助 條 のを 締結し 
て •東西より ドイツ 巧が の 態勢を と b 、 ちじ ソ聯と チ 王 コス， ロゲ アキ ア間じ も' 
同 樣の條 約が 成立した ので、 ドイツは 文字 通 b 四面を 歌の 霞圍 の 中 じ 沈吟せ ざる 
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を 得 なくなつ た。 ‘ 

£、 ラインの 進駐と ロカルノの 破棄 

をの 菩 巧の 中 じ 鍛錬を 經た ドイツの 外交 も、 をのぅ ち 相當に 上手 じな つて 來た 
ので ある。 敵が 一手を 打てば、 必ず 之れ が 逆手を 返す だけの 索 養が 出來 たこと だ。 

由來 フジ ー ドリ ヒ 大王 や ビスマ^ク 時代は いざ 知ら 中、 をれ な 後の ドイツの 宣 
巧と 外交 術とは、 船が の 標本の 如く 一般から 看做されて ゐ たもので あるが、 ナチ 

N V 

ブが政 權を捏 つてから ご 一四 年を 經 つて 後の ヒット ラ ァの外 巧は •極めて 鮮か であ 
つて、 殆ど 往く巧 可なら ざるな き、 成 巧 振りを 示す やぅ じな つた。 

國際的 苦 巧と 齡邮の 中 じ 立つ た ヒット •ラァ は、 これが が 開の ため 再びを を 屈し、 
五月 二十 一日の 國會じ 於て、 蘇く 巧く 協調 的な 外交 演說を 巧つ た。 世間では をれ 
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が ヒット ブァの 口先 だけのを 和 論 だと 批 詳して ゐ ると、 一九 一二 お 年 六月 十八 日に 
は、 一氣呵 成の 間 じ、 英國 とお 軍 協を お 結んで •英 固じ大 獲な 花を 持たせた 。こ 
の餘 をで ドィツは 對英 S 割 五を の 海軍 力し か 保を する 意 あのない ことを、 英闽じ 
向つ て 公め したので ある。 

.ヒット ブァ .は をれ じょら‘ 欧洲の 反獨武 裝諸國 じ氣拔 けの 威を 與 へ、 彼等 相互 
の 間に 肚の 採り 合 ひや •が視 反目を の 他 どんな 作用が をる かを 暫く 靜視 し、 が 機 
を 巧んで 之れ を 切 崩さぅ と考 へたの だ。 同時に グ* ル サィ ユ條約 破 案じ 最後まで 
不承知の 英國 じ對 し、 一 0 對 一二 •五の 明か じ 英國じ 有利な 海軍 協定を 巧し つけ* 
を 耶無耶 の 間 じ 軍事 條項 破棄の 合を 性を、 巧國じ 認めさせょぅと したので ある。 
をの 化つ た 的 じは 見事 じ 的中した。 

佛 伊は 英困 のこの 態度を 見て 大に狼 巧し •.をの 裏切 的 巧爲を 難詰し 始めた のみ 
か 佛伊自 おの 巧 じ も 巧 隙が 曲來 た。 ち おなる 巧 巧 もこのを 康を 見て 夕少巧 目な 
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いと 感じた もの か' 自 みが 完垄じ ドイツの ホ 方と なつて ゐ るので はない— との 證 
巧を 見せる ためと •佛 伊の 仲を 直させる ためじ、 •ト イツの 積極 巧 動を 巧へ るとの 
口ぞ じよつ て、 東 欺 n 々 ^ ノ條 約の 締結を な 愚し 始めた。 をの 理由と する 所は 『ド 
イツの 現狀 打破 倘 態度は •が 洲列强 の 等しく をすべからざる 所で ある …… 欺洲列 
巧は •お 正なる 現が 維持を 必要と する』 とい ふので ある。 

ヒット ブア はがが 癸んだ。 萬 事が 想ふ證 じ， 嵌つて 來 たの だ。 イタリアが 現狀維 
持こ满 足して ゐ ない ことは、 ヒ ブト ラアの よく かつて ゐる 巧で ある。 『然 り* イタ 
リアを して 王 ナオ ピア 巧 略 じ 向は せる やうに レよう！ さう すれば 西 巧は 明か じ 
現状の お 持と 打破との 二つの 陣營 じみ 裂す る …… 」 

.一 化 一二 あ 年 十月 一一 一日を なて* イタリアは 窓々 H チオ ピア 戰爭 じ乘 出した。 この 
戟爭 じよつて タトン ー ザ 會讓の お 友で あつた イゲ リスは' イタリアの 正面の 敵で 
ある ことが みつた。 同時 じ イタリア じ對 し. 暗が のうちに ユ ナオ ピア 巧 略を 謀が 
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して くれて ゐる フランスが '案外 煮え 切らず、 寧ろ イ车 リタの ホ 方で ある ことが 
明瞭と なつた。 巧く して イタリアは‘ がち 舉閔的 巧 意を なて、 植民地 錐 得 戰じ乘 
おした じ拘ら ホ* 一切の 盟邦から 拾 てられて， 孤立の 地位に 立つ てゐる ことを を 
り 得た。 

『をれ 見た ことか、 言は ぬ事ぢ やない。 現が 打破 國が 現狀 維持 闽と 手を 渔 つて 巧 
動して ゐ たこと が： 始めから 間違つ てゐ る……』 と 計ら じ ヒット ラア は、 イ タリ 
アの H チォ ピア 戰じ對 し、 陰ながら の お 助を 送つ て、 ムッソ リ ー ニの 成 巧を 祈つ 
た。 をの 時 ほど ムッソ リ ー ニが > ヒサ トラ アじ 感謝の ふ 持を 懐いた 時は ない。 が 
くと も ムッソ リ ー •.二と しては' ドイツは 結局 イク リアの 唯一のまで ある。 イタ 
リアが ドイッの ォ ー ブト リア 併合 じ反對 したのは 相が まなかつ た！」 とい ふ氣 
じなら ざるを 得な かつた。 

欺 洲列强 は イタリアの 横紙破りな 巧 動じ 腹を 立て •をの 緊張した 神經を 地中 お 
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の 南方 じ诺 中し 始めた。 化の ホは をが わ 留守で ある。 時分は よしと ヒット クアけ 
一 化 ミ 六 年 一二 月と 日、- 八.^'^-^ ン ドの 進駐と。 ヵル ノ條 のの 破棄と いふ 殆ど 劇的 
に 近い 爆彈 宣言を 斷 巧した ので ある。 

が— 一、‘ 散兵 令 じよつ て 物^し < 機械化 された ナチ スの 若き 武夫たち が’ 巧 砲を 
引 車と ま戰 車の 爆音 物凄く' 堂々 として ライン 河 橋を 西に 渡つ た 瞬間 じ、 ヴ * ル 
チイ ユ條 約の 一切が 墓場の 中に おり 去られた ので ある！ 

■ 

六、 矿獨伊 防共 協ぶ へ .…； 

一九 一一 一六 年と 月を なて 始まる 悲惨 極まる スペインの 巧亂は 歐洲巧 局の コン ス 

タン！ シ S ンを •益々 明 巧；：？ •ものと した。 H チォ ピアみ 略戰を 契機と して 結ばむ 

* ■ 

た 巧を の 因お^ •こが 內亂 じよつ て、 スペイン 國民 革命軍の フランコ 將 おを 共同 
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で 援助す る こと、 なつた。 

スペイン 玫府 軍は •現狀 推 持を 建前と する。 困ち 革 か 軍は •勿論な 共を 主義 的 
な 現が が 破 じ 向つ て 進む。 然る じ 煩 伊が をの 後者を 援助し 始めた のでみ るから’ 

ソ 蹄は 躍を となつ てな 府 軍を 援助し •巧 佛もホ ソ蹄じ 做つ て 巧 巧 軍 じ 物的 人的の 
巧 巧を 巧 ふること y ' なつた。 巧の 如 •くして スペインの 內亂を 契機と して、 歐渊大 
障は 完 をに 現狀 維持と 現が 打破の 兩陣營 じ 分裂した。 

と 言つ て現狀 打破を 國是 とずる ド イブと イ タブ ア とが、 ユ ナオ ピア 戰 、ス ペイ 
ン內 化の 巧 因で* 急が じ 堅い 捏手 をした のでは ない。 おなる 世界 巧 巧 的な 事件を 
キ ブヵヶ として；^ 示威 的に 巧は る^ 急がな 捏 手は、 割合 早く 毁れ やすい もの だ。 
巧を は 二つの 酉 案が、 をの お 巧の 共通した 運命を 見を めて •巧手の 立 巧を ょく 謀 
解し 合 ふ 所 じ、 本 當の捏 手が ぁり 本當の 推携が ぁる。 巧伊兩 酉が 齡巧 照の 間 巧 
じな つたの も、 矢張りを の 正 曾な 巧 巧を 巧んで ゐる〇 
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巧伊兩 固の 接 あを 具 鹿 的 且つ 意識的に した ものは、 一 一一 六 年と 月 十一 日の 獨 巧を 
を 協を であつ た。 これは ムッソ リ I 二 首相の 幹旋に 基いた もので、 獨巧兩 國は巧 
•ちじを の 樹立を 保隨 し、 且つ 經濟的 親き お 係 じ 入らし むる 協定で あつたから •表 
面から 見る と ドイツに とつて、 を 難 迷惑な 束搏の やぅに 見えた が' 實は 中々 さぅ 
でない。 要するに今迄ォースト'^アじ實權を提つてゐたイタリアが‘ 全然同國か 
ら 手を^いて •をの 規權 をを 部 ドイツ じ 譲つ て やつた こと^なる。 をれ がた めじ 
•巧 巧 合併は •却つ て 巧 能と なり、 然も イタリアが 合併 後の 巧 巧の 巧 巧 じあつ て、 
之を 援助す る 形で 控 へて ゐ ると 言 ふ 形 おとなつ たので、 ドイツの 困 際 的が 位は' 
貴 じ 盤が の宣 ホを 加へ た譯 である。 

を こで 始めて 視野の 疲大 された® 明なる ヒット ラアの 眼光は、 ま ホの 呀 巧に 向 
けられた。 を こじは 共を 主義の メッカた る •赤が の モス コウが ある。 この モス 3 
ウの 指令に ょつ て •十 お 年間 ドイツ 民族の 魂は 独 まれた。 おたなる 友 巧の イタ リ 
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ア 民族 も ホ、 をのを 毒 思想 じ 反撥 瓜を 起して， フ アツ シズ ムを 樹立した。 然るを 
の 共を 主義者は 『ヤヌスの 面』 の 如く 》 コン ミン テ ルンと ソ聯 外交なる 表 棄二元 
の 面を 持ち* 政治 思想 戰と 武力 戰 との 使 ひみけ をして、 或は ドィツの 柬驅 背後を 
威嚇し、 或は 自らの 敵た る 自由主義 國 及び 聯盟と 結んで、 世界の 外巧界 から ドィ 
ツを 放逐 せんとし‘ 或はを の 魔手を 遠く スペィンの 內亂 じまで 延ばして' 人民 戰 
谅 思想の 普及 じ 力め’ 世界の 民族的を 醇 じを 生 せんとす る國 まの 扼殺を 謀つ てゐ り 


斯 くして 一 化 一一 一六 年 九月、 ニュ^ン ベ^グの ナチ ス黨 大會 じがて、 ヒット ラァは 
を 世界に 向つ て、 平時の 國瞭關 係では 殆ど 見られな いやぅな 痛烈な 惡 駡を據 て* 
ソ蹄攻 がの 大演說 を おて した。 ソ 蹄は 新しく 立つ た 民族を 醒 の諸國 ょり 成る 十字 
軍を なて 粉 巧され もる ベから 中、 とい ふの が 彼の ま 旨 だ。 がら ば この ソ聯 を輯碎 
4*^ る じを りる 威力 —— 卽ち武 裝力じ 於ても、 精神力 じ 於ても •共 じ傻 巧なる 實力 



を 持つ た圃 家は どこに ゐ るか？ ドイツは 自らを つで あらぅ。 而 して これに 

が 慮して ホち 得る 國は …… 極東の 島帝國 日本 あるの み！ 然ら 、ソ 蹄は 世が 一 一大 
雄國 たる ドイツと 日本との 東西 狹が にょ b > 化 水洋の 極 化へ 追 故して 了は なけれ 
ばなら ぬ！ - - 

巧く の 如くして 巧來 上つ たもの が、 一 化 一一 一六 年 十一月 二十 五日に 成立した 日獨 
趴知斯^5^なのである。 この協定は約一簡年の後， イタリァを加へて、 日獨伊巧共 
斯 もの 形 まとな つた。 勿論 これは まだ， 軍事協定 的な 性質を 持つ たもので はだく， 
滿然 たる コン ミン テ^ン 排 がの 國巧 倫理的 文化的な 取 極めで あ り、 然もを の 後を 
れが 本當の 一一 一圃 同盟の 形式を 執る に 至る までは、 一二 菌年 半の 迂 週と 難航と を销け 
たもので あるが* 然しが くと もこの 防共 協ち じょつ て. ドイツの 西歐 じがけ るな 
巧戰 は、 一 谣世 巧な 策の 舞專 面に 上り， 同時 じ單じ 『極東を 護る」 無 じ 翔 是の基 
調を 堅持して ゐた わが 日本 帝國も ホ， 現狀 打破の】 面を 通して、 お 界巧巧 じ 魂の 
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使 かを 巧ず る こと/' なつた ので ある。 

- 

セ、 ベルリン = 口 I マ 樞軸 

日巧防共協定じ、イ タリアが參加するまでの間じは> 夕少の波嫩が化?^あつた0 
何しろ 日 お 防共 協定は、 文化 協を であるとは 言ひ條 、ソ嚇 じと つては 餘 りじ も 
相手が 惡 い。 交 化 協を でる るな どと ジッリ* と 締め付けられ/' ば 締め付けられ 
る 程巧氣 ホが 惡く > をの 東西からの 二大强 國の狹 巧を 避ける た ゆには， 益々 英佛じ 

巧存 せざる を 得 なくなつ た 0 何より イタリアを •ドイツ 側から 引離す じ 限る 

さぅ 言ふ關 係で 一九 一二と 年の 冒頭 じがて •ソ聯 大使 マイ スキ ー の 耳打ち じよつ 
て 館いた 美國は •片手 じ黃 金の 音を ダ チヤが かせながら、 がを 低ぅ して イタリア 
と •地中海 現狀 維持の 協定を 取 極めてし まつた。 イタリアは をれ じよつ て ドイッ 


ク タタ 


を 巧れ. 或は イ ギブスと 接 あする のでは ないか •とさへ 思 はれた ので ある。 をれ. 
は イタリアが スペイン 革 か 軍を 助けて 意の 如くなら 中‘ 一方 軍備 巧 張と ユチ オヒ 
ア戰の 傷 巧と で •財 巧 的に も不化 意と なつて ゐた爲 め、 暫時の 息つ きを 必要と し 
に 結果で あらぅ。 

をの 邊の 消息を 察した ヒ ブト ブア は' 誰れ じも賴 まれ もしない のじ、 義勇軍と 
おする 正規兵の 夕 かを スペイン じを b 、 又 袖 珍戰巧 越を 地中海に 游す せしめて • 
スペイン 革命軍 じ 浸 加せ る イタリア ぞを 鼓舞 勇躍せ しめ、 同時に ソ 蹄の スペイン 
巧府 軍に 對 する、 軍需 輸送船を 威嚇ず る 態度を 示した。 然も 五月 一一 一日 じは > 外が 
ノ イラ I 卜を ムッソ リ ー ニの 許 じ 送ら 

r 今 イタリアが 中を S % で 疲れて はいけ ない …… イタリアの 運命は ドイッの 運命 
である …… 今後 巧 伊は 不 干が 委員 會じ めて 協同の 動作を とり、 巧手 じ述吿 しない 
# がか. だはみ してやらぬ こと …… われ 等の 共同の 敵は、 ソ 蹄と 英 固と フランスと 
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て ある.，…. われ 等は 車の 兩输を 結ぶ 樞 軸の 如き 蹄 絡を 持つ 必 喪が あこ だら う！」 
と說 かしめ て‘ 遂に ムッソ リ ー ニの 威 激的寶 成を 得 ••なじべ 八 リンり nl マ 福. 
軸なる 化が 巧局內 じ銭錶 が出來 上つ た。 をれ が】 モ の日獨 防共 協定と 一脈の 關巧 
をな て •兩 々相對 しつ/'‘ 世 おじ 於け る 現が 打破 闽を 群を、 總括的 じ 吸引す る マ 
グネ 'ット の 役割を 果す こと/' なつた。 - 

スペィン 巧亂を 契機と する ベルリンり n I マの 枢軸と •日獨 防共 協定との 威力 
は 全 歷ま義 (現狀 打破 ま義) 國 家を 敵視す る 巧 まま 義 (現 狀 維持 主義) 國 をのを 並み 
を 酷 < 化した。 彼等の 間 じは、 相互 じ 相互の 肚の 中を 探る やうな 利己が な 自分を 一 
擁護す る 算段と、 自 をはなる ベく 勞せ 中して、 他の 友邦 じ 火中の 栗を 拾は せぬ や 
うな 寅 任 巧 嫁と にの み 汲々 として ゐる 。ベ^リン Hn 1 マの 樞 がが 出 巧て U 巧‘ 
么れじおおするためじ、 ロンドンリパジ框が、 パリリモスコゥ樞軸など/^呼ぶ新 
巧が 0 報道を 腺は せる やうな 關係 0 下 じ、 巧を ま 0 往 巧と 文語の 交 巧とは 緻 II じ. 
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行 はれた が、 彼等の 間 じは- ツ キリした 共同の 目標と 言 ふ ものが なわつ た。 又 こ 
れじ携 はつたち 佛の 諸な 治を の 如き も、 一方 巧の 乘 つた ヒッ .トラ アや ムッソ リ ー 
ユ 、其 他 ナチ スや ファ ッシ 3 の 諸 外交官た ちじ 較べる と、 まるで 見み b がして、 第 
一一 一流な 下の 人物の やぅな 氣 がした。 相手 じ 虛を巧 われる と 腰を がかず か、 無爲に 
して 沈默 をず るかの 孰れ かで あり、 銷绒の 意思を なつて 巧然 たる 態度を 執り 得る 
やぅな 人物が、 情ない かな 一人 も 居な かつた。 をれ は 前の 欧洲 大戰じ 勝つ た 所謂 
一、 聯合 國』 側の プヵ ダンを 示すな 外の 何物で もない。 - 

八、 チ •コス ロゲ ァキブ の 死 

敵の 虛を衝 くことの 妙 巧を 感得した ヒット ラア は、 一九 一一 一八 年 一二 月 十一 日、 
意じォ ー スト リア 巧 府じ對 し 最後の 通牒を あして 巧 巧のを 併を 要 ホし、 シュシ 


不 
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ュ ヴ グ巧首相が之れを活据するや否や> 大軍を發して怒窝の如くゥィ t ン じ進駐 

いや わ J > . 

せしめた。 シュ シュー ー ツグが 巧は 否 慮な しじ 潰れて 了つ た。 すると 四月 十日 じは 入 
民 お 票を 行つ て、 合併が 人民の お 倒 的な 意思で ある ことを 中 かじ 育 言した。 それ 
で ドイツ 民族 統合の ち ホは 踏み出され たので ある。 

诏巧 合併は 大 ドイツ 國實 現の 重要なる 部を であ b •ナチ ス巧權 巧 得な 前からの， 
兩國の 切 貪な 巧 望で もみつ たの だ。 否ォ ー スト リアは ドイツ 民族の 西 固で あり、 
閒 時じヒ •ヴ ，トラ ア 巧が のな 國 でも ある。 從 つて これを ドイツ 函 わらみ 巧 巧 立 させ 
て わく だけの お 史的 理由と •ダ*^ ナイ ユ條 約の 保 摩と がな-- なつた 巧 巧 じ 於て 
は、 到底 阻止す を ことの 出來 ない 巧 勢で あつた ことを 理解し なければ な. ら ぬ。 

ォ ー タト リアの 併合は， 當然 チ* コス n ゲア キアと いふ 無理に 捏ち 上げられた 
ヴ * ^ ナイ ユ條 約の 人造 固 家の 崩 壌を、 巧 おしない 譯じ往 かね。 

をれ はち じ 巧 巧 合併に ょりて‘ チ* コ 自抵が ドイツち 巧から 環 狀に包 巧され る 
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を樣 となつ たので、 みのを 在が 不便 且つ 無意 ホに なつた と 言 ふ ばかりで はない。 
寧ろ 读極的 じ ドイツ 側の 生死の 問題と して， をの 存 をが 一日 も 許されね こと^な 
つたの だ。 なぜならば 地理 的に をの 頭を ドイッの、 むが 部に 突 込んだ チ* 口の 地は 
は •をの 同盟 國 たる ソ嚇 のを 軍の 某 地と なり、 又 聯合 闽の ドイツ 侵入に とりて* 
.一番 都合ょ き 場 巧じ运 じて 巧た からで ある。 然もを の國內 じは' 純然む る ドイッ 
民族た るズデ ー ブン 人が、 圃瞭 ユダヤ 化した チュ コス n ゲァ キアの 人民 戰線 的を 
.府 から、 酷く 虐待を 受け 始めた ので ある。 

を こで ヒット ラア は、 ズ •テ ー テン 人た る ヘンライン じょつ て 巧 表さる、 ナ チタ 
黨員じ 指令を おし‘ ズデ ー ブン 地方の ドイツ 國 への 合併を 謀らし め， 之れ に 反抗 
せんとす る チ’ - n 巧 巧の 巧 ホを 制して、 一九 ご 一八 年 九月* ズデ ー テンを 部の 地域 
の 割譲を 要求した。 

をれ はオ ー タト リアの 併合な 巧、 まだ 助 もない ことで あつた ホけ に •巧佛 側と 
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/ しても 實じ 呆氣じ とられた ので ある。 時は 恰も 英佛雙 方の 間に 意思の 疏 通が 不充 
々であり、 然も フランス 自身は 人民 戰線 問題を 中 ふとして > 國內で 盛ん じ 相汹が 
巧 はれて ゐた 場を であるから* ヒット ラアは 巧みに をの 機 會を捉 へた もの^ 如く 
である。 

を こで 英輕 首相 チュン バレンは 、兎も角もと ッ トラ アの 「餘 りじ も 積極 巧 動」 
を 遠慮させる がた め、 二 同じ 瓦つ て驻身 ドイツ じ やつて 來 たが、 ヒット ラ アの決 
意を 動かす ことの 不可能な るを 覺 つた。 第二 罔ち じ ドイツの ゴ ー デ タブ^ グ にめ 
て* ヒット ラア總 統と會 見した 時は、 英獨の 意見が 正面から 衝突して •大歷 平 巧 
がか 裂す るかの 化き 狀 巧を 示した。 を、 こで ムッソ リ ー ニ 伊 首相が をの 間 じは ひつ 
て •調停 的 役割を 引受け、 をの 結果 同年 九月に、 英 (チュン バレン) 佛 (ダラ デ 
イエ) > か (ムツ ソリ ー ニ)® (ヒット ラア) の 四首腦 者は ミュンヘン じ會 合し、 歐 
洲の暫をや和方式を協議した。 巧くしてズザ1_*'^ン地方は正式じドイツの主推內 
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じ 編入 さる y * ことが 確認され、 チ* コス ログ ァ キアは をの 領主が 削られた ま/', 
犧牲 となつ て泣寢 入りの 形 じな 置され ざるを 得 なくなつ た。 

然し チ H コス。 ゲァ ネアと しても、 ズデ ー ブンを ドイツに 引渡した な 上‘ もう 
當 みは ナチ ス •ドイツの 『積極的 進出』 がない ものと 信じて ゐた であらう。 なぜ 
なら ミュンヘン 會議 の巧議 は、 英佛が ドイツ じ對し 許容し 得る 最後の 限界を 示し 
たもので ある。 だから 一般 じは、 若し ドイツが をの 限界を 超えて， チュ n 自身 じ 
手入れを する やうな ことがあれば* 英 國が獻 つて ゐな いのみ か、 今度は 軍事 间盟 
の 巧手 方た る ソ聯と フランス とが' 東西から ドイツを 狹 おして くれる だら うと、 
極く 浅薄に 考 へて ゐ た。 從 つて ズデ ー テンを ドイツに 引渡した 後の チ - n じは • 
到る 所 じ 反 ナチ ス 的の 空 氣が漲 b 渡つた。 . 

、だが ヒット ラ アは旣 に ミュンヘン 會 謀の 空氣 わら 推して， 聯合 闽 側の ホ 調が 全 
が 揃つ てゐ ない こと、 チ* ン バレンの 銳撫な 巧の 背後 じは、 實 力を なて ドイツに 
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當 らうと いふみ、 むの ついて ゐな いこと、 又 ドイツの 側 じは ムブ ツリ ー ニと いふ 有 
力な 巧 巧者の 居る ことを 確信して ゐ たもの だから、 辛うじて 生き 殘 つた チ* コタ 
り ゲア キアの 思 ひ 上つ た 反 ナチ ス的 態度を、 をのま^ ぶ 度して をて ゐる 答が なか 
った。 . 

ミュンヘン 會談 がが つて 約 半歲の 後、 ヒット ラ ア巧統 は •チ* コタ n グアキ ア 
共和 圃 巧に 自治を 許された 夕 C ダア キアの 中に、 ナチ ス的 傾向 あるを 黨を 結成せ 
しめ、 をの 势 力を もけ てス C グアキ アをお 立させる 計略を たてた。 をの 情 巧を 見 
てと つた チ* I コタ n ゲア キアの 大統領、 ィ ー パ も、 遂に 萬 事は 休す と 見て取つ た。 

ス ロゲ アキ アじ ナチ ス化 され、 然も をれ が ドイツの 御用を 勤める やう じな つては、 
チ H n だけ 孤立して やつて 行われる 答がない。 然も 周 国の おをから 判斷 する じ、 
英 、佛 •ソ嚇 の 何れも、 一巧の 資 任を とつて、 チ 王 •コ のた めじ ドイツを 巧へ 付け 
ょうとの '冒 おを 巧て しさう じ も 見えない ので ある。 
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斯 くして パ ー パ 大統領は、 一一 一月 十 お 日 ヒット ラアお 統と會 をし' チ t コタ。 グ 
ア キア 共和 國 一 切の あ 置を、 ヒット クア 德統じ 委せた。 を こで 同日 ドイツ 軍は’ 

チ* n の領 內へ喊 巧を 擧げて 進は し •其の 結果 ボヘミア、 モラ ゲイ アは ドイツの 
保護 州と なり、 ス n グアキ アは 自治を 許された 保護 國、^ テ ニアは- ン ダリ ー 領 
と 言 ふ 工合に •一瞬の 巧 じ 之れ をみ 割し 整理して 了つ た。 要する じ ゲユ^ ナイ ユ 
條 約の 副を 物と して •聯合 固 じょつ て ドイツ 民族を 巧 阻止の ためじ 創立され た チ 
* コス。 グアキ ア 共和 固は > 一 一十一 歲 齢を まだ 畢ら ぬぅ ちに、 地上から 冷た ぶ 
く 死滅した ので ある。 

■ 

九、 •獨蘇 不可侵 條 約. 

ヒットタアは息をもつかなかつた〇 オ—ストリアわらズデーテンに ステ） ブ 



ン かい チ* n じとまで 進んで' 恢復すべき 殘る 失地は •たく リトアニアに 併合 さ 
れて ゐるメ ー メル 地方と、 ポ ー ランド 領 となつ •てゐ る ダンチヒ (形式 上は 揭 立地 
域) 及び 廻廊 地帶 とで ある。 一 

チユコ を體の 無血 併合が 完成した 後 •まだ 一遇 間も經 たない ぅちに、 ドイツ 政 
府ょ 『メ ー メ^ 地方の ド イプ 人が、 同地 方の ドイツ 本 固への 復歸 を、 自發的 じを 
望して 來てゐ るから* これは 棄 て/' 置けない」 とい ふを 表を したと 同時に •これ 
义メ ー メルの 主權國 たる 弱小の リトアニア 共和 國な どじは 四の 五の 言は せ や、 を 
のま/' 大 ドイツ 國の 圈內へ 編入して しまつた。 、 

をして 一方 ドイツ 玫府は 又、 大 ドイツ 國の ヒンタ アラン ドを 確保す るた め、 作 
1 マニアと 有利な 經濟 協定を 締結し、 軍事上の 特锥を お得して わいた 上、 今度は 
ポ ー ラ^ドに 向き 直つ て、 先づ ダンチヒの 返' 還と、 をれ から 東プ n シアの 離れ 地 
と ドイツ 本 固と を 結ぶ 续 道の 建設が とを 耍 求した ので ある。 、 
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それまで 英佛 側は 殆ど 呆然^ がした たく 口を 開いて 見て ゐる ばか b であ 
つた。 をれ じ對 して 實 力を 巧 使し ょぅ！-^ も、 をん な 隙 もなければ 考 へる 餘裕 もな 
いの だ。 がしを の 火の すが 今や ポ ー ランド じまで 舉 つてく ると、 さす々 の チ* ン 
パン ンも齡 こ据完 兼ねた と 見えて、 漸く ドィッの 歐洲制 おを 阻止す るた め 本を 
になつ て 對獨包 圍库を 結成す るか 意の 瞬を 固めた。 

卽も英 佛兩國 は、 卽時ポ ー ランドと 相互 援助の 軍事同盟を 結び、 遠く ゲリ シア 
少 1 マニア じ對 する 巧 立の 保睹を 確約し、 をに 卜火コ と、 これ ホ 相互 援助の 蘇 解 
を をげ、 最後 じソ 蹄に 對 し、 反 獨 軍事同盟 獻 締結を 交涉し 始めた。 

こた 蓋す るた &獨伊 S は、 一九 一二 霉 五月 じ、 本格的 襄 守軍 壽盟を 
締結し* また 更に 日 巧伊樞 軸の 强 化を 計つ て、 英佛ソ の 共同 戰線 結成を 阻止ず る 
工作を 續 けたので ある。 をの 間 英ソの 對獨巧 巧じ納 する 巧 涉はあ 箇月 じ わたつ 
て も. 中々 意見が 一を しな かつた。 英 固は ソ 蹄が 共を おの 敵なる ファ ッシ 3 の 巧 
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を 群を 敵と して 戰 つて くれるなら 、資材で も 兵器で も 金で も、 舉げて ソ聯を 授か 
しょうと 0 申出で あつたのに 對 し、 ソ 蹄は 英佛 のために 對獨戰 爭じ捲 込まれる ょ 
り も、 寧ろ ドイツの 巧 じ 向 ふ 鋒 先を 西 じ 向けさせて、 英佛と 直接 じ 戰爭を させた 
力が、 をの 巧を だと 考 へたから である。 、 
なぜかと 言 ふと 英佛ブ が、 巧 伊と 戰爭を 始めたなら、 一番 犧牲が 多くて 手痛き 
目 じ 逢は される のは ソ聯 である。 戰爭が 始まる と共に、 英國は 海軍を なて お 上 お 
鎖を 巧 行し、 ドイツを を辑 攻め じする だら うから、 ドイツは 化物な ひじな つて • 
東の 方 ソ聯の 中へ 殺到して くる だら う。 卽ち 西部 戰線じ 於け る フランス 陸軍は イ 
タリア じ 任せ 置き' 又 フランスの ドイツ 國內 への 侵入は、. 之を 新しく 築 構した ジ 
1グ フ リ ード 線で巧き化め得るだらうわら ドイ ツ軍は西の方 へ 僅わの守備を置 
いたま y '、 一切の お 巧を 集中して. ウクライナ 穀倉 地のを 略を 巧 行ず る じを なな 
い。 きうす ると 歐洲大 戰の血 おい 戰 化の 巷は、 ソ聯 領主 內に展 巧され る ことにな 
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る。 が 之、 東の 方から、 日本が 侵 出して 來る やうな ことがあ つたら‘ ソ聯 は- 
溜り もな く 資本 ま義 侵略 戰の 血祭りに 上げら る^こ と^なる …… 

さう 言 ふ 見 巧から クン •一^ リン じ 於け る スタ ー リンは 一方 英佛 側と 同盟 締結の 
巧 巧を 續 けながら 》 からぬ 顔で ソツと 左手を さし 伸べ て、 今を 不巧戴 天の 敵で あ 
つた 菩のナ チタ •ドイツに ウインクした。 をの 時は もう ヒット ラ ア總統 と 雖も絕 
盧据 命の 瞬間で ある。 若しもを の ウインクを 拒 おすれば* ソ 蹄は をのま^ 英佛と 
硫 合し、 ち 西から ドイツを 挟 巧す るで あらう。 をの 情勢は 全然 前の 歐洲 大戰を 
癸 おさせる ものが ある。 若しも をれ でも 構は ず 交 戰狀態 じ 入れば、 自分の ホ 方 じ 
は イタリアが ゐる かも 知れぬ。 然し イタリアが ドイツの ホ 方と なつて くれる のは 
有難、- が、 イタリアは 資源の 貧弱な 固を で > 國 巧 じは 工業 巧が も お 油 も 何】 つ 持 
つ ’てゐ ない。 さう 言ふ狀 態で イタリアが 疹戰 すれば •をの 戰 線の 娘大 じょ h '、 ド 
イプは 巧つ て餘 計な 兵力と 資材と を 割いて •イタリアを 助けなければ ならね であ 
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らう。 日本は どうして くれる か？ 日本は 支那 事變じ 深入りして 身動き もなら ぬ 
ことじな つて ゐ るし、 從 つてを の ホ 沼內閣 は、 ドイッと 軍事同盟を 締結す る こと 
じ關 し、 よ 十 何 同の 閣議 ばから 開きながら •あに ま 就を 巧し 兼ねて ゐるホ 第で > 

之れ こを 本當 じあ てじならぬ 

と考へ あぐんだ 結果の ドイッ 巧府 は， ょし ッ 、愈々 英佛を 敵 じ 廻しての 戰爭だ 一 
をれ じは 背 じ 腹は 替 へられね ：… ソ聯の 穀物と 石油との 確保 じょつ て •罷 b 違へ づ 
ば パリを 屠り、 n ン ドンを が爐 じしょう > と 最後の 肚を きめてし まつた。 ‘ 

をの 結果が 一九 一一 一九 年 八月 二十 二 一日の 獨ソ 不可侵 略條 約と なつて 現 はれた。 

これ じ 依つ て 世界を 局の 均衡は グラ くと 傾いた。 今度は イタリアが 呆氣 じと 
られ たの だ。 勿論 モス コゥ じ 於け る 英佛ソ 軍事同盟の 交涉 など、 をの 一瞬 時じフ 
ヴ がんでし^ つた。 傍杖を を つたわが や 沼 內閣も 『これは 複雜 怪奇の 至り …… 」 

と、 腕 拱いて 考へ をみながら •崩壊して しまつた ので ある。 


然し これは 複雜 でも 怪奇で もない。 情 おはた く 極めてち 规で 明瞭な、 一本の 筋 
おへ 突進んだ の だ。 曰く、 戰爭！ - 

_0 ポーランド磯滅戰 

•をの 時獨 波兩國 間の 關 係は、 極端に 惡 化して ゐ たので ある。 

前 じ も 述べた 通り、 ドイツは メ ー メ^ 地方を 併合した と 同時に •矢 俄 早 やじ ポ 
1 ランドに 對し 、ダンチヒの 返還 及び 廻廊 內へ餓 道を 布設 する 權 利を 嬰 求した の 
であるが、 ポ ー ランドは 斷然 之れ を 拒 おした。 をれ はイ •キリスが ポ ー ランド じ對 
し •若しも ドイツが 要求 貫徹の ため 武力を 巧 使す る やぅな ことがあれば、 英闡は 
巧が ドイツ おおの 戰爭を 宣言し' ポ ー ランドを 授けて やる、 との 約束 じな つて ゐ 
たもの だから* ポ ー ランドの 鼻先 も豫 想な 上に 荒 かつた 詔 だ。 
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を こで おー ランドと ドイツとの、 武力 的 巧 突は 不可避と なつた。 所謂 ヒット ブ 
ア德統 の 無血 外交 もが ー ブンドまでの 成功で あり、 をれ な 上は 孫子 じ 所謂 「善の 
善なる も 0」 0 方針が、 適用され なくなつ たの だ。 を こで ドイツ じ とりては '獨 
波 不可侵 條約 におく 武力 同 避の 約束な ど、 ドイツの r 生死の 翻 ひ』 の 前 じ、 もぅ 
ご 一文の 價値 もない。 なぜなら ポ ー ランドが ドイツの 要求を 一戲 したの じ 怖れを な 
し > を のま/' 化默 して T ふ 場合は、 ドイツを して 英佛 と抗爭 せし むる ためじ、 丫 
バツ の後循 となつ た 善の ソ聯 を夕望 させ' 今度は 本當の 對獨包 園陳が •大 凌な 勢 
ひを なて 再び 結成され るで あらぅ。 今のところでは チュン バレンは •まだ 表面 じ 
强 いこと を 言つ てゐ るが、、 むの 中では なほ 依が として、 巧來る だけの 戰爭囘 避 巧 
を考 へて ゐ る。 をして 今と いふ 今の 瞬間なら > また 英佛 兩國の 再軍備 檐制 も、 ド 
イツ じ 較べて を かに 未完成 狀態 である。 從 つて ドイツが ポ I ランド じ 進が したの 
を 巧 由で •假 令英佛 がいや < ながらを ち 上つ たと した 所で、 すぐ ドイツの 背後 



じ 決定 戰 をを 想す る やうな 大戰爭 は 起り 得まい。 をれ に ドイツの カイ テ火將 軍に 
よつ て 計 まされて ゐる電 巧作戰 をな て すれば、 ポ ー ランドが いくら 威張つ て 見た 
ところで •一箇月 も すれば を 面 的な 续滅狀 態となる にき まつて ゐ る。 だから 戰ふ 
なら •時は 今 だ 

所が 他の 一 方ポ ー ランドの 方は* さ‘ うはち へて ゐ なかつ た。 假令 ドイツが いく 
ら 豪い ことを 言 つても、 英國 じより 化餓 封鎖を 斷行 をれ る 場合、 ドイツは 一 溜 b 
もな く參 つて 了 ふだら う。 ポ ー ランドと しては をのる の 消息を* ドイツの お 方の 
勝手口の 裏から* 常じ觀 察して ゐ るので •他の 國 よりも 一番よ く 知つ てゐ る。 だ 
から •ホ ー ランドの 武力が 假 りじ 不充分で あると しても、 半年 間な 上 ドイツ 軍の 進 
おを を 止めて ゐ さへ ずれば、 英佛は 化 度 ドイツの む臟 部た る ライン ランドを 占領 
し' 化 海の 海挥 を：^ 借して くれる だら う。 をの 機 じ 乘じポ ー ランドが な 後の 反撃 
を 加 ふる 限 b 、 おおは 技 じ逆轉 し、 寧ろ 今度は こつち から •ヘルリン 進が じ 按ずる 
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ことが 出來る だら う。 をの 場合 ナチ ス •ドィツは 全面的の 崩壊 だ。 をして 新しい 
ヴ 。ルナ ィユ條 約が が來 て、 まプ 。シアと ブラン ザン ブ^クのを 部が、 大水 1 ラ 
ンド 固の 版圖の 中へ 轉が つてく る …… . 
『だつ て 英佛は 本當じ 救け て くれる でせ うか？ チ H n ス n ゲア キアの 場合。 ど 
は •询じ 不吉な 例ぢ やないで すか？』 —— 不 をな 顔を した ある ポ I セン ボの 一新 
巧 記を がさう 訊いて みた。 

「冗 該ぢ やない。 チユ n とポ ー ランドとは 事態が 異么 。チ' I n を 救け ょうと 公約 
して ゐ たのは フランスと ソ聯 とだつ た。 孰れ もま さかの 場合 じは‘ 本當 じドィ 
ツと戰 ふだけ の 意思が なかつ たもの だから •- あの 通りの 見殺し じな つたの さ。 然 
しわが 國じ對 しては、 ィ •キリスが 保障して ゐ る。 滅多な ことじは 物 じ 動ぜ ホ > 义 
今迄は 戰爭囘 避 じ 汲々 として ゐた ナ-ン バレンが、 今度は 本腹を 据 るて ドィツを 
巧 燃す るの だ！」 —— と 渗謀結 長の^ ツブ •スミ グリ 元帥な 悠揚と して 答へ た。 
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だが 九月 一日 じな つて' 最後 通碟の 期限が 切れ、 ドィツの 機械化 大 部隊と* 天 
を巧ム 銀翼の 空軍とは、 巧 重なつ てプ n シア 及び シレジアの 國 境を 巧 じ 越えた。 
すると ドィツ 側の 豫 想は 測を 器で 計つ たやう に 的中し、 ポ ー ランド 側の 豫 想は 淡 
き 夢の 如く 頼 b ない もので あつた。 

アツと 言 ふ 間 じ、 全ポ I ランドの 統空 基地が 叩き 毁 された。 を戰 線の 聯絡は 旬 
日を 巧で ざる じ、 完 をじ斷 おさせられた 。クロ トツ シンの 役 —— グラウデンツの 
役 —— ォ スト n レン々 の 役。 孰れ もポ ー ランド 側の 惨めな 敗戟 だ。 ナチ スの 若者 

たちは 鉤十字の 鐵 兜の 顯 紐を •キツ と 締めて、 ま 機 砲の 火を 吐く 戰 をの •物凑 いお 

♦ 

鐵の波を漲らせ^:^わら‘ ，息をもつかや殺到してくる。 ポーラ ンドの主軍は忽ちク 
1 トノの 曠野 じ 於て. 嘗て 帝政 ロシア 軍れ タン ネン ベ^グ じ慶 殺された ょりら’ 
もつ と 物凄い 『蝶 旋狀大 包 圃陣』 の 渦卷の 中へ 吸 ひ 寄せられ、 お 然として 開いた 
口が 閉 がらぬ うちに、 みじめ じ も 捕虜と なつて 了つ た。 もうさう なるとを 巧も參 





謀 本部 も •首府 ヮ作 シャフを 巧つ て 置いて* 巧ポ ー ランドの 沼澤 地方 か、 をれ と 
も ソ聯の 國巧內 へ 通げ 达む ょら 外じ途 はなくな つた。 

すると ドィッ 軍が 餘 b じ も 急 おに 東 侵して くるのを 氣に 病んだ ソ聯 の、 ボ n ブ 
ク 巧び ミンスクの 機械化 軍隊は •誰れ じ お 巧 もしないで， ポ ー ランドの 巧 驢一帶 
へ巧乂し’ 勝手じその邊のがをや町かを占領して、 一 々赤旗を立て y ^廻り始めた o 
ボ J ランドは 械 崩れで ある。 僅か じ 十八 日間 じして 首府 ッ^シ ャ 7 が おを し. 
一傳月 じして 二十 一 一箇年 間の 巧 立を 保つ たボ ー ランド 共和 國が 、この 地上から を 
を 消した。 もの 間 九月 二十 二日 じは、® ソ兩 巧は ブレス トリ トゥ スク じが 威い， 分 
割 協を を 作つ て' みるくぅ ちじを ポ ー ランドを 兩國 でかけ 取らして しまつた I 

I 1、 宣戰 された 平和 
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ドイツの 對 ポ^ ~ ブンド 戰の 開始と 時を 同じく して 卽ち化 月 一日を なて 英佛 
はさず が じ ド イブに 向つ て、 宣戰布 吿を巧 行した。 をれ と 共 じあ々 第 こみ 歐洲大 
戰は勃 あした こと V なる。 從 つて ポ ー ランドの 悲劇 戰は 正式の 意味に 於け る歐 が 
大戰の 第一 幕を 旣じ 構成して ゐた譯 だ。 

然る じ英佛 は宣戰 だけは 布告した もの^ •肝 背の ポ ー ランドへは、 巧 事 的 じ 何 
等の 援助を も 送らな かつた。 ポ ー ランドの ルッツ •タミ グリ 元帥 や 首相 ペックは、 
餘 りじ も賴 りない 西欧 政治家の 口先を 過信した の だ。 彼等は 『をん な答ぢ やな か 
つたが …… 』 と，^ 1 マニアへ おげ 这んで 瞬を 恼 みながら 巧慨 してみ たが、 もう 
後の祭 b で 何にも ならぬ。 をの 時は もう 國が 無い の だ！ 

或は 英佛 としても、 巧 巧め 巧 通り 宣戰 を布吿 したので あるから •ポ —1 ランドの 
をし むのを 見て は、 助けて やりたい のは 山々 であつ たが、 巧戰上 之れ を 助ける 方 
法が なかつ たの かも かれね。 をれ とも 助けょうと 巧 意して ゐる うち、 ドイツの 行 


がイ 



\ 

動が餘りじも電化石乂の如く速かつたので‘ 手出しをずる暇が^^^か.つたのかも知 

れち ’ 

孰れ じしても ポ ー ブンド 戰を完 をに 勝ち 畢 つた ヒット ラ ア總統 は、 これで 一段 
落つ いたと 見き はめた もの だから、 十月の 始め 英佛兩 國に對 して， か ホを 捉唱し 
たので ある。 

巧 平の 理由は 他で もない。 

ポ ー ランド 戰 にょつ て ドイツ 民族 生活 圈は 確保され た あとは た 乂 植民地の 

問題が 殘 つて ゐ るの みだ …… 英 佛は自 みのを 命 線で もない 餘 計な 東 歐や中 欺の 問 
題に 口を 巧す ことを やめて、 欧洲 全 糖の 幸福と 共榮 のた めじ、 ドイツと 協力して 

はどぅ か をれ なら ドイツと しても、 これから 更じ演 極 的 じ 資喧嚷 を 買つ て、 

無辜の 若い 人間の 血は 流した くないの だが …… とい ふの だ。 

英佛は 勿論 之れ をち おした。 をん な ことを すれば ドイツの 欺 洲制颗 を 隙め る 誘 
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である。 「ヒット ラア 主義が この 地上から 拂 拭され ない 限り* 和平 交が は 問題に な 
ら ぬ！』 —— とい ふの がを の 理由で あつた。 

.だからと 言つ て 英佛は •別 じ ドイツを 積極が じ攻 おする ので もない。 直接に ド 
イツ 侵 出を 企てる ので もない。 侵 巧し ょぅじ も ドイツの 化 海海擇 の替備 はお 霞で 
るら •又 西部 戰 線の ジ ー グフリ ー ド堡 壁' 線は 難を 不 落で あつて、 此方から 恥が じ 
曲る 方法がない の だ。 

をれ ぢや ドイツ 軍が， 逆 じ 西 侵して 巧 やしないだら ぅか？ 否 をん な ことは を 
然考 へられぬ。 獨佛國 巧の 西 じ 築いた マジノ 要塞 線の 突破は、 が^!^ では 到底 不 
巧 能 だ。， をの 僅かな 一 據顯 だけを 切り崩す だけで も、 す 萬の ドイツ 兵が 一二 箇月 わ 
かつて 五十 萬の 血潮を 犧牲 にしても、 突破が 出來 るか 出 巧ない かみらない 程度の 
堅牢 さで ある。 マジノ おがを こじを へて ゐる 限り、 P ン ドン や パリの 生活は •平 
常と を、 る 必要がない。 をれ ょりも ドイツの 一巧が がる 長期 戰 じを ひ 下 り' 海上 お 
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潰に ょりて ドイツの ホ や 子供を 渴し 殺す に 限る …… さう すれば ドイツは 第一み 歐 

洲大戰 の 例に 從 つて、 否 •あれょ b も 中つ と 早く 圃內 の揉亂 わら、 兜を 脫 いで 陳 

.. 

巧 じ 降る こと だら う / 

とい ふ 割合 呑氣 な、 旦つ 神經の 鈍い 考へ 方で、 英佛 の爲あ 者は 所謂 r 宣戰 され 
た ホ か」 を持續 する 態度で 居た。 だが をの 間 じ ドイツは、 暫く もデツ として ゐな 
かつた。 着々 として 對英佛 の 巧戰を 準備し、 同時 じ 英國お 錶じ對 しては、 ソ聯と 
のポ ー ブンドみ 割 協定 じ續 いて、 巧 ソ經巧 協力の 取 極めを 行 ひ、 海上封鎖 をして 
まるで 袋の 底の 破れた やうな 封錶狀 態として 了つ た。 をれ と共に ソ聯が バ^ •卜諸 
がへの 工作 又は フィンランド 戰に乘 出した 場を には、 英米 佛が ソ聯の 行動を 痛く 
非難した のとは 反對 じ、 霉ろ ソ聯の 成功を 晰 り、 或は これに 援助を 送つ たこと さ 
へ ある。 プ聯が フィンランド 巧 擊戰に 案外 手間 どり、 思 ふやう に 成 巧 しないのを 
見て とる や、 ドイツは 一九 四 0 年の 二月 じ、 お 多の 技 啸と參 謀の 將校 とを ソ脯じ 
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送つ て やら、 難み 不 をを なて 有名だつた フィンランドの ウィ ボ^グ 要塞の 巧が を 

助けさせた。 この ドイツ 側の 協力 じょつ て、 ウィ ボ^グ 要塞は 僅か じ數日 じして 

おを した。 元來 ウィ. ボ^グ 要塞は、 ベ 作 •キ ー の レオ ポルト 線 や フランスの マジノ 

線の 要塞と 同性 質の もの だつ たので、 ドイツと しても 將 ホン オポ^卜 線 や マジノ 

線を 突破す るた めじは、 ウィ ボ^グ 要塞の 構造 や 堅牢 さを、 ょく 硏究 して 廣 きた 

かつよので あらぅ。 然る じこの 補の 要塞は >’ ドイツ 軍に と b て 難を 不 落では，；^ い 

とい ふこと がょく々 つたので' ドイツ 側に とりては 非常 じ 得る 所が 夕 かつた。 を 

れ とおに 一箇年 もわ^ つて 陷 落させる ことの 出來 なかつ たものを、 ドイツ 軍との 

協力で、 忽ち 破壊し 得た ソ聯側 も、 まるで 助かつ たと でも 言 ふやぅ じ' をの 元氣 

をな て’ 自國 じを 利なる 對 フィンランド ホか條 約を 結ぶ ことが 化來 た。 

• ♦ • 

ソ聯じ 恩を 資 つた ドイツは 、•又 一方の イタリア とら' 友情を 更新して わく 必要 
を 威 じたので、 一九 四 〇年兰 月、 ヒット ラ ア總統 は ムッソ リ ー ニ 曾 巧と ブ レンネ 
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ル 會議を 行つ て、 イ タリ， アの 絕對的 支持を 得る こと/' なつに。 

イタリアの お對的 支持と いふのは、 ソ蹄 のをれ と 同時に > 當 み 好意的 中 ホを 保 
つて ゐて貸 ふこと であつ た。 ヒット ラアは 寧ろ イタリアの 卽時參 戰をホ 送し なか 
つた。 何な なら •若しも イタリアが ドイツ 側に 立つ て、 時期 尙 早の 渗戰を すれば， 
r 宣戰 された ホ 和』 の 對時狀 態は 忽ち 崩れ > フランスの 陸軍は ドイツを がつ て 置 
いて •を 部 イタリア 攻擊に 集中し' イ •キリスの 海軍 も 忽ち 地中海を 中、 むとして、 
イタ： ア をを しめる こと^なる だら ぅ。， さぅ すると ドイツは をの 擴大 された 熙線 
のた めじ、 餘程 有力な 援兵を イタリア じ 送つ て •之れ を 助けなければ ならぬ こと 
扛 なる。 V 
.をれ は ドイツ じと b て 寧ろ 不利益 だ。 寧ろ ドイツは 英佛の 軍事的 勢力を > をの 
本國へ 釘付け じして わいて、 ドイツ 丈け の獨 力で なて、 を 個に をの 脊椎を 粉砕し、 
をの 庶じ乘 じて 始めて イタリア じ おつて 貨 ふなら、 獨伊共 じ をれ ぐの 戰 勝を 傅 
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する ことが 出來る と 言 ふやぅな 取 極めを したの が •をの プレン ネ^ 會談 の內 

をで あつた。 

だから ドイツ 側の 巧、 むは‘ 誰の 力を も 藉らず •ホ づ自 々だけの 巧 力で なて、 或 
る 程度まで 英佛 のま 腦 軍を 叩き伏せて 了は ぅ、 とい ふ 建前 じな つて ゐ たので ある。 

參 

I 二， 化歐の 電擊驟 ， 

ブ レンネ^ 會談の あつた 翌月* 卽ち 一九 四 0 年 四月 九日 •ドイツは イデ リスが 
突然 中立 國 ノ^ ゥ * 1 海 唐を お潰した ま實を 探知し —— と ドイツ 側では ま 張して 
ゐ るが —— 好機 來れ りと ばかりに •先 づ】 氣呵 成に •テン マ ー クを 席捲し ノ^ ゥユ 
I お 岸のを 要港を 巧へ てし まつた。 をれ と共に 四月 十六 日 じは •ノ^ ゥユ ー を ± 
占領の ためじ* 英國の 封鎖を 突破し、 飛行機と 惊送 船と をな て カ テ ダット 海峡を 
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巧 通り— 意外な 大 軍を ォス n 1 じ 進を させた。 をれ で一應 『實戰 なきや 巧」 0 平 
靜は 破られた ので ある。 

この ノ^ ゥ * 1 爭を戰 も 亦、 ドイツ 流の 電お戰 の 代表的な もので あつた。 南方 
からは ノ^ ゥ H 1 軍の お抗を 排除しながら •グ ブランズ ダ I ルの 峽 河を 巧 上し • 
中部 ノ八 ゥユ ー の卜 n ント イムに 上陸 させた 占領 単との 嚇 絡を 保たせ > 一方ナ 
ムソス じ 上陸した 英佛 軍を •スブ ンキユ 其 他の 瞎路じ 粉砕して •をの 南下を 
不可能な らしめ、 且つ 化 ノ作ゥ ユ1 の ナ^ ゲイ ツクを 占領した ドイツ 軍は， 巧 兵ょ 
く 英國海 巧の 攻# じ堪 へて •其の 地を 死守し 通した。 從 つて ノ^ ゥ *1 ず 巧び 英 
佛 救援軍は 戰ふ每 じ 敗戰の 憂目を 見た もの だから‘ 英佛側 も ノル ゥユ ー が 巧の 無 
意 ホなる をを b •あじ 同地の 海 皆を 拾て yT を 部 本國じ 引^ざる を 巧な かつた。 
をれ で ドイツの 巧 力 圈は更 じ デン マ ー ク 、ノ^ ゥ H 1 を ± じ猜大 された 强 である。 

巧 様な おお 地 城の 爭 を じついて、 ドイツと しては 二) スユ ー ゲン 銳鑛 をな 保し、 
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ニ ニス カン デナ ダイア 茜 圃の英 國じ對 する 貿易 依存を、 ドイツ 側へ 振り向け' 
ニニ) 巧るべき 英國本 ± 巧 巧に 睽 しての 空軍 お 地を 巧 得ず る ことの 目的を 持つ てゐ 
た。 而 してを の 目的の 孰れ もが、 極めて 短日月の ぅちに 達成され たの だ。 

この 樣じ 英獨の ノ^ ゥユ ー 爭奪戰 は > 雨實の 外を 戰を 巧へ て •ドイツの お對的 
な « お裡じ 進行した が* 舞臺 はやが て 化歐を 離れ‘ 世界の 視線は をの 後輕 らく バ 
作々 ン化方 じ 集中され た。 卽ち バ^カンの 外交的 爭規戰 が 俄か じ活 おを 帶 び‘ が 
時に 戰 雲が 地中 おじ 漲つ て來 たので ある。 大體 武力 戰 では 英佛 側の、 请 かじ 弱い 
ことが を證 せられ、 反掛に ド-イツ 側は、 前の ポ ー ランド 戰と言 ひ 又 ノ处ク ユー電 
が 戰の樣 牛と 言 ひ、 明か じ强 いこと が 明瞭と なつて きたが， さて •然 らばな 雜微 
妙な バ^カン 及び 地中海を 繞る 外交 戰じ 於て、 英佛と ドイツとは 一 おどつ もじ ホ 
が あるで あらぅ か？ 

巧 爭をー ト先づ 外交 戰の形 じして > をの 舞 まを バ作 カンへ 持つ てきた 創意 おは 
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イギリスで るる。 イ •キリスは これ じよつ て •二) 對巧 海上封鎖の 巧 力を 更に 確資 
じし’ 今ドイツの後背地となつてゐるバ ^カ ンのドイツ的じ息のか/^つた經巧 
を掩 化させる こと* ニー) バ^カン 諸 國が强 固の 板狹 みに なつて ゐ るのに 乘じ 、更 
にを の 中へ イタリア 及び ソ踰 をが 治 的 經巧的 じ 進出せ しめ、 をれ じよつ て 巧、 伊、 
ソの 相互の 仲を 巧隔 させる こと、 (ごご ド イシが パ 火 カン 諸が を自 .國陣 營じ引 入れ 
るた めに 武力を 用 ふるやぅ なお 巧を 作り、 お 軍 力が き ドイツの 戰 線を* スカ^ デ 
ナ ダイア’ と 地中海 方面と に巧大 し、 をれ によつ て ドイツを 奔命 じ 疲らせる こと、. 
{四 〇從 つて 當み ドイツが 西部 戰線じ 巧 力を 集中す る おなから しむる こと、 等の 目 
論 見を 持つ てゐ たもので ある。 

■ 

二||、 n ン ビ エ 》 ニ ユ から コ ン ピ エ I ニ ユ へ I 
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がるに ドイツは をの 手 じは 乘ら なかつ た。 

一方 英佛が パ^ カンを あき 亂 し、^ ニア や 卜^コ や •キリ シア じ 反 お 的氣分 

を 煽つ て、 戰 線を 東南に 渡大 させ、 自分は 祕 わにべ^ •キ ー と ォランダを お 絡して， 

ベ 火 リン 空 巧の 航空基地を 作 b さぅな 必 構へ でゐ るのを 探 かした もの だから、 を 

れを をの ま/' 巧 巧して 最く 譯じ往 かな かつた。 時 恰も n ン ドンでは チ* ン バン ン 

首相に 對 する 不信 巧の 空 氣が張 b 、、 パリで も ダム ラン 將 軍と ゥユ イダ ン將 巧との 

巧が 旨く 往 つて ゐ ない 有様が 見えた もの だから、 ドイツは この 時 だと ばかり、 い 

きなり ォランダ とべ^ ゲ ー の國 巧を 突破して、 己 軍を 西 じ進擊 させた。 ■ 

♦ ♦ 

時 恰も 五月 十日。 欧洲 大戰 はを々 巧定 的な、 をして 本格的な 爭 闘の 形相を 現は 
してず たので ある。 ' 

この 戰況 じ關 しては まだ 每 件が 生々 しい ホけ に、 讀を 諸君 もな ほ 記 億の 新しい 
ものが あるで あらぅ、 おり 細かい 說 明を 加 ふるまで もない。 要するに ドイツの 第 
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一軍は、 ホ づ一擧 じして オランダを 主を 巧测 した。 をの 巧 期された 洪水 戰 術の 阻 
止だどは何のをの、 精英4:^.る飛巧巧と機が化部隊とをなて、 ホづオランダの航を 
某 地を 抑へ、 オラ. ンダ 軍：^ ベル •キー 軍との 聯絡を 不可能と して わいて > 1 部は フ 
リ ー タランドを 南下し •一部は ライン 河を 下流 じ 下つ て 巧つ た。 オランダ 巧は 手 
も 足 も 出な かつた ので ある。 ウィ^へ 作 ミナ 女王は 英固じ 蒙 巧し、 降伏を 肯 じな 
かつた ロツ ブル ダム 市は 廢址 同然 じ 叩き 毁 された。 元首を 失つ た オランダ 巧は' 
巧佛 側の 何等の 救援を も受 くる 能は 中して‘ ぶじ 巧 軍 じ 降伏して 了つ た。 

碟接 のべ^ •キ ー とても 同樣の 運命を 辿らざる を 得な かつた。 - - 
何しろ 獨 軍は オランダ‘ ベル* キ ー、 フ タンタ、 イ •キリスと、 嚇合巧 じ 聯合の 態 
巧を とらせないで、 をのを 自を 孤立 させながら、 一々 を武 巧し じみ おさせる 巧戰 
をと つて ゐ たもの だから/六十 萬を 擁する ドイツ 第二 軍の 巧銳 が、 マ ー ス リヒト 
のが 橋を 押 波る と、 をの 一部は- ツセ^の 要塞を 血 祭 じ 上げて 西 進し、 ア^べ I 
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ル 運河 じ 沿うて ブリュッセ^ 及び アン トツ ー プ を包留 ずる 態 巧を とり， 他の 一部 
は ナミ ュ I ル 河 じ 沿うて マジノ 要塞の 始顯 じ突擊 した。 巧く してべ ル； キ ー の 大半 
が占領された頃、 ア^べ1^固王は到底この防禦戰じお味のないこと 無益の化 

. をは 

杭は 口' ッブ^ ダムの 悲劇を 闊內の 隨所じ 作る だけの 結果 じ畢る こと、 を じ 救援 じ 
來た菩 の 英佛兩 軍が、 たく 自己のを 也に 逝 げられ る 地方への み 偏を し、 一番 犧牲 
のぶい 第一線 じべ^ •キ ー 軍を ホた せょうと 策動して ゐる 事情を 洞察し' 遂に 巧必 
をき めて 獨 軍の 巧 門 じ 降つ てし まつた。 

をのう ち獨軍 第一 軍と、 ミュ ー ズ河を 南下した 窠 二軍の】 部とは、】 擧 じして 
パリを 街く と 見せかけて わいて •急 じ 方向を 西 化 じ轉じ フランス ずの お抗を 排除 
しつ/'‘ ソンム 河を 下流へ 下流へ と 下つ ていつ た。 をれ と 共 じこの 本隊と、 フリ 
ッ七 作‘ アン ト 71 プを 屠つ た 第二 軍の 別働隊とは、 ア^ト アと フラン ダー スの 
お掉 平野 じ 於て 蹄 格を と b •ポ ー ランド 戰 じがけ るク ー トノの おお 戰じ館 化した 
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巧くべく 龙大な 包圍库 形で なて、 をの 中に ゐる英 佛の大 軍を まるで 袋の 鼠の 化く 
追 ひ 送んで しまつた。 然も 刻一刻と をの 圓 周を だんく 縮めて > 到る 所で 巧妙 無 
おなお捉娥滅のエ作じわ/^つたので.^。 をこで佛軍の一部は、 命からぐルー 
ベ ー の 巧みを 脫れて 本國じ 逃げ延び、 他の 一部は 英國 かお 軍 十五 萬と 其に、 武器 
を 捨て 戰 革を 捨て > 極めて 惨めな 敗殘 のをで •大陸から ィ •キリスの 本 主へ、 命 か 
らぐ 飛び をんだ。 要するに 英佛蹄 合 軍は フラン ダ ー スの或 滅戰で 巧 定的じ 叩き 
のめされ たので ある！ 

これ じょつ て佛 軍の 意気は 全く 阻喪した。 最早 や 反樂の 意思は ない。 をの 聞 じ 
金巧续 壁と 賴んだ マジノ 線は、 易々 として 突破され る。 フ クンダ ー ス戰巧 じ 化 進 
した 獨 軍は 息を もつ か 乎、 ソンム 河畔の ゥ * ィダ ン 線を 巧 破つ て •雲霞の如く マ 
^^ヌ河畔に、 ォァーズ河畔に迫つてくる。パリはもぅ指呼の^に見ぇる。 ンィノ 
1 內閣は 巧て ふためいて 首府を おげ 出し、 前の ボ ー ランド 政府と 同 樣じ國 內をッ 


ツ 6 


へ、 ボ^ド ー へと 轉 々として 彷樓 せざる を 得 なくなつ た。 

•フク ンタ 共和 國め 全面的 敗贼 である。 ドイツ 軍は 西部 戰 線に 巧 動を おしてょ 
b ‘ 僅か-一箇月と 四日と いふ 六月 十四日 •早く も パリ じ 入城し、 ユトア の 凱 
旋門上 じ 鉤十字の 旗を 織へ した。 をれ と共に ドイツの 盟邦 イタリア も ホ、 ドイ 
ツ側じ 立つ てを々 英 佛兩國 じ宣戰 を布吿 した。 

巧く して 六月 十 お 日、 ボ八ド ー じ 於け る ペタン 佛國新 首相 じょつ て* 對獨 降伏 
が 決を された。 フランス としても 口惜し かつた であらぅ が、 义 しく 人民 戰線 的な 
.思想 じ 恐 かれて' 國 民の 眞の 魂を 喪失して ゐた 今更な がらの 悔悟と •イ •キリスの 
す 信じ 對 する 失望と が、 フランス 人を 驅 つて 此の 擧じ 巧ざる を 得 ざら しめたの だ。 

翌十 八日 ヒット ラ ア總統 は ムッソ リ ー ーー 首 巧と ミュンヘン じ會 合し、 對佛嫌 巧 
條 件を 前が て 謀した 後、】 九 四 0 年 九月 二十 二日* コン ピユ ー ニ ュの森 じめ て佛國 
巧 表 アンジ* 將 軍な 下の 委員を 引見し、、 化榮 ある® 佛 休戰條 約じ署 ぶを おへた。 
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をの 會 見の 場所 ば 嘗て ドィツ 自身が 前の 大戰じ 敗れ、 孩を をんで フォッシュ 元帥の 
前 じ！^ 摩 的 休戰條 約を 巧 付けられた •同じ 展望 革の 中で あつたの だ。 

配た G . n ンピユ I -1 ュが 一同 巧した ので ある！ 

_ 四 、アルビ オン 島の 運命 ’ 

化は ノ^ ウ * 1 から •南は フランスの 海擇を ビスカヤ 巧 じ 到る まで 歐洲 大陸の 
西海岸 線を 階を、 をの 掌中に 收め 得た ナチ ス •ドィツは > 今 や歐洲 大陸から 見離 
されて 僅か じ 一 孤島に 顚 落した ィ •キリスを 前 じし、 わ もむ ろじを の 上陸 巧 戰を巧 
つて ゐる〇 

をには 大 爆が 巧が 大 編隊を 狙んで • n ン ドンみ 他の 大都市 や 要塞 地 帶に現 はれ、 
毎日の やぅ じを 禪 •燒夷 巧の 雨を 降らせて ゐる 今日 この頃では ある。 诲峽 じは 快 


が 
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巧 巧 E •ポ ー トが待 おのを 勢を と， つて •ア^ ビ オンの 島が じ 突入す るのを、 指が 
b おへて 待つ てゐ る。 ’ 

イ •キリス も 然しな ほ 執 糊な 反抗を 機續し •時 とんて は 同じく をの 爆擊 機を 遠く 
欧洲 大陸のを じ 飛ばせて、 フラン ダ 1 ス じがけ る ドイツ 軍の 基地 や‘ 或はべ 少リ 
ン 、ライン ランド、 化 海々 诘 地方 じ、 報な の 空擊を 反覆して ゐ るの だ。 

イ •キリスは まだ フランスの やぅに、 ドイツの 陣門 じ 降つ てゐ るので はない。 或 ク 
はこ、 曾く はイ •キリス 淀の 粘 b 强い 底力を 出して、 頑張れる 所までは 頑張る のか J 
も 知れない。 或は^ じ 巧らん とずる ドイツの 英ネ 主上 陸を 機會 じ、 をの 巧 府は乂 
海軍を 擁して' 大西洋の 彼岸 じある カナダ じ 落ちて 巧く のか も 知れない。 をの 巧 
合の イ •キリスで ももは や歐 洲的势 力と しての イ •キリスで はなく、 もぅ アメリカの 
巧 伴の 下に 立つ イゲ リタで ある。 

巧樣に 今日の 所では* まだ イ •キリスは が 底 的に 崩壊して ゐ ない けれど、 然しを 



れ でが てィ •キリスの 勢力が 昔日の 面 おを 恢復 するとい ふことは、 徹底的 窠 みのな 
、いこと だ。 ィ睾 リタは もう 過 まの 遺物で ある？ 

嘗て ポ^ト ダ^、 スペィンが 衰滅した やう じ、 臂て ォプン ダが 世界の 海洋 的 巧 
者の 地位から とり 落ちた かう じ、 大英帝 國も亦 悲しい 歷史の 中の ちじ 背き 加 へら 
れ ようとして ゐ るの だ 0 

從 つて ドィツ じがて は —— まだ ィ •キリスが 徹底的 じ 減び てゐ ないじ 拘ら や、 を 
んな ものは もう 眼中に 置かない ことにして —— 欧洲 新歷 制の 新しい 秩序を 計 蜜し 
て ゐる〇 

、 T ゲ リスな き欧拥 じは 巧 伊が 中 瓜 どなつ て， 欧洲 人垂描 b 共榮 のた めじ、 經濟 
的 文化的な 大きな 單 位を 作り、 をれ じよつ て 今まで 英佛 のみ じよつ て掩 取され て 
ゐた アフリカ 大陸の ぎがを 開かう とずる 計 寡な の だ。 この 共 榮圈の 運替を 謀る 巧 
値の 某 礎は > を 民族の 世界 文化 じ 貫かせん とする 巧， 攀 なる r 勞 働』 の 質と をと で 


が 〇 


あると いふ。 をれ じょり て 今を 英米 流 ユダャ 流 じを 能の 力を 持つ てゐた 黄金は、 

をの 魅力を 失つ て 自滅す る だら う とい ふの が ナチ ス •ドィッの 經濟巧 フンク 

の 巧 明な ので ある。 

をの 意 ホ じがて® 伊と 同じ 立場 じ ホつ 國は 、わが 大日 本帝國 でなければ ならぬ。 
今 じ 世界は 獨 伊を 中軸と する 欺洲圈 •ソ 蹄を 中軸と する ソ聯圈 •化 米み 巧 困を 中 
軸と する 米 洲圈‘ をして わが 大日 本 帝國を 中軸と する 東亞 圈の 四つの 大きな 共榮 
圈 じみ たれる こと だら う。 

わが 國 じは 满洲事 巧 勃を な 來 、國ま 的な 磬 生が 始まつ て、 國の ィデ ォ ロ >1 の 
’ 上では、 勿論 獨 伊と 肝膽巧 照らす ものが あつた。 古い 殼の 個人主義 的 自由主義 的 
な殘 痒を 一 蹄し > 巧に 大和民族 本來の 精神主義 的な 本元 じ歸 らうと する には、 を 
抵 主義 的な 某 礎から 英米の デモ クラシ ィを排 巧 せんとす る獨 伊の 巧き 方と、 目 機 
を 同じく し 得た ので ある。 されば こを 日货 伊の 間 じは 旣に 防共 協定の 盟約 さへ 結 
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ばれて ゐ たもの だ。 

然る じ 事實上 わが 國は 東亞 じがて、 新しい 秩序を 建設 せんがた めじ •わが 間獨 
特の荆 の 巧を ホんで ゐ たの だ。 この 困難な 荆の路 は > 破 扇と 衰退と を豫 想す る も 
のでな く、 現狀 をれ 破して 化榮と 民族の 偉大と へ 進まん とする 大きな ホ 兹 であつ 

ち 

をして これが 目標 じ 進む がた めじは、 先づ國 運を 睹し 下戰 はなければ ならぬ。 
をの 戟 ひの 過渡期と しての 經濟的 手段な、 如何せん 英米の 許を なくして 之れ を 巧 
得する ことが 出 巧な かつた。 み b 易く 言へ ぱ 東亞 新秩巧 建設を 目的と し、 之れ が 
正面の おとなつ たおを 巧を 巧滅 し、， 日滿 支の 111 固へ 新しい 天地を 創造す るた めに 
は* 當み 英米の 货お 手段と 英米の 資材と に 依存す る 外 •ホ 法がない とち へられて 
ゐ たもので ある。 をの 考へ 方が、 ある 程度な 上 じ 進んでの > 巧 伊との 運命的な お 
巧を 巧 巧 させて ゐた 所な なの だ。 


が 


-ち 日獨伊 畐疊の 完成 

.1 '• 

然る じ 歐洲に 於け る 形勢が ガ ラリと 巧つ て、 ド イブは 勝つ て 勝つ ておち 進んだ。 
なほ 將來と 雖も必 や 勝つ だら ぅ。 をの 情势が 世が を震據 させ、 をの 大きな 波の 一 
.つが •わが 國の择 るに も 打 もを せた。 今迄の 考へ 方は' これ じょつ てを 然 改めら 
れ なければ なら なくなつ. たの だ。 わが 國の視 巧は、 今までょ らもを わに 巧く 且つ 
遠 いらの じな つて 來 たの だ。 言ひ換 へる と イプ ォ n •キ ー の 問題 ばかりで はなく* 
經巧 的な 方面で も、 今後 英米は わが 國に巧 方す る ものでは ない …… 假令ホ ホす る 
やぅな 形 じ 見えても をれ はわが 日本の 偉大なる 巧 おの 達成 じついて、 依 b おむ ベ 
きもので ない ことが、 イッ キリみ つた。 

.ドイッの 勝つ たため じ 巧を せて 來た 波が、 わが 日本の 國巧じ おた じる 自 をを 巧 
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らし、 內閣は をれ がた めじ 倒れた。 か國 の出來 まで わが 國の 內閣が 倒れるな ど^ 
いふ ことは* 一面を だ 腑甲裴 ないやう にも 考 へられる が、 實は 快し さ，^ では G 
- い。 をれ ほど 日本は 世界的に 大きくな つて ゐ るが ためで ある。 巧閣 ばかりでは K 
い。 旣 成の 巧黨も 解消した。 古い 瞄 制は 悉く 崩壊し ょうとして ゐ る。 新 酷 制 だ！ 
新 體制じ 向 はんとす る わが 國の 外交的な 第 一條 件は、 日獨 伊一 一一 國 同盟の 締結で 
あつた 〇新歷 制が 出 巧 上つ て、 をれ から ゆつ くり 外交のを 巧 じ 移る とい ふやうな 
，巧 巧の ものでは なく、 外 巧界の 大きな 津波が、 わが 國の擇 巧 じ 打 寄せて、 それで 
新盧 制が 本 氣に考 へさせられる やうに なつた の だから* をの 外交の 波を 整調す る 
ことが 先づ 何ょりの 條件 であ b 、 をの 整調が 出 巧て こを •なじ 始めて 新 席 制が 勘 
き 出す ので ある。 をの 意味 じ 於て 今囘締 おせられた 日 巧 伊ー ニ 固 同盟は* 到底 避が 
巧き われ 等の 宿命で あつたの だ！ ， 
今を は 東亞 新秩 巧の 连投 にさへ 邁進して 居れば 《 西洋の ことな ど どうで もい^ 


が 年 


と 思 はれて ゐ た。 だから 外交は r 自 ホ® 往』 でなければ ならぬ …… 欧洲 問題な ど 
は 『不介入』 の 孤立な 巧で い、 と 主張して、 をれ で 筋が 通つ てゐ たか も 知れぬ。 
然し さぅ いふ 口先での 自ま巧 巧は、 巧 米の 經巧じ 依存して、 始めて 實行 さるべき 
性質の もので あり > 從 つて r 不介入」 とは、 獨 伊に 力を おさぬ と 言 ふ 意み じがて、 
始めて 論理が 成立つ てゐ たので ある。 

所が 情 巧は 正 じ 一巧した。 孤立して 小さい 範圃の 東亞 新 秩序を 建設す るので は 
なく、 もつ と廣い •をして 窩い範 国での 『東亞 共榮 固』 の 創造 じ 向つ て、 わが 日 
本 固 民の 新しい 使命が 出來 たの だ。 をの 使命 達成の ために、 日 お 伊一 一一 闽 同盟は 極 
めて 力强き 手段で あ り、 又 保障と なる だら ぅ！ • 

なら •日 巧 伊一 一一 國 同盟は •わが 國の 東亞 じ 於け る 化 お ある 聖 業に 世 ホ 的な 意を 
を 巧へ たもの じ 他なら ぬ！ • 

をの ことを を 頭に 置きながら •.私は 新しい 盟邦の 一つで ある 所の ナナス •ドィ 
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ッの 努力し を圃 し‘ 然も 今でもな ほ 勇敢 じ戰 ひつ/' あるを の 1 巧を 描いて— 若い 
讀を豁 おじ わ 傅へ し •それでが て 今度の 同盟 條お 締結 じ對 する 些 やかな 記を の 一 
つと したいと 駐ム〇 
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巧 没が 判 時が 

巧 •を 回 五を 巧 
を 巧 お 巧 


— 本審 は-伍ち よりみを ちし、 あらゆる 困 巧と 時 香を 巧り 切々、 巧し おみ、 コン-: 
ピエ— - 1 ユの 森に 化 紀の凱 巧を 奏する 迄の ヒット ラアを •巧抽 記 弟と して、 巧丫 
をに 巧 巧す る ことな 年 ヒット ラア にを をが をす るこ义 二回に 及び、 日本人 中を 
も おを 巧る 巧を じ惠 まれた を ホが、 ヒット ラァの 自叙な 『我が 爭 巧」 は 上の 巧 一； 

巧と 巧と をはつ て 叙述せ る 巧 ヒット ラア « でもる。 不世出の 巨人と してを 世 巧 I : 

のが 聴を 巧め てゐる ヒット ラ ァの煤 ひ 知れざる 全 巧は、 本密 により はじめて 巧； 一 
• 1 かにされ たと 云 ひ 巧よぅ。 一^ 

f 内を 目々^ . 

•法 か * 巧の 巧み 一巧 巧 化 巧 巧 巧 人 ま 巧 出 巧の 直な …… 

• R を かる ホ 巧會 がを ちの ための 理擧巧 巧 一黨へ 大巧 巧 巧のを* 『力』 

を ホいた 拍 巧.. ミこな びを るを « 一巧 一二 十】 日 巧 巧 的 巧 » 時化 巧巧 的ボか 

時 W 巧 a I a ッパ 大度 a ユ のを …… 化 十 お 巧 目 



rv が；^ ャ I コプ •ザ ー ル 高 橋 健 二 共著 

り！ .：： .ミ.. f 々 / ‘ 則 巧々 約 •華 本 

^ ヒ^^ー ブ^— • ユ^— JtV ン * W 煩 •を 阿々 を 級 

W を 巧が 巧 

至-ミ- 至-三 ------ ----- •ミ-ミ-----/ ; ミ / •-ミ -ミ --ミ ミ ----- ミ-ミ-ミ •ミミ-- \ミミ\ も是ミ 
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